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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る裳備には*マークび付いて 
いまず。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことでず。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とです。 

〇 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていただをたいこ 
とでず。 

► 

操作手順などを示してい 
まず。 

〇ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ちあることをおしています。 




お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、走行速度が 
1日0 km / h を超えたときの車両機 
能や状態などについての記述があ 
りまずが、公道を走行ずる際は、 
必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関 
しては、別冊の 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をご覧< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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を全装備 . 31 

才ープン/ク□—ズ . 65 

シート/ステアリング/云ラ——99 

ライト/ワイパー . 115 

エアコンディシ ヨナー . 133 

走行と停車 . 145 

ディスプレイ . 201 

収納/室内装備 . 251 

壁倫と手入れ . 261 

万一のとを . 285 

ホイールとタイヤ . 319 


サービスデータ 


333 
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さ < いん 



アクティブボンネット（歩巧者保護） .’262 


アシストメニユー . 217 

アダプティブブレーキ . 59 

アダフティブブレーキランプ . 55 

アテンションアシスト . 199 

を全上のま意事項 . 53.202 .320 

安全のために . 11 

オートマチック車の取り扱い . 14 

警告ラベル . 11 

モ供を乗せるとき . 14 

こんなことにもミ主意 . 18 

診断ソケット . 11 

走行する前に . 12 

保証の適巧 . 12 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 •• 12 

インジケーター付きバッテ U —. 308 

インストルメントパネル . 22 

左八ンドル車 . 22 

ち八ンドル車 . 23 

インテ U ジェントライトシステム . 121 

ウィンタータイヤ . 323、331 

ウォッシャー液 . 272.340 

運転席ドアの解錠 . 79 

ェアガイド . 97 

エアコンディショナーの概要 . 134 

エアコンディショナー使巧時のを意 •• 136 

コント□ールパネル . 135 

エアコンディショナーの使い方 

AC モード . 137 

ウインドウの曇り . 139 

エアコンディショナーの作動/停止 • • 136 

設定温度の調整 . 137 

送風口の選択 . 138 

送風量の調整 . 138 

デフ□スターモード . 138 

巧気循環スイッチによるコンビニエンス 
オープニング機能/ク□ージング機能 

. 141 

内気循環モード . 140 


余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ン •••• 141 


リアデフォッガー . 139 

エアスカーフ . 105 

エアバッグ . 35 

エンジンオイル . 266.338 

エンジンの停止 . 172 

エンジンのトラブル . 156 

エンジン番号 . 336 

エンジンルーム . 262.264 

ウオッシヤー液 . 272 

エンジンオイル . 266 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 268 

プレーキ液 . 271 

ボンネット . 262 

冷却水 . 268 

エンジン冷却水温度計 . 203 

オイル•液類/バッテリー . 337 

ウオッシヤー液 . 340 

エンジンオイル . 338 

オイル.液類に関ずるま意 . 337 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 339 

燃料 . 337 

バッテ U —. 341 

ブレーキ液 . 339 

冷却水 . 340 

応急用スペアタイヤ . 288.331 

応急用スペアタイヤへの交換 . 290 

才ーディオメニュー . 213 

才ートマチック車の取り扱い . 14 

才ートマチックトランスミッション •••• 158 

運転のヒント . 159 

オートマチックギアシフト . 161 

オートマチックトランスミッションの 

トラプル . 166 

シフトポジション . 159 

シフトポジションの選択 . 159 

セレクターレバー . 158 

走行モード . 160 

ティップシフト . 162 

パーキング□ックの手動辭除 . 167 

パドルによる操作 . 161 











































































さ < いん 


マニュアルギアシフト . 164 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 268 

オプションコードフレート . 336 


チャイルドセーフティシート . 47 

ル物入れ . 252 

グ□-ブボックス . 252 

コンビネーシヨンスイッチ . 119 


が気温度表示 . 203 

が装 . 276 

カップ ホルダー . 256 

可変スピードリミッター . 184 

環境保護について . 11 

寒;を時の通り扱い . 16 

キ. . 66 

アンサーバック機能 . 72 

キーの電池交換 . 73 

キーの トラブル . 75 

キーレスコ f —. 68 

施錠/解錠設定の切0替え . 71 

U モコン機能 . 66 

キーの電池交換 . 73 

キーレスコ‘一 . 68 

救急セット . 287 

クルーズコント□—ル . 181 

警告ラベル . 11 

けん引 . 311 

けん引時のま意 . 311 

けん引フックの取り付け . 312 

後輪を上げてけん引ずる . 313 

車両を運搬ずる . 313 

前後輪を接地させてけん引する . 313 

けん引防止機能 . 60 

故障/警告メッセージ . 227 

安全装備 . 228 

エンジン . 235 

キー . 242 

車両 . 240 

走行装備 . 237 

タイヤ . 239 

ライト . 234 


子供を乗せるとき . 14、47 


サンバイザー . 257 

シート . 101 

エアスカーフ . 10己 

シートの手動調整 . 103 

シートの電動調整 . 103 

シートヒーター . 104 

電動ランバーヴポート . 104 

へッ ドレストの高さの調整 . 104 

シート位置の記憶 . 114 

シート位置の呼び出し . 114 

シートヒーター . 104 

シー トべ J レト . 42 

乗員安を装備 

シートベルト . 42 

事故-故障のとき . 286 

室内センサー . 62 

室內装備 . 256 

12 V 電源ソケット . 259 

カップホルダー . 256 

サンバイヴー . 257 

灰皿 . 258 

フ□アマット . 260 

ボトルホルダー . 256 

ライター . 258 

自動防に機能 . 112 

シフトポジション . 159 

車がか5のドアの開閉 . 77 

車がライト残照機能 . 118 

車載工具 . 288 

車載品の収納場所 . 286 

応急用スペアタイヤ . 288 

救急セット . 287 

事故.故障のとき . 286 

車載工具 . 288 
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停止表 7 JT 板 . 287 

非常信号用具 . 287 

車台番号 . 336 

車巧か5のドアの開閉 . 77 

車両装備について . 32 

車両に保をされるデータ . 19 

故障データ . 19 

データび保存されるその他の装備……19 

車両の電子制御部品について . 335 

純正部品/純正アクセサ U —. 334 

乗員ま全装備 . 32 

NECK PRO アクティブへッドレスト. • 41 
NECK PRO アクティプへッドレストの 

U セット . 42 

PRE-SAFE®. 41 

SRS (棄員保護補助装置） . 33 

エアバッグ . 35 

シー トべ J レト . 42 

乗員保護装置 . 32 

乗員保護装置 . 32 

上方の操作部 . 29 

診断ソケット . 11 

ステアリング . 107 


ステア U ング位置の調整（手動調整式） 

. 107 

ステア U ング位置の調整（電動調整式） 


. 108 

スノーチェーン . 324 

スピードメーター . 204 

積載荷物の制限重量 . 341 

設定メニュー . 219 

セレクターレバー . 158 

センターコンソール . 27 

走行 . 147 

ECO スタート/ストップ . 153 

イグニッシヨン位置 . 147 

エンジンの始動 . 149 

エンジンのトラブル . 156 

発進 . 151 

走行ま全装備 . 53 

ABS. 53 


臣 AS . 55 

EBD. 58 

ESP®. 55 

アダプティプブレーキ . 59 

アダプティブブレーキランプ . 55 

安全上のミ主意事項 . 53 

走行時のミ主意 . 175 

雨降りや濃霧時の運転 . 180 

エンジンを停止しての走行 . 175 

走行するとき . 178 

走行中に異常を感じたら . 179 

タイヤのグ U ップについて . 177 

駐停車ずるとを . 179 

請れた路面での走行 . 177 

プレーキ . 175 

雪道や凍結路面の走行 . 178 

走巧ずる前に . 12 

走巧装備 . 181 

アテンションアシスト . 199 

可変スピードリミッター . 184 

クルーズコント□ール . 181 

ダイナ S ック八ンド U ング 

パッヶージ . 187 

パーキングガイダンス機能 . 195 

パークト□ニック . 190 

ホールド機能 . 187 

送風口の調整 . 142 

エアスカーフ送風口の調整 . 144 

サイド送風□の調整 . 143 

中央送風口の調整 . 143 

ダイナミック八ンドリングパッケージ • • 187 
タイヤ/ホイールの使用 . 320 

MoExtended (ランフラットタイヤ） -322 

走巧時のミ主意 . 320 

タイヤトレッド . 321 

タイヤの選択、装着と交換 . 322 

タイヤの点検 . 321 

タイヤ空気圧 . 324 

タイヤ空気圧警告システム . 326 

タイヤ空気圧ラベル . 325 

タイヤの回転方向 . 328 
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タイヤの交換 . 328 

タイヤの回転方向 . 328 

タイヤの清掃 . 328 

タイヤの保管 . 328 

タイヤ□ーテーシヨン . 328 

パンクしたとき . 328 

タイヤフィットでの修理 . 299 

タイヤ□— テーシヨ ン . 328 

タコメーター . 203 

正しい運転姿勢 . 100 

チャイルドセーフティシート . 47 

駐車 . 172 

エンジンの停止 . 172 

長期間駐車ずるとを . 17己 

パーキングブレーキ . 173 

駐停車ずるとき . 179 

長期間駐車ずるとき . 175 

停止表示板 . 287 

ディスプレイと操作 . 203 

エンジン冷却水温度計 . 203 

外気温度表示 . 203 

スピード方一夕一 . 20斗 

タコ^—夕一 . 203 

燃料計 . 20斗 

燃料残量警告灯 . 204 

マルチフアンクシヨンディスプレイの操作 

. 204 

メーターパネル照明 . 203 

六ニュ ー U スト . 206 

ティップシフト . 162 

電球の交換 . 126 

交換巧能な電球について . 128 

電球に関ずるま意 . 126 

電動ランパーサポート . 104 

ドア . 77 

運転席ドアの解錠 . 79 

車外からのドアの開閉 . 77 

車速感応ドア□ック . 79 

車内からの辭錠/施錠 . 78 

車内からのドアの開閉 . 77 

車晒の施錠 . 80 

ドアウインドウの開閉 . 83 


ドアウインドウのトラブル . 88 

ドアウインドウのリセット . 87 

ドアの操作部 . 30 

ドア巧一 . 110 

冬季の使用 . 323 

ウィンタータイヤ . 323 

スノーチェーン . 32斗 

盗難防止警報システム . 59 

盗難防止システム . 59 

けん引防止機能 . 60 

室内センサー . 62 

盗難防止警報システム . 59 

ドラフトストップ . 95 

トランク . 81 

トランクの解錠 . 82 

トランクの開閉 . 81 

トランクの開閉 . 81 

トランクを開いたときの高さ . 341 

卜 U ップメニュー . 208 

ナビメニュー . 211 

慣5し運転 . 146 

日常の手入れ . 275 

外装 . 276 

車内 . 281 

荷物の収納 . 252 

ル物入れ . 252 

収納ネット . 254 

U バーシブルトランクフ□ア . 255 

ルーフラック . 255 

ニューカープレート . 336 

燃料 . 337 

燃料タンク容量 . 337 

燃料計 . 204 

燃料残量警告な . 204 

燃料の給油 . 168 

重要な安全事項 . 168 

燃料と燃料タンク . 171 

燃料を給油ずる . 169 



















































































8 


さ < いん 


J\ 


パーキングガイダンス機能 . 195 

パーキングブレーキ . 173 

パーキング□ックの手動解除 . 167 

パークト□ニック . 190 

灰皿 . 258 

バッテ U —. 306、341 

VRLA ノくッテ U —. 308 

インジケーター付をノ くッテ U — . 308 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意 • • 306 
バッテリーの位置 . 307 

バッテ U - があがったとき . 308 

バッテ U -取り扱いの一般的なま意••••306 

バッテ U — の位置 . 307 

バ U オルーフ . 89 

エアガイド . 97 

キーによる操作 . 91 

ドラフトストップ . 95 

バ U オルーフスイッチによる操作……90 

バ U オルーフの再□ック . 92 

八‘ U オ ルーフの トラブル . 94 

マジックスカイコント□ール 

パノラミックバ U オルーフ . 97 

ラゲツジカバー . 92 


ビークルデータ . 341 

積載荷物の制限重量 . 341 

ビークルプレート . 336 

エンジン番号 . 336 

オプションコードプレート . 336 

車台番号 . 336 

ニューカープレート . 336 

非常信号用具 . 287 

ヒューズ . 314 

ヒューズー覧 . 316 

ヒューズ交換についてのミ主意 . 314 

ヒューズの位置 . 314 

ヒューズを交換する . 314 

標準タイヤ . 330 

ブレーキ液 . 271 

フ□アマット . 260 

へッドライトウォッシヤー . 119 

ホイールとタイヤの組みちわせ . 329 

ウィンタータイヤ . 331 

応急用スペアタイヤ . 331 

標準タイヤ . 330 

ホールド機能 . 187 

保証の適用 . 12 

ボトルホルダー . 256 


パヮーウインドウ . 83 

キーレスコ‘一操作による 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 86 

センターコンソールのスイッチによる 

開閉 . 85 

ドアウインドウの開閉 . 83 

ドアウインドウのトラブル . 88 

ドアウインドウのリセット . 87 

挟み込み防止機能 . 87 

U モコン操作による 

コンビニエンスオープニング機能……85 
U モコン操作による 

コンビニエンスク□ージング機能 . 86 

パンクしたとき . 289.328 

応急用スペアタイヤへの交換 . 290 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 • • 289 

タイヤフィットでの修理 . 299 

ランフラツトタイヤ . 304 


ボンネット . 262 



マジックスカイコント□ール 
パノラミックバリオルーフ . 97 


マニュアルギアシフト . 164 

マルチフアンクシヨンステアリング……26 

ミラー . 109 

自動防眩機能 . 112 

ドアミラー . 110 

パーキングヘルプ機能 . 112 

ルームミラー . 109 

メインメニューとヴブメニュー . 207 

TEL 六ニュー . 215 

アシストメニュー . 217 

才ーディオ方ニュー . 213 

設定メニュー . 219 
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トリップ方ニュー . 208 

ナビ^ニュー . 211 

六ンテナンス方ニュー . 217 

メーター パネル . 24 

表示好/警告灯 . 25 

メーター パネル . 24 

メー ターパネルの表示灯/警告巧……244 

安全装備 . 245 

エンジン . 248 

シートベルト . 24斗 

メモリー機能 . 114 

シート位置の記憶 . 114 

シート位置の呼び出し . 11斗 

メルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場 ••• 12 
メンテナンス . 273 

メンテナンスインジケーター . 273 


メンテナンスメニュー . 217 



ライター . 258 


ライター . 258 

ライト . 116 

インテリジェントライトシステム •••• 121 

コンビネーシヨンスイッチ . 119 

車外ライト残照機能 . 118 

非常点滅灯 ■. 120 

ヘッドライトウォッシャー . 119 

へッドライトの内側び曇るとを . 123 

ライトスイッチ . 116 

ライトスイッチ . 116 

ラゲッジカバー . 92 

ランフラットタイヤ . 304 

U パ‘ーシブルトランクフ□ア . 255 

ルーフラック . 255 

ルームミラー . 109 

ルームランプ . 124 

緊急時点：)0■機能 . 126 

ルームランプスイッチ . 124 

ルームランプの操作 . 12斗 

冷却水 . 268,340 



ワイパー . 128 

ワイパーの操作 . 128 

ワイパーのトラブル . 132 

ワイパープレードの交換 . 131 



ABS . 53 


BAS . 55 

EBD . 58 

ECO スタート/ストップ . 153 

ESP ®. 55 



MoExtended (ランフラットタイヤ） *322 



NECK PRO アクティブヘッドレスト - .‘Al 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セツト . 42 



PRE - SAFE ®. 41 



SRS (乗員保護補助装置） . 33 



TEL メ ニュー . 215 



VRLA バッテリー . 308 


VRLA バツテリー . 308 


数字 


12 V 電源ソケット . 259 


































































環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料のを分な消費を抑えられまず。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 
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9環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導 
入しています。 



車両には警告ラベルが貼付されていま 
ず。警告ラベルには危険な状況を回避 
ずるための情報や、車を安全に使用ず 
るための情報などが記されていまず。 
警告ラベルは絶対にはがさないで<だ 
さし、。 


診断ソケット 


A 警告 

診断ソケットに機器を接続すると、車 
両システムの作動に影響を及ぼすお 
それがあります。これにより、車両 
の安全性が損なわれます。また、事 
故の危険性があ0ます。 

診断ソケットには、いかなる機器ち 
接続しないでください。 


• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 


• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 
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A 警告 

診断機器や機器のケーブルを診断ソ 
ケットに接続ずると、ペダル操作の 
障害にな0まず。突然のブレーキ操 
作やアクセル操作の際に機器やケー 
ブルびペダルの間に挟まることびあ 
0まず。その結果、ペダルの動さび 
妨げられ、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

運転席の足元にはいかなる機器や 
ケーブルち接続しないでください。 

。エンジンび停止している状態で 
該断ソケットに機器を接続ずると、 
バッテ1」一を消耗しまず。 

診断ソケットはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での診断機器の接続の 
ために装備されていまず。 

診断ソケットに機器を接続ずると、排 
出ガスのモニター情報び1」セットされ 
るおそれびありまず。これにより、次 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな < なることびありまず。 


メルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備び備わっていまず。上記の内容 
は、特にま全に関わる作業について重 
要です。 

し U 下の作業については、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なって < ださい。 

• 安全に関わる作業 
• 点検および整備 


• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、ルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 


保証の適用 _ 

車両の操作を行な5とさや車両に損傷 
が発生したとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従って<ださい。指示 
に従わないで発生した車両の損傷につ 
いては、保証の对象がになりまず。 


走た r ずな刖に 
点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることが法律で義 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読み < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーの冷媒に不足がないか、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

• オーバーヒートの予防策として、 
いつちより頻繁に冷却水量を点検し 
て < ださい。 
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日ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開< と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。ペダルの下に物び入る 
と、ペダルを操作でさなくなるおそ 
れびありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合ったを 
のを使用しないと、ペダル操作びで 
をな < なるおそれびありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中養を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 

ウオー吉ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけトランクに積ん 
で < ださい。 

• 車内に荷物を積むとをは、動かな 
いよ5に確実に固定してください。 
急ブレーキ時などに荷物び投げ出さ 
れて、乗員びけびをずるおそれびあ 
りまず。 

• □ールバー周辺に荷物を置かない 
で< ださい。急ブレーキ時などに 
荷物び投げ出されて、乗員びけび 
をするおそれびありまず。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に 
必ず カバーを して < ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより 
ち、高く積み上げないでください。 
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燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないで < ださい。 
万一のとさに引火や爆発のおそれが 
ありまず。 


子供を乗せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して < ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モ供は、チャイルド セーフ テイシー 
卜を使用してください。 

-乳児やモ供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないで< ださい。急 
ブレーキ時や事故のとさ、大人と車 
の間に挟まれて重大なけがをずるお 
それがあ0まず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

• 6歲未満のモ供にはチャイルド 
セーフテイシート（[>47ぺージ） 
を使用することが法律で義務付け 
られていまず。 

• 子供を助手席に座らせるときは、 
助手席シートをちっとち後ろの位置 
にしてください。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 


子供には操作させない 

• ドアやバリオルーフ、ドアウイン 
ドウ、 U アク オーター ウインドウな 
どは大人が開閉して<ださい。モ供 
が操作ずると、身体を挟んだり、け 
がをするおそれがあ0ます。 

ドアウインドウやバリオ ルーフの 開 □ 
部か5身体を出さない 

モ供がドアウインドウや U アクオー 
ターウインドウ、バリオルーフの開口 
部から身体を出さないよ5に注意し 
て<ださい。けがをずるおそれがあ0 
まず。 

車か5離れるとさ 

モイ共だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作してください。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかって 
いるとさ、シフトポジションが[の、 
mii (がになっていると、動力がつ 
ながった状態になり、アクセルぺダ 
ルを踏み込まな<てち車がゆっ< り 
動さ出します。これをク U —プ現象 
といいます。 
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キックダウン：走行中にアクセルぺダ 

ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 

にほいギアに切り替わり、エンジンの 

回転数び上びって素早 < 加速しまず。 

これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

シフトポジションび EE になってい 

ることを確認して、ブレーキペダルを 

確実に踏んでエンジンを始動しまず。 

アクセルペダルを踏む必要はありま 

せん。 

発進 

• エンジンび適正なアイド1」ング回 
転数になっていることを確認してく 
ださい。 

• シフトポジションを HE 、 EE に 
するとをは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 


• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

また、坂道で発進するとさは、ヒ 
ルスタートアシストを作動しまず 
0152ぺージ)。 

走巧中 

• 走行中はシフトポジションを田!! 
にしないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまったく効かないため事故 
につなびったり、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス1」ップし 
て車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれびありまず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非常に大きな力び必要に 
なりまず。また、巧全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、シフトポ 
ジションび走行位置になると、車 
び急発進して事故を起こずおそれ 
びありまず。 

-急な上り坂などでは、アクセルぺ 
ダルの踏み加減によって停止状態 
を保たないでください。トランス 
ミッションに負担びかかり、過熱 
や故障の原因にな0まず。 
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• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
シヨンを [ E にしないで<ださい。 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジシヨンを CE にして、 
パーキングブレーキを効ひせて、エ 
ンジンを停止して < ださい。 

• 後退したあとは、ずぐにシフトポ 
ジシヨンを EE か田：]にずるよラ 
にむびけてください。 m になつ 
ていることを忘れてアクセルペダル 
を踏み込み、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 


寒を時の取0扱い 

寒を時には、通常とは異なった取り扱 
いび必要でず。必ず(下のま意事項を 
守って < ださい。 

をが水/バッテ U - 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、を却水の不凍液の濃度び適正である 
ことれバッテ U -の液量や充電状態に 
不足びないことを点検してください。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用してください。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用とを用びあ 
りまず。を用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 


を季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま < i せ域の場合、か 
なくとを1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
さはずベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を巧げるおそれび 
ありまず。 

ドアやトランクのま結 

ドアやトランクび凍結しているときは 
し U 下のよ5な方法で走行ずる前に解凍 
するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くときは、桓相譜が)へらな 
どを使用し、ボディやウインドウを損 
傷しないよ5にま意してくださし、。 

• ドアやトランクび凍結して開かない 
とを は、 開□部周囲にめるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、 キー シ 1」 ン ダーには めるま湯 
びかからないよ5にして < ださい。 

• 再凍結を防止するにめ 、余分な水分 
はきれいに巧さ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとずると、周囲の防水シー 
ルやウエヴースト U ップを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 
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ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
巧側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンションなどに雪や氷巧び 
付着していにり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステア U ング操 
作びでさなくなり、事故を起こずお 
それびあ0まず。 

• 雪や氷巧び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にま意しなび 
ら、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
をは、大をくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ウインドウ 
などび凍結しているとさに、無理に 
動かずとモーターを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、お 
ず解凍してから操作してください。 

柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとをに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの巧側び曇りやず 
<なりまず。 


雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 

フラー（排気ガスの出 □) と車の周囲 

から雪を取り除いてください。排気ガ 

スび車内に侵入して < るおそれびあり 

まず。 

A 警告 

マフラーなどび雪に垣ちれた状態で 
エンジンを始動すると、排気ガスび車 
内に入0、一酸化炭素中妻を起こし 
たり、中毒死ずるおそれびあります。 

駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
CE にして、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よ5にして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 
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こんなことにち注意 


運転ずるときの注意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶巧に運転し 
ないで < ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずるミち意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないで< ださい。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
ごい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発火したり爆 
発するおそれびありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやノ」4勿 
入れなどに入れたままにしたり、車 
内に落としたままにしないでくだ 
ごい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびありまず。 


給油に関ずるま意事項 

給油び自動的に停止したら、それじ(上 
は給油しないでください。燃料漏れの 
おそれや、エンジンび不調になった0 
停止ずるおそれびありまず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでなく、事故 
の原因になりまず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用して < ださい。 

• エンジンオイルには添加剤を入れな 
いでください。エンジンを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

• 燃料の添加剤は、純正品まには承認 
されている製品のみを使用してくだ 
ごい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。故障び発生したとさは、保 
証の巧象外になりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外ずとさは、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ま意力び 
散漫にな0事故の原因にな0まず。巧 
全な場所に停車してから使用して<だ 
さい。 
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COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して < ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒 LU 内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
<行なラことが必要になりまず。 


車両に保巧されるデータ 


故障データ 

車両には、故障時や異苗時のデータを 
保存する機能びありまず。 

保存されたデータは、ま全装備など 
び作動ずるとを、または故障や異苗 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されまず。データを使用して、車両の 
過去の移動経路を調べることはでさま 
せん。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データび保巧されるその他の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保をした 
り、編集ずることびでさまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」をご覧ください。 
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インストルメントパネル 


インストルメントパネル 


を 

が 

Da 

化 

地 



名称 

ぺージ 

① 

パドル 

161 

⑤ 

クルーズコント□ール 
レバー/巧変スピード 
1」云ッターレバー 

181 

184 

⑤ 

メーターパネル 

24 

④ 

ホーン/運転席エア 
バッグ 

37 

⑤ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示灯* 

190 

④ 

上方の操作部 

29 

@ 

エアコンディシヨナー 
コ ン 卜□ールパネル 

135 

④ 

エンジンスイッチ 
キーレス3—スイッチ* 

147 

148 

④ 

ステア1」ング調整□ッ 
ク解除レバー* 

107 

颇 

ステア1」ング調整 
レバー* 

108 


名称 

ぺージ 

⑩コンビネーションスイッチ 

119 

方向指お 

119 

へッドライト 

120 

ワイ パー 

128 

@パーキングブレーキ 

173 

スイッチ 


@診断ソケット 

11 

@ボンネット□ック解除 

263 

レバー 


@ライトスイッチ 

116 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ち八ンドル車 



を 

が 

化 

如 



を祿 

ぺージ 

@ 

ステア U ング調整□ツ 
ク解除レバー* 

107 

⑩ 

ステア U ング調整 
レバー* 

108 

@ 

コンビネーションスイツチ 

119 


方向指示 

119 


へッドライト 

120 


ワイパー 

128 

® 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

135 



を祿 

ぺージ 

① 

上方の操作部 

29 

⑤ 

パークト□こックインジ 
ケーター/作動表示灯* 

190 

⑤ 

クルーズコント□ール 

181 


レバー/可変スピード 
US ッターレバー 

184 

④ 

ーターパネル 

24 

⑤ 

ぶーン/運転席エア 
バッグ 

37 

④ 

パドル 

161 

③ 

ライトスイッチ 

116 

⑥ 

診断ソケット 

11 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

263 

⑩ 

パーキングブレーキ 
スイッチ 

173 

⑩ 

エンジンスイッチ 

147 


キーレス3—スイッチ* 

148 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 












メー ターパネル 




名称 

ぺージ 

① 

スピードメーター 

204 

⑤ 

燃料計 

204 

⑤ 

タコメーター 

203 

④ 

エンジンを却水温度計 

203 

⑤ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

204 

④ 

メーターパネル照度調 
整ノブ 

203 
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名称 

ぺージ 

① 

1 襄 1 へッドライト表示灯 

116 

⑤ 

八イ ビーム 表示灯 

120 

⑤ 

垣： ESP ® 表示灯 

246 

247 

④ 

CM] パーキングブレー 

245 


キ表示灯（赤色） 

246 

247 

⑤ 

C® パーキングブレー 
キ 警告 灯（黄色） 

246 

④ 

日本仕様車には装備されません 


@ 

1 0 II ゥ1 方向指示表示义 7 

119 

⑥ 

日本仕様車には装備されません 


@ 

ransRs 警告 灯 

247 

⑩ 

の シートベルト 警告 灯 

244 



名称 

ぺージ 

⑩ 

日本仕様車には装備されません 


@ 

m エンジンを却水警 
告灯 

248 

249 

⑩ 

兩 U アフォグランプ 
表示灯 

117 

@ 

日本仕様車には装備されません 


® 

巧エンジン警告灯 

248 


ran 燃料残量警告灯 

248 


屈 □ ESP ® オフ表示灯 

246 

247 


rWlABS 警告灯 

245 

246 


閥 ブレーキ警告 灯 

24 已 

246 


表示:打/警告な 

























マルチファンクシヨンステアリング 











センターコンソール 27 


センターコンソール 

11 


上部センターコンソール 



が 

姐 

如 



名称 

ぺージ 


m 非常点滅灯スイッチ 

120 

③ 

盗難防止警報システム 
表示灯* 

已9 


助手席エアパッグオン 
表示灯/助手席エア 
パ'ッグオフ表示灯 

49 

④ 

巧 TlESP ® オフスイッチ 

已已 


m スポーツモー ドス 
イッチ* 

187 



名称 

ぺージ 

の 

COMAND コント□ール 
パネル 

別冊 

③ 

[ W ] シートヒータース 
イッチ* 

104 

⑤ 

S ] エアスカーフス 
イッチ* 

10已 

④ 

パークト□ニックオ 
フスイッチ 

190 

⑤ 

国国 ECO スタート/ス 
トップスイッチ* 

1已3 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 














28 


センターコンソール 



左八ンドル車 



を妳 

ぺージ 


灰皿 

258 


ライター 

258 


セレクターレバー 

150 



158 


カップホルダー 

256 


ル物入れ* 

253 


アームレストのル物入れ 

254 



名称、 

ぺージ 

@ 

ルーフスイッチカバー 

85 

90 

® 

COMAND コント □— 
ラー 

別冊 


走行モード選択スイッチ 

161 

164 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


下部 センターコンソール 


を WS 鹿贿 









上万の操作部 


29 




を 

が 

to, 

化 

如 



を祿 

ぺージ 

④ 

サングラスケース 

2已3 

@ 

風けん引防止警報觸 
除スイッチ* 

60 

⑤ 

ルーム S ラー 

109 

@ 

日本仕様車には装備されません 


⑩ 

^室内センサー解除 
スイッチ* 

62 



名称 

ぺージ 

① 

面：読書灯（左側）ス 
イッチ 

124 

⑤ 

W ルーム ランフス 
イッチ 

124 

⑤ 

— マジックスカイコン 
卜 □ール パノラ S ックパ 
1」 オ ルーフ スイッチ* 

97 


屈：読書灯（ち側）ス 
イッチ 

124 

⑤ 

ルーム ランプ点な 
モード切り替えスイッチ 

124 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ドアの操作部 



を 

が 

ca 

tm 

炮 


運輯席ドア（左八ンドル車) 



名称 

ぺージ 

① 

ドア レバー 

77 

⑤ 

1 〇" II « 1 ドア n 、ソクス 

イッチ 

78 

⑤ 

シート調整スイッチ 

103 

④ 

1 M II 1 II 2 II 3 I 


；<モ|」ースイッチ 

114 


ポジションスイッチ 

114 

⑤ 

ra ドアミラー格納/ 
展開スイッチ 

110 

④ 

E ち側ドアミラー選 
択スイッチ 

110 



名称 

ぺージ 

@ 

ち側ドアウインド 
ウスイッチ 

83 

④ 

困：左側ドアウインド 
ウスイッチ 

83 

@ 

m ドア S ラー調整ス 
イッチ 

110 


左側ドアミラー選 
がスイッチ 

110 
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車両装備について 
柔員を全装備…… 
子供を柔せるとを 
走巧を全装備…… 
盜難防止システム 


磐骗がが 

2 2 7 3 9 

3 3 4 5 5 
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車両装備について、柔員まを装偏 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着可能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 



シートベルトや SRS (乗員保護補助装 
置）は、础果を局めるために補いをし、 
連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷ずる可能性を最小 
限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、下のことにま意してください。 

• シートやヘッドレストは正しし M な置 
に調整してください （>103 ページ)。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい042ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください （03 日 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 


〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることができまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮ずる付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 

また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動ずるわけではありま 
せん。例えば、シートベルトを正し 
<着用していることで、エアバッグ 
の作動により保護性能が高まらなし^ 
とさは、エアバッグは作動しません。 

UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、正 
面からの衝突のとさなどに乗員が前 
方に投げ出されるのを防ぐことがで 
さます。 

したがって、衝突時にエアバッグが作 
動したとさは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護機能に加 
えて効果を発揮します。 


磐骗がが 
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A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安定性が損なわれる可能性があり 
ます。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな< なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがあ0ます。 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具ならびに設備を備えた 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なラことをお勧がしまず。特 
に安全に関わる整備については、必 
ず;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってくださし、。 


A 警告 

秉員保護装置の下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれがあります。 

• シートベルトとベルトアンカー、 
シートベルトテンショナー、ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
び作動するレベルに達していてち、 
エアバッグと シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動ず 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないでください。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は(下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告な W 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□ールユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


が SRS 警告。 

イグこッシヨン位置を1にずると点口 
し、数秒後に消口しまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると点火了 
し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A 警告 

し U 下のよラなとさは、 SRS に異常 

が発生しています。衝撃を受けてを 

エアバッグやシートベルトテンシヨ 

ナーが作動しないおそれや、不意に 

作動するおそれがありまず。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯巧厂 I が点灯 
しないとさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
きは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯のが消灯しない 
とさ 

• エンジンがかかっているとさなどに 
SRS 警告灯 [ S が点丹したとき 

ただちにメルセデス•ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で点検を受けてください。 


摆骗がが 
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乗員ま全装備 


シートベルトテンシヨナー、ベルト 
フォース U 吉ツターとエア/ (ツグの作動 

衝突の最初の段階において、エアバッ 
グコント□ールユニットは、車両の減 
速まには加速に関連ずる下の重要な 
物理的データの評価を行ないまず。 

• 持続時間 
• 方向 
• 強さ 

このデータの評価に基づいて、エア 
バッグはネ刃期の段階で最ネ刃にシートべ 
ルトテンシヨナーを作動させまず。 

〇シー トベルトテンシヨナーは、 
シートベルトの先端びシートベルト 
八ックルに正しく固定されていると 
さのみに作動しまず。 

前後方向にさらに高い度合いの車両の 
減速まには加速びあるとをは、運転席 
/助手席エアバッグび作動しまず。 

車両には、適応性のある、2ステージ 
運転席/助手席エアバッグび装備さ 
れています。衝突の際に、エアバッ 
グコント□ール ユニッ トは車両の減速 
まには加速の評価を行ないまず。作動 
の最初の段階で、運転席/助手席エ 
アパッグには負傷の危険性を軽減さ 
せるための乂薬ガスび充填されまず。 
1000分の数秒の間に2度目の作動の 
ための規定値を超えたとさ、運転席 
/助手席エアバッグは完全に作動し 
ます。 

シートベルトテンシヨナーおよびエア 
パ'ッグの作動規定値は変動し、車両の 
減速まには加速に適応したをのになり 
ます。この作動は本来予防措置でず。 
作動は衝突の開始から適切なタイ S ン 
グで行なわれまず。 


〇 エアバッグはずべての種類の事故 
で作動ずるねけではありません。ま 
た' 事故の際にずベてのエアバッグ 
び同時に作動ずるわけでをありま 
せん。それぞれのエアバッグシステ 
ムは独立して作動しまず。 

エアバッグシステムの作動内容は、検 
知された衝突の強さ、特に車両の減速 
または加速、および(下のよ5な事故 
の外見的な種類によりみ定されまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 後方からの衝突 
• 横転 

車両の減速または加速、および衝撃の 
方向は基本的に LU 下のをのによりみ定 
されます。 

. 事故の間の衝撃の配分 
• 衝撃の角度 
• 車両の変あ特性 
• 車両に衝突した障害物の特性 

衝突の後に発生し、測定された衝撃 
は、エアバッグの作動にミ央定的な役割 
を行なわないだけではなく、エアバッ 
グの作動に指示を与えるをのでをあり 
ません。 


磐骗がが 
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ボンネットやスポイラーなどの車体 
は、エアバッグが作動ずることなく著 
しく変形することがありまず。これは、 
比較的容易に変形ずるパーツのみで、 
影響や減速度合いが高<ならない場合 
です。対照的に、車両がほんのかしの 
変形を受けたのみでちエアバッグが作 
動することもありまず。これは、縦方 
向の車体シャーシなどの非常にかたい 
車両部分がぶつかり、結果として高い 
減速が発生した場合でず。 


エアバッグ 

車が一定 iU 上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分 
散-軽減します。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに聴 
力に影響ずることがあ0まず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯が点灯しまず。 


A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するため、 Lu 下の点に注意して 

<ださい。 

. 乗員全員がシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをできるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部がまえられるよラに調整し 
てください。 

• 身長1日 Ocm 未満および12歳未 
満のモ供はチヤイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ぎると、エアバッグが作動ずる種 i 
撃でけがをするおそれがあ0ます。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとを 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをもっとも後ろの位置に 
して < ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないでく 
ださい。エアバッグの作動が妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをするおそれが 
お0ます。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないで<ださい。サイドバッグや 
へ、ソ ドバッグが作動する衝撃でけ 
がをするおそれがお0ます。 


醒骗がが 
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• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• シートのバックレストとドアの間 
に物を置かないでください。 

• 車内にかたい物や説利な物を置か 
ないで < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
U —をドアに取り付けないで<だ 
さい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないでく 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しなくなります。 


A 警告 

政下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取り付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードノ くネル部 
• ドアト U ム 

• シートのバックレスト側面 


A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生することびありますが、火災 
のむ配はあ0ません。 

ただし、ぜんそ<などの呼聴疾患の 
ある方は一時的に呼暇障害を起こす 
おそれがありますので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開き換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

• 関連部品に身体を触れないでくだ 
さい。部品が熱くなっており、火 
傷をずるおそれがありまず。作動 
したエアバッグは、必ずメルセデ' 
ス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。 

• 未作動のエアバッグを廃棄すると 
さは、廃棄専用の処置が必要です。 

ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
ください。 


磐骗がが 
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エアバッグの種類と収納場所 

エアバッグを 収納場巧 

運転席 ステアリング 

エアバッグ パッド部 

助手席 助手席ダッシュ 

エアバッグ ボードノ（ネル部 

サイドバッグ シートのバック 

レスト側面 


ヘッドバッグ ドアトリム上部 


運転席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 


運転席エアバッグ①/助手席エアバッ 
グ©は、縦方向からの強い衝撃を受 
けると作動し、運転席/助手席乗員 
の頭部や胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 
エアバッグの作動に関わらず、下の 
条件で作動します。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦ち向 
に急激に一定上の衝撃を検知した 
とさ 


• 運転席/助手席エアバックの作動 
が、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムが判断し 
たとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

車両が横転したとさは、車両の縦方向 
に一定上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

助手席エアバッグオン表示灯巧因が、 
イグこッシヨン位置を1か2にした 
とさに点口したままのとさや、エンジ 
ンを始動したとさに約60秒間点灯し 
たとさ、または助手席エアバッグオフ 
表示灯 [ W \ が点灯していないとさは、 
助手席エアパッグの機能は解除され 
ていません。これにより、助手席にセ 
ンヴー付きチヤイルドセーフテイシー 
卜が装着されていないことや、不適切 
な方法で装着されていることを確認で 
さまず。 

Q 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムが助手席に乗員 
がいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグが作動ずることがあり 
まず。作動したエアバッグは修理ず 
る必要があ0まず。 

〇 縦方向からの衝撃が弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことがありまず。 


摆骗がが 
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サイドバッグ 



横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けに側のサイドバッグのび作 
動し、柔員の胸部への衝撃を分散•軽 
減します。 

サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シートベルトテンシヨナーの作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、車両の 
横方向に急激に一定(上の衝撃を検知 
したとをに作動しまず。 

車両び横転したとさは、車両の横方向 
に一定(上の衝撃を検知し、サイド 
バッグの作動びシートベルトによる柔 
員保護効果を高めるとシステムび判断 
しない限り、基本的に作動しません。 

A 警告 


へッドバック 



横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のヘッドバッグのび作 
動し、柔員の頭部への衝撃を分散-軽 
減します。 

ヘッドパッグは、助手席柔員の有無、 
シートベルトの着用、運転席/助手 
席エアバッグの作動に関わらず、衝突 
の最初の段階で、車両の横方向に急激 
に一定(上の衝撃を検知したとさに作 
動しまず。 

車両び横転したとさは、ヘッドバッグ 
の作動びシートベルトによる乗員保護 
効果を高めるとシステムび判断したと 
をに、運転席/助手席のへッドバッ 
グび作動しまず。 


磐骗がが 


シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください。サイドバッグの 
作動が妨げられるおそれがあります。 








乗員巧全装備 


39 


エアバックの作動条件 

運転席/助手席エアバッグび作動ず 
るとを 


正面衝突など車の前ち左ち 
約3□度しソ内のち向から強 
し、衝撃を受けたとさ 




るとを 


客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたとさ 



運転席/助手席エアバックび作動し 
ないとさ 


横ち向から衝突されたとき 



運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合びあるとさ 


立木や電柱への衝突のとを 

、一一- ^ 


トラックの下に潜り込ん 
だとき [^= 



攫骗がが 
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サイドバック、へッドバックが作動しいずれかのエアバックが作動ずる場合 
ない場合があるとさ があるとさ 


中央分離帯や縁石などに 




深い巧や溝に落ちたとさ 


床下に強い衝撃を受けたとさ 


横転したとさ 




後ろから衝突されたとき 






磐紙が化 
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PRE - SAFE ® 

PRE - SAFE ⑩は、車び危険な状態にあ 
ることを感知しにとさに、柔員保護機 
能を高める装置でず。 

PRE - SAFE ® は、じ(下のときに作動し 
ます。 

• BAS び作動ずるよ5な急ブレーキ 
を効かせたとさ 

. 車び物理的な限界を超えて強いアン 
ダーステア状態やオーノ（ーステア状 
態になったとさなど、車の姿勢びを 
険な状態になったとさ 

PRE - SAFE ⑩は、 LiTF のように作動し 
ます。 

• シートベルトを引さ込み、シートべ 
ルトの張力を局めます。 

• メモ U —付パワーシート装備車で 
は、助手席シートび不適切な位置に 
ある場合は、助手席シートを適正な 
位置に調整しまず。 

.車び横滑りをずると、ドアウインド 
ウびかし開いた状態まで自動的に閉 
じまず。 

車びを険な状態ひら脱ずると、引さ 
込まれたシートベルトの張力び緩み 
ます。まに、助手席シートの位置*と 
ドアウインドウの開さ具合を再度調 
整することびでさまず。 


シートベルトの引を&みび解除され 
ないとを 

►停車しているときに、シートベルト 
の張力び緩むまで、バックレストち 
度やシートの前後位置を後方の位置 
に動かしまず。 

シートベルトの張力び緩み、□ック 
機構び解除されまず。 

。シ_ 卜下部や後方に物がない こと 
を確認して < ださい。シートや物を 
損傷ずるおそれがありまず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、シート のへ ッドレストが前方 
および上方に動<ことにより、乗員の 
頭部をより効果的に支持し、頭部、頸 
部の保護度合いを高めます。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A 警告 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください 。 NECK PRO アク 
ティブへッドレストの作動が妨げら 
れるおそれがありまず。詳しくは; 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 


事故の際に NECK PRO アクティブ 
ヘッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前方に動いた状態のままに 
なりまず。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい042ページ）。 


醒骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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リセットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部•頸部を保護ず 
ることがでさません。 


NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 

追突など後方からの衝撃を受けたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で NECK PRO アクティブヘッド 
レストの点検を受けてください。 

〇 この U セット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス.ベンツ指 
定サービスエ場で行な5ことをお勧 
めします。 



►へッドレストの上部をのの方向に 
停止するまで前方に押しまず。 


► ガイドに沿ってへッドレストを⑤の 
方向に停止ずるまで押し下げまず。 

► へッドレストを③の方向に押して、 
確実に□ックさせまず。 

► ちラー方のへッドレストでを同様の 
作業を行ないまず。 


シートベルト 


A 警告 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されずに、致命的なけがをず 
るおそれがありまず。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れがないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させ 
て、ねじれのないよラに着用して 
ください。 

• コートなどの厚手のを類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のできるだ 
け低い位置にかけてく ださし、。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
卜に入れたとがった物やこわれ 
やずい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

• 1本のシートベルトを2人し U 上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバッグなどを挟み込ま 
ないで <ださい。 


磐骗がが 
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• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
に子供を保護ずることがでさず、 
子供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがあります。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満のモ供は、シートベルトを 
正しく着用することができません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、モ供 
のま全を確保してください。 
詳しくは047ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供が着用すると量は、着用状態 
を運転者が確認してください。ま 
た、正しく着用でさない体格の子 
供は適切なチャイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 

• チャイルド セーフテイシー トを装 
着ずるときは、製品に添付されてい 
る取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないで<ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい位置で、乗員 
が上体を起こして座っている場含にの 
み発揮ずることがで量まず。絶対に 
バックレストを大さ<寝かせた状態で 
走行しないでください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに致命的なけがをするおそれがあり 
ます。 


A 警告 

• シートベルトがし U 下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに 
致命的なけがをするおそれがあり 
まず。 

〇シートベルトび損傷しているとき 
〇事故などでシートベルトに大き 
な衝撃がかかったとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシー h ベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷ずるおそれがありまず。 

• シートベルトがドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てくださし''。シートベルトを損傷ず 
るおそれがあ0ます。 

• シートベルトは、ねじれがな<常 
にバックレスト外側のベルトルー 
プを通っていなければなりません。 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝 
撃を受けたとさは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品];外のシー h ベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトに損傷がないか、定 
期的に点検して < ださい。 


醒骗がが 
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A 警告 

シートべル h の強度が低下し、乗員 
保護機能が損なわれるため、清掃す 
るとさは似下の点にま意してくだ 
さい。 

• 強い酸性やアルカリ性洗剤、有機 
溶剤などを使用しない 
• 乾燥時にドライヤーや直射日光を 
当てない 

• シートベルトを漂白したり、染色 
しない 


シートベルトを着用ずる 



►シートを調整し、パックレストをで 
さるだけ垂直に近い角度にしまず 
(>103 ページ）。 


► シートベルトをベルトループのか 
らゆっくりと引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆつ < り引さ 
出します。 


► シートベルトにねじれがないことを 
醒認して、肩を通るベルトが肩の中 
央に、腰を通るベルトが腰骨のでさ 
るだけ低い位置にかかるようにし 
^ 〇 

►プレート©の先端をバックル® 
に差し込みまず。 

テンシヨン自動調整機能が作動し 
まず。 

►必要であれば、肩を通るベルトを上 
方に引いて、シートベルトを身体 
に密着させまず。 

シートベルトのテンション自動調整 
機能 


シートベルトにはテンション自動調整 
機能が装備されていまず。 

イグ こッシ ョン位置が2のとさに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトが身体に密着ずるよ 
ラに、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整しまず。 
調整機能が作動しているとさは、 シー 
トベルトを持たないで<ださい。 

この機能の設定と解除については 
〇の日ページ）をご覧ください。 

シートベルトをがず 


►手でプレート®を持ち、バックル 
の解除ボタン④を押して、シート 
ベルトをベルトループのに ゆつ< 
り巻さ取らせまず。 


磐骗がが 
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Q シートベルトが完全に巻さ取ら 
れていることを確認して<ださい。 
シートベルトや プレー トがドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷ずるおそれがあ 
りまず。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要がありまず。詳し 
くは、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

シートベルト着用警告 


41シートベルト警告口 

イグこッシヨン位置を2にずると点火了 
し、エンジンを始動してから数秒後に 
消口しまず。 

点灯しないとさは警告灯の異常でずの 
で、すみやかに^ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないときは、シートベルト 
警告口が点口しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにエンジンを始動ずると、警告音が 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 


走行中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / h 政上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたとさ 
は、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音ち鳴0まず。 

しばら < ずると断続的な警告音の音量 
が上がり、約9日秒後に鳴り止みまず。 
また、警告灯は点口に変わりまず。た 
だし、シートベルトを着用しないまま 
再び走行を始めて速度が約 25 krn/h 
政上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっているとさ 
にシートベルト警告び行なわれるこ 
とびありまず。 

シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フ オース U 5 ツター 


シー 卜べ J レトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車両の 
縦方向に大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置でず。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し < 着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 


醒骗がが 
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乗員まを装備 


シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 

シートベルトテンシヨナーは、 LiTF の 
ときに作動しまず。 

• イグニッシヨン位置が2のとさ 
. SRS に異常がないとさ 

• シートベルトが正し<バックルに差 
し込まれてし^るとさ 

• 助手席のシートベルトテンシヨナー 
は、助手席に乗員がいて、シートべ 
ルトが助手席のバックルに正し<差 
し込まれてし''るとさ 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さが iU 下のよ5なとさ 
に作動しまず。 

• 前ちまたは後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定(上の衝撃を検 
知したとさ 

• 側面衝突の際に、衝撃を受けた最初 
の段階で、車両の横ち向に一定 LU 上 
の衝撃を検知したとさ 

• 車両が横転ずるよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの作 
動が乗員保護効果を高めるとシステ 
ムが判断したとさ 

シー トベルトテン シヨ ナ ーの 作動時に 
聞こえる作動音は、ご<まれに聴力に 
影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動ずる 
と、 SRS 警告口が点口しまず。 


A 警告 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙が発生すること 
があ0ますが、火災のむ配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそ<などの呼聴疾患 
のあるちは一時的に呼暇障害を起 
こすおそれがありますので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
传ドアウインドウを開量換気を行 
なって < ださい。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で新品と交換し 
て < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するときは、廃棄専用 
の処置び必要です。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場、 または 
専門業者に依頼してください。 

Q 助手席に乗車していないとさは、 
シー トベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテン シヨ ナー 
が作動ずることがありまず。 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定 LU 上の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減しまず。 

ベルトフ オース US ッ ターは、運転席 
/助手席エアバッグと連動してお0、 
乗員にかかる力を分散-軽減しまず。 


磐骗がが 
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子供を乗せるとを 


チャイルドセ ー フテ ィシー ト 

モ供を乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フティシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チャイルド セーフ ティ シー トは助手席 
に装着し、走行している間は、チャイ 
ルド セーフ テイ シー トによりモ供の身 
体を固定して < ださい。 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢に 
応じた純正チャイルドセーフテイシー 
卜を用意しています052ページ）。 

A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 

突時などに、子供が重大なけがや致 

命的なけがをするのを防ぐため 、！;I 

下の点にミ主意してください。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとき 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用することが法律で義務付け 
られています。 

• 6歳し U 上の子供でち、シートべル 
卜が正し < 着用でさない子供は、 

チャイルドセーフティシートを使 
用して < ださい。 

• 身長1日 0 cm 未満および12歳未満 
の子供は、助手席に装着したチャ 
イルドセーフティシートに棄車 
させ、確実に身体を固定してくだ 
さい。シートベルトは子供向けに 
設計されていないため、チャイル 
ドセーフテイシートの使用が必要 
になりまず。 


A 警告 

• 助手席にセンサー付さ純正チャイ 
ルドセーフティシートじ(外のチャ 
イルドセーフティシートを装着す 
るとをは、助手席シートをもっと 
を後ろの位置にしてください。 

• 絶対に子供を膝の上に乗せて走行 
しないでください。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
子供を保護ずることがでをな < な 
り、子供が車内の部品に激し<ぶ 
つかったり、致命的なけがをずる 
おそれがありまず。 

• チャイルドセーフティシートは、 
助手席シートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定ずることが 
でさず、モ供が致命的なけがをず 
るおそれがありまず。チャイルド 
セーフティシートを装着ずるとを 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ちまに従って 
<ださい。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体がシートクッションに接し 
ている必要があります。そのため、 
チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカバーが損傷したとさ 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートび損傷 
しているときは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けた0、損傷 
したちのは子供を保護でさません。 


摆骗がが 
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子供を乗せるとを 


A 警告 

• 子供をチャイルドセーフテイシー 
卜に乗車させている場をでを、子 
供だけを車内に残して車か5離れ 
ないで<ださい。子供が車内の各 
部に触れてけがをするおそれが 
ありまず。また、炎天下では車内 
が高温になるため熱中症を起こし 
たり、寒を時には車内が低温にな 
るため命にかかわるおそれがあり 
まず。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないで<ださい。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
子供が火傷をずるおそれがあり 
ます。 

• 子供が誤ってドアを開くと、子供 
传周囲の人がけがをするおそれが 
あ0ます。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをずるおそれがあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 


A 警告 

荷物が固定されていなかった0適切 
な位置に置かれていないと、し U 下の 
よラな場合に子供がけがをする危険 
性が増加します。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むときは、 
確実に固定してくださし、荷物を積む 
ときの注意点ついて、詳しくは(>252 
ページ）をご覧ください。 


助手席へのチャイルドセーフティシー 
卜の装着 



助手席サンバイザーに貼付された警告ステッ 
力一 



チャイル ドセーフテイシートを後ろ向きに装着 
ずることを禁止する警告ステツカー 


磐骗がが 
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A 警告 

助手席エアバッグの機能が解除され 
ていないと重は、じ(下の点にミ主意し 
て < ださい。 

• 助手席エアバッグが作動すると、 
助手席に装着したチヤイル 
フテイシートに乗車した子供び致 
命的なけがをずるおそれがあり 
まず。子供が助手席エアバッ 
おくに着座している場合は、 

バッグが作動ずる衝撃でけがをす 
る危険性が高まりまず。 

• 後ろ向きに装着するタイプのチヤ 
イルドセーフテイシートを助手席 
に装着して、子供を乗車させない 
で < ださい。 

• 前向さに装着するタイプのチヤイ 
ルドセーフテイシートを助手席に 
装着して、子供を乗車させるとき 
は、助手席シートををつとを後ろ 
の位置にしてください。 

し U 下のとさは、助手席エアバッグの 
機能が解除されていません。 

• 助手席エアバッグオン表示灯巧云 
が、イグニッシヨン位置を1か2 
にしたとさに点灯したままのとさ 
や、エンジンを始動したとさに約 
60秒間点灯したとさ、また助手席 
エアバッグオフ表示口 [ S が点灯 
しないとさ 

チヤイルドセーフテイシートに関す 
るま意事項を記載したステッカーが、 
助手席側サンバイヴーとダッシュ 
ボードの両側に貼付されています。 


チヤイルド セーフ テイ シー ト検知シス 
テム 



助手席シートの座面に検知システムが 
装備されており、センサー付さ純正 
チヤイルドセーフテイシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チヤイルドセーフテイシートの有無を 
判断し、助手席エアパッグの機能を解 
除するシステムでず。 

センサー付さ純正チヤイルドセーフ 
テイシートが装着されているときは、 
イグこッシヨン位置を1か2にずる 
かエンジンを始動したとさに、助手席 
エアバッグオン表示灯该。@が短時 
間点口し、助手席エアパッグオフ表お 
巧 ra 引のが点口します。このとさは、 
助手席エアパッグの機能が解除され 
^ 〇 

〇 チヤイルドセーフテイシート検知 
システムにより助手席エアバッグの 
機能び解除されている場合でを、助 
手席の m 下の装置は作動しまず。 

• サイドバッグ 
•ヘッドノ（ツグ 


シートベルトテンシヨナー 


擊骗がが 
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子供を乗せるとを 


A 警告 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを装着してわ、助手席エア 
バッグオフ表示灯 [ S ] が点灯しない 
とさは、助手席エアバッグの機能は 
解除されていません。助手席エアバッ 
グが作動ずると、テ供が致命的なけ 
がをするおそれがありまず。 

し U 下の点にミ主意してください。 

• 後ろ向さで使用するタイプのチャ 
イルドセーフティシートは装着し 
ないで<ださい。また、タイプに 
かかわらずチャイルドセーフティ 
シートを後ろ向さに装着しないで 
ください。 

または 

• 前向さで使用ずるタイプのチャイ 
ルドセーフティシートを助手席に 
装着し、助手席シートをちっとも 
後ろの位置にしてください。 

• メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

チャイルドセーフティシート検知シ 
ステムが正しく機能し、センサー付 
さ純正チャイルドセーフティシート 
との間で信号の発信/受信がでさる 
よラに、チャイルドセーフティシー 
卜の下にクッシヨンなどを置かない 
で<ださい。チャイルドセーフティ 
シートの底面全体がシートクッシヨ 
ンに接するよラにしてください。チャ 
イルドセーフティシートが確実に装 
着されていないと、事故のとさに保 
護機能を発揮することがでさなくな 
0、けがをずるおそれがありまず。 


A 警告 

助手席シートには、じ(下のよラな電 
子機器を置かないでください。 

• 電源の入ったノートパソコン 
. 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 
電子機器からの信号がチャイルド 
セーフテイシー h 検知システムに干 
萊することびあるた故、システムが 
誤作動するおそれがあります。誤っ 
た信号により、助手席エアバッグオ 
ン表示灯巧瓦と、助手席エアバッグ 
オフ表示灯 [ S ]、 SRS 警告好の 
が同時に点灯ずることがありまず。 
また、センサー付さ純正チャイルド 
セーフテイシートを装着していない 
状態で助手席エアバッグオフ表示灯 
[ M ] が点灯することびあ0ます。こ 
のときは事故のとさに助手席エア 
バッグが作動しません。 

また、イグニッシヨン位置を1か2 
にしたとさに、じ(下のよラな作動をす 
る場含がありまず。 

• SRS 警告口^が点灯ずる 
• 助手席エアバッグオフ表示灯 [ S ] 
が短時間点灯しない 

• 助手席エアバッグオン表示灯立 
が点灯しないか、点灯後に約60秒 
間経過してち消灯しない 


磐骗がが 
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ID 


チヤイルドセーフテイシート検知システムのトラブル 


トラブル 可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

センターコンソールの助手助手席にセンサー付さ純正チャイルドセーフティシートび装着 
席エアバッグオフ表示灯されているため、目力手席エアバッグび作動しない状態になつ 
び点なしている。 ている。 

A けがのおそれびありまず 

助手席にセンサー付き純正チャイルドセーフティシートび装着 
されていない場合は、チャイルドセーフティシート検知システ 
ムび故障している。 

イグニッション位置を2にしたときに、切下のよラな作動をず 
る場合びある。 

• SRS 警告な [S び点なずる 

• 助手席エアバッグオフ表示な [M] び短時間点なしない。 

• 助手席エアバッグオン表示な 巧に び点灯しないか、点な後に 
約6日砂間経過しても消灯しない。 

► 助手席シートにじ TF のものを置いているとをは取り除いてく 
ださい。 

• ノートパソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いてち助手席エアバッグオフ表示灯 
巧口び点けしているとを: 

► ><ルセデス•ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


攫涨が斯 
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子供を乗せるとを 


純正チヤイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフティシー 
卜を用意してし''ます。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年齡 

ベビーセーフプラスい 

約 13 kgl；rF 

新生児〜18力月位 

デュオプラスいの 

9〜1 8 k 客 

8力月〜4歳位 

キぃ'ド 1) リ 

15〜 36 kg 

3歳半〜12歳位 


1) 助手席シートをもっとも後ろでちっとち高い 
位置にして < ださい。 

2) チヤイルドセーフテイシート^システムに 
対応していない純正チャイルドセーフティシー 
卜を裳着するときは、助手席シートをもっとち 
後ろの位置にしてください。 

《チャイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあ0まず。 
詳しくは販売店におたずねください。 


磐骗がが 
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走巧を全装備 


走行ま全装備には、け下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ® (エレクト□ニック.スタビ 
U ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワー.デイスト1」ビューシヨン） 

• アダプティブブレーキ 


A 警告 

スピードの出しずざなどの無謀な運転 
をすると、事故の危険性が非常に高ま 
りまず。カーブを走行ずるときや、濡 
れた路面または滑りやずい路面を走 
行するとさ、先行車への車間距離が 
短ずざるとさなどは、特に危険でず。 
本書に記載されている走行安全装備は 
事故の危険性を低減するをのではあり 
ません。また、各システムの機能には 
物理的な限界があります。 

運転ちは、路面や天候の状況に合わせ 
て常に慎重に運転してください。周囲 
の交通状況にま意しながら、十分な車 
間距離を確保してください。 


〇 走行安全装備は、タイヤが路面を 
十分にグ U ップしているとさにのみ 
最大限に効果を発揮しまず。 r ぶイー 
ルとタイヤ」（[>319ページ）に記 
載されている、タイヤや溝の深さな 
どに関連ずる情報に特にミ主意を仏つ 
て < ださい。 

〇 雪道 や 凍結路を走行ずると さは、 
ウインター タイヤ やスノーチェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このような路面状況では、ウイン 
ター タイヤや スノーチェー ンを装 
着することで、走行安全装備の効果 
が発揮されまず。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やずい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ツクを防ぎ、ステア U ングでの車 
両操縦性を確保ずる装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 Skm/h を超えると作動でさ 
るようになりまず。 

滑りやずい路面では、軽<ブレーキぺ 
夕'ルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 


攫骗がが 
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A 警告 

• ABS はプレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐちのではありません。 

ABS が適切に作動してち、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
びあります。常に路面や天候の状 
況にミ主意し、十分な車間距離を確 
保して運転してください。 

また、タイヤのグ U ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保やを険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

. ABS に異常があるとさは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
あります。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたときは、 BAS と ESP ® の機能 
も解除されます。特定の状況では、 
車が横滑りずるおそれがありまず。 
路面や天候の状況に注意し、十分 
な車間距離を確保して運転してく 
ださい。 


ブレーキ 操作をずる 


ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動ずること 
がありますが、異常ではありません。 

ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 


強い制動力び必要なとさ 

► ブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み 
込んで < ださい。 

A 警告 

ブレーキ操作をずるとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長<なるおそれがあ 
0まず。 

Qabs は制動距離を短< ずる装置で 
はありません。 iu 下のよラな路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの請れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 
〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありまずが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 


磐骗がが 
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BAS (ブレーキアシスト）は、票急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

► 票急ブレーキ状態から脱ずるまで、 

ブレーキぺダ J レをしっかり踏み続け 

て < ださい。 

A 目 S により、車輪の□ックびが P え 

られまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 警告 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 
BAS び作動してち制動距離の短縮 
には限界びあります。また、タイ 
ヤのグリップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさをブレーキ 
は通常通り作動しまずび、緊急ブ 
レーキ時には大きな制動力を確イ呆 
でさず、制動距離び長<なるおそ 
れびあ0まず。 

• BAS 作動時のま全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ます。 

OBAS に異甫びあると、 ABS を正し 

く作動しな < なることびありまず。 


〇 バッテ U —電圧びほ下ずると BAS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると機能を元に戻りまず。 


アダプティブブレ~キランプ 

約 50 km / h じ(上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動ずると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両にミ主意を促し 
まず。停車ずると、ブレーキランプは 
点灯に変わりまず。 

また、約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車ずると非苗点滅灯び自動的 
( し点:;威しま^ 〇 

自動的に点滅した非苗点滅灯は、非苗 
点滅灯スイツチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hii (上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP ® 

ESP ® (エレクト□ニック.スタビ U 
ティ.プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせたり、エンジン 
出力を制御ずることによって、車両操 
縦性や走行ま定性を確保しよラとずる 
システムでず。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
[ W ] び点滅したとさは、 ESP ⑩び作 
動していまず。 


巧 1 ESP ® 表示な 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


攫骗がが 
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A 警告 

ESP ® 表示な固び点滅したときは、 
じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないでください。 

• 発進ずるときは、アクセルペダル 
を必要！;■(上に踏み込まないで < だ 
さい。 

• 路面と天候の状況にをわせて運転 
してください。 

車輪び空転したり、車び横滑りずる 
おそれびあ0ます。 


A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行を定性を高 
めるシステムで、無謀な運転か S の事 
故を防ぐちのではありません。 ESP ® 
び作動してを、車両操縦性や走巧ま定 
性の確保には限界びありまず。また、 
タイヤのグ U ップび失われた状況で 
は効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確 f 呆や危険回避に 
ついては運転ちに全責任びあ0まず。 

Q 前輪まには後輪を上げて車両をけん 
引ずるとさはイグニッション位置を 
2にしないでください。 ESP ® び作 
動して、ブレーキシステムや駆動系 
部品を損傷するおそれびありまず。 


Hesp ® び故障ずると、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力びほ下ずることびあり 
ます。走行び困難なとさは、ずみや 
かにま全な場所に停車し、メルセデ' 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のア 
プ□ーチを走行しているとさなど 
に、マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに ESP ⑩に関する故障/警告 
メッセージび表示され、 ESP ⑩表示 
灯 [ S ] や ESP ⑩オフ表示灯 ren , 
ABS 警告灯面び点灯ずることび 
ありまず。 

このよ5なとさは、ま全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行ずると、メッ 
セージや表示灯、警告灯は消灯し 
まず。 

〇 ABS び故障して ABS 警告灯 [ M ] 
び点灯しているときは、 ESP ® の機 
能を解除されています。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ⑩び 
作動することびありまず（走行中に 
ESP ® 表示灯 [5] び点滅したまま 
になりまず）。 


磐骗がが 
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ETS 


ETS は、 ESP ® の機能の一部でず。 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪 
が空転したとさにブレーキを効かせて 
発進時や加速時の駆動力を確保しよラ 
とするシステムでず。 

ESP ® の機能が解除されている場合で 
も、 ETS の機能は解除されません。 

A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走巧安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS が適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界があ0まず。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 

ESP ⑨の機能の設定/解除 

エンジンを始動したとさ、 ESP ® は常 
に待機状態になりまず。 

〇 ECO スタート/ストップ装備車 
は、作動条件び揃っている場合は 
車両び停止したとさに自動的にエ 
ンジンを停止し、発進時には再始 
動します。このとさ、 ESP ® の機能 
はエンジン停止前の状態び維持され 
ます。例えば、 ECO スタート/ス 
トップによりエンジンび停止ずる前 
に ESP ® の機能を解除していたと 
きは、再始動してを ESP ® の機能 
は解除ごれにままになりまず。 


し U 下のよ5な状況では、 ESP ® の機能 

を解除したほ5び走行しやずい場合び 

ありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行ずる 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 

• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 

このとをは ESP ® の機能を解除し 

ます。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ® を待機状態にし 
てください。車び不ま定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行ま定性を 
確イ呆しようとずることびでさません。 

ESP ® の機能び解除されると、し i (下の 

状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行ま定性を確保しようとずることび 
でさな< な0まず。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪び空転ずることびありまず。 
車輪の空転により i せ面を掘ること 
で 、より強い駆動力び得られる場合 
びありまず。 

• トラクシヨンコント □ —ルシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
9 〇 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動しまず。 

ESP ® の機能を解除しているときに 

タイヤの空転や横滑りを検知ずると、 


醒骗がが 


ESP ® 表示灯 [ W ] び点滅しまずび、 
ESP ® は作動しません。 









58 


走行ま全装備 


A 警告 

ESP ® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転ずるととちに、じ I 下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 



ESP ® の機能を解除ずる 

► ESP ® オフスイッチのを押しまず。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯巧ごび点灯しまず。 

ESP ® を待機状態にずる 

► ESP ® オフスイッチのを押しまず。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯 [33 び消灯しまず。 


41 ESP ® オフ表示な 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ® 
オフ表示な [3 ZI び点なしているとさ 
は、 ESP ® の機能び解除されていまず。 

ESP ® 表おな [5] と ESP ® オフ表示 
な [ S び点なしているときは、故障 
のため、 ESP ® の機能び解除され てし、 
まず。 

特定の状況では、車び横滑りずるお 
それびありまず。 

路面と天候の状況に合わせて産転し 
て < ださい。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行ま定性を確保し 
よラとするシステムでず。 

A 警告 

EBD に異常があるとさち)ブレーキは 
通常通り作動しますが、急プレーキ 
時などには後輪が□ックするため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあります。車両操縦性 
の変化に注意して慎重に運転してく 
ださい。 


磐骗がが 
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アダプティブブレーキ 


盜難防止システム 


アダプティブブレーキは、ブレーキ時 
の利便性と安全性を高めるシステム 
です。 

アダプティブブレーキには、ぶールド 
機能 （>187 ページ）とヒルスタート 
アシスト機能 （[>152 ページ）も含ま 
れます。 


イモビライザー 


イモビライヴーは、正規のキー(外で 
はエンジンを始動させないよ5にずる 
機能でず。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 

キーレスゴー*によりイモビライザー 
を作動させる 

► イグこッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動すると解除されます。 


盗難防止警報システム 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
さにし U 下の状況を検知ずると、サイ 
レンび約30秒間鳴り、非常点滅灯び 
通苗の2倍の速さで約5分間点滅し 
ます。 

• ドアが開けられたとさ 

• エマージェンシーキーに より、ドア 
またはトランクが解錠され、開けら 
れたとさ 

• トランクが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


醒骗が批 
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• ク□ーブボックスび開けられたとさ 

• アームレストのル物入れび開けられ 
にとさ 

ドアやトランクび開けられたり、ボン 
ネットの□ックび解除されて警報び作 
動したとさは、それらをずぐに閉じて 
を、警報は停止しません。 



待機げ態にずる 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施錠しまず。 

表示灯のび点滅し、約15秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表示 
灯のび点滅を続けまず。 

〇 システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび確実に閉じているこ 
とを確認してください。ボンネット 
の □ ックび解除された状態でシステ 
ムを待機状態にしてを、ボンネット 
び開けられたとさに警報は作動しま 
せん。 

待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を解錠しまず。 


警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 

または 

► キーの ffi ： ボタンまには m ボタ 
ンを押しまず。 

または 

►キーレス—装備車は、キーび左ち 
側アンテナの検知範囲（1>69ペー 
ジ）またはトランク側アンテナの検 
知範囲にあるとさに、キーびある側 
のドア八ンドルの裏側に触れるか、 
トランクの八ンドルを引さまず。 

または 

►キーレス3’一装備車は、キーび車室 
内アンテナの検知範囲（[>69ペー 
ジ）にあるとさに、エンジンスイツ 
チに取り付けにキーレス： U —スイッ 
チを押しまず。 


けん引防止機能* 

車を施錠して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検 
知ずると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非甫点滅灯び通苗の2倍の速さで約5 
分間点滅しまず。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げ日れたとさなど 
に警報び作動しまず。 

待機げ態にずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作まにはキーレス 3— 操 
作*で車を解湿しまず。 

けん弓 I 防止機能び自動的に解除され 
まず。 

警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
まず。 

まには 

► キーののボタンまたは CE ボタ 
ンを押しまず。 

または 

►キーレス zl ' —装備車は、キーび左ち 
側アンテナの検知範囲 （069 ぺ一 
ジ）まにはトランク側アンテナの検 
知範囲にあるとさに、キーびある側 
のドア八ンドルの裏側に触れるか、 
トランクの八ンドルを引をまず。 

まには 

►キーレス3—装備車は、キーび車室 
巧アンテナの検知範囲（1>69ぺ一 
ジ）にあるとさに、エンジンスイッ 
チに取り付けたキーレス3—スイッ 
チを押します。 

けん弓 I 防止機能を解除ずる 

誤作動を防止するために、し i (下のよラ 

な状況で車を施淀ずる場合は、けん引 

防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 



か、イグニッシヨン位置を0にし 
9 〇 

► けん引防止機能解除スイッチのを 
押しまず。 

表示灯⑤び数秒間点灯し、その後 
消灯して、けん引防止機能び解除ご 
れまず。 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

けん弓 I 防止機能び解除されまず。 

けん引防止機能は、け下の操作を行な 
ラまで解除されたままになりまず。 

• 車を解錠する 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施錠ずる 


摆涨がが 
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盜難防止システム 


室内センサー* 

車を施綻して、室内センサーを待機状 
態にしにとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非常点滅灯び通常の2倍の速さで 
約5分間点滅しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内に腕を伸ばしたとさなどに警報び作 
動します。 

待機状態にずる 

► システムを待機状態にずる前に、室 
内センサーの誤作動を防止ずるため 
I こじ(下のことを確認してください。 

• ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウび完全に閉じ 
ていること 

• アームレストのル物入れび閉じ 
ていること 

• ルームミラーなどにマスコット 
などのアクセサ U —をかけてい 
ないこと 

►バ U オルーフび閉じていることを確 
認してください。 

室内センサーは、バ U オルーフび閉 
じているときにのみ待機状態にでさ 
ます。 

► トランクび閉じていることを確認し 
て < ださい。 

トランクを閉じた後でのみ、室内セ 
ンサーを待機状態にでさまず。 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 


待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を解淀しまず。 

室内センサーび自動的に解除され 
まず。 

警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 

まには 

► キーの ffi ： ボタンまには m ボタ 
ンを押しまず。 

まには 

►キーレス—装備車は、キーび左ち 
側アンテナの検知範囲（1>69ペー 
ジ）またはトランク側アンテナの検 
知範囲にあるときに、キーびある側 
のドア八ンドルの裏側に触れるか、 
トランクの八ンドルを引さまず。 

まには 

►キーレス 3— 装備車は、キーび車室 
内アンテナの検知範囲（[>69ペー 
ジ）にあるとさに、エンジンスイッ 
チに取り付けにキーレス3—スイッ 
チを押しまず。 

室内センサーを解除ずる 

誤作動を防止ずるために、し i (下のよラ 

な状況で車を施湿ずる場合は、室内セ 

ンサーを解除してください。 

• 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車ひら離れるとさ 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 






を難防止システム 
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► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

► 室内センサー解除スイッチのを押 
します。 

表示灯⑤び数秒間点滅し、その後 
消灯して、室内センサーび解除され 
ます。 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

室内センサーび解除されまず。 

室内センサーは、(下の操作を行な5 
まで解除ごれにままになりまず。 

• 車を解錠する 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施錯する 



オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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車両装備について 

キ. . 

ドア . 

トランク . 

パワーウインドウ 
バ U オルー フ…… 


I で！□な//: Y ゎ 

6 7 1 3 9 
6 7 8 8 8 
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車両装備について、キー 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


キ— 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと、1」 
モコンに障害び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施湿してくだ 
さし)。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 

B 車を操作ずるとさは、運転をは常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電モ機器や 
硬貨などの金属製のちのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3’ 一 操作*を行な5と、作動しな 
かったり、誤作動ずるおそれがあり 
まず。 

[I 磁気を発生ずる電化製品のお < に 
キーを置かないで<ださい。 

〇 キーの 電池び消耗ずると キーの 表 
お灯び点灯せず、 U モコン操作や 
キー レス3’ 一 操作*びでさなくな 
りまずび、エンジンスイッチに キー 
を差し込むことによるイグニッシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動はで 
さまず。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


U モコン機有 g _ 

U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
淀に使用しまず。 

また、 それぞれの キーにはエマージェ 
ン シーキーを リ又納していまず。 

イグニッシヨン位置び0でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
に(下の操作びでさまず。 

• ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れの解錠/施淀 
• トランクを開く （^81 ページ） 

• コンビニエンスオープニング機能 
とコンビニエンスク□ージング機 
能の操作（085、86ページ） 


■ KIDZW /:,(1 ゎ 
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操作時にキーの表示灯が1回点滅し 
ます。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。車が施錠されていて 
ち、誤って車内か5ドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故やけが 
をずるおそれがありまず。 

また、キーが車室内またはドア付 
おなどの車外にあるときは、キー 
レス zr —スイッチ*を押ずことに 
よりエンジンが始動し、事故の原 
因にな0まず。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれがあ0ます。 


A 警告 

エンジンスイッチにキーを差し込む 
とさは、重い物や必要上に大きな 
物、ステアリングなどの操作部に接 
触する物をキーホルダーとして使用 
しないでください。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーがステア U ングなどに接触す 
ることでキーがまわると、エンジン 
が停止して事故を起こずおそれがあ 
りまず。 

〇 バッテ U —の電圧が低下したとさ 
は、キーの電池が正常でちリモコン 
操作はでさません。 



① EE 施錠ボタン 
⑤ E ] トランク オープナー ボタン 
⑤ US 解錠ボタン 


解綻ずる 

► 解绩ボタンを押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れび解錠され、盗難防止警報 
システム* ([>59ページ）び解除 
され、非常点滅灯び1回点滅しまず。 

□ケイターライティング機能を設定 
しているとさは、周囲び暗<なると 
車外ライトを点灯しまず(>68 ぺ一 
ジ)。 

アンサーバック機能*を設定してい 
るとさは、仕様により確認音び鳴り 
まず （072 ページ）。 

施綻ずる 

► 施錠ボタン CE を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッス 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れび施錠され、盗難防止警報 
システム* ([>59ぺージ）び待機 
状態になり、非苗点滅灯び3回点 
滅します。 


■で！□な//: Yh 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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キ— 


また、アンサーバック機能* *を設 
定しているときは、確認音が鳴り 
ます（1>72ページ）。 

Q リモコン操作で施錠したときは、 
非常点滅口が3回点滅したことを 
確認して < ださい。 

〇 U モコン操作での解錠後約4日秒 
内に、 LU 下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• キーが車内にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチ*を押す 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

解錠時点灯機能 


周囲が暗いとさ、 U モコン操作で車を解 
錠すると、 m 下のライトが点口しまず。 

• 車幅灯 

- LED ドライビングライト 

• テー>^レランプ 
-ライセンスランプ 
• ドアミラー下部のライト 

点灯したライトは(下のとさに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさ 

• エンジンスイッチをキーに差し込ん 
だとさ 

• キーレス3—スイッチ*でイグこッ 
シヨン位置を 1 にしたとさ 

* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


• 点口してから約4日秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
(>222ぺージ）をご覧ください。 


キーレ X 」一 


A 警告 

• 埋め込み型む臓ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方や、その他の医療用電 
子機器を使用されている方は、車 
を使用する前に、あらかじめ医師 
や医療用電子機器^一力一などに 
キーレスづ一による電波の影響に 
ついてご相談くださし、。 

• 埋故込み型む臓ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方は、キーレス3—アン 
テナから約 22 cm 政内にお付か 
ないよラにしてください。キーレ 
スづ一操作を行なラときは、キー 
とアンテナの間で電波が送受信さ 
れるたが)、埋め込み型む臓ペース 
一力一および埋め込み型除細動 
器の作動に影響を与えるおそれが 
あります。 

• テ供だけを残して車から離れない 
で < ださい。 施錠されていてち、 
誤って車内か5ドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがあります。 

また、 ドア付おや ルーフの 上、ボン 
ネットの上などの車外にキーがある 
とさち、キーレス3’ースイッチを 
押ずことによりエンジンが始動ずる 
ことがあり、事故の原因になりまず。 

• 短時間でわ、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯して < ださし、。 
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キーレスゴーの使用に関ずる重要事項 

• キーを1；(下のちのと一緒にしないで 
<ださい。 

-携帯電話や他のキーなどの電子機器 

-硬貨や金属フィルムなどの金属製 
のちの 

キーの機能に影響をちえるおそれが 
ありまず 

. キーが車内にあるとさは、運転者 
外の乗員でちエンジンを始動でさる 
ことにま意してください。 

施錠と解錠 


キーを携帯することにより、リモコン 
操作をしな<てち、車の解錠/施錠 
やエンジンの始動を行なラことがで 
さまず。 

キーレス—で解錠し、キーの施錠ボ 
タン [ T ] を押して施錠するなど、キー 
レス3—機能と従来のキーの機能を 
組み合わせることちでさまず。 

キーレス3—操作で車を解錠/施錠ず 
るとさは、キーとドア八ンドルまたは 
トランクとの距離は約1 m じ(内にして 
<ださい。 

キーレス3—は LiTF のとさに、車両と 
キーの間で定期的に電波の交信を行 
ない、有効なキーが作動範囲にあるか 
を確認しています。 

• ドア八ンドルに触れたとさ 
• エンジンを始動ずるとさ 
-車両が走行している間 


〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、キーレス3—操 
作はでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいないとさち、エンジンがか 
かっているとさやイグこッシヨン位 
置が2のとさは、キーレス3’ 一 操 
作で施錠でさません。 



①ち側アンテナの検知範囲 
© 左側アンテナの検知範囲 
@トランク側アンテナの検知範囲 
④車室内アンテナの検知範囲 

キーレス3’一は、キーの位置によ0、 
キーレス 3— 操作で行なラことがでさ 
る操作が LU 下のよ5に異なりまず。 

キーび左ち側アンテナまたはトランク側 
アンテナの検知節囲にあるとき 

• キーがある側のドア八ンドルに触れ 
ると、車の施錠/解錠がでさまず。 

• トランク八ンドルを引くと、トラン 
クのみを解錠して開<ことができ 
まず。 


■で！□な//:/一-ゎ 
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キーが車室内アンテナの検知節囲にあ 

るとを 

• イグこッシヨン位置の選択がでさ 
ます（>148ページ）。 

• エンジンの始動ができまず （>149 
ページ)。 

〇 ドア付近や ルーフの 上、ボン ネッ 
卜の上などの車がにキーがあるとさ 
ち、車室内アンテナにキーが検知さ 
れることがありまず。 

P 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠しないことが 
ありまず。 

P キーが左ち側またはトランク側ア 
ンテナの検知範囲にあるときに、ド 
ア八ンドルを清掃したり、ドア八ン 
ドル I こ雨粒や水しぶさがかかったり 
物などが触れると、車が解錠される 
ことがありまずのでミ主意して < だ 
さい。 

〇 キーを車から遠ざけたときは、 
キーレス3—操作で車を施錠/解 
錠した0、エンジンを始動ずること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったときは、 
ドア八ンドル表面のセンサーの機能 
が自動的に解除されまず。ドア八ン 
ドルを引いてドアを解錠してからイ 
グこッシヨン位置を2にして、セン 
サーを待機状態にしてください。 

〇 キーレス ZI —アンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でを、キーレス3—操 
作を行な5ことびでさまず。 



ち側ドア 


解綻ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れび解湿され、盗難防止警報 
システム* ([>59ページ）び解除 
され、非常点滅灯び1回点滅しまず。 

まに、アンサーバック機能*を設 
定しているときは、仕様により確認 
音び鳴りまず（>72ページ）。 

©解 錠後約40秒し i (内に、 m 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解湿）を 
押す 

• キーび車内にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けにキー 
レス3—スイッチを押ず 


■ KIS 、 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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施綻ずる 

► ドア八ンドルの表側のに触れまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れび施湿され、盗難防止警報 
システム* ([>59ぺージ）び待機 
状態になり、非常点滅灯び3回点 
滅します。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
ます（>72ページ）。 

〇車を施湿しにとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 ドア八ンドルのコンビニエンスク 
□ージング操作部に触れることで、 
車夕 I から ドアウインドウを閉じるこ 
とびできまず （086 ページ）。 

〇 キーび 車内やトランク巧にあると 
をは、ドア八ンドルの表側に触れて 
を施綻でさません。このとをは、マ 
ルチファンクシヨンデイスプレイに 
II キーび 車巧にありまず" と表おご 
れます。 

にだし、キーび左ち側まにはトラン 
ク側アンテナの検知範囲にあり、を 
51本のキーび車室内にあるとさ 
は、ドア八ンドルの表側に触れるこ 
とで施錠でさまず。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
にドア八ンドルの表側に触れると、 
確認音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンデイスプレイに" ドアを閉めてか 
ら□ックしてください" と表おさ 
れます。 


トランクを解錠して開く 

► トランク八ンドルを引さまず。 

トランクのみび解錠されまず。 

► トランクを引を上げまず。 

〇トランクを開くときは、後方や上 
方に十分な空間びあることを確認し 
て < ださい。 

施綻/解錠設定の切り替え 

車両の解顏時に、運転席ドア、燃料給 
油フラップ、グ□ーブボックス、アー 
ム レス 卜のル物入れのみを解錠ずるよ 
ラに設定でをまず。運転を一人で頻繁 
に運転ずるとさに便利でず。 

設定を切り替える 

► 解淀ボタン [ s と施湿ボタン m 
を同時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

〇 車両のお<で切り替えを行な5 
と、キーの解錠ボタンまたは施蟲ボ 
タンを押したとさに、車両を解錯ま 
たは施錯されまず。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
まず。 

運転席ドアなどを解錠ずる 

► 解蟲ボタン [ Z ] を1回押しまず。 

車両を解綻ずる 

► 解蟲ボタンを2回押しまず。 

車両を施錠ずる 

► 解錠ボタン rsn を押しまず。 


■で！□な//:/一-ゎ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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キーレス3—操作では LiTF のよ5に作 
動します。 

運転席ドアなどを解綻ずる 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 

車両を解錠ずる 

► 助手席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 

車両を施綻ずる 

► いずれかのドア八ンドルの表側に触 
れまず。 

初期設定に戻ず 


► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
約6秒間施錠ボタン m と解錠ボ 
タン cs を同時に押し続けまず。 


アンサーバック機能 * _ 

アンサーバック機能を設定していると 
をは、 U モコン操作まにはキーレス 
3—操作*で車両を解錠/施錠した 
ときに、仕様により LU 下のように確認 
音び鳴0まず。 

• 車両を施錠しにとをに、確認音び1 
回鳴りまず。 

まには 

• 車両を解錠したとさに確認音び1 
回鳴り、車両を施湿したとさに確認 
音び3回鳴0まず。 

この機能の設定と解除については 
い224ぺージ）をご覧ください。 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレス 3— 操作* 
で車両を解錠でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアまたは 
トランクを解錠でさまず。 

車を施綻した後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアまたはトランクを 
解綻して開くと、盗難防止警報*び 
作動しまず。 

し i (下のいずれかの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 
• キーのいずれかのボタンを押ず 

キーレス3’一装倫車は、け下のいずれ 
かの操作を行なってち、警報び停止し 
まず。 

• キーび左ち側まにはトランク側の 
キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
(1>69ぺージ）にあるときに、キー 
びある側のドア八ンドルに触れる 
か、トランク八ンドルを引く 

. キーび車内のキーレス3’ーアンテナ 
の検知範囲（1>69ページ）にある 
ときに、エンジンスイッチに取り付 
けたキーレス3’ースイッチを押ず 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解結してを、助手席ドア、トランク、 
燃料給油フラップ、グ□ーブボックス、 
アームレストのル物入れは解湿されま 
せん。 


■ KIS 、 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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燃料給油フラップを解綻ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 


エマージェンシーキーを取り出ず 



►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
をキーから引さ巧さまず。 


キーの電池交換 

U モコンの作動可能範囲び短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗び考えられまず。メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれています。子供の手の届 
かないところに保管してください。 


9環境 

電池を家庭用： I ’ s として廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物寶が含まれていまず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼するか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの電池を点検ずる 



► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押しまず。 


キーの表示灯のが1回点滅ずれば 
電池は正常でず。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージてン シーキーで解淀/施錠 
できまず（079、80ページ）。 


■で！□な//:/一-ゎ 


誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 
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電ミせの交換手順 

U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



► エマージェンシー キー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー®び浮さ上 
びる まで、エマージてンシー キーを 
矢印の方向に押しまず。そのとさに 
カバー®を押さえないよラにして 
<ださい。 

► カバーのを取り外しまず。 



► 電ミ也側び下になるよ5にキーを手の 
上に柔せて、電池⑤び外れるまで 
キーを軽 < たにさまず。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよ 
ラにして、新しい電ミ也を取0付け 
ます。このとさ、脂分を含まないさ 
れいな巧で電池を持つよ5にしてく 
ださい。 

► 電池の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことを確認してください。 

► カバー®の凸部をキーに差し込ん 
でから、カバーを押して□ックし 
ます。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認します。 


► エマージェンシーキーを取り出し 
ます （072 ぺージ）。 
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キーの トラブル 


I 」モコン操作で解錠/ 
施錠でさない。 


キーレスゴー操作で解 
錠/施錠できない。 


トラブル 可能性のある原因/症状および ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

►キーのリモコン機能を使用して、再度車両を施錠/解錠してください。 
キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から W / 
La スイッチを押して< ださい。 

I 」モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください（[>79、 
8日ぺージ)。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを觸錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

►キーの I 」モコン機能を使用して、再度車両を施錠/解錠してください。 
キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から m / 
La スイッチを押して < ださい。 

キーレスコ‘一び故障している。 

►キーのリモコン機能を使用して、再度車両を施錠/解錠してください。 
キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から m / 
La スイッチを押して< ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 
リモコン操作びできないとき： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを觸錠/施錠してください（[>79、 
80ぺージ)。 

キーを紛失した。 ► メルセデス-ベンツ指定:サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 

さし、。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ1」ンダーも交換してください。 

エマージェンシーがただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 


キーを紛失した。 


► 必要であればキーシ U ンダーも交換してください。 


■で！□む//:/一-ゎ 
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トラブル 


キーによるエンジン 
始動びでをない。 


キーび車内にある状態 
で、 キーレスゴース 
イッチを押してち、ェ 
ンジンび始動しない。 


可能性のある原因/症状および ► 对応 

バッテリーの電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとさ： 

►パ'ッテ1」一を点検し、必要であれば充電して<ださい。 

または 

►他車のバッテ U — を電源として始動してください（1>308ぺージ)。 
または 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ステア U ング □ ックび効いている。 

► ステア U ングを軽<左ちにまわしてなびら、エンジンスイッチからキー 
を抜き、再度差し込んでください。 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 


I KID^ ^ — ^ 
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閉じる 


A 警告 

-ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたが不完全（半ドア）な場 
合、走行中にドアが開くおそれがあ 
りまず。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

-同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 

-子供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがお0まず。 

• 短時間でを、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


車がか5のドアの開閉 



開< 

► ドア八ンドルのを引さまず。 


► ドア八ンドルのを持って確実に閉 
じます。 

〇 ドアウインドウが全閉のときにド 
アを開くとドアウインドウがかし開 
さまず。ドアを閉じると、ドアウイ 
ンドウは全閉しまず。 

H 車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ず施錠して<ださい。 

P ドアウインドウが凍結していた 
り、バッテ U —があがっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは開さません。 

このときは、無理にドアを閉じない 
で < ださい。ドアウインドウやドア、 
シール部などを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 



開< 

► ドアレバー®を矢印の方向に引さ 
9 〇 

ドアが施錠されているとさは、□ッ 
クノブのが上がり、解錠されまず。 


■ で|□な//:/一-ゎ 
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閉じる 

► インナーグ u ップ⑤を持って確実 
に閉じまず。 

〇ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよ5にま意してください。 
車の周りにモ供びいるときは、特に 
ま意して < ださい。 

〇 車び施錠されているとさを、車内 
のドアレノ（一を引 < とドアを開 < こ 
とびでさまず。 

〇 助手席ドアは、開いているとさに 
□ックノブを押し込んでひら閉じる 
と施錠されまず。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークび表示されまず。 


車内か5の解錠/施錠 
A 警告 

□ックノブび下びっていてを、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
子供を柔せているとさは特に注意し 
て < ださい。 

〇施淀後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
ごい。 

[I □ックノブび完全に下びってし、 
ないドアびあるとさは、そのドア 
をいったん開を、再度閉じてから施 
結してください。 


ドアごとの解綻/施綻 
解綻ずる 

► ドアレバー⑤を矢印の方向に引さ 
まず。 

このとをドアち開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブ®を押しまず。 

ドア□ツクスイッチ 



すべてのドアとトランクを解錠/施 
綻でさまず。 

ドア□ックスイッチは、をドアにあ0 
9 〇 

解綻ずる 

► ドア□ックスイッチ（解淀）のを 
押しまず。 

□ックノブび上びりまず。 

施綻ずる 

► ドア□ックスイッチ（施湿）⑤を 
押しまず。 

□ックノブび下びりまず。 


■ KIS 、 
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〇 なのよラな場合はドア □ ックス 
イッチで解錠/施蟲でさません。 

• U モコン操作またはキーレス 3— 
操作*で施錠しているとを 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 運転席ドアび開いているときは、 
ドア□ックスイッチで助手席ドアと 
トランクの解錯/施結びでさまず。 

〇 ドア□ックスイッチでは、燃料給 
油フラップ、グ□ーブボックス 、アー 
ムレス 卜のル物入れの解綻/施錠 
はでさません。 

〇 トランクび独立施湿されていると 
きは、ドア□ックスイッチで解錠し 
てを、トランクは解錠されません。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度び約 15 km/h (上になる 
と、ドアとトランクを自動的に施湿し 
ます。 

車速感応ドア□ックを設定した状態 
で、イグこッシヨン位置が0政がのと 
さに車輪が回転ずると、車両は自動的 
に施錠されまず。 

1;^下のとさに車がに閉め出されること 
がありまず。 

• 車を押すとさ 
• 車をけん引するとさ 

• ダイナモ>< 一夕一で点検を行なラ 
とさ 

〇 車速感応ドア □ ックで施淀され 
ているとさを、車内のドアレバーを 
引いてドアを角军錯して開 < ことびで 
をます。 


〇 車速感応ドア □ ックで施淀された 
ドアをドア□ックスイッチで解話ず 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 



車速感応ドア□ックを設定ずる 

► 確認音び鳴るまで、ドア□ックス 
イッチ（施旋）⑤を約5秒間押し 
て保持しまず。 

車速感応ドア□ックを解除ずる 

►確認音び鳴るまで、ドア□ックス 
イッチ（解錠）のを約5秒間押し 
て保持しまず。 

〇 いずれかのドア□ックスイッチを 
押して保持してを確認音び鳴らない 
とさは、その設定びずでに選択され 
ていまず。 

車速感応ドア□ックはマルチファンク 

シヨンディスフレイでを設定/解除 

できまず（1>224ページ）。 


運転席ドアの解錠 _ 

U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車両を解錠できないときは、 
し U 下の操作を行なつて < ださい。 


■で！□な//:/一-ゎ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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左八ンドル車 


►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ U ンダー 
に差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを解錠の位置 
のにまわしまず。 

〇 左八ンドル車は反時計回りに、ち 
八ンドル車は時計回りにまわし 
ます。 

運転席ドアの □ ックノブが上がり、 
運転席ドアが解錠されまず。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシリンダーから抜き 
ます。 


車両の施錠 

リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車両を施錠できないときは、 
LU 下の操作を行なつて < ださい。 

►運転席ドアを開さまず。 

► 助手席ドアとトランクを閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）を押し 
ます（1>78ぺージ）。 


► 助手席ドアの□ックノブが下がっ 
ていることを確認しまず。 

下がっていないときは、□ックノブ 
を押し込みまず。 

► 運転席ドアから車を降りまず。 
►運転席ドアを閉じまず。 


► エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシリンダー 
に差し込みまず。 



左八ンドル車 


► エマージェンシーキーを施錠の位置 
丘]にまわしまず。 

〇 左八ンドル車は時計回りに、ち 
八ンドル車は反時計回りにまわし 
ます。 

運転席ドアの□ックノブが下がり、 
運転席ドアが施錠されます。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンダーから抜き 
9 〇 

► ドアとトランクが施錠されているこ 
とを確認します。 

トランクが施錠されていないとさ 
は、トランクを独立施錠しまず。 


■ KIS 、 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。排 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれがあります。 


A 警告 

トランクを閉じるときは、身体や物 
を挟まないよラに十分ま意して<だ 
さい。車の周りに子供がいるとさは、 
特にミ主意してください。 

Q トランク内には乗車しないでくだ 
さい。事故などのとさ、けがをずる 
おそれがあ0まず。 

P モ供などがトランクに閉じ込めら 
れないようにま意してください。 

Q トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障書物がな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

〇トランクを開くときは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

〇強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられて、トランクが不意に 
下がることがありまず。風の強い曰 
は十分にミ主意して < ださい。 

また、トランクに雪が積もっている 
とさも同様にま意してください。 

Q トランクを閉じたとさは、トラン 
クが確実に閉じていることを確認し 
て < ださい。 


〇 車が施錠されているとさは、キー 
のトランクオープナーボタンを押ず 
とトランクだけが解錠されて開さ 
ます。 

〇 車び施湿されているとさに U モコ 
ン操作やキーレス3—操作*、エ 
マージエンシーキーなどでトランク 
を開き、再度トランクを閉じると卜 
ランクは施錠されまず。ただし、キー 
レス3—装備車は、トランク巧に 
キーを残したままのとさは施錠され 
ません。 

〇 トランクび完全に閉じていない状 
態で走行ずると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイに 
警告マークび表示されまず。 

トランクを開< 


► キーの角军淀ボタンを押しまず。 



► 八ンドルのを引さまず。 


トランクび開さまず。 

または 

► トランクび開<まで、キーのトラン 
ク オープナー ボタン （^67 ページ） 
を押し続けまず。 


■で！□な//: Yh 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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トランク 


〇 トランクび独立施淀されていると 
さは、キーのトランクオープナー 
ボタンを押してをトランクは開さま 
せん。 


トランクを閉じる 



► グ1」ップ①に手をかけてトランク 
を引き下げ、なに外側からトランク 
を押さえます。 


►お要であれば、車を施湿しまず 
067.71 ページ）。 



車の解綻/施綻に関わらず、トラン 
クを独立して施綻でさます。 

トランクを独立施綻しているときは、 
トランクを開くことはでさません。 


トランクを独立施綻ずる 

► トランクを閉じまず。 

► トランクのキーシ1」ンダーにエマー 
ジェンシーキー072ページ）を 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠位 
置回にまわしまず。 

► キーシ1」ンダーからエマージェン 
シーキーを巧さまず。 

〇トランクを開いた状態でち、上記 
の操作を行なってトランクを閉じる 
と独立施錠されまず。このとをは、 
エマージェンシーキーの閉じ込みに 
ま意して < ださい。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージてンシーキーを 
キー本体から取り外して携帯して< 
ださい。 

独立施綻を瞄除ずる 

► トランクのキーシ1」ンダーにエマー 
ジェンシーキーを差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位置のにまわしまず。 

► キーシ1」ンダーからエマージェン 
シーキーを巧さまず。 


トランクの解錠 _ 

U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作*でトランクを解錠でさないとを 
は、し U 下の操作を行なって<ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


■ KIS 、 
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〇トランクを開くときは、後方や上 
方に十分な空間びあることを確認 
して<ださい。まに、トランクの 
周りに障害物びなく、人や物に当 
たるおそれびないことを確認して 
<ださい。 

Q エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージてンシーキーをキー 
シ U ンダーから巧いてトランクを閉 
じると再び施錠されまず。キーの閉 
じ込みにミ主意してください。 

► キーからエマージ; L ンシーキーを 
取り外しまず。 

► トランクのキーシ1」ンダーにエ 
マージエンシーキーを差し込み 
ます。 



► エマージェンシーキーを凹の位置 
まで反時計回りにまわし、トランク 
八ンドルを引さまず。 


トランクが解錠して開きまず。 

► エマージてンシーキーをのの位置 
にまわして、キーシ U ンダーから 
抜さまず。 

► エマージてン シー キーをキーに差 
し込みまず。 


パワーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 


A 警告 

ドアウインドウを開くとさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないでください。ドアウインド 
ウとドアフレームとの間に身体が引 
を込まれて、けがをするおそれがあ 
ります。引さ込まれそうになったと 
きは、ドアウインドウスイッチを操 
作してドアウインドウを閉じてくだ 
さし、。 


A 警告 

ドアウインドウを閉じるときは、身体 
や物が挟まれないよラにを意してくだ 
さい。挟まれそラになったとさは、ド 
アウインドウスイッチを操作してドア 
ウインドウを開いてください。 


A 警告 

デ供が車内からドアウインドウを開 
閉ずると、けがをずるおそれがあり 
まず。子供だけを残して車から離れ 
ないでください。短時間でも、車か 
ら離れるとさは、キーを携帯してく 
ださい。 


■で！□な//: Yh 
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A 警告 

• 子供をチャイルドセーフテイシー 
卜に乗車させている場をでを、子 
供だけを車内に残して車か5離れ 
ないで<ださい。子供が車巧の各 
部に触れてけがをするおそれが 
ありまず。また、炎天下では車内 
が高温になるため熱中症を起こし 
たり、寒を時には車内が低温にな 
るため命にかかわるおそれがあり 
まず。 

• テ供が誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
あ0ます。子供び車外に出てけび 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをするおそれがあ0ます。 



運輯席ドアのスイッチ 
①左側ドアウインドウスイッチ 
©も側ドアウインドウスイツチ 


パワーウインドウスイッチは各ドアに 
ありまず。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に開閉でさまず。 


ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを輕く引きまず。 

引いている間だけ閉じます。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じます。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、すべてのドアウインドウが完全 
に閉じていることを確認してくだ 
さぃ。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことができまず（>85ページ）。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作*でドアウインドウを閉じる 
ことができまず（[>86ページ）。 

〇 イグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから約5分間は、ドアウイ 
ンドウを開閉でさまず。約5分 iU 
内にドアを開 < と、ドアウインド 
ウの開閉はでさな<なりまず。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉し 
ているとさにドアウインドウスイッ 
チを操作すると、ドアウインドウは 
その位置で停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席ド 
アウインドウを開閉しているとさ 
は、助手席ドアのスイッチで開閉中 
のドアウインドウを操作ずることは 
でさません。 


■ KIS 、 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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センターコンソールのスイッチによ 
る開閉 

センターコンソールのスイッチによ 
り、ドアウインドウと U アクオーター 
ウインドウを同時に開閉ずることがで 
さまず。 

〇 バリオルーフが開いている状態で 
は、ドアウインドウのみが開閉し 
ます。 


► アーム レスト前端の カバーを 開さ 
ます。 



ドアウインドウとリアクォーターウイ 
ンドウを同時に開く 

►スイッチ®を軽く押しまず。 
押している間だけ開さまず。 

スイッチ®をいっぱいまで押ずと、 
自動で開さまず。 

〇 ドアウインドウと U アクォーター 
ウインドウを全開した後にドアウイ 
ンドウスイツチでドアウインドウを 
閉じたとさは、 U アクォーターウイ 
ンドウは開いたままになりまず 。 U 
アクォーターウインドウを閉じると 
さは、センターコンソールのスイッ 
チを引いて保持して<ださい。ずべ 
てのウインドウが全閉しまず。 


ドアウインドウとリアク オーター ウイ 
ンドウを同時に閉じる 

► スイッチのを引さまず。 

引いている間だけ閉じまず。 


リモコン操作によるコンビニエンス 
オープニング機能* 


A 警告 

ドアウインドウとリアク オーター ウ 
インドウを閉じているとをに身体な 
どが挟まれそラになったとさは、た 
だちに施錠ボタンから指を放し、解 
錠ボタンを押し続けて、ドアウイン 
ドウと U アク オーター ウインドウを 
開いて < ださい。 

ルーフが閉じていてラゲツジカバーが 

開いているときに、ずべてのドアウイ 

ンドウと U アクオーターウインドウを 

開閉することがでさまず。 

〇 パリオルーフとラゲツジカパーが 
閉じているときは、パリオルーフ 
を開閉ずることがでさまず091 
ぺージ)。 

►バリオルーフ（1>89ページ）が閉 
じていて、ラゲツジカバー 092 
ページ）が開いていることを確認し 
て < ださい。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 


■で！□な//:/一-ゎ 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ドアウインドウとリアク ォーター ウイ 
ンドウを同時に開く 

►ずべてのドアウインドウとリア 
クォーターウインドウが全開ずるま 
で、キーの解錠ボタン（杉67ページ） 
を押し続けまず。 

解錠ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウはその位置で停止 
しまず。 


リモコン操作によるコンビニエンス 
ク□ージング機能* 

►ずべてのドアウインドウとリア 
クオーターウインドウが全閉ずるま 
で、キーの施錠ボタン（1>67ページ） 
を押し続けまず。 

施錠ボタンから指を放ずと、作動 
中のドアウインドウとリアクオー 
ターウインドウはその位置で停止し 
ます。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することがありまず。 

Q リモコン操作でドアウインドウと 
U アク オーター ウインドウを閉じ 
るときは、開口部に異物がないこ 
とを確認してください。 

B 車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウと U アク オーター ウイ 
ンドウが閉じていることを確認し 
て < ださい。 


キー レスコー操作*によるコンビ 
ニエンスク□ージング機能 


A 警告 

ドアウインドウとリアク オーター ウ 
インドウを閉じているときに身体な 
どが挟まれそラになったときは、コ 
ンビニエンスク□ージング操作部の 
から指を放し、ただちにドア八ンド 
ルを引さ続けてください。ドアウイ 
ンドウとリアク オーター ウインドウ 
が開さます。 


ずべてのドアが閉じていて、キーが 
車がにあるとさに操作ずることがで 
さまず。 



►ずべてのドアウインドウとリア 
クオーターウインドウが閉じるま 
で、ドア八ンドルのコンビニエン 
スク□ージング操作部①に触れ続け 
ます。 

〇 操作ずるときは、コンビニエンス 
ク□ージング操作部①にのみ触れて 
<ださい。 


■ KIS 、 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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►ずべてのドアウインドウとリア 
クオーターウインドウが閉じている 
ことを確認しまず。 

コンビニエンスク□ージング操作部 
①から指を放ずと、作動中のドアウ 
インドウと U アク オーター ウインド 
ウはその位置で停止しまず。 


挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるときは十 
分ミ主意してください。閉じているドア 
ウインドウに身体が挟まれると、致 
命的なけがをずるおそれがあります。 


ドアウインドウスイッチを引き続けて 
ドアウインドウを閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止しまず。ス 
イッチから手を放ずと、その位置から 
少し下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。 

このとさ I こ挟み込みなどの抵抗がある 
と、ドアウインドウはただちに停止し 
て、スイッチから手を放ずと、その位 
置からかし下降しまず。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、挟み込み防止機能が作動しない 
態で閉じまず。 


自動でドアウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してから約2秒政内に再度ド 
アウインドウを閉じたとさは、ドアウ 
インドウは自動で閉じな<なりまず。 
このときにスイッチを引き続けてドア 
ウインドウを閉じると、挟み込み防止 
機能は作動しません。 


ドアウインドウのリセット _ 

ドアウインドウが完全に閉じなくなつ 

たとさは、ドアウインドウのリセット 

を行なつて < ださい。 

► ずべてのドアを閉じまず。 

►イグこッション位置を1か2にし 
cA 9 〇 

► ドアウインドウスイッチを軽く引い 
てドアウインドウを全閉しまず。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 LU 
上保持しまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 

るとさは、下記の操作を行ないまず。 

► ただちにドアウインドウスイッチを 
引き続けて、ドアウインドウを全開 
します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 
上保持します。 


■で！□な//:/一-ゎ 








スイッチから手を放したとさにドアウ 
インドウが閉じていれば、ドアウイン 
ドウは U セットされていまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、再度上記の操作を行なって 
<ださい。 


ドアウインドウのトラブル 

ドアウインドウに障害物びあり、ドア 
ウインドウを閉じることびでさない 
とを 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

ドアウインドウを閉じることびでを 
ず、原因び分か5ないとを 


閉じているドアウインドウが再度停止 
して、かし開くときは、じ(下のように 
して < ださい。 

► ドアウインドウが停止したら、ただ 
ちにドアウインドウスイッチを引さ 
続けて、ドアウインドウを閉じまず。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、ドアウインドウが閉じまず。 


A 警告 

強い力でドアウインドウを閉じると 
さや、挟み込み防止機能が作動しない 
状態でドアウインドウを閉じるとさ 
は十分ミ主意してください。閉じてい 
るドアウインドウに身体が挟まれる 
と、致帝的なけがをするおそれがあ 
0まず。 


閉じているドアウインドウが停止し 
て、かし開くときは、 Lu 下のよラにし 
て < ださい。 

► ドアウインドウが停止したら、ただ 
ちにドアウインドウスイッチを引さ 
続けて、ドアウインドウを閉じまず。 

強い力でドアウインドウが閉じ 
ます。 


■ KIS 、 
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バリ オルーフ 


安全のため、バ U オルーフの開閉は停 
車しているときに行なってください。 

A 警告 

• 走行する前に、必ずバ U オルーフ 
を完全に開いた状態か完全に閉じ 
た状態にしてください。 

• 開閉操作を途中で停止ずると、 

下の時間が経過した後に油圧装置 
の圧力が低下し、ルーフが倒れ込 
みます。 

◊イグニッシヨン位置が2のとき 
は約7分後 

◊イグニッシヨン位置が2し U 外の 
とさは約15秒媛 

このときは警告音が鳴り、マルチ 
フアン クシ ヨン デ ィス プレイに 
の マークと "ルーフの 開閉が 
完了していません" の^ッセージ 
が表示されます。 

• 走行する前に、必ずバ U オ ルーフ 
が確実に□ックされていることを 
確認してください。確実に□ック 
されていないと、走行中にバリオ 
ルーフが 開き、車の コント□ール 
を失い、乗員がけがをずるおそれ 
が おりまず。 


A 警告 

バリオルーフを手動で開じる作業は、 
複雑で技術的にち難しい手順でず。 
手動でバリオルーフを閉じよラとす 
ると、ルーフを損傷したり、けがをず 
るおそれがあ0まず。そのため、バ 
リオルーフを手動で閉じる作業は必 
ず;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に依頼してください。 


。□ールバーの後方に腰かけたり物 
を置かないで<ださい。ルーフや収 
納部のカノ（一を損傷ずるおそれがあ 
ります。 

H 天候は常に変化ずるため、車を離 
れるとさは必ずバ U オルーフを閉じ 
て<ださい。車内に水が入ると、車 
両の電気システムを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

〇バ U オ ルーフ 開閉時に ルーフ や荷 
物、車両各部の損傷を防ぐため 、 m 
下の点にミち意して < ださい。 

• ルーフは上方に動<ため、上方 
およびルーフの作動範囲に十分 
な空間があることを確認して< 
ださい。 

• トランクはバンパーよりち後方 
に動くため、後方およびトラン 
クの作動範囲に十分な空間があ 
ることを確認してください。 

• 荷物は必ずラゲツジカバーの下 
に積んで < ださい。 

• ラゲツジカバーが荷物に押し上 
げられないよ5にして < ださし、。 

• ラゲツジカバーを確実に閉じて 
<ださい。 

• ラゲツジカバーの上や前方、ラ 
ゲツジカノ（一左ちのスペースに 
は物を置かないで < ださい。 

• トランクを確実に閉じてくだ 
さい。 

• 気温が約一15で LiTF のとさはパ 
U オルーフを開閉しないで<だ 
さし、。 

〇万一のとさがは、バ U オルーフ 
の作動を途中で停止しないで<だ 
さし、。 


■で！□な//: Yh 
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パリオ ルーフ 


P 盗難を避けるため、車を離れると 
さは必ずバリオルーフを閉じ、ドア 
とウインドウ、トランクなどが閉じ 
ていて、各部が施錠されていること 
を確認して < ださい。 

P バ U オルーフ開閉中にトランク八 
ンドルを操作しないで<ださい。 

〇パ U オルーフを開閉しているとさ 
に、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに故障/警告 ッ セージが表 
示されたときは(>240. 241ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

〇パ'1」オルーフを開< とさは、パ'1」 
オルーフや U アウインドウの水滴や 
ミちれを巧さ取ってください。車内や 
トランク内びミちれた0、水び入るお 
それびあ0まず。 

P シー トやシート後方のスペースに 
は、パ U オルーフび閉じてきたとき 
に干渉ずるおそれのある物を置か 
ないで < ださい。また、サンバイ 
ヴーをフックから外した状態でバ U 
オルーフを閉じると、八 U オルーフ 
とサンパイヴーび当たり、損傷ずる 
おそれびありまず。 


バリ オルーフス イッチによる操作 


A 警告 

バリオルーフを開閉するとさは、ルー 
フやトランク、ドアウインドウや1」 

アクォーターウインドウなど作動ず 
る部分に触れないでください。挟ま 
れてけびをするおそれびお0ます。 
また、それらび作動ずる範囲に障害 
物びないことち確認してください。 

身体や物び巧まれそラになったとさ 
は、ただちにバ U オルーフスイッチ 
から手を放してください。バ U オルー 
フの作動び停止します。 

P バッテ U —あびりを防ぐため、バ 
1」オルーフを操作ずるとさはでさる 
だけエンジンを始動して < ださい。 


パ U オルーフの開閉 



►シフトポジシヨンを LPj にして、 
パーキングブレーキを効かせまず。 
► トランク巧のラゲツジカバーを閉じ 
ます。 

► トランクを閉じまず。 

► イグニツシヨン位置を2にしまず。 


■ KIS 、 
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► アーム レスト前端の カバーを 開き 
まず。 

アーム レスト前端のカバー巧にバ U 
オルーフスイッチ©びありまず。 

パリ オルー フを開く 

►バ U オルーフびトランク内に完全に 
収納ごれ、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの "ルーフび開閉中" 
のメッセージび消えるまで、バ U 才 
ルーフスイッチのを引いてイ呆持し 
ます。 

ドアウインドウび閉じ、 U アク ォー 
ターウインドウび開さまず。 

パ U オルーフを閉じる 

►バ U オルーフび完全に閉じ、マル 
チフアンクシヨンディスプレイの 
II ルーフび開閉中" のメッセージび 
消えるまで、バ U オルーフスイッ 
チ®を押して保持しまず。 

ドアウインドウと U アク ォーター ウ 
インドウび閉じまず。 

► ずべてのウインドウび完全に閉じ 
ていることを確認しまず。 

〇 バリオルーフスイッチを操作し 
ているとさにマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに" トランクカバーを 
閉じて<ださい" といラメッセージ 
び表おごれたとさは、ラゲッジカ 
ノ（一び正し < 閉じ日れていません。 


キーに よる操作* 


A 警告 

U モコン操作でバ U オルーフを開 
開するとさは、ルーフやトランク、ド 
アウインドウや U アク オーター ウイ 
ンドウなど作動ずる部分に触れない 
でください。挟まれてけびをずるお 
それびあります。また、それ！5び作 
動ずる範囲に障害物びないことち確 
語してください。 

身体や物び挟まれそラになったとき 
は、ただちに施錠ボタンまたは解銳 
ボタンか5指を放してくださし、。バ 
U オルーフの作動び停止します。 

バリオ ルーフの 開閉 

〇 操作は運転席ドアのお<で行なっ 
て < ださし、。 

► トランク内のラゲッジカバーを閉じ 
ます。 

► トランクを閉じまず。 

► 運転席ドアのドア八ンドルにキーの 
先端を向けまず。 

バリオルーフを開く 

►バ U オルーフび完全に開くまで、解 
綻ボタン （^67 ページ）を押し続 
けまず。 

バ U オルーフと U アク オーター ウイ 
ンドウび開さ、ドアウインドウび閉 
じまず。 

解綻ボタンから指を放ずと、作動中 
のパ' U オルーフやウインドウはその 
位置で停止します。 


■ で|□な//:/一-ゎ 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パリオ ルーフ 


バリオ ルーフを 閉じる 

►バリオルーフが完全に閉じるまで、 
施錠ボタン（杉67ページ）を押し 
続けまず。 

パ U オ ルーフと ドアウインドウ、 
U アク オーター ウインドウが閉じ 
ます。 

施錠ボタンから指を放ずと、作動中 
のバリオルーフやウインドウはその 
位置で停止します。 

〇バ U オ ルーフが 閉じていてラゲ ッ 
ジ カバーが 開いているとさは、 キー 
によりパリオ ルーフを 開くことは 
でさません。このときは、ずべて 
のドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウが同時に開閉し 
ます（>85ぺージ）。また、" 卜 
ランクカバーを 閉じて<ださい" 
といラメッセージがマルチ フアン 
クシヨンディスプレイに表示され 
ます。 


バリオ ルーフの 再□ツク 

m 下のとさはバ U オルーフが完全に 

□ツクされていません。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に^のマークと" ルーフ開閉中" 
の;<ツセージが表示されているとさ 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にのマークと" ルーフが完全 
に開閉されていません" のツセー 
ジが表示され、警告音が鳴っている 
とさ 

• 走行を開始したとさか、走行中に、 
約1日秒間警告音が鳴ったとさ 

このとさは、1；(下の操作を行ない、バ 

リオルーフを完全に閉じて<ださい。 


► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなが 
ら、ただちに停車しまず。 

► イグこツシヨン位置を2にしまず。 

►バリオルーフスイツチを押しまず。 


ラゲツジ カバー _ 

トランク内の荷物をラゲツジカバーに 
より覆ラことができまず。 

H バリオルーフを収納したときに、 
ルーフや荷物の損傷を防ぐため 、 Lu 
下のことにま意して < ださい。 

• 荷物は必ずラゲツジカバーの下 
に積んでください。 

• ラゲツジカバーの上や前方、ラ 
ゲツジカバー左ちのスペースに 
は物を置かないで < ださい。 

• □ールバーの後方に物を置か 
ないで < ださい。 

• ラゲツジカバーが荷物に押し上 
げられないよ5にして < ださし、。 


ラゲツジカノ（一の開閉 



■ KIS 、 
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ラゲッジカパーを閉じる 

► ラゲッジカバーのの八ンドルを持 
ち、ラゲッジカバーを矢印の方向に 
引さ出し、ラゲッジカバーの両端の 
フックをトランク部のホルダーにか 
けまず。 

〇 ラゲッジカバーのフックびホ J レ 
ダーに正しく固定されていないと 
をにノ （ U オルーフを開こラとずる 
と、警告音び鳴0、マルチファンク 
シヨンデイスプレイに" トランクカ 
バーを閉じて<ださい" と表示さ 
れます。 

ラゲッジカパーを開く 

► ラゲッジ カバーの の八ンドルを握 
りまず。 

ラゲッジカノ（一の□ックび解除さ 
れます。 

►ラゲッジカバーを引き上げ、ラゲッ 
ジカノ く一の両端のフックをトランク 
部のホルダーから外しまず。 

► ラゲッジカバーを前方に押して開さ 
まず。 


■で！□な//:/一-ゎ 
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パリオ ルーフ 


パリオ ルーフの トラブル 


トラブル 


パ U オ ルーフび 開閉し 
ない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

ラゲッジカノ（一び開いている。 

► ラゲッジカバーを閉じてください（>92ページ）。 

トランクび開いている。 

► トランクを閉じてください（1>82ページ）。 

バッテリーの電圧び低くなっている。 

► エンジンをかけた状態で開閉操作を行なってください。 

バリオルーフの開閉操作び何度ち繰り返されたため、ルーフの開閉機能び 
自動的に停止した。 

このとをは約10分後に開閉操作び巧能になります。 

►イグニッション位置を0にしてから、2にずるか、エンジンを始動し 
て < ださい。 

►再度、開閉操作を行なってください。 

►バ1」オルーフの開閉機構に異常びある。 

► 六ルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場に連絡してください。 


■ KIS 、 
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ドラフトストップ* _ 

ドラフトストップは、バ U オルーフを 
開し''て走行してし''るとさに、風を抑え 
ます。 

A 警告 

走行中にドラフトストップの操作を 
行なラと、車のコント□ールを失い、 
乗員がけがをずるおそれがあります。 
ドラフトストップの着脱は停車中に 
のみ行なってください。 


A 警告 

暗いとさにドラフトストップを使用 
しているとさや周囲の状況 I しよって 
は、視界が悪< なり、後ち視界が制 
限されることがあります。その結果、 
事故の原因にな0、乗員がけがをず 
るおそれがありまず。 

視界が遮られるとさや暗いとさは、す 
みやかにドラフトストップを取り外 
して < ださい。 


A 警告 

ドラフトストップが確実に取り付け 
られていないと、走行中に外れて後 
続車の障害にな0、事故の原因にな 
ります。 

バリオルーフを開いて走行する前に 
は、ドラフトストップが確実に取り 
付け5れていることを毎回確認して 
<ださい。 

Q ドラフトストップの着脱は、バリ 
オルーフが開いているとさにのみ 
行なってください。ドラフトストッ 
プや内装を損傷するおそれがあり 
ます。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


ドラフトストップの着脱は、運転席側 
または助手席側から操作ずることがで 
さまず。 

ドラフトストップに関ずる操作は、周 
囲の道路や交通状況にま意して停車し 
た後に行なって < ださい。 

ドラフトストップの着脱 


取り付けの準備 



車両の左側から取り付けるとさの準備例 
①ドラフトストップ 
@ □ ックされた状態のレバー 
感□ック解除された状態のレバー 

► 取り付ける前に下の条件を満たし 
ているか確認しまず。 

• □ック解除ボタンの" R " および 
" L " が前方を向いていること 

• レバー®が図のように□ックさ 
れた状態になっていること 

• レバー③が図のように□ック解 
除された状態になっていること 

レバーの□ッ クを解除ずる 

► レバーが□ックされているとさに、 
□ック解除ボタンの" R " または" L " 
を押しながらレノ（一を下げまず。 


■で！□な//:/一-ゎ 
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レパーを□ックずる 

► レバーび□ック解除されていると 
さに、手でレバーを押し上げて□ッ 
クします。 

ドラフトストップを取り付ける 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなび 
日、停車しまず。 


► トランクに収納したドラフトストツ 
プを取り出しまず。 



車両のち側か日取り付けるとさの例 


►取り付けの準備を行ないまず095 
ページ)。 

► ドラフトストップのを図のよ5な 
角度に保持したまま矢印④の方向 
にスライドし、□ックされにレバー 
⑤をち側□ールバーの凹部に差し 
込みます。 

►レバー⑤を左側□ールノ（一の凹部 
に、また2個の凸部®を左ち□一 
ルバー間の凹部に合わせて、ドラフ 
トストップのを矢印⑤の方向に押 
し下げて□ックさせまず。 

► ドラフトストップ®のそれぞれの 
レバーと凸部び4力所の凹部にいつ 
ぱいまで差し込まれ、確実に固定 
されていることを確認しまず。 


►上記のよラにならないときは、ドラ 
フトストップ®を一度取り外し、 
再度上記の手順を繰り返して < だ 
ごし、。 


ドラフトストップを取り外ず 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなび 
日、停車しまず。 



車両の左側か S 取り外すとさの例 


► □ック解除ボタンのの" L " を押し 
9 〇 

► ドラフトストップ⑤を上方に引き 
上げまず。 



車両の左側か S 取り外すとさの例 


► ドラフトストップ⑤を矢印の方向 
に引を、□ールバーの凹部から取り 
外しまず。 


■ KIS 、 
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► ドラフトストップ⑤を U バーシブ 
ルトランクフ□アのストラップに固 
定します0255ぺージ）。 


エアガイド * _ 

エアガイドは、バ U オルーフを開いて 
走行しているとをに、風を抑えまず。 

A 警告 

走巧中にエアガイドの操作を巧なラ 
と、車のコント□ールを失い、柔員 
びけびをするおそれびありまず。 

エアガイドの操作は停車中にのみ行 
なって < ださい。 

エアガイドの展開/収納は、運転席 
側または助手席側から行な5ことびで 
さまず。 

エアガイドに関ずる操作は、周囲の道 
路や交通状況にミ主意して停車した後に 
行なってくださし)。 

エアガイドの操作 


► 周囲の道路や交通状況にま意しなび 
ら、停車しまず。 



エアガイドを展開ずる 

►エアガイドのまたは⑤を持ち、 
矢印の方向に停止ずるまでまわし 
ます。 

エアガイドを収納ずる 

► エアガイド®または③をまわし、 
□ールノ（一の後方に収納しまず。 

〇 エアガイドのと⑤は、1人で走 
行ずるとさなどに、独立して設定ず 
ることびでさまず。 


マジックスカイコント□—ルパノラ 
吉ックバリオルーフ* 

マジックスカイコント□ールパノラ 
ミックパ U オルーフは、電圧によりガ 
ラスルーフの透明度を変化させまず。 

ガラスルーフを日音い状態と透明な状態 
に切り替えることびできまず。 

〇 マジックスカイコント□ールパノ 
ラミックバ U オルーフは、イグニッ 
シヨン位置を0にずると、自動的 
に暗 < なりまず。 

感電についてのミ主意 


マジックスカイコント□ールパノラ 
ミックバ U オルーフの電気システム 
は、ルームランプ上方のカバー内にあ 
りまず。 

マジックスカイコント□ールパノラ 
S ックバ U オルーフのコント□ールユ 
ニットには、黄色の高電圧警告ステッ 
力一が貼付されてし''まず。また、局電 
圧ケーブルはオレンジ色になってい 
ます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■で！□な//:/一-ゎ 
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A 警告 

マジックスカイコント□ールパノラ 
S ックバリオルーフの電気システム 
は高電圧で作動しまず。 

ルーム ランプ上ちの カバーが 損傷し 
たり外れたとさは、マジックスカイコ 
ント□ールパノラ S ックバリオルー 
フの電気システムが露出ずる可能性 
があ0ます。構成部品が機能してい 
るおそれがあるため、それらの構成 
部品に触れると感電して、重大なけ 
がや致帝的なけがをずるおそれがあ 
0ます。 

そのため、ルームランプ上方のカバー 
は決して取り外さないでください。 
また、コント□ールユニットやケー 
ブル、 コネクター などの電気 システ 
ムには決して触れないでください。 
マジックスカイコント□ールパノラ 
ミックバリオルーフに関ずる作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってください。 


マジックスカイコント□ールパノラ 
S ックバリオルーフの操作 



►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

マジックスカイコント□ールパノラ 
三ックバ U オルーフの透過度が 、 iU 
前に設定していた状態になりまず。 

透過度を切り替える 

► スイッチのを押しまず。 

〇 外気温度が氷点下のとさは、切 
り替えが遅<なり、不均等になり 
ます。すべてが切り替わるまでに時 
間がかかることがありまず。 


■ KIS 、 





車両装備について . 100 

正しい運転姿勢 . 100 

シート . 101 

ステアリング . 107 

S ラー . 109 

メモリー機能 . 114 


I い W 、わ/: \ ム — 


な 










100 


車両装備について、正しい運転姿勢 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


E しい運転姿勢 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあ0ます。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命 
的なけがをずるおそれがあ0ます。 


A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整して < ださし、。 

運乾中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0まず。 



► iu 下のことにま意して、シート⑤ 

を調整しまず。 

• 運転席エアパッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• 起さた姿勢で着座している 

• シートベルトが正し<着用でさる 

• バックレストをできるだけ垂直に 
調整している 

• 大腿部がシートクッシヨンに軽 
く支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 

► じ(下のことにミ主意して、へッドレス 

卜を調整します。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
調整され、後頭部がへッドレスト 
に支えられていることを確認ずる 

► UTF のことにミ主意して、ステアリン 

グ①を調整しまず。 

• ステアリングを握ったときに、 
腕に適度なを裕がある 


I い W 、わ/:ご、^ K 、ム—な 


• 足を自由に動かせる 
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• ーターパ ネルのずべての 一 
ター類 やマルチ フアン クシ ョン 
ディスプレイ、警告灯や表示口 
を確認でさる 

► 下のことにま意して、シートベル 
卜@を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし''る 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行ずる前に、道路や交通状況が十 
分確認でさるよラに ルーム S ラーと 
ドア S ラーを 調整しまず。 

► モリー付パつーシート装備車は、 
モリー機能で、シートとステアリ 

ングの位置、ドアミラーの角度を記 
憶させます。 

P シートを調整しているときは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないで<ださい。挟まれ 
てけがをずるおそれがあ0まず。 

P シートの一部が他の乗員や物に当 
たったとさは、それ1；(上操作しない 
で < ださい。 

P 誤ってシー ト調整スイッチに触 
れるとシートが動さ、乗員がけが 
をするおそれがあ0まず。モ供を乗 
せているとさは十分ミ主意してくだ 
さし、。 


シ— 


A 警告 

パワーシート装備車は、エンジンス 
イッチにキーが差し込まれていなく 
てをシー h 位置を調整でさるため、 
子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。シート調整スイッ 
チを操作してシートに挟まれるおそ 
れがおります。 


A 警告 

運乾席シートの調整は、必ず停車し 
ているとさに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0ます。 


A 警告 

シートを調整するとさは、身体や物 
などが挟まれないよラに注意して< 
ださい。 

シートを調整するときは、エアバッグ 
に関するま意をお読みください （03 己 
ページ)。 

A 警告 

へッドレストの中央が目の高さに調整 
され、後頭部がへッドレストの中央部 
に支えられていることを確認してくだ 
さい。後頭部がへッドレストに正しく 
支えられていないと、事故などのとき 
に、首に重大なけがをするおそれがあ 
ります。ヘッドレストが正しい位置に 
調整されていないとさは、決して走行 
しないで <ださい。 
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シ— 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい状態で、乗 
員が上体を起こして座っている場昔 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをするおそ 
れがおりまず。 


A 警告 

シートの高さを不用意に調整すると、 
けがをずるおそれがあります。特に 
子供は、シート調整スイッチを不用 
意に操作してけがをずるおそれがあ 
るため、し U 下のことにミ主意してくだ 
さい。 

•シートを調整してし^る間は、シー 
卜の下やシートの可動部分に手を 
入れないで < ださい。 

• 子供が乗車するとさは、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラにミ主意してください。 

〇シートやシートヒーター*の損傷 
を防ぐため、 iu 下の点にま意して< 
ださい。 

-シートに液体をこぼさないで< 
ださい。シートに液体をこぼし 
たとさは、ずみやかに乾燥させ 
て < ださい。 


-シートは定期的に清掃ずること 
をお勧めしまず。「曰常の手入れ」 
(>275 ページ）をご覧ください。 

•シートの上に重し H 勿を載せない 
で < ださい。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフや工具など 
の鋭利な物を置かないで< だ 
さい。シートは、できるだけ人 
を乗せるためだけに使用して< 
ださい。 

•シート ヒーターの 使用中は、ブ 
ランケットやコート、バッグ、 
シートカパー、チャイルドセー 
フテイシートなどにより、シー 
卜を覆わないで < ださい。 

。シートを 調整ずるときは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認してください。シートや物を損 
傷ずるおそれがありまず。 

〇 シートには NECK PRO アクテイ 
ブへッドレストを装備しているた 
め、ヘッドレストを取りがずことは 
でさません。詳しくは、ルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


-シー トカバーが蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シー トヒーターを使用しないで 
<ださい。 


I い W 、れ、ム—な 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 




シ— 



シートの前後位置の調壁 

► レバーのを引さ上げなびらシ ー h 
を前後に動かして調整しまず。 

► レバー①を放しまず。 

シートび□ックされたことを確認し 
ます。 

バックレストの角度の調壁 

►バックレストに荷重をかけないよ5 
にしまず。 

►レバー⑤を引さ、バックレストを 
巧みの角度に調整しまず。 

► レバー⑤から手を放しまず。 

ノ（ックレストび□ックされたことを 
確認します。 

シートの高さの調壁 

►好みの高さに調整されるまで、レ 
バー⑤を上方まには下方に繰り返 
し操作します。 



①バックレストの角度調整 
⑤シートの前後調整 
⑤シートクッションの角度調整 
④シートの高さ調整 

〇 メモ U —機能により、シート位 
置を記憶させることびでさまず 
(W 14ページ）。 

バックレストのち度の調壁 

► スイッチを矢印のの方向に操作し 
9 〇 

シートの前を位■の調壁 

► スイッチを矢印③の方向に操作し 
まず。 

シートクッションの角度の調壁 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
ます。 

シートの高さの調整 

► スイッチを矢印④の方向に操作し 
ます。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


|い5 /わう-たべ/ム—な 






















シ— 


へッドレストの高さの調壁 



► へッドレストを押し上げるか引き下 
げて、好みの位置に調整しまず。 


電動ランバーヴポート * 



ち側シートのスイツチ 


①⑤ランバーサポートの位置の調整 

③ ランノ（ーサポートの強さの調整（弱） 

④ ランノ（ーサポートの強さの調整（強） 

ランバー（腰部）のサポートを調整で 
をまず。 

ヴポートの位置を調壁ずる 

►スイッチのまたは⑤を押して、サ 
ポートの位置を調整します。 

ヴポートの強さを調壁ずる 

►スイッチ⑤（弱）または④（強）を 
押して、サポートの強さを調整します。 


〇 も側シートは、スイッチ⑤（弱） 
と④（強）の位置び逆になりまず。 


シートヒーター* 

シートヒーターの 使用と停止 

A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手のを服などを着用している状態や、 
毛巧などの保温性の高いちのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないで < ださい。 

異常過熱によるあ温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターび故障するおそれびありまず。 


A 警告 

(下の事項に該当するちは、熱ずざ 
た0、低温火傷をするおそれびあ0 
まずので、十分にミ主意してください。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、身体び 
不自由な方 
• 皮膚の弱いち 
• 疲労の激しい方 
• 眠気を誘ラ薬を服用された方 
• 飲酒した方 

シートヒーターの作動を3段階に調整 
でさまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると、 
シー ト ヒーターび 停止ずることびあ 
りまず。 


I い W 、れ、ム—な 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 









シ— 



シートヒーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

►シートヒータースイッチのを押し 
ます。 

シー ト ヒーター スイッチを押ず ご 
とに点灯ずる表示灯の数が変わり、 
シー ト ヒーターの 作動が切り替わり 
ます。 

シートヒーターを停止ずる 

► シー ト ヒーター スイッチ©を押し 
て、表示灯を消灯させまず。 

表示灯の作動内容 
点 I 灯数 

3 シー トヒーターが強で作 

動します。 

約5分後に自動的に中に 
切り誓わりまず。 

2 シー ト ヒーターが 中で作 

動します。 

約1日分後に自動的に弱 
に切り替わりまず。 

1 シー ト ヒーターが 弱で 作 

動します。 

約20分後に自動的に停 
止します。 

0 停止しまず。 


〇シートに凸部のある重量物を置ひ 
ないでください。故障の原因になり 
9 〇 

シートヒーターのトラブル 


シー ト ヒーターが 短時間で 停止ず ると 
さは、多 < の電気装備が使用されてい 
るために電圧が低下していまず。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 

電圧が回復すると、シートヒーター 
は作動しまず。 


エアスカーフ 


エアスカーフの使用と停止 


A 警告 

エア スカーフを 作動させているとき 
は、エア スカーフ 送風口が過熱して 
高温になり、火傷をするおそれがあ 
ります。エア スカーフを 調整してく 
ださい。また、送風口に身体をお付 
けたままにしていると低温火傷のお 
それがあります。必要に応じて、エ 
ア スカーフを 調整してくださし、。 

Q エアスカーフを使用ずるとさは送 
風口を覆わないで<ださい。週熱や 
火災、故障の原因とな0まず。 

へッ ドレストのエアスカーフ送風□か 
ら、乗員の頭部周辺に暖気を送風し 
まず。 

送風量を3段階に調整でさまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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シ— 



► イグニッシヨン位置を2にしまず。 


エアスカーフを使用ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

►エアスカーフスイッチのを押し 
まず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。表 
お灯び点灯してから送風び開始され 
るまで約7秒かかりまず。 

► エアスカーフスイッチを押ずごとに 
点灯ずる表示灯の数び変わ0、エア 
スカーフの作動び切り替わりまず。 

エアスカーフを停止ずる 

► エアスカーフスイッチのを押して、 
表示灯を消灯させまず。 

〇 表示灯び消灯してから送風び停 
止するまで約7秒かかりまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると、 
エアスカーフび停止ずることびあり 
ます。 


ェアスカーフのトラブ J レ 


エアスカーフび短時間で停止したり、 
作動しないとさは、多くの電気装備び 
使用されているために電圧びほ下し 
ています。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださし、。 

►再度、エアスカーフスイッチを押 
しまず。 


I い W 、れ、ム—な 






ステアリング 
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ステアリング 


A 警告 

電動調整式ステアリング装備車は、エ 
ンジンスイッチにキーが差し込まれ 
ていなくてちステアリング位置を調 
整でさるため、子供だけを車内に残 
して車から離れないで<ださい。ス 
テアリング調整レバーを操作してス 
テア U ングに挟まれるおそれがあり 
ます。 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってください。走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。 


A 警告 

運転中はステア U ングのパッド部を 
持たなし''でくださし、万一のとさ、 
運転席エアバッグの作動を巧ばるお 
それがあ0まず。 

ステアリングのパッド部にカバーを 
したり、バッジやステッカー、オー 
デイオの I 」モコンなどを貼り付け 
ないで<ださい。運転席エアバッグ 
の作動を妨げた0、作動時にけがをず 
るおそれがあります。 

〇ステア1」ングをいっぱいにまわ 
した状態を長く保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引ずるとさは、十分ミ主意してく 
ださい。エンジンび停止していると、 
通常のとさに比べてステア U ング操 
作に非苗に大さな力び必要でず。 



①ステア U ング調整□ック解除レバー 
⑤上下位置の調整 
⑤前後位置の調整 

► ステア U ング調整□ック解除レバー 
© を矢印の方向に押し下げまず。 

ステア U ングの□ックび解除され 
9 〇 

► ステア U ングを前後上下に動かし 
て、正しい位置に調整しまず。 

► ステア U ング調整□ック解除レバー 
© を引き上げて□ックしまず。 

► ステア U ングを上下に押しに0前 
後に動かして、ステア U ングび確 
実に□ックされていることを確認し 
9 〇 
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ステアリング 


A 警告 

ステア U ングび □ ックされていない 
状態で走行しないでください。車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 



①上下位置の調整 

⑤前後位置の調整 

上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーを®の方 
向に操作しまず。 

前後位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーを⑤の方 
向に操作しまず。 

〇 メモ U —付パワーシート装備車 
のステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶ごせることびでさまず 
(1>114ページ）。 


イージーエントリー機能* 


A 警告 

イージーエント1」一機能び作動し 
ているとさは、乗員の身体び巧まれ 
ないよラにを意してください。 

身体び挟まれそラになったとさは、 
liTF の操作をしてください。 

• ステア U ング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作する 
• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ0114ページ）を巧す 

ステア U ングびただちに停止します。 
モ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。運転席ドアを開し、 
たときなどにイージーエント U —機 
能び作動して、ステア1」ングに身体 
び挟まれるおそれびあ0まず。 

イージーエント U —機能は、運転席へ 
の柔り降りを容易にずる機能でず。 

なのいずれかの操作をずると、ステア 
1」ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

•イグニッシヨン位置び 0 か 1 のと 
きに運転席ドアを開く 

〇 ステア U ングび上方の位置にある 
ときは、イージーエント U —機能は 
作動しないことびあ0まず。 


I い川、わ/:、ム—な 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ステア u ングは、なのいずれかの操作 
をすると元の位置に戻りまず。 

•運転席ドアび閉じた状態で、エン 
ジンスイッチにキーを差し込むか、 
キーレス3—スイッチ*を一度押ず 

• イグニッシヨン位置び0のときは、 
運転席ドアを閉じてからイグニッ 
シヨン位置を1にずる 

• イグニッシヨン位置び1のときは、 
運転席ドアを閉じてイグニッシヨン 
位置を2にずる 

この機能の設定と解除については 
(>225ページ）をご覧ください。 

クラッシュセンサー連動機能 

事故などのとをに、クラッシュセン 
サーに連動してイージーエント U —機 
能び作動しまず。イグニッシヨン位置 
に関わらず、事故などのとさに運転席 
ドアを開くと、ステア1」ングび上方に 
移動して、車外への脱出と柔員の救出 
を容易にしまず。 

クラッシュセンサー連動機能は、マル 
チフアンクシヨンディスプレイでイー 
ジーエント U —機能を設定していて、 
事故などび発生したとさにのみ作動し 
ます。 


巧一 


A 警告 

S ラー類は必ず走行前に、後方が十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こず 
おそれがあ0まず。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
がありまず。車線変更をするとをな 
どは、必ずルーム S ラーおよびドア 
S ラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜が後方を確認 
して < ださい。 

Q ルーム S ラーやドア S ラーの ミちれ 
を取るときにガラスク U —ナーを使 
用するときは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、三ラーが変色するおそれがあり 
ます。 


ルームニフー 
ルーム S ラーの角度調整 


► 手でルーム S ラーの角度を調整し 
ます。 


|い5 /れう-たべ/ム—な 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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巧一 


ルーム s ラーの手動防拉 



ルーム S ラーを防眩ずる 


► ノブ©を前後に動かしまず。 


ドア S ラー 
A 警告 

ドアミラーに写った像は実隙よりも 
遠<にあるよラに見えます。車線変 
要をするときなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ま意 
して < ださい。 

〇 より広い視界を確保ずるため、ド 
ア S ラーのが側部分は凸面になっ 
ています。 

〇 ドアミラーにはヒーターが装着さ 
れています。が気温度が低いとさ 
にリアデフォッガーを使用したとき 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


ドア S ラーのち度調藝 



►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 


► 調整ずる側のドアミラー選択スイッ 
チ①または®を押しまず。 

スイッチの表示口が点口しまず。 

何ち操作を行なわないと、表示灯は 
約1日秒後に消口しまず。 

► ドアミラー選択スイッチの表示灯が 
点火了しているとさに、ドア S ラー調 
整スイッチ®を操作して、交通状 
況が正しく確認できるようにドアミ 
ラーの角度を調整しまず。 


ドア S ラーの格納/展開 



►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


I い W 、れ、ム—な 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► 格納/展開スイッチのを押しまず。 
ドアミラーび格納/展開しまず。 

〇ドアミラーは、手で格納/展開し 
ないでください。ドアミラーを損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇走行ずるとをはドア S ラーび完全 
に展開されていることを確認してく 
ださい。 

〇ドア S ラーを格納/展開している 
とさは、身体や物び挟まれないよ5 
にま意してください。車の周りに子 
供びいるとさは、特にミ主意してくだ 
さい。 

〇洗車機を使用ずるときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれびありまず。 

ドア5ラーのリセット 


バッテ U —の接続び一時的に断たれた 
とさは、施淀時のドア S ラー格納び作 
動しないことびあ0まず。このよ5な 
とさは、ドア S ラーを U セットしてく 
ださい。 

► イグニッシヨン位置を 1 にしまず。 
► 格納/展開スイッチのを押しまず。 


施綻時のドア吉ラー格納 


U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で施淀ずると、ドア S ラーを併せ 
て格納されまず。 

格納されたドア S ラーは、ドアを開< 
と展開しまず。 

この機能の設定と解除については 
い226ページ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドア S ラーを格納したとさは、ドア 
S ラーは展開しません。 

ドアミラーび無理に夕1•測に曲げ5れた 
とを 

ドアミラーび無理に外側に曲げられに 
とさは、し U 下のよ5にしてください。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ 
0110ページ）を、ギアび晒み合 
5音び聞こえるまで押しまず。 

ドア S ラー ユニッ トのギアび晒み合 
5と、通常通りドアミラーを格納/ 
展開でさるよ5になりまず。 


|い5 /れう-たべ/ム—な 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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巧一 


自動防眩機能 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、 ルーム S ラーのセンサー 
に後続車の ライ トが照射されないと 
さは自動防眩機能は作動しないこと 
があるため、腔惑により事故を起こず 
おそれがありまず。このときは、手 
動で ルーム S ラーの 角度を調整して 
ください。 

周囲が暗く、イグこツション位置が1 
か2のときに、ルームミラーのセン 
ヴーが後続車のライトを感知ずると、 
自動的にルームミラーと運転席側のド 
ア三ラーの色の濃度が変わり、眩しさ 
を防止します。 

シフトポジションが EE のとさ、ま 
たはルームランプが点灯しているとさ 
は、自動防眩機能が解除されまず。 


パーキングヘルプ機能 


後退時の助手席側ドア S ラー角度を記 
憶させる 



左八ンドル車 

シフトポジションを EE にしたとさ 
に、助手席側ドアミラーの角度があら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にしまず。 

►停車して、イグこッション位置を2 
にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
@を押しまず。 

► シフトポジションを ER ] にしまず。 

助手席側ドアミラーの角度が、あら 
かじめ記憶させていた角度になり 
ます。 

► ドアミラー調整スイッチ®で助手 
席側ドアミラーを調整しまず。ドア 
S ラーに後輪および路肩が見えるよ 
ラにしまず。 

調整した角度が新たに記憶され 
ます。 

〇 シフトポジションを EE から他 
の位置にずると、助手席ドア S ラー 
は走行時の角度に戻りまず。 


I い W 、れ、ム—な 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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メモ u —スイッチ®により、後退時 

の助手席ドア S ラー角度を記憶させる 

ことをでさまず。 

►イグニッシヨン位置び2で、助手 
席側ドア S ラー選択スイッチの表 
示灯び点灯しているとさに、ドアミ 
ラー調整スイッチ⑤で助手席側ド 
ア S ラーを調整しまず。ドア云ラー 
に後輪および路肩び見えるようにし 
ます。 

► 運転席ドアのメモ U — スイッチ④ 
を押し、約3秒し U 内にドアミラー 
調整スイッチ⑤をいずれかの方向 
に押しまず。 

このとを助手席側ドア S ラーび動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 

〇 助手席側ドア三ラーが動いたとさ 
は最初からやり直して<ださい。 

► ドアミラー調整スイッチ感で、走 
行時の角度に助手席側ドア三ラーを 
調整します。 

U 走行ずる前に、必ずドア三ラーの 
角度を後ちが十分確認でさるよ5に 
調整して < ださい。 


記憶させた助手席側ドア S ラー角度の 
呼び出し 

► イグこッション位置を2にしまず。 

►助手席側ドアミラー選択スイッチ 
® を押しまず。 

► シフトポジションを EE にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度が、あら 
かじめ記憶させていた角度になり 
9 〇 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 

• 走行速度が約 10km/hau 上になつ 
たとさ 

• シフトポジションを EE から他の 
位置にして約1日秒経過したとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
© を押したとさ 


|い5 /れう-たべ/ム—な 




114 


メモリー機能 


メモリー機能 


シート位置の記憶 

><モリー機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることがでさまず。 

下の項目がひとつの設定として記憶 
されます。 

• シートとバックレストの位置 
• 運転席側は、ステアリングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 

A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてちメモリー機能は作 
動するため、子供だけを車内に残し 
て車から離れないでください。シー 
卜やステア U ングが動き出し、身体 
が挟まれるおそれがありまず。 


A 警告 

運転席側の記憶位置の呼び出しは、 
必ず停車中に行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0ます。 



左八ンドル車 

* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


►正しいシート位置に調整しまず 
(>101ページ)。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置（>108ぺージ）、ドアミラー 
の角度 (杉110ページ）を調整し 
まず。 

ドア S ラーの角度を調整ずるとさ 
は、イグこッシヨン位置を1か2 
にしまず。 

► モリースイッチ©を押しまず。 

► 3 秒 LU 内にポジシヨンスイッチ® 
の"1"、"2"、 "3" のいずれかを押 
しま"9。 

ピッといラ確認音が鳴り、そのポジ 
シヨンスイツチにシート位置などが 
記憶されまず。 


シート位置の呼び出し 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
©の"1"、"2"、 "3" のいずれかを 
押し続けまず。 

シートなどが動さはじめ、あらかじ 
め記憶させた位置になると停止し 
まず。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずとシートなどは停止し 
ます。 


I い W 、れ、ム—な 
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車両装備について、ライト 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 



ち八ンドル車 



位置 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングライト 
び点灯 

回 

固 

ち側パーキングライト 
び点灯 

团 

1 ミ 0 た 1 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスライト 、木一 
ターパネルなどの照明 
が点灯 

因 

lAUTo ] 

才ートモード' 

回 

间 

へッ ドライト、 LED ド 
ライビングライトが点灯 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


© 

团 

リアフォグランプス 
イッチ 

③ 

non 

フ□ントフ ォ ブランフス 
イッチ 

《曰本が簡。ま装備されません。 


〇バッテ U —あびりを防ぐため、車 
から離れるとさは、車幅灯とパーキ 
ングライトを消灯してください。 


車がライトの消' I 灯 


►イグニッシヨン位置び1か2のと 
さや、エンジンびかかっているとを 
は、ライトスイッチを医司または 
巨固の位置にしまず。 

へッ ドライトと LED ドライビングラ 
イトび点灯しているとさに、エンジン 
を停止ずるひ、イグ ニッシ ヨン位置を 
1 にずると、ヘッドライトと LED ド 
ライビングライトは消灯しまず。 

さらにイグニッシヨン位置を0にして 
運転席ドアを開くか、エンジンスイッ 
チからキーを巧くと、車幅灯などを消 
灯しまず。 

〇 車ひら離れるとさに警告音び鳴っ 
たとをは、ライトび消灯していま 
せん。ライトスイッチを因司の位 
置にしてください。 

〇 ライトスイッチび画 E ] の位置の 
とさ、エンジンスイッチにキーび差 
し込まれていないかキーレス3’一操 
作*でイグニッシヨン位置を0に 
しているとさは、運転席ドアを開 
くと警告音び鳴り、マルチフアン 
クシヨンデイスプレイに" ライトを 
消して<ださい" と表示されまず。 


B I ご、ム Y い 
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車幅な 

車幅灯を点なずる 

► ライトスイッチを I 》た I の位置にし 
ます。 

へツドライト/ LED ドライビングラ 
イト 


へッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを点:打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I の位置にし 
ます。 

メーターパネルのへッドライト表示 
灯び点灯しまず。 

才ートモード’ 


周囲び暗いとさ、車外ライトび自動的 
に点灯しまず。 

A 警告 

霧の中を走行ずるとさにオートモー 
ドにしていると、ライトが自動的に 
点灯しなかったり点灯していたライ 
卜が消灯することがあるため、事故 
を起こすおそれがあります。霧の中 
を走行ずるときはライトスイッチを 
u 因の位置にしてください。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援する機能です。ライトの点灯/消 
灯に関ずる責任は運転者にあります。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知ずるセンサーがあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、オートモードが作動 
しな<な〇まず。 


才ートモードにずる 

► ライトスイッチを | WTO | の位置にし 
ます。 

イグこッシヨン位置を1にずると、 
周囲の明るさに応じて、車幅灯 、テー 
ルランプ、ライセンスライト 、木一 
ターパネル、スイッチの照日月などが 
自動的に点灯/消灯しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加 
えてへッドライト/ LED ドライビ 
ングライトち自動的に点灯し 、木一 
ターパ ネルのへ ッ ドライト表示灯が 
点灯しまず。 

リアフォグランプ 

pu アフォグランプは、露などの 
悪天候で、十分な視界び確保でさ 
ないとさじ(外には使用しないでくだ 
ごい。後続車の迷惑になりまず。 

リアフォグランプを点:打/消阿ずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I * P または I * …。 I 
の位置にしまず。 

► 1」アフォグランプスイッチ©を押 
しまず。 

メーターパネルの1」アフォグランプ 
表示灯び点灯しまず。 

►消灯ずるとさは、再度 U アフォグラ 
ンプスイッチ©を押しまず。 

メーターノ くネルの U アフォグランプ 
表示灯び消灯しまず。 


|ご>。/ム V ぃ 
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〇 オートモードで車外ライトび消灯 
しているとさに U アフォグランプを 
点灯ごせると、車幅灯やへッドライ 
卜などを点灯しまず。 

〇 U アフォグランプを点灯させにま 
ま、イグニッシヨン位置を1にし 
てエンジンを停止したとさは、その 
位置から再度エンジンを始動して 
へッドライトなどび点灯ずると 、 U 
アフォグランプを点灯しまず。 

パーキングライト 

暗びりでの駐車時に車の存在を知らせ 
るため、片側の車幅灯とテールラン 
プびパーキングライトとして点灯し 
まず。 

イグニッシヨン位置び0のとき、ま 
たはキーを差し込んでいないとさに点 
灯ずることびでさまず。 

) (—キングライトを点!打ずる 

► ライトスイッチを | P ミ H の位置にし 
ます。 

ち側の車幅灯とテールランプび点灯 
します。 

まには 

► ライトスイツチを 卜 P ; l の位置にし 
ます。 


車夕1•ライト残照機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、し U 下のライトび点灯しまず。 

• 車幅灯 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト 

点灯した車外ライトは、ドアまたは卜 
ランクを開いて閉じに後、約15秒経 
週ずると消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(0222 ぺージ）をご覧ください。 

〇 ライトび消灯ずるまでの時間は、 
ドアまたはトランクを閉じてから消 
灯ずるまでのおよその時間でず。 

車がライト残照機能を一時的に解 
除ずる 

►エンジンを停止した後に、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 エンジンを停止してからドアまた 
はトランクを閉じにままにずるか、 
開いてそのままにしてから約60秒 
後に、ライトは消灯しまず。 


I S-Yn 


左側の車幅口とテールランプが点灯 
します。 
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へットフイトウォッシャー 

エ ンジンびかかっていてへ ッ ドライト 
び点灯しているとさに、ウインドウ 
ウォッシャー （M 30ぺージ）を約5 
回噴射ごせると、ヘッドライトウォッ 
シャーびへッドライトに向けて1回噴 
射されます。 

その後、ウインドウウォッシャーを約 
10回噴射させるたびに、ヘッドライ 
トウォッシャーびへッドライトに向け 
て噴射されます。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇 状況によっては、最初にウインド 
ウウォッシャーを噴射させたとさ 
に、ヘッドライトウォッシャーび噴 
射されることびありまず。 

〇 エンジンを停止ずると、ウインド 
ウウォッシャーを噴射させた回数は 
U セットされまず。 

〇 を季にはウォッシャーあの濃度に 
ま意し、ぞ用の純正ウォッシャー液 
を使用して < ださい。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



①へッドライト（上向さ） 

⑤方向指示（ち側） 

⑤パッシング 
④方向指示（を側） 

イグニッション位置び1か2のとさ 
に点滅させることびでさまず。 

方向指示なを短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に軽く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅します。 

方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
ます。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻してくだ 
ごい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 
滅します。 


■ |)、ミ/ム V ぃ 
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ラ* < 卜 


〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非苗点滅灯スイッチを押ずと、非甫 
点滅灯び点滅しまず。再度、非甫点 
滅灯スイッチを押すと、方向指示灯 
に切り替わりまず。 

へッドライトの上向を/下向をの切 
り替え 


へッドライトを上向きにずる 

► イグニッション位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I *0 I または I … T 0| 
の位置にしまず。 

► コンビネーションスイッチを®の 
位置にしまず。 

へッドライトび上向きで点灯し、 
メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
回 び点灯しまず。 

ライトスイッチび I •…〇1 の位置のと 
さは、周囲び暗 <、エンジンびかひつ 
ているときにのみ、ヘッドライトび 
上向さで点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街 i せを走 
行するときは、ヘッドライトを上向 
さで点灯しないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーター ノ（ネルの八イ ビーム 表示灯 
回 び消灯しまず。 


パッシング 


►イグニッシヨン位置を1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コンビネーシヨンスイッチを⑤の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [ m ] び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチひら手 
を放すと元の位置に戻りまず。 


が常点滅な 



故障などの非苗時に、やむを得ず路上 
で停車ずるときなどに使用しまず。 

非甫点滅灯は、イグニッシヨン位置び 
0のとさやエンジンスイッチからキー 
を抜いているとさを点滅ごせることび 
でをまず。 

また、じ(下のとさに自動的に点滅し 
まず。 

• エアバッグび作動したとさ 

•約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさ 


I S-Yn 
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が常点滅 I 灯を使用ずる 

► 非甫点滅灯スイッチのを押しまず。 

すべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示灯を同時に点滅しまず。 

〇 非常点滅灯を使用しているとさに 
方向指おの操作をすると、その方向 
の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

が常点滅 I 灯を停止ずる 

► 非甫点滅灯スイッチのを押しまず。 

〇 エアバッグび作動して自動的に点 
滅した非常点滅灯を消灯ずるとさ 
は、非甫点滅灯スイッチを押しまず。 

〇 約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車しにとさに自 
動的に点滅した非甫点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押ずか、走行速度 
び約 10 km/h じ(上になると消灯し 
ます。 


インテ U ジェントライトシステム 

インテ1」ジェントライトシステムは、 
そのとさの走行や天候の状況に合わせ 
てへ ッドライトを自動的に調整ずるシ 
ステムでず。 

走行速度や天候状況などに応じて路面 
の照射を向上させる先進機能びあり 
9 〇 

システムには、アクティブライトシス 
テム、 コーナ 1」ングライト、八イウェ 
イモード、フォグランプ強化機能び含 
まれます。このシステムは、周囲び暗い 
とをにのみ作動しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>221ページ）をご覧ください。 


アクティブライトシステム 



へッドライトび点灯しているとさ、走 
行中にステア U ングを操作ずると、操 
作した方向にへッドライトの向さび変 
わりまず。 

〇 へッドライトの角度は、ステア U 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化しまず。 

〇 変化ずるへッドライトの角度はル 
ごいにめ、変化びわかりに<いこと 
びありまず。 


■ JWV 。 / ム V ぃ 
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ラ* < 卜 


コーナ IJ ングライト 



し U 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、 
コーナ U ングライトび点灯しまず。 


• 周囲び暗いとさ 
• エンジンびかかっているとさ 
• へッドライトを点灯しているとき 

コーナリングライトの点な 

► 走行速度び約 40 km / h け下のとさ 
に方向指示灯を点滅させるか、ステ 
ア U ングを操作しまず。 

方向指示灯を点滅ごせた側、または 
ステア U ングを操作した側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

►走行速度び約40 km / h から約 
70 km / h の間のとをにステア U ン 
グを操作します。 


コーナ リングライトのミ肖な 

コーナ U ングライトはじ(下のとさに消 

灯しまず。 

• 作動を度を超えたとを 

• 方向指お灯の操作を終えたとさ 

• ステア U ングを直進位置に戻した 
とを 

〇 方向指示灯を点滅させたとさにシ 
フトポジシヨンび HE のとさは、 
コーナ U ングライトは点灯しま 
せん。 

〇 ステア U ングを操作したときにシ 
フトポジシヨンび CE のとさは、 
ステア U ングを操作した側と逆側の 
コーナ U ングライトび点灯しまず。 

〇 点滅させた方向指示灯の方向と、 
ステア U ングの操作方向び異なると 
をは、方向指示灯と同じ側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

〇 コーナ U ングライトはゆっくり消 
灯ずるため、一時的に左ち両側の 
コーナ U ングライトび点灯ずること 
びありまず。 

〇 点灯したコーナ U ングライトは約 
3分後に自動的に消灯しまず。 


I S-Yn 


ステア u ングを操作した側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 
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八イウェイモード 



下のとさに、へッドライトの照度や 
照射範囲を自動的に調整しまず。 


•約 110 km / h 政上の走行速度で、 
ステアリングを大きく操作ずること 
なく約1 km 走行したとき 

• 走行速度が約 130 km / h を超えた 
とさ 

娘上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

走行速度が約 80 km / hiU 下になると、 
八イウェイモードは停止しまず。 


フオグランプ強化機能 



へッドライトが道路の脇を照射ずる 
ことで視界を確保し、眩しさを軽減し 
ます。 


走行速度が約 70 km / haU 下のときに 
U アフォグランプを点口ずると作動し 
ます。 

走行速度が約1 OOkm / h を超えるか、 
U アフォグランプを消口ずると、フォ 
グランプ強化機能は停止しまず。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


へッドライトの内側び量るとき 

外気の湿度が高いとさは、へッドライ 
卜の内側が曇ることがありまず。 

► へッドライトを点灯して走行して< 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、へッドライト内側の曇りは取 
れます。 

► へッドライト内側の曇りが取れない 
場をは、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 


■ Jwv 戸/ム V ぃ 
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ルー ムランプ 



上方の操作部 

①屈：読書灯（左側）スイッチ 
感 [ S 点灯モード切0誓えスイッチ 
感屈：読書灯（ち側）スイッチ 
④ S ルーム ランプスイツチ 

ルームランプの操作 

車両のバッテ U —あが0を防ぐため、 
イグこツシヨン位置が2政がのとさ 
は、点口したルームランプは一定時間 
経過後に自動的に消口しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイを 
使用して、アンビエントライトの照度 
を設定でさます（杉221ぺージ）。 

点灯モードの切り曾え 


自動点灯モードにずる 

► スイツチ®と④が押されていない 
状態（中立の位置）にしまず。 


ルームランプは iU 下のとさに自動的に 
点灯しまず。 

• リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で解錠したとさ 

点灯したルームランプは約4日秒後 
に消灯しまず。 

• ドアを開いたとさ 

イグこッション位置が2のとさは、 
点灯したルームランプは消灯しま 
せん。ドアを閉じると、ルームラン 
プはただちに消口しまず。 

イグこッション位置が2 Li (がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点灯したルー 
ムランプは約日分後に消口しまず。 
ドアを閉じると、ルームランプは約 
1日秒後に消口しまず。 

• 開いていたドアを閉じたとさ 

点灯したルームランプは約1日秒後 
に消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 

点灯したルームランプは約20秒後 
に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については、 
(>222 ページ）をご覧ください。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B I ご、ム Y い 
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常時消'打モードにずる 

► 点灯モード切り替えスイッチ⑤を 
押して、スイッチび押された状態に 
します。 

(下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプは点灯しません。 

• U モコン操作まにはキーレス 
3—操作*で解錠ずる 

• ドアを開閉ずる 
• エンジンスイッチからキーを巧く 

ルームランプの手動点：打/消な 

ルームランプを点なずる 

► スイッチ®を押しまず。 

ルームランプを消なずる 

► スイッチ⑤と④び押されていない 
状態（中立の位置）にしまず。 

読書なを点な/消'灯ずる 

► スイッチのまたは⑤を押して点 
灯/消灯しまず。 

〇 U モコン操作またはキーレス ZJ — 
操作*で施錠ずると、点灯してい 
た読書灯は消灯しまず。 

〇 車外ライトの点灯/消灯に合わせ 
て、読書灯脇の照明び点灯/消灯 
します。 


柔降用ランプ 


ダッシュボード左ち下部に柔降用ラン 

プびあ0まず。 

• ドアを開くと、日月るい照度で点灯し 
まず。 

◊イグニッシヨン位置び2のとき 
は、ドアを開いたままにずると 
点灯した柔降用ランプは消灯し 
ません。ドアを閉じると、日音い 
照度で点灯しまず。 

◊イグニッシヨン位置び2 

のとさやエンジンスイッチから 
キーを巧し''てあるとき、ドアを 
開いたままにずると点灯した乗 
降用ランプは約5分後に消灯し 
ます。ドアを閉じると、暗い照 
度で約10秒間点灯した後に消灯 
しまず。 

• イグニッシヨン位置を2にずると 
暗い照度で点灯し、イグニッシヨ 
ン位置を2 外にずると約10秒後 
に消灯しまず。 

アンビエントライト* 


ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードで、イグニッシヨン位置び1か 
2のとさに点灯しまず。イグニッシヨ 
ン位置を0にしてから約10秒後に消 
灯しまず。 

または 

車外ライトび点灯ずると点灯し、車外 
ライトび消灯ずると、約10秒後に消 
灯しまず。 


■ I ごミ/ム V ぃ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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電球の交換 


まに、イグニツシヨン位置び0のとさ 
は、じ(下のとさに点灯しまず。 

• U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で解錠したとさ 

約40秒後に消灯しまず。 

• ドアを開いたとを 

ドアを開いたままにずると、点灯し 
たアンビエントライトは約5分後 
に消灯しまず。ドアを閉じると、約 
10秒後に消灯しまず。 

• ライトスイツチを I 孤 I の位置にし 
たとさ 

アンビエントライトの照度については 
(>221 ぺージ）をご覧ください。 


緊急時点な機能 

事故などのとさに大さな衝撃を受ける 
と、ルームランプび自動的に点灯し 
ます。 

自動的に点灯したルームランプを沿' 
灯ずる 

► 非苗点滅灯スイツチを押しまず。 
または 

► キーの施湿ボタンを押した後に解淀 
ボタンを押しまず。 


電球の交換 


電球に関ずる注意 
バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換ずることはでさません。電 
球の交換については、必ず ルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に作業を依頼 
して < ださい。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧が発生しています。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けがや致命的なけがをするおそれび 
あります。バイキセノンヘッドライ 
卜のカバーは決して取り外さないで 
<ださい。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
巧なわないでください。交換は必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類が正し< 
点灯ずることを確認して<ださい。 

電球が切れてライトが点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
ください。交換したライトが点口しない 
場をや、ずぐに切れた場合は、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B I ご、ム Y い 
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その化のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が冷えた状態で行 
なってくださし 、。火傷をずるおそ 
れがお0ます。 

• 電球は子供の手の届かないところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、子供がけがをずるおそれ 
があります。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれが态〇ます。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスが封入されているため、電 
球が熱くなっているとさに電球に 
触れた0、電球を取り外さないで 
ください。破裂ずるおそれがあり 
まず。 

• 八□ゲンライトを交換するときは、 
防護眼鏡皆手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
<ださい。 

〇電球の交換はメルセデス.ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお 
勧めします。やむを得ずお客様自身 
で交換するとさは、(下のま意を 
守って該当箇所の電球を交換してく 
ださい。 


〇指定 LU 外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

〇電球には素手で触れないよラにし 
てください。電球の表面にかしでを 
ミちれや脂分び付着ずると、ガラス表 
面で溶けて、電球の寿命び短くなり 
ます。電球に触れるときは、きれい 
ななや手袋などを使用ずるか、パ'ル 
ブの金属部を持つよ5にしてくだ 
さい。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
な0まず。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませに柔らかい巧で電球 
をよ < 巧いて < ださい。 

〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(0234 ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

バイキセノンへッドライトし U 外にをお 
客様自身で交換でさない電球びあり 
まず。お客様自身で交換でをない場合 
や、その他の電球の交換については、 
おずメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に作業を依頼してください。 


■ |)、ミ/ム V ぃ 
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ワイパー 


交換可能な電球について _ 

お客様自身で交換でさる電球は ii (下の 
通りでず。交換ずる場合は、下記の指 
定された電球を使用して<ださい。 


へツドライト 



ランプ ワット数 

调格） 


のコーナリング 55 W ( H 7) 
ライト 


テールランプ 



ランプ ワット数 

(規格） 

のバックランプ 16 W 


ワイパー 


巳ヮィ/、‘-の操作 

A 警告 

ワイバーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を巧げ 
て周囲の交通状況を巧握でさず、事 
故の原因にな D ます。 

ワイバーブレードは年に2回の目ま 
で交換してくださし、。 

U フ□ントウインドウび乾いてし、る 
ときはワイノ く一を使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細ひい傷 
び付いたり、ワイパーブレードを損 
傷ずるおそれびありまず。フ□ント 
ウインドウびミちれているとさは、お 
ずウォツシャー液を噴射してからワ 
イパーを使用してください。 

〇自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してをフ□ントウインド 
ウに油膜び残るとさは、ウインドウ 
にワツクスや洗を液などび付着し 
ている可能性びあ0まず。自動洗車 
機で洗車しに後は、ウォツシャー液 
を噴射してフ□ントウインドウを清 
掃して < ださい。 

〇フ□ントウインドウを巧くときな 
どは、必ずコンビネーシヨンスイツ 
チを停止の位置にしてください。ワ 
イパーび作動して、けびをずるおそ 
れびあ0まず。 

U ワイパーやウォツシャーを使用ず 
るとさは、歩行をに水しぶさや 
ウォツシャー液がかからなし''よ5に 
注意して < ださい。 


B I ご、ム Y い 
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B エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイツチを停止の 
位置にして<ださい。コンビネー 
シヨンスイツチびほ速作動モードや 
高速作動モードの位置のとをにイグ 
ニツシヨン位置を1にずると、ワ 
イパーび作動し、フ□ントウインド 
ウび;'!れていないとさは傷び付 < お 
それびあ0まず。 

〇寒;ち時にはワイパーブレードびフ 
□ントウインドウに張り付くことび 
ありまず。作動させる前に張り付い 
ていないことを確認してください。 
張り付いたままワイパーを作動させ 
ると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷するおそれびありまず。 

H 雪などび付着しているときは、雪 
などを取り除いてからワイパーを作 
動ごせてください。作業の際には、 
イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
<ださい。 


位置 作動内容 



のの 


回 tllJ 


团丘: d 


团 td 


回白 


® 囲 
阻 


停止 

オー トモードI 
〇 レインセンサーが感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動が自動調整され 
ます。 

オートモード n 

才ートモードIよりち 
かなし'' 雨滴量で作動し 
まず。 

〇 レインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動び自動調整され 
ます。 

ほ速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

高速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、低速作動になり 
まず。 

テイツプ機能/ウインド 
ウウォッシャーの噴射 


コンビネーションスイッチ 


■ I )、ミ/ム V ぃ 
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ワイパー 


ワイパーを作動させる 

► イグこッション位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチをまわし 
て、作動内容を選択しまず。 

ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーションスイッチを®の 
方■向に軽 < 押しまず。 

ウォッシャー液が噴射せずに、ワイ 
パーが 1 回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウが蕭れ 
ているときだけ使用してください。 

〇 フ□ントウインドウび;'!れていな 
ぐてち、才ートモードIまたは才一 
トモード n にずると、ワイパーが1 
回作動しまず。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選がずると作動ずること 
びありまず。 

〇才ー トモードIまたは才ートモー 
ドロでワイノ（一び作動していると 
さ、停車時にドアを開くとワイパー 
は停止しまず。ワイパーはじ(下のと 
さに作動を再開しまず。 

• シフトポジションび [ PJ または 
m のとさは、ドアを閉じて、 
シフトポジションを他の位置に 
しにとを 

• シフトポジションび HE または 
CE のとさは、ドアを閉じたとさ 


レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 

センサーびありまず。 

U フ□ントウインドウび請れてい 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを停止位置にしてください。 
フ□ントウインドウのミちれや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、ワイパーび作動ずるおそれびあ 
りまず。 

P レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくなり 
ます。 

フ□ントウインドウウォッシャーの 

晴射 

►イグニッション位置を1か2にし 
まず。 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向にいっぱいまで押し続けまず。 

その間ウインドウウォッシャー液び 
噴射して、ワイパーを作動しまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜や巧れの付着を防ぐ効まびあり 
9 〇 

〇 を季にはウインドウウォッシャー 
ミ巧の濃度にミ主意し、 を用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してくだ 
ごし、。 


I S-Yn 
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〇 エンジンがかかっていてへッドラ 
イトが点灯しているとさに、ウイン 
ドウウォッシャーを約 10 回噴射さ 
せると、ヘッドライトウォッシャー 
びへッドライトに向けて1回噴射 
されます。 

その後、ウインドウウォッシャーを 
約 10 回噴射させるたびに、ヘッド 
ライトウオツシヤーびへツドライト 
に向けて噴射されまず。 


ワイ パー ブ レー ドの交換 


A 警告 

ワイパーブレードを交換するとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを巧 
くか、キーレスコ’一操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にしてください。ワ 
イバーび作動してけびをずるおそれ 
びあります。 

[ I ワイパーブレードの損傷を避ける 
にめ、ワイパーのワイパーアームの 
みに触れるようにしてください。 

[ I ワイパーアームを起こしにままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷するおそれびあ0まず。 

[ I ワイパーアームび取り付けられ 
ていない状態で、ワイパーアームを 
元の位置に戻さないでください。 


〇ワイパーブレードを交換ずるとき 
は、ワイパーアームを確実に持つ 
てください。ワイパーブレードび取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放ずと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

U ワイパーブレードの交換は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
行な5ことをお勧めしまず。 

ワイパーブレードを取りがず 

►イグニッション位置を1か2にし 
まず。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、ワイパースイッチを W のか 
置にしまず。 

► ワイ パーアームび 垂直の位置になつ 
たら、イグニッション位置を0にず 
るひ、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいるとさはキーをなさ 
9 〇 


► ワイパーアームをいっぱいまで起 
こしまず。 



ち八ンドル車 


►ク U ップ⑤を両側から押し込んで 
□ックを外しまず。 


|)、>。/ ム V ぃ 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ワイ パー 


► ワイパーブレードのを矢印⑤の 
方向にまわし、ワイパーアーム④ 
から外しまず。 

► ワイパーブレードのを矢印⑤の 
方向に取り外しまず。 


ワイパーブレードを取り付ける 



ち八ンドル車 


► 新しし、ワイ パーブレー ドのの取り 
付け部®をワイパーアームの先端 
⑤に合わせまず。 

►ク U ップ⑤びワイパーアーム④ 
に□ックされるまで、ワイパーブ 
レードのを矢印⑤の方向に押し 
込みます。 

►ワイパーブレードの び、 ワイ パー 
アームに確実に固定されているこ 
とを確認します。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


ワイパーのトラブル 


ワイ J (-の作動び巧げ5れている 

葉や雪など、ウインドウに障害になる 
物び付着しているため、ワイパーの作 
動び巧げられていまず。ワイパーモー 
ターの作動び停止していまず。 

►巧全のため、エンジンスイッチから 
キーを 巧をまず。 

または 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

► 障害物を取り除きまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 

ワイパーび作動しない 


ワイパーび故障していまず。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、別のモードを選択しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でワイパーの点検を受けてくだ 
さい。 


B I ご、ム Y い 
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134 車両装備に ついて、エアコン デ イシヨナーの 概要 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


ナーの 概要 


安全上の重要事項 


A 警告 

エアコンディショナーの設定は 、 ■LU 
降の説明に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウび曇りまず。こ 
れにより交通状況をお握でさず、事 
故の原因になります。 



m 

V 
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n 
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エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度などに応じて、送風量や送風 
口の組み合わせなどを調整し、車内の 
温度や湿度などを快適な状態に保ち 
ます。 

〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
ディショナーを作動させる前に換気 
をしてください。 U モコン操作で車 
外からドアウインドウとパ U オルー 
フを開くと、短時間で換気でさまず 
085ページ）。 

〇 エアコンディシ ョナーの フィル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 


フィルター類び目づまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
ます。 

〇 エアコンディシヨナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびありまず。 











エアコンディ 
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コント □— レ 


SLK 200 



の設定温度調整ダイヤル 
⑤オフスイッチ 
⑤送風□選択スイッチ 
④デフ□スタースイッチ 

SLK 350 


⑤ AC スイッチ 
© 内気循環スイッチ 
①送風量調整ダイヤル 
④1」アデフオツ ガース イッチ 



①設定温度調整ダイヤル 

⑤ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨ 
ンスイッチ 

⑤送風□選択スイッチ 
④デフ□スタースイッチ 


感 AC スイッチ 
© 内気循環スイッチ 
⑦送風量調整ダイヤル 
④1」アデフォッガースイッチ 


— 古/; 
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ナーの使い方 


エアコン ディシヨナー使用時の注意 

エアコンディシヨナーを効果的にご使 
用いただくにめに、下記のよ5に使 
用いただ<ことをお勧めしまず。 

• AC スイッチを使用してエア 
コンディシヨナーを作動させてくだ 
さい。 

AC スイッチの表示灯び点灯 
します。 

• 通苗は設定温度を22でにずること 
をお勧めしまず。 

• ぞ季は送風□を I T パ I または I 卿 I 
にずることをお勧めしまず。 

夏季は送風□をにずることを 
お勧めしまず。 

• デフ□スターモードは、フ□ントウ 
インドウの曇りび取れるまでのみ、 
一時的に使用してください。 

• 内気循環モードは、外気びミちれてい 
るとさやトンネルの中のとさなどの 
みに、一時的に使用してください。 
内気循環モードでは外気び車内に送 
風されないため、ウインドウび曇る 
おそれびあ0まず。 


ナー①使いち 


エアコン デ ィシヨナーの 作動/停止 

ま意事項 

〇 エアコンディ シヨ ナーび停止し 
ているとさは、送風や内気循環を停 
止します。ウインドウやパ' U オルー 
フび閉じているとさは、エアコン 
ディシ ヨナーの 停止は一時的にとど 
めてください。ウインドウび曇り 
やず< な0まず。 

〇 U アデフォッガースイッチじ(外の 
エアコンデイシヨナーのスイッチ 
やダイヤルを操作したとさを、エ 
アコンディシヨナーは作動しまず。 

作動と停止 (SLK 200) 


作動させる 

► オフスイッチ臣图を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

Li (前の設定内容でエアコンデイシヨ 
ナーび作動しまず。 

停止ずる 

► オフスイッチ臣图を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

作動と停止 (SLK 350) 


作動させる 

► 送風量調整ダイヤル⑦を時計回り 
にまねして、好みの位置にしまず。 

停止ずる 

► 送風量調整ダイヤル®を反時計回 
りにまわして、0の位置にしまず。 
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エアコンデイシヨナーの使い万 


AC モード 


注意事項 


除湿/冷房された空気は、エンジン 
がかかっているとさに送風されまず。 
設定温度に応じて、除湿/冷房され 
た空気が車内に送風されまず。 

A 警告 

AC モードが解除されているときは、 
車内の空気が除湿または冷房されま 
せん。ウインドウやバ U オ ルーフが 
閉じているとさに AC モードを解除す 
ると、ウインドウの内側が曇りやす 
くなり、交通状況を把握でさずに事 
故の原因になります。 

AC モードのとさに除湿された水分は 
車体下方に排水されまず。これは正常 
であり、故障の兆候ではありません。 

9 環境 

• エアコンディショナーの;令媒には、 
新;令媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることは法律で 
禁止されていまず。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
が適切に処理されるよラに努めな 
ければな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充や交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 

9 環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負担が軽減し、燃費が向上します。 


解除と設定 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ区司を押しまず。 

AC スイッチの表示灯が消口しまず。 

AC モードに設定ずる 

► AC スイッチ区司を押しまず。 

AC スイッチの表示灯が点口しまず。 

〇 AC モードを解除しても、しばら 
<は除湿/冷房された空気が送風 
されることがありまず。 

AC モードのトラブル 


AC スイッチを押したとさに、表示口 
が3回点滅ずるか、消口したままにな 
りまず。このときは、 AC モードに設 
定ずることがでさません。 

► ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で点検を受けて < ださい。 


設定温度の調整 


設定温度を調整ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► 設定温度調整ダイヤルのをまわし 
ます。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

通常は設定温度を22でにずること 
をお勧めしまず。 

〇 ウインドウやパ ' U オ ルーフび 開い 
ていると、設定温度を維持でさま 
せん。 


— 屯/; 
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ナーの 使い万 


送風□の選択 


送風□の設定内容 


送風□選択主に送風される送風 □ 
スイッチ 

フ□ントウインドウ送 

風口、ドアウインドウ 

送風口、サイド送風口 

サイド送風口、足元送 
- 風口 

中央送風口、サイド送 
- 風口 

〇 複数の送風口選択スイッチを押ず 
と、同時に複数の送風口から送風で 
さまず。 

〇 選択した送風口 がの送風口から 
ち、微量の送風が行なわれることが 
ありまず。 

〇 送風口の選択にかかわらず、サイ 
ド送風口からは常に送風が行なわ 
れます。サイド送風口からの送風を 
停止するときは、サイド送風口の調 
整ノブで送風□を閉じて<ださい 
(>143 ページ）。 

送風□を選択ずる 


► イグこツシヨン位置を2にしまず。 

► 送風口選択スイツチ®のいずれか 
を押します。 

押したスイッチの表示口が点灯し 
ます。 


送風量の調整 _ 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 送風量調整ダイアル®をまわし 
まず。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウのが側が凍結し 
ているとさや、フ□ントウインドウま 
たはドアウインドウの内側が曇ってい 
るときに使用しまず。 

〇 デフ□スターモードは、フ□ント 
ウインドウの曇りが取れるまでの 
み、一時的に使用して<ださい。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► デフ□スタースイッチ S を押し 
まず。 

デフ□スタースイッチの表示口が点 
灯しまず。 

UTF の内容でエアコンディシヨナー 
が作動しまず。 

• 除湿された空気が送風されまず。 

• 外気温度によっては、エアコン 
ディシヨナーの送風量が上がり 
まず。 

• が気温度によっては、送風温度 
が高< な0まず。 

• フ□ントウインドウ送風口とヴ 
イド送風口を中むに送風され 
まず。 




• 内気循環モードが解除されまず。 


















エアコンデイシヨナーの使い万 
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デフ□スターモードを解除ずる 

► デフ□スタースイッチ歷3を押し 
ます。 

デフ□スタースイッチの表示灯び消 
灯します。送風温度、送風□の選択、 
送風量などび元の設定に戻りまず。 

〇 デフ□スターモードを解除ずると、 
AC モードを解除していたとさは AC 
モードに設定され、巧気循環モード 
にしていにときは内気循環モードび 
解除されます。 


ウインドウの量り 


ウインドウの内測び量るとを 

► AC スイッチ巴日を押して、 AC モー 
ドに設定しまず。 

►曇りび取れないとさは、デフ□ス 
ターモードに設定しまず。 

フ□ントウインドウの夕1•測び量るとを 

► ワイパーを作動させまず。 

► 送風□選択スイッチ⑤の I ' パ I また 
は on を押しまず。 

〇 上記の設定は、フ□ントウインド 
ウの曇0び取れるまでのみ、一時的 
に選択してください。 


リアデフオッガ ー 


A 警告 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確巧して<ださい。事故を 
起こすおそれびあります。 

U アデフォッガーは消費電力び大きい 
ため、1」アウインドウの曇0び取れた 
らずみやかに停止してくださし)。また、 
U アデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止しまず。 

バッテ U —の電圧びほ下したとさは、 
1」アデフォッガーは停止しまず。 

〇 U アデフォッガーび自動的に停 
止ずるまでの時間は、外気温度や走 
行速度により異なりまず。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► U アデフォッガースイッチ K 3 を 
押します。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► U アデフォッガースイッチを 
押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 


— 甘/; 
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ナーの 使い方 


リアデフォッガーのトラブル 

U アデフォッガースイッチの表示灯び 
点滅していにり、スイッチを押してを 
表示灯びずぐに消灯ずるとさは、パッ 
テ U —の電圧び低下しているか、バ U 
オルーフび開いていまず。このとさは、 
U アデフォッガーび短時間で停止ずる 
か、使用ずることびでをません。 LU 下 
のよラにして < ださい。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止してください。 

バッテ U —の電圧び回復ずると 、 U 
アデフォッガーは自動的に作動し 
ます。 

または 

►パ ' U オルーフを閉じてください。 

U アデフオッガーび使用できるよラ 
になりまず。 


内気循環モード 

ミちれに空気を車内に入れたくないとさ 
は、車外からの送風を停止でさまず。 
内気循環モードに設定ずると、車内の 
空気び循環されまず。 

A 警告 

外気温度が低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は一時的にとどめてくだ 
さい。ウインドウが曇りやずくなり、 
視界が損なわれ、交通状況を把握す 
ることがでさずに事故の原因になり 
まず。 


内気循環モードに設定ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 内気循環スイッチ^を押しまず。 

内気循環スイッチの表示灯が点灯し 
まず。 

〇 外気温度が非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わり 
ますが、このときは内気循環スイッ 
チの表示灯は点口しません。約30 
分経過ずると、一定の割合でが気導 
入をはじめまず。 

内気循環モードを解除ずる 

► 内気循環スイッチ^を押します。 

内気循環スイッチの表示灯が消灯し 
ます。 

〇 内気循環モードに設定されていて 
を、一定時間び経過ずるとし U 下のよ 
ラに外気導入をはじめまず。 

• 外気温度び約 5° CLU 下のとさは約 
5分後 

• AC モードを解除しているとさは 
約5分後 

• 外気温度び約 5° CLU 上のときは約 
30分後 

〇 内気循環モードに設定していると 
さに AC モードを解除ずると、自 
動的に内気循環モードは解除され 
9 〇 
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内気循環スイッチによるコンビニエ 
ンスオープニング機能/ク□ージ 
ング機能 


A 警告 

ドアウインドウを開閉ずるときは、 

ドアウインドウに身体を挟まれない 
よラにしてください。また、身体や 
ものがドアウインドウに触れないよ 
ラにして<ださい。ドアウインドウ 
が作動しているときにドアウインド 
ウに引き込まれたり、ドアウインド 
ウとドア フレームの 間に挟まれるお 
それがありまず。挟まれそラになつ 
たとさは、ドアウインドウスイッチ 
でドアウインドウを反対の方向に操 
作してください。 


コンビニエンスク□ージング機能を作 
動させる 

► ドアウインドウが閉じるまで、内気 
循環スイッチ^を押して保持し 
ます。 

内気循環スイッチの表示灯が点火了 
し、内気循環モードに設定されまず。 

コンビニエンスオープニング機能を作 
動させる 

► ドアウインドウが開くまで、内気 
循環スイッチ^を押して保持し 
ます。 

ドアウインドウが前回開いていた 
位置まで開さます。 

内気循環スイッチの表示灯が消口 
し、内気循環モードが解除されまず。 


〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウを別のスイッチで開いた 
場合、開いたドアウインドウをコ 
ンビニエンスオープニング機能で 
開くことはでさません。 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン* 

エンジンを停止した後に車巧を暖房し 
たり、車内に外気を導入して換気を行 
なラとさに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを巧いているとさに使用で 
さまず。 

〇 を却水温度びほいとをは、暖気び 
送風されないことびありまず。 

〇 かない送風量で一定に保たれまず。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このとさは、中程度 
の送風量になりまず。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧き 
9 〇 

► を熱ヒーター.ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ臣巧を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度 
で送風び行なわれまず。 

送風□は自動的に選択されまず。 


— 古/; 


オプションや仕様により、異なる装備です。 









142 


送風□の調藝 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► ホ熱ヒー ター. ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ臣巧を押します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇 け下のとをは、ホ熱ヒーター■ベ 
ン チレーシヨ ンび自動的に停止し 
まず。 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとを 

• イグニッシヨン位置を2にしたとき 
• バッテ1」一の電圧びほ下したとさ 
• 冷却水の温度びほ下したとさ 


送風□の調壁 


A 警告 

送風温度を高がに設定してあるとさ 
は、送風口が過熱して高温になるこ 
とがあ0、火傷をずるおそれがあ0 
ます。また、暖気が送風されている 
とさは、送風口に身体をお付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれが 
あります。十分にミ主意してください。 
送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風□に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分にま意してください。 

皮膚の弱い人は、送風□に身体を近付 
けすぎないよラにミ主意してください。 

車がの空気を車内へ取り入れるため 
に、 Li (下の点にま意して<ださい。 

• ボンネット上部やエンジンルーム内 
助手席側の暇気ログ U ルが、氷、雪、 
または葉などで覆われていないこと 

• 車内の送風口や排気グ U ルが覆われ 
ていないこと 

〇 送風効率を上げるため、各送風口 
の向さが中央になるように調整して 
<ださい。 








送風□の調整 
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中央送風□①調壁 



の中央送風口を開<ち向 
因中央送風口を開じる方向 
⑤中央送風口（ち側） 

@中央送風口（左側） 


中巧送風□を開く 

► 中央送風□⑤まには④をのの方 
向にまわしまず。 

徐々に送風□び開き、送風量び上び 
りまず。 

中央送風□を閉じる 

► 中央送風 □ ⑤または④を回の方 
向にまわしまず。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

中央送風□を停止ずるまで因の方 
向にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 中央送風□を停止ずるまで因の 
方向にまわしてち、送風□を完全に 
閉じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 中央送風□を持って動かしまず。 


A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとき 
は、ち風口び過熱して高温になるこ 
とびあります。送風□を調整ずると 
さに义傷をするおそれびありますの 
で、十分にミ主意してください。 


サイド送風□の調整 



ち側送風口 

丘]サイド送風口を開くち向 
因サイドま風口を閉じる方向 
⑤ドアウインドウち風 □ (左側） 

©サイド送風口（左側） 

サイド送風□を開く 

► サイド送風 □ ④をのの方向にまわ 
しまず。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

サイド送風□を閉じる 

► サイド送風 □ ④を回の方向にまわ 
します。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

サイド送風□を停止ずるまで回の 
方向にまわずと、送風□び閉じまず。 


— 甘/; 
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送風□の調藝 


〇 サイド送風口を停止ずるまで回 
のち向にまわしてち、送風口を完全 
に閉じることはでさません。 

〇 サイド送風口④を閉じてち、ド 
アウインドウ送風口®を完全に閉 
じることはでさません。 

風向きを調整ずる 

► サイド送風口を持って動かしまず。 

A 警告 

送風温度を高故に設定してあるとき 
は、送風口が過熱して高温になるこ 
とがあります。送風□を調整すると 
さに火傷をするおそれがありますの 
で、十分にミ主意してください。 



エアスカーフスイツチにより、エア 
スカーフ送風口のからの送風量を調 
整することができまず。 

エアスカーフの操作については 
(1>10日ぺージ）をご覧ください。 


エア スカーフ 送風□の調藝 


A 警告 

エア スカーフを 作動させていると さ 
は、 エア スカーフ 送風口が過熱して 
高温にな0、火傷をするおそれがあ 
ります。エア スカーフを 調整して く 
ださい。また、送風口に身体を近付 
けたままにしていると低温火傷のお 
それがありまず。必要に応じて、エ 
ア スカーフを 調整して<ださい。 
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車両装備について、慣百し運転 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離が数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮できません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルをかし強めに踏んで<ださい。 
また、 ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさを同様 
です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 
が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは liTF のま意事 
項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないように運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 


• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と走行速度を変 
えて < ださい。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 

• ギアレンジ位置面置、因！]、垣]]お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけに使用して 
<ださい。 

• でさるだけ、走行モードを E モー 
ドにして走行してください。 

走行距離が1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

て < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の交換を行 
なったとさち、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低いギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数が上がって素早< 
加速しまず。これをキックダウン 
といいまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
まず。低いギアのとさほど効さが 
強<な0まず。 


化狐：？にが 
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走巧 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないで< 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれがありまず。 

フ□アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 

かしでを車を動かすとさはエンジン 
を始動してください。エンジンが停 
止していると、ブレーキやステアリ 
ングの操作に非常に大さな力が必要 
になります。 


A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効ひ 
な<なりまず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 


イグニッシヨン位置 _ 

キーによるイグニツシヨン位置の選択 



ち八ンドル車 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまねしまず。 

しツ下のようにイグニッシヨン位置び 
変更されまず。 


キーの 
位置 

イグニッシヨン位置 

面 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

の 

1:イグニッシヨン位置び 

1になりまず。 

回 

2:イグニッシヨン位置び 

2になりまず。 

回 

3 :エンジンび始動しまず。 


冊鹏：？にが 










148 


走行 


エンジンスイッチを0の位置にして長 
時間放置していると、キーがまわせな 
<なることがありまず。また、ステア 
リングが□ックされまず。□ックを解 
除するには、キーをいったん抜さ、再 
度エンジンスイッチに差してからまわ 
して < ださい。 

エンジンスイッチからキーを抜くと、 
ステア U ングが □ ックされまず。 

P バッテ U — あがりを防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジン 
スイッチからキーを抜いて< だ 
さし、。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
さを、エンジンスイッチをまわせる 
ことびありまずび、エンジンスイッ 
チの位置の選択や、エンジンの始動 
はでさません。 


キー レスコースイッチによるイグ ニッ 
シヨン位置の還択（キーレスコ’一装備 
車） 



ち八ンドル車 

車巧にキーびあり、エンジンスイッチ 
にキーレスコースイッチ①を取り付け 
てあるとを、キーレス3—スイッチの 
を押すことにより、イグニッシヨン位 
置の選がとエンジンの始動びでさまず。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレスコースイッチ①を押ず 
と、じ(下のようにイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キー レス ゴース 
イツチの操作 

イ グニツ シヨン 
位置 

1回押ず 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押ず 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押ず 

2から0になり 
ます。 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキ ペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスコースイッ チ①を押し 
ます。 


冊蜡：？にが 





走行 


149 


〇ドア付おや ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車がにキーびあるとを 
をエンジンは始動でさることびあり 
ます。車両の盗難にミ主意してくだ 
さい。 

〇 車室内にキーびないとをにキー 
レス 3— スイッチを押ずと、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
II キーを認識でをません" または 
"スタートボタンを外しキ-を入れ 
てくだ さい" と表示されまず。 


キーレスコースイツチの取りがし 



左八ンドル車 


キーレスコースイッチ①を取り外し、 
エンジンスイッチ③にキーを差し込ん 
でまわすことによ0、イグニッシヨン 
位置を選択でさまず。 

〇 キーレス3’ースイッチは、通常は 
駐車時でを取り外ず必要はありま 
せん。 

► エンジンスイッチ③からキーレス 
コースイッチ①を取り外しまず。 


〇 エンジンスイッチにキーレス3’一 
スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレス3’一操作によるイグ 
ニッシヨン位置の選択やエンジン始 
動びでさません。 


エンジンの始動 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場巧ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こした0、死こず 
るおそれがあります。 

一酸化炭素は無色無臭のため、気が 
付かないラちに暇い込んでいるおそ 
れがおります。 

〇エンジンは、シフトポジションび 
EE のとさを始動でさまずび、ま 
全のにめ、必ずシフトポジションを 
m にして、 ブレーキ ペダルを踏ん 
で始動してください。 

B エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルペダルを踏まないで < ださし、。 

〇 エンジンび; ちえている状態でエン 
ジンを始動しにとさは、触媒コン 
バーターをより早く作動温度にずる 
ために、より高いエンジン回転数 
でエンジンび作動しまず。この結 
果、エンジン音び変わることびあり 
9 〇 


冊鹏：？にが 
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走行 


シフトポジション 



シフトポジション 


シフトポ 作動内容 

ジシヨン 

rpi パーキング位置 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置です。 

完全に停車していない 
とさは、 [ pj にしない 
で < ださい。 

シフトポジシヨンび 
HE のとさにのみ、 
キーを 巧くことびでを 
ます。 

シフトポジシヨンび 
HE のとさは、セレ 
クターレパーび□ック 
されます。 

面 リバース位置 

後退ずるとをの位置 
です。 

完全に停車していない 
とさは、 CE にしない 
で < ださい。 


LNJ ニュートラル位置 

動力び伝わらない位置 
でず。 

押しにり、けん引して 
をら5ことで、車を移 
動でさまず。 

Q 走行中はシフトポ 
ジションを HE にし 
ないで<ださい。卜 
ランス云ッションを 
損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

CE ドライブ位置 

走行するとをの位置 
でず。 

1速〜7速の範囲で自 
動的に変速しまず。 

キーによるエンジンの$台動 

〇 キーレス3’一*を使用していると 
さにエンジンスイッチにキーを差し 
込んでエンジンを始動ずるとさは、 
エンジンスイッチからキーレス3— 
スイッチを取り外しまず。 

► パーキングブレーキび効いているこ 
とを確認しまず。 

►シフトポジションび [ E になつ 
てし''ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 

エンジンび始動しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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タッチスタート機能 

エンジンスイッチを 3 の位置（[>147 
ページ）までまわずと、手を放してを 
自動的に スターターび 作動し続け、エ 
ンジンび始動しまず。 

キーレスゴーによるエンジンの始動* 
A 警告 

キーび 車内にあるとさは、 キー レス 
ゴースイッチによ D エンジンを始動 
でをまず。そのため、子供だけを車内 
に残して車から離れないで < ださし、。 
短時間でち、車か！5離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 キー 
を携帯してください。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

► パーキングブレーキび効いているこ 
とを確認します。 

►シフトポジションび [ E になっ 
ていることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを押します。 

エンジンび始動しまず。 


[I エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始すると、約5 
秒間警告音び鳴りまず。また、マル 
チファンクシヨンデイスプレイび 
ホ<な0 " キーを認識でをません" 
と表示されます。 

さらに、ドアを開閉ずるたびに、こ 
の警告は繰り返し行なわれまず。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。まに、 
車を施錠ずることをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

P エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れてを、エンジンは 
停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でを必ずエンジンを停止 
して、車を施綻してください。盗難 
のおそれびあ0まず。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあるとさ 
をエンジンは始動でさることびあり 
ます。車両の盜難にま意してくだ 
さい。 


発進 

〇シフトポジシヨンを EE にずる 
とさは、完全に停車してください。 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

。エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないで<だ 
ごし、。 


冊蜡：？にが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行 


〇 車速感応ドア□ックび設定さ 
れているとさは、走行速度び約 
15 km / hi ； (上になると自動的に車 
び施錠されまず。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については079ページ）をご覧 
<ださい。 

〇イ グニッシヨン位置び2で、ブレー 
キペダルを踏んでいないと、セレク 
ターレバーを EB から動かずこと 
はでさません。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シフ 
トポジシヨンを CE または CE に 
します。 

A 警告 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないでくだ 
さい。車が急発進したり、オートマ 
チックトランスミッシヨンを損傷ず 
るおそれがあります。 

〇 ギアが完全に切り替わるのを待つ 
て < ださい。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、ア 
クセルペダルをゆつ< り踏み込み 
ます。 

ノ くーキングブレーキび自動的に解除 
ごれます。 

〇 エンジンが冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアッ 
プが行なわれまず。これにより、排 
気ガスを浄化ずる触媒がより早<適 
正温度に達しまず。 


ヒルスタートアシストの作動 


坂道での発進時に車が後退または前 

進するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

A 警告 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるちのではあ0 
ません。駐車するとをは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションを [ E にしてく 
ださい。 

• ヒルスタートアシストが作動して 
車が停止していてを、絶巧に車か 
ら離れないでください。約1秒後 
にはヒルスタートは解除され、車 
が動さ出ずおそれがお0ます。 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前進ずるのを防ざまず。 

じ(下のとをは、ヒルスタートアシスト 

は作動しません。 

• 傾斜していない路面や下り坂で発 
進ずるとさ 

• シフトポジションび CN ] のとさ 

• パーキングブレーキび効いている 
とさ 

• ESP ® び故障しているとさ 
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ECO スタート/ストップ* I 〇 エンジンが再始動ずるときにエン 

ジン音が高<なることがありまず 
重要な安全事項 が、故障ではありません。 


A 警告 

• エンジンが停止して ECO インジ 
ケーターが表示されているとさは、 
エンジンが自動的に停止している 
状態です。車両のすべてのシステ 
ムは機能したままです。この状態 
で運転席ドアを開いたときやシー 
トベルトを外したとさ、ブレーキ 
ペダルから足を放したとさは、自 
動的にエンジンが始動します。車 
両が動さ出して、事故やけがの原 
因にな0まず。 

. 車両が不意に動き出すことを防ぐ 
ため、発進するまではブレーキぺ 
ダルから足を放さないでください。 

• イグニッション位置を0にし、車 
が動を出さないよラにしてから、 
車から離れてください。 

〇車から離れるとさは、必ずイグ 
ニッシヨン 位置を 0 にして、キー 
を携帯して < ださい。 

概要 


ECO スタート/ストップは、車両び 
停車したとさに自動的にエンジンを停 
止し、発進時に再始動しまず。 

再度発進したとさ、自動的にエンジン 
は始動しまず。 ECO スタート/ストッ 
プにより、車両の消費燃料と排出ガス 
びが P えられまず。 

〇緩いあなどで発道ずるとをは、車 
両び若干後退ずることびありまず。 


エンジンを始動ずるたびに、 ECO ス 

タート/ストップは待機状態になり 

ます。 ECO スタート/ストップのず 

ベての作動条件びそろっていて、マ 

ルチフアンクシヨンディスプレイに 

ECO インジケーター胃び表示され 

ているとを、システムは作動しまず。 

エンジンの自動停止 

じ(下のとをにエンジンび停止しまず。 

. 停車しているとを 

• 外気温度びシステムに適した範囲巧 
に友るとさ 

• エンジン温度び作動温度に達してい 
るとを 

•バッテ U —の電圧び十分なとさ 

• エアコンディシヨナーび作動してい 
るとさに、システムびフ□ントウイ 
ンドウの曇りを検知していないとさ 

• ボンネットび閉じているとさ 

• エンジン関連の診断び作動してい 
ないとさ 

• 運転席の乗員びシートベルトを装着 
していて、運転席ドアび閉じている 
とを 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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走行 


〇 停車してエンジンび自動的に停止 
しているとさち、ホールド機能を作 
動させることびでさまず。自動停止 
している間は、ブレーキを効かせ続 
ける必要はありません。アクセルぺ 
ダルを踏むと、自動的にエンジンび 
始動して、ホールド機能のブレーキ 
効果び解除されまず。先にエンジン 
を始動させるために、慎重にアクセ 
) レペタ V レを踏んでください。 

〇 シフトポジションを CE から HE 
にしたとさは、 ECO スタート/ス 
トップは再度待機状態になり、マル 
チフアンクションディスプレイに 
ECO インジケーター胃び表おさ 
れます。 

〇 エンジンは連続して最大3回まで 
自動的に停止しまず。それからは、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に再度 ECO インジケーター国^び 
表示された後に、エンジンの自動停 
止は利用巧能にな0まず。 

セレクターレバーびか FRI I こ 

入っている状態で、車両に ブレーキび 

効いて停車し、ブレーキペダルび踏み 

続けられているとさに、 ECO スター 

卜/ストップは自動的にエンジンを 

停止します。 

エンジンの自動再始動 

m 下のとき、エンジンは自動的に始動 

します。 

• ECO スタート/ストップスイッチ 
を押して、 ECO スタート/ストッ 
プを解除したとさ 

• 車両が動さ出したとさ 

• エンジン始動がブレーキシステムに 
必要になったとさ 


• エアコンディショナーが作動してい 
るとさに、システムがフ□ントウイ 
ンドウの曇りを検知したとさ 

• バッテリーの充電状況が低下したとき 

• 運転席の乗員がシートベルトをがず 
か、運転席ドアを開いたとさ 

• ボンネットを開いたとさ 

• シフトポジションを EE にしたとさ 

• ステア U ングを操作したとき 

Li (下のとさち、エンジンは自動的に再 

始動します。 

• ぶールド機能が作動していない状態 
で、シフトポジションが CE また 
は CE のとさに、ブレーキペダル 
から足を放したとさ 

• シフトポジションを EE にしたとさ 

• アクセルペダルを踏んだとさ 

〇 シフトポジションを [ PJ にして 
ち、エンジンは始動しません。 


ECO スタート/ストップの解除/作動 



ECO スタート/ストップスイッチの例 


〇 表示灯⑤び消灯しているときは、 
ECO スタート/ストップび手動で 
解除されているか、システムに異常 
び発生していまず。停車してを、エ 
ンジンは自動的に停止しません。 
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〇 エンジンを再始動ずるたびに、 
ECO スタート/ストップは待機状 
態になり、オートマチックトランス 
S ッシヨンの走行モードび E モー 
ドになりまず。 

ECO スタート/ストップを解除ずる 

► ECO スタート/ストップスイッチ 
のを押しまず。 

表示灯⑤とマルチファンクシヨン 
ディスプレイの ECO インジケー 
ター區^び消えまず。 

ECO スタート/ストップを待機状態 
にずる 

► ECO スタート/ストップスイッチ 
①を押しまず。 

表示灯⑤び点灯し、エンジン自動 
停止のそべての条件（1>153ページ) 
びそろっているとをは、7ルチファ 
ンクシヨンディスプレイに ECO イ 
ンジケーター固^び表示されまず。 

ECO スタート/ストップのずべて 
の作動条件びそろっていないとさ 
は、メーターパネルには ECO イン 
ジケーター国^は表示されません。 
このときは、 ECO スタート/ストッ 
プを作動させることはでさません。 


冊鹏：？にが 
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エンジンのトラブル 


トラブル 


エンジンび始動し 
なし、。 


エンジンび始動し 
なし）。 

イグニッシヨン位置 
を3にずるとスター 
ターモーターの音び 
ずる。 


エンジンび始動し 
なし）。 

イグニッシヨン位置 
を3にして右スター 
ターモーターの音び 
しない。 


エンジンの回輯び滑 
らかでなく、=スフア 
イアも起きている。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

ホールド機能び作動している。 

► ホールド機能を辭除してください（[>187ぺージ）。 

►再度、始動操作を行なってください。 

• エンジンの電気システムに異萬びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置にまわずか、 
六ーターパネルの表示口 /警告灯び消口ずるまで、キーレスゴースイッ 
チを押してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリーびあび 
るおそれびあります。 

何度始動を試みてを、エンジンび始動しないとさ： 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

バッテリーびあびっているか、充電されていないため、バッテ U —の電圧 
び低< なっている。 

►他車のバッテ U — を電源として始動してください0308ぺージ)。 
エンジンび始動しないとさ： 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷に よりスターターモーターび 過熱している。 

► スターターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとを： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずぎないでください。 

未燃焼の燃料び触媒に入り、損傷するおそれびあります。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


化蜡：？にが 




















走行 


157 


トラブル 


可能性のある原因/症状および ► 対応 


冷却水温度び約 
120むを超えている。 
冷却水警告灯び点な 
し、警告音ち鳴った。 


リヴーブタンクのを却水量びが常に不足している。 

冷却水の温度び高ずぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかにま全に停車して、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 
►ェンジンと;令却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれば、冷 
却水補給時のミち意事項を読んでから、;令却水を補給してください(>268 
ぺージ)。 

冷却水量び正萬なとさは、ラジェターのを却フアンび故障している可能性 
びおる。 

冷却水の温度び高すぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運輯してください。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 


冊鹏：？たが 
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才ートマチックトランス S ッ 


オートマチックトランス S ッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセル 
ペダルの下に物が入ると、ペダルを 
操作でさなくなるおそれがありまず。 
フ □アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
ください。 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。駆動輪びグ1」ップを失って車 
両びス1」ップし、事故を起こすおそ 
れびあります。 

。停車してエンジンを停止したと 
さは、車び動さ出ずのを防ぐため、 
シフトポジシヨンを EB にして、 
ノ くーキングブレーキを効かせて < だ 
さし、。 


セレクターレバー 



►セレクターレバーを動かして、シフ 
トポジションを選択しまず。 

〇シフトポジションを選択ずるとき 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
ルを踏んで < ださい。 

〇イ グニッション位置び2で、ブレー 
キペダルを踏んでいないとさは、セ 
レクターレバーを [ E から動かず 
ことびでさません。 

シフトポジション表示/走行モード 

表示 



①シフトポジション表示 
⑤走行モード表示 

イグニッション位置を2にずると、マ 
ルチフアンクションディスプレイ上部 
に、シフトポジション表示のと走行 
モード表示⑤び表示されまず。 

選択されているシフトポジション® 
は、白删こ反転して強調表示されまず。 
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シフトポジション 


シフトポジ 
シヨン 

作動内容 

の 

パーキング位置 


駐車およびエンジン始 
動/停止の位置です。 


完全に停車していない 
とさは、 [ PJ にしない 
で < ださい。 


シフトポジションが 
[ E のとさにのみ、 
キーを抜くことがでさ 
ます。 


シフトポジションび 
[ E のとをは、セレ 
クターレパーび□ック 
ごれます。 

面 

リバース位置 


後退するとさの位置 
です。 


完全に停車していない 
とさは、 EE にしない 
で < ださい。 

阻 

ニュートラル位置 


動力び伝わらない位置 
です。 


押しにり、けん引して 
をら5ことで、車を移 
動でさまず。 

n 走行中はシフトポ 
ジシヨンを rm にし 
ないで<ださい。卜 
ランスクッションを 
損傷するおそれびあ 
りまず。 


□DJ ドラィブ位置 

走行するとをの位置 
です。 

1速〜7速の範囲で自 
動的に変速しまず。 

A 警告 

走巧中はシフトポジシヨンを m に 
しないで<ださい。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こずお 
それびあります。また、駆動系部品 
を損傷するおそれびあります。 


シフトポジションの選択 

オートマチックトランス S ッション 
は、シフトポジションび EE のとさ、 
し U 下の走行状態に合わせて自動的にギ 
アを変速しまず。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード（1>160ぺージ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
まず。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 


冊鹏：？にが 


• 深く踏み込んだときはシフトアツ 
プするタイ三ングが遅 < なりまず。 
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ダブルクラッチ機能 


ダブルクラッチ機能は、選択している 
走行モードに関わらず、シフトダウン 
操作時に作動しまず。 

ダブ J レクラッチ機能び作動ずることに 
より、ギアシフト操作びスムーズに行 
なわれ、スポーティな運転スタイルに 
役立ちます。 

グつ )レクラッチ機能作動時のエンジン 
音は、走行モードにより異なりまず。 

キックダウン 


急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
ほいギアに変速し、素早く加速し 
ます。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

。キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作して < だ 
ごい。事故を起こずおそれびあり 
ます。 

停車ずる 


►一時的に停車ずるとさは、シフトポ 
ジシヨンを HE にしたままブレー 
キペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを効かせ、シフ 
トポジションを rn にしまず。 


A 警告 

停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。 万一、 セレクターレバーび 
EE か m に入ると、車び急発進し 
て重大な事故を起こすおそれびあり 
ます。 

〇急な上りあなどではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によつて停車状態を保 
たないで<ださい。トランス S ッ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

〇停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よ5にして < ださい。 


走行モード 


路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランスミッションのギアの変 
速特性を選択でさまず。 


走巧モード 

作動内容 

E モード 

快適性と経済性を重視 
したモードでず。 

S モード 

スポーティな走行に適 
したモードでず。 

M モード* 

マこユアルでギアシフ 
卜でさるモードでず。 
詳しくは（1>164ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


掛蜡 w にが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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走行モードの選択 



► 走行モード選択スイツチ©を押し 
ます。 


E モードー S モードー M モードー 
E モードと切り替わりまず。 

ぷ車種や仕様によ0、走行モード選択スイッ 
チの表記び異なります。 

〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは E モードにな 
りまず。 



①左側バドル 
⑤ち側パドル 


才ートマチックギアシフトを選がし 
てし、るときは、パドルまたはセレク 
ターレバーを操作ずることにより、 
オートマチックトランス S ッシヨン 
の変速範囲を変えることびでさまず 
(>162ページ）。 

マニュアルドライブプ□グラム 
(W 64ぺージ）を選択しているとき 
は、パドルまたはセレクターレバーを 
操作することにより、ギアを選択ずる 
ことびでさまず。 

〇 パドルによるシフト操作は、シフ 
トポジションび CE のとをにのみ 
操作ずることびでをまず。 


才ートマチックギアシフト 

走行モードび E モードのとさは、じ(下 

のよ5になりまず。 

• 快適性を重視した制御になりまず。 

• シフトアップび早めに行なわれるた 
め、燃料のホ分な消費び巧えられ 
9 〇 

• 前進-後退とちに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進しまず。 

• 滑りやずい路面などでの車両操縦性 
や走行安定性が向上しまず。 

• オートマチックトランス三ッシヨン 
が早めにシフトアップずるため、エ 
ンジン回転数が低 < 抑えられ、車輪 
が空転しに<<なりまず。 

走行モードが S モードのとさは、 iU 下 

のよラになりまず。 

• スポーツ性を重視した制御になり 
ます。 


冊鹏：？にが 


• 1速で発進しまず。 
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才ートマチックトランス S ッ 


• オートマチックトランスミッション 
が遅めにシフトアップしまず。 

• シフトアップが遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数が高<なり、燃 
料をよ0多 <消費しまず。 


テイッブシフト _ 

オートマチックトランス三ッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を抑えまず。 

シフトポジションが CE になってい 
て、走行モードが E モード、 S モード 
のとさにテイップシフトにでさまず。 

A 警告 

滑0やすい路面やカーブを走行し 
ているとさは、低いギアレンジを選 
択してエンジンブレーキが効 < と、 
駆動輪がグ U ップを失い、車両がス 
リップずるおそれがありまず。また、 
駆動輪が空転ずると、駆動系部品を 
損傷ずるおそれがありまず。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ上 
部のギアレンジ表示©に、選択した 
ギアレンジが白地に反転して強調表示 
されます。 


〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジをおしており、必ずし 
ち実際のギアを示すちのではありま 
せん。 


ギア 

レンジ 

作動内容 

曲 

1速~ 7速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

画 

1速〜6速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜5速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜4速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜3速の範囲で自動 
的に変速しまず。緩やか 
なお道などを走行すると 
きに使用しまず。 

画 

1速〜2速の範囲で自動 
的に変速しまず。急な坂 
道やエンジンブレーキび 
必要なときに使用しまず。 

励 

1速に固定されまず。エ 
ンジンブレーキび最大に 
作用します。 


〇 エンジンが暖まっていないとさ 
は、操作を行なってち、選択した半 
アレンジに変わらないことがあり 
ます。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれびあるときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジび選択されまず。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数により異な 
りまず。 


冊蜡：？にが 
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テイツプシフトにずる 



► シフトポジションび HE のとさに、 
セレクターレバーを®側に操作し 
ます。 


まには 

► シフトポジションび HE のとをに、 
左側パドルを引きまず0161 ぺ一 
ジ)。 

テイップシフトになり、ギアレンジ 
表示 （^1 62ページ）に選択された 
ギアレンジび表示されまず。 

高いギアレンジを還択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

または 

►ち側パドルを引きまず0161ペー 
ジ)。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを®側に操作し 
ます。 

または 

► 左側パドルを引さまず61ペー 
ジ）。 


テイップシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
て保持します。 

または 

►ち側パドルを引いて保持しまず 
(>161ぺージ)。 

テイップシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示に " D " び表示されまず。 

最適なシフトレンジを選択ずる 

►セレクターレノ（一をの側に操作し 
て保持します。 

または 

► 左側パドルを引いて保持しまず 
(>161ぺージ)。 

そのとさの加速や減速に最も適した 
ギアレンジび選択されまず。 

〇 テイップシフトにしていないと 
さに セレクターレバー を⑤側に操 
作ずるか、ち側パドルを引くと、走 
行速度やエンジン回転数に応じてシ 
フトアップび行なわれまず。 


冊鹏：？にが 
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マニュアルギアシフト* 

セレクターレバーまたはパドルを操作 

して、マニュアルでギアを選択でさ 

ます。 

A 警告 

滑0やすい路面やカーブを走行し 
ていると重は、シフトダウンによっ 
てエンジンブレーキが効くと、駆動 
輪がグ U ップを失い、車両がスリッ 
プするおそれがあります。また、駆 
動輪が空転ずると、駆動系部品を損 
傷するおそれがあ0ます。 

H エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担がかかるよ5な運転をしないで< 
ださい。 

©マ こュアルギアシフトでは、 ESP ® 
の機能を解除しないで走行ずること 
をお勧めしまず。 

〇 エンジンが暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なってち、 
選択したギアに変速しないことがあ 
りまず。 


マニュアルギアシフトを選択ずる 



► 走行モード選択スイツチのを押し 
て、走行モード表示に" M " を表示 
させます。 


《車種や仕様により、走行モード選択スイッ 
チの表記び異なります。 



ア表示のに選択したギアが白地に反 
転して強調表示されます。 


冊蜡：？にが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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高いギアを選択ずる 


► セレクターレバーをち側に操作し 
ます （0163 ページ）。 

または 

►ち側パドルを引きまず0161ペー 
ジ)。 

ほいギアを選択ずる 


► セレクターレバーを左側に操作し 
ます0163ぺージ）。 

まには 

► 左側パドルを引さまず61ペー 
ジ)。 

〇 セレクターレバーを左側に操作し 
て保持するか、左側パドルを弓 I いて 
保持すると、そのとさの加速や減速 
に最を適したギアび還おされまず。 

キックダウンずる 


マニュアルギアシフトを選択している 
ときを、キックダウンを行なラことび 
でさます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
ほいギアに変速し、素早く加速し 
ます。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチのを押し 
て、 S モードまには E モードを選択 
します。 


〇 マニュアルギアシフトび選択さ 
れた状態でエンジンを停止ずると、 
オートマチックギアシフトに切り替 
わりまず。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
おに表おされる数字は実際のギア 
を示してし''まず。運転者のシフト 
アップ/ダウン操作や、自動的な 
シフトアップ/ダウンに応じて半 
ア表示に表おされる数字ち変わり 
9 〇 

〇 シフトダウン操作をしなくてを、 
走行速度とエンジン回転数に応じ 
て、自動的にシフトダウンずること 
びありまず。 

〇 エンジンの許容回転数を超えるお 
それびあるとさは、自動的にシフト 
アップされます。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
を、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 停車ずると、ギアは1速にシフト 
されます。 

©車種 や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なりまず。 


冊鹏：？にが 
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オートマチックトランスミッションのトラブル 


トラブル 


トランスミッション 
び正し < 変速しない。 


加速性能び悪化して 
し)る。 

トランスミッション 
び変速しない。 


可能性のある原因/症状および ► 对応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 

トランス S ッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
2速ギアか I 」バースギアで走巧できる場合びあります。 

►停車して < ださい。 

► シフトポジションをに己にして<ださい。 

► エンジンを停止しまず。 

►約10砂上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを LE にしまず。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを LE にします。 

リバースギアになりまず。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 


冊蜡：？にが 
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) キング□ックの手動解除 

バッテ U —びあびったとさや電気装備 
に故障び発生したとさなど、セレク 
ターレバーを [E から動かせないと 
さは、し U 下の方法で動ひずことびでさ 
ます。 


故障時に車をけん引されるとさなどに 
ノ（ーキング□ックを解除しまず。 



。センターコンソールからカバーを 
取り外ずとさは、鋭利な物を使用し 
ないでください。セレクターレバー 
のカパーを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

►パーキングブレーキを効かせまず。 

►セレクターレバーカバー①のフ 
レームの後端部⑤を片方の手で押 
して保持します。 

►平たくとびっていないをの（先端を 
巧で覆ったドライバーなど）を使用 
して、を5片方の手でセレクターレ 
ノ（一カバー©のフレームの後端部 
⑤を引さ上げて、カバーを取り外 
します。 

►解除ボタンを押し、同時にセレク 
夕ーレノ（一を [ E から動かしまず。 

セレクターレバーを [ Pj に戻ずま 
で、セレクターレバーを動かずこと 
びでさまず。 


P この方法でセレクターレバーを動ひ 
せないときは、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場 I こ連絡してください。 

P セレクターレバーを動かずことび 
でさたとさでを、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


冊鹏：？たが 
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燃料の給油 



A 警告 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
があるとさや燃料の巧いがするとさ 
は、決して火気をお付けないで<だ 
さい。火災が発生するおそれがあり 
ます。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラときは、火気をお付けた 
り、近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌や衣服に燃料が付着しないよラに 
ミ主意してください。燃料が肌に直接 
触れたり、気化した燃料を聴い込む 
と、健康を害ずるおそれがありまず。 


H 軽油を燃料に使用したり、無鉛プ 
レミアムガソリンに混ぜて使用し 
ないで<ださい。か量を混ぜただけ 
でちエンジンなどを損傷するおそれ 
がありまず。また、このような場合 
は保証の適用がになりまず。 

誤って軽油を給油してしまった場合 
は、決してエンジンを始動しないで 
<ださい。軽油が燃料系部品全体に 
まわるおそれがありまず。誤って給 
油した場合は ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡し、燃料タン 
クや燃料系部品の洗浄を行なって< 
ださい。 

〇給油が自動的に停止したら、それ 
(上は給油しないで<ださい。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になったり停止ずるおそれがあ 
りまず。また、燃料システムを損 
傷するおそれがありまず。 

〇燃料び塗装面に付着しないよ5に 
ミ主意してください。塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇燃料は無鉛プレミアムガソ U ンを 
使用してください。有鉛ガソ U ンや 
粗悪なガソ U ン、指定 LU 外の燃料(高 
濃度アルコール含有燃料など）を使 
用すると、エンジンなどを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇燃料の添加剤は、純正品または承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

Q セルフ式のガソ U ンスタンドな 
どで給油するとをはおず下の点 
を守り、ま全に十分ミ主意して作業 
を行なって < ださし、。 


掛狐：？にが 
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燃料を給油ずる 



①燃料給油フラッフ 
③ ホルダー 

③ タイヤ空気圧ラベル 

④ 使用燃料ラベル 


•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
ごい。 

• 燃料給油□を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、おずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人し U 外は燃料給 
油□に近付かないでください。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去してください。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂巧で燃料に引火し 
に0、乂傷をずるおそれびあ0 
ます。 

• 作業中は車巧に戻らないでくだ 
さい。帯電するおそれびあり 
ます。 

• キャップの取り外し/取り付けは 
確実に行ない、乂気を近付けない 
よラにして <ださい。 

• 給油ノズルは給油□の奥まで確 
実に差し込んでください。 

• 給油び自動的に停止したら、そ 
れ liLh は給油しないでください。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
び不調になったり停止ずるおそ 
れびあ0まず。 

• 手動で給油しているとさは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料び吹さこぼれる 
おそれびあ0まず。 

• ガソ1」ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守して<だ 
さし、。 


燃料給油フラップは、 U モコン操作や 
キーレス3’一操作*での解錠/施綻 
に連動して解錠/施淀されまず。 

燃料給油□は車両のち側後方にあり 
ます。まに、メーターパネル巧には 
給油□の位置を示す [ W ] び表示され 
ています。 

給油□を開いて給油ずる 


► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
ひ、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にしまず。 

► 燃料給油フラップのの後側を押し 

cK 9 〇 

燃料給油フラップ®びかし開さ 
9 〇 

► 燃料給油フラップのを開きまず。 

► キャップを反時計回りにかしゆるめ 
て、タンク内の圧力を巧さまず。 


冊鹏：？たが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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燃料の給油 


圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまわして取り外しまず。 

► 外しにキャップを燃料給油フラッ 
プ①の裏側にあるホルダー⑤に 
置さまず。 

► 給油を開始しまず。 

給油ノズ J レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

給油□を閉じる 

►キャップを燃料給油 □ に合わせ、時 
計回りにいっぱいまでまわしまず。 

カチッと□ックした音び聞こえ 
ます。 

► 燃料給油フラップ®を閉じまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル⑤び貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かに 
については（[>325ぺージ）をご覧 
<ださし、。 

〇 U モコン操作またはキーレス3’一 
操作*で燃料給油フラップび解淀 
されないときは、メルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

• 目的地までを裕をちって走れる 
よラに、十分な量を給油して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品がの 
キャップを使用しないで< だ 
さし、。 


掛狐：？にが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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燃料と燃料タンク 


トラブル 


燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび 
開かない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 火がや爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーを使用して解錠してください（>79ページ）。 

燃料給油フラップは解錠されるび、給油フラップの開閉機構に異萬びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


冊鹏：？にが 
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駐車 


駐車 


A 警告 

• 停車する前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
ア1」ングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 

• 駐車時や車を離れるとさは、シフ 
トポジションを [ E にして、バー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
エンジンを停止してくださし、。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをした0、事故の原因に 
な0ます。 


A 警告 

マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいちのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

〇短時間でを車ひら離れるときは、 
ドアウインドウやパ ' U オルーフを閉 
じて、車を施結して<ださい。 

確実に駐車ずるために、下のことを 

確認してください。 

• パーキングブレーキび効いている 
こと 

• シフトポジションび [ E になってし、 
て、マルチフアンクションディスフ 
レイのシフトポジション表示の " pii 
び反転表示され強調されていること 

• エンジンスイッチひらキーび巧かれ 
ているか、イグニツシヨン位置び0 
になっていること 


• あ道で駐車するとさは、前輪び歩道 
の縁石方向に向いていること 


エンジンの停止 
A 警告 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<な0ます。また、ブレーキやステ 
ア1」ングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンをを却 
してから、エンジンを停止して<だ 
さい。 

エンジンを停止ずる 


► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを効かせ、シ 
フトポジションを [ E にしまず。 

P シフトポジションび [ pj し分外の 
とさをエンジンを停止でさまずび、 
必ずパーキングブレーキを効かせ 
て、シフトポジションを [ E にし 
て < ださい。 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ているとを 

►キーをまわして、イグニッション位 
置を0にしまず。 

エンジンび停止しまず。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
し 9 〇 

〇 シフトポジションびのとを 
にのみ、キーを巧くことびでをまず。 


冊狐：？にが 
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エンジンスイッチに キー レス ゴース 

イッチ*を取り付けているとを 

►キーレス3—スイッチを押して、エ 
ンジンを停止しまず。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 

A 警告 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押すとエンジンび停止しまず。 
エンジンブレーキび効かなくなった 
り、ブレーキやステアリングの操作 
に非常に大さな力び必要にな0まず 
ので、走行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 

〇 走行中にキーレス3—スイッチを 
押してエンジンを停止しにときは、 
シフトポジションを HE にして再 
度キーレス3—スイッチを押すとエ 
ンジンび始動しまず。 

〇 キーレスゴースイッチによるエン 
ジン停止機能は、 ECO スタート/ 
ストップ*の作動に関わらず使用 
でさまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止しにとさは、イグニッ 
ション位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッション位置び0になりまず。 


パーキングブレーキ 


A 警告 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。パーキングプ 
レーキを解除して車が動き出し、 
事故を起こすおそれがありまず。 

• 急な坂道で駐車ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせて<だ 
さい。さらに輪止めをして、前輪 
を緑石の方向に向けてください。 



〇 エンジンを停止したときに、シス 
テムがパ…キング ブレーキの 作動を 
一定の間隔で確認しまず。その際、 
わずかな作動音を発生ずることびあ 
りまずび、異常ではありません。 

) \’ーキングブレーキの操作 


パー キングブレーキを効かせる 
►パーキングブレーキスイッチのを 
押します。 

メーターノ くネルの赤色のノ くーキング 
ブレーキ表示灯 [ W ] び点灯しまず。 

〇 パーキングブレーキは、イグこッ 
シヨン位置が0のときや、エンジ 
ンスイッチにキーを差し込んでい 
ないとさち効かせることがでさ 
ます。 


冊鹏：？たが 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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駐車 


} (—キングブレーキを手動で解除ずる 

► パーキングブレーキスイッチのを 
引さまず。 

メーターノ くネルのホ色のノ くーキング 
ブレーキ表示灯 [ W ] び消灯しまず。 

〇 パーキングブレーキは、イグニッ 
シヨン位置び1か2のとさにのみ 
解除することびできまず。 

パー キングブレーキの自動作動 

ホールド機能び作動しているとさに LU 
下のいずれかの操作をずると、パーキ 
ングブレーキび自動的に作動し、 メー 
ターノ くネルのホ色のノ（ーキングブレー 
キ表示灯®]び点灯しまず。また、 
ホールド機能び解除されまず。 

• エンジンを停止ずる 

• 運転席ドアを開いて、運転席の乗員 
びシートベルトを外ず 

• 長時間ホールド機能を作動させたま 
まにずる 

© ECO スター ト/ ス トップ*によ 
りエンジンび停止したとさは、パー 
キングブレーキは自動的に作動しま 
せん。 

パー キングブレーキの自動解除 

m 下の作動条件をずべて満たしている 
とさにパーキングブレーキび自動的に 
解除されます。 

• エンジンびひかっているとさ 

• シフトポジシヨンび EE か [E 
のとを 

• シートベルトを着用しているとさ 


• アクセルペタルを踏んだとさ 

シフトポジションび EE のとさは、 
トランクび閉じていなければなりま 
せん。 

シートベルトを着用していないとさ 
を、しツ下の条件をずべて満たしている 
とさは、パーキングブレーキは自動解 
除ごれます。 

• 運転席ドアび閉じているとさ 

• シフトポジションをこ臣]から EE 
かこ E にして発進ずるとさ、また 
は、約 3 km / h 1；■(上の速度で走行し 
てから停車し、パーキングブレーキ 
を効かせてから発進ずるとさ 

緊急時の/ キングブレーキ操作 

緊急時には、パーキングブレーキス 
イッチでブレーキを効かせることびで 
さまず。 

► 走行しているとさにパーキングブ 
レーキスイッチのを押し続けまず。 

ブレーキび作動している間、警告音 
び鳴り、マルチフアンクションデイ 
スプレイに" A °- キングアレ-キ解除し 
てくだ さい" と表示され、メーター 
ノ くネルのホ色のノ（ーキングブレーキ 
表示灯 [ W ] び点滅しまず。 

完全に停車ずると、ノ くーキングブレー 
キび効いている；!犬態にな0まず。 

〇 パーキングブレーキスイッチを押 
し続けるに従い、ブレーキの制動力 
は強くなりまず。 


化蜡：？にが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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長期間駐車ずるとを _ 

約4週間じ(上駐車したままにずると、 

パ' ッテ U —び完全放電して損傷ずるお 

それびありまず。このよラなとさは、 
下のよラにしてください。 

►バッテ U —からケーブルを外ずか、 
バッテ U —充電器を接続して < だ 
さい。 

〇 バッテ U —充電器については、メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

約6週間じ(上駐車したままにずると、 

不具合び発生ずるおそれびありまず。 

このよラなとさは、別途対応び必要 

です。 

► 対応について、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
ごし、。 


走行時のを意 


エンジンを停止しての走す5 
A 警告 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 

エンジンが停止しているとさは、ス 
テア U ングとブレーキのパワーアシ 
ストが働さません。 

ステアリングとブレーキの操作に非 
常に大さな力が必要になるため、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0ます。 


ブレーキ 


A 警告 

路面が滑りやずいとをは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪がグ U ップを失って車 
両がスリップし、事故を起こすおそ 
れがおります。 


A 警告 

ブレーキ操作が、後続車などに危険 
をおよぼすことがないよラにミち意し 
て < ださい。 


冊鹏：？にが 
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走巧時の注意 


下り坂を走行ずるとき 


長い下り坂や急な下り坂では必ず 
テイップシフトで低いギアレンジを選 
択し、エンジンブレーキを効かせて< 
ださい。 

エンジンブレーキを併用ずることによ 
り、ブレーキシステムへの負荷が減 
0、ブレーキの過熱を防ぐことがでさ 
ます。また、ブレーキの摩耗を防ぐこ 
とがで'さまず。 

より強い制動力が必要なとさは、ブ 
レーキペダルを踏み続けるのではな 
く、繰り返し踏んでください。 

〇 クルーズコント□ールや可変ス 
ピー ド I 」ミッ ターの 作動中を、ほい 
ギアレンジを選択ずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
さまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
ます。ほいギアのとさほど効さび 
強< な0まず。 


ブレーキシステムに強い負荷びかかつ 
たとを 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
パッドび早く摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かな < なった0、 
火災び発生するおそれびあります。 

ブレーキに大さな負担びかかったとさ 
は、ずぐに停車ずるのではなく、しば 
らく走行を続けてください。ブレーキ 
システムに風を当てることにより、よ 
り早くを却ずることびでさまず。 

ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとさなどは、ブレーキの効をび 
悪くなることびありまず。このよラな 
とさは後続車にま意しなびら、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキぺ 
夕 V レを数回輕く踏んでください。 

路面び濡れているとを 


A 警告 

滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで< ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失し、、 
事故を起こすおそれびあります。 

肅れた路面を走行しているとさや洗車 
直後は、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびありまず。このよ5なときは後続 
車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効をび回復ずるまで、ブレー 
キペダルを数回軽く踏んでください。 


化蜡：？にが 
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ブレーキパッドについて 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目まとして走行距離が 
数百 km を超えるまでは制動性能を売 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダルを少し強めに踏んでください。 

必ず純正のブレーキパッドを使用して 
<ださい。純正 iU がのブレーキパッド 
を使用すると、ブレーキ特性が変わつ 
て安全なブレーキ操作がでさな<なる 
おそれがあ0まず。 

P ブレーキが過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水がかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷するおそれがありまず。 


タイヤのグリップについて 


A 警告 

安全な走行のため、蕭れた路面や凍 
結した路面では、乾燥した路面を走 
行ずるとさよ0を低い速度で走行し 
て < ださい。 

外気温度が低いときは、路面の状態 
に十分ミ主意して<ださい。路面が凍 
結しているとさは、ブレーキ時に夕 
イヤと路面の間に薄い水の層が形成 
され、タイヤのグ U ップが大きく低 
下します。 


濡れた路面での走行 


八イド□プレーニング現象 


一定政上の深さがある水たまりを走 
行するとさは、 iu 下の状態でち、八イ 
ド□プレーニング現象が発生ずるおそ 
れがあ0まず。 

• 走行速度を落としている 

• タイヤトレッドの溝の深さが十分に 
友る 

でさるだけ水にまりや輸を避け、ブ 
レーキを効かせるとさはま意してくだ 
さい。 

道路び冠水しているとをや車び水ミ受し 
たとを 

やむを得ず冠水した道路を走行すると 
をは、 LU 下の点にま意してください。 

• 許容されている最大水深は約 12 cm 
です。 

• 波び立たないよラな速度で走行して 
<ださい。 

。前方を走行してし''たり、ずれ違5 
車両からを波び発生しまず。これに 
より、最大水深を超えることびあり 
9 〇 

〇豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったとさはミ央してエン 
ジンを始動しないで < ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エンジ 
ンに重大な損傷をちえるおそれびあ 
りまず。 

B 車び水没した場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 


冊鹏：？にが 
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走 巧 時の 注意 


雪道や凍結路面の走巧 


A 警告 

車が雪に覆われたとさ、エンジンが 
かかっているとさは マフラー や車両 
の周囲から雪を取り除いてください。 
排気ガスが車内に入り、一酸化炭素 
中毒を起こしたり、中毒死するおそ 
れがおりまず。 

新鮮な空気で充分に換気ずるたがに、 
風下のドアウインドウをかし開いて 
ください。 


滑りやずい路面 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なェ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それびありまず。 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間お 
離を確保し、いつちより控えめな速度 
で慎重 I こ走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め、し U 下のま意事項を守って < ださい。 

• ウインタータイヤまたは スノー 
チェーンを必ず使用してくださし)。 

• 走行モードを E モードに切り替え 
てください （01 60ページ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールは使用しない 
で < ださい。 


• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にミ主意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効をび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽く踏んでく 
ださい。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよラにおだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッシヨンや駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風が強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとさは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保って < ださい。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
イトを点灯して<ださい。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ミ主 
意してください。 
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走行中に異常を感じた5 


警告灯び点'打したとをやマルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処して<だ 
ごい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷をちえるおそれびありまず。 

ボディ下部に強い衝撃を夏けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してください。 
漏れやボディ下部に損傷を見つけたと 
をは、運転を中止してメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して < だ 
ごい。損傷を放置したまま走行を続け 
ると、事故を起こずおそれびありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車して<ださい。急 ブレーキ や急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとを 


駐車ずるときのま意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
を険びないことを運転ちび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでくださし、。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げて < ださい。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取0除いて < ださい。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車巧 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

急な坂道で駐車ずるとを 

急な坂道で駐車するとをは、シフトポ 

ジシヨンを [ E にして、パーキング 

ブレーキを効かせて<ださい。さらに 

輪止めをして、前輪を歩道の縁石方向 

に向けて < ださい。 
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仮眠ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車が動さ出して 
事故を起こずおそれがありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーが 異常 週 熱して乂 
災の原因にな0まず。 

後退ずるとき 

後方視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
て < ださい。 


雨降りや濃霧時の運転 _ 

雨が降っていたり、濃露が発生してい 
るときは、 Li (下の点に注意して、い 
つちより慎重に運転して<ださい。 

• 路面が滑りやずいため、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いため、歩行者 
や障書物の発見が遅れがちになり 
ます。いつちより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保して<ださい。 

• 安全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッガーを作動させて < ださい。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
して < ださい。 


• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、へッドライ 
卜や U アフォグライトを点灯して< 
ださい。ただし、ヘッドランプを上 
向さにずると、雨や濃露に反射して 
視界を損なったり、对向車を賠惑ず 
るため、下向さで点口して < ださい。 

• 濃露のとさは U アフォグランプを 
点火了し、速度を落として走行して 
<ださい。危険を感じるとさは、 
霧が晴れるまで安全な場所に停車 
して < ださい。 
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クルーズコント□ールを設定ずること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
を、設定速度を自動的に維持して走行 
でをまず。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用することを 
想定したをのです。市街地では使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は 30 km/h iiLh でず。 

A 警告 

車の走行ま度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時のま全確巧やち険回避につい 
ては運転ちに全責任びありまず。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
ま意を仏って< ださい。 


A 警告 

し U 下のよラな場合はクルーズコント 
□ールを使用しないでください。車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあります。 

• 急な下り坂、急カーブ、巧がりく 
ねった道路を走行しているとき 
• 加減速を繰0返ずよラな交通状況 
や交通量の多い道路を走行してい 
るとさ 

• 雨で'請れた路面や積雪路、凍結路 
などの滑りやずい路面を走行し 
ているとさ 

. 降雨時や降雪時、濃霧時など視界 
が確保でさないとを 


A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それびあ0まず。 

Q クルーズコント□ールの設定速度 
と、スピードメーターおよびマルチ 
フアンクシヨンデイスプレイの速度 
表示には、若干の誤差び生じること 
びありまず。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

Q 急な上り坂では速度を維持ずるた 
めにシフトダウンずることびあり 
ますび、設定した速度を維持でさ 
ないとさはアクセルペダルを踏んで 
加速してください。 

〇急な下りあや重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持ずる 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
テイップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強< して、減速して<ださし、。 
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クルーズコント□ールを 設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/設定速 


度を上げる 
©表示好 

@記憶されている前回の設定速度に設定 
する/現在の走行速度に設定する 
® 現在の走行速度に設定ずる/設定速度 
を下げる 

⑥クルーズコント□ールと可変スピード 
US ッターを切り誓える 
愈クルーズコント□ールを解除ずる 

クルーズコント □ー ルは、可変ス ピー 
ドリミッター 0184ページ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

走行速度が SOkm/h (上のときに設 
定でさます。 

► 表示灯®が消口していることを確 
言忍します。 

表示口が点灯しているとさは、レ 
ノ（一を®の方向に押しまず。 

表示口が消口しまず。 

► 設定したい速度で走行しまず。 

►レノ（一をのまたは®の方向に操作 
しま3。 


または 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

記憶されている前回の設定速度に設 
定されます。 

前回の設定速度が記憶されていない 
とさは、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

A 警告 

記憶されている前回の設定速度に設 
定ずるとをは、周囲が安全な状況で 
あることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差があ 
ると、急加速や急減速して事故を起 
こすおそれがあります。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

自動的に設定速度を維持しながら走 
行しまず。 

クルーズ コント □ー ルが設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" クルーズコント□ー ル"と設定 
速度が約5秒間表示されます。 

また、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイ下部にクルーズコント□ールイ 
ンジケーターと設定速度が表おされ 
まず。 

〇 上り坂などを走行ずるときは、設 
定した速度を維持でさないことがあ 
りまずが、路面が平坦になると、設 
定した速度で走行を再開します。 
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〇 Li (下のとさはクルーズコント□一 
ルは設定できません。このときは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" クルーズコント□—ル--- km / 
h " が約日秒間表示され、部 
分が点滅しまず。 

• 約 30 km / hi ； n ^ の速度で走行し 
ているとさ 

• ESP ® の機能を解除しているとき 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 

設定速度を変更ずる 
設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上が0まず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km / h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 クルーズコント□—ルはアクセル 
ペダルを踏んでを解除されません。 
追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとをは、追い越しび終了ずると、 
クルーズコント□ールは車両の速度 
を元の設定速度に調整しまず。 


設定速度を下げる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で下びりまず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km / h 単位び切り下びり、 10 km / 
h 単位で下びりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを®の方向に下げている 
とさは、シフトダウンしたり、自動 
的にブレーキを効かせることびあり 
ます。 

クルーズコント□ールを 解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
まには 

► ブレーキ ペダルを踏みまず。 

または 

► レバーを⑤の方向に押しまず。 
レバーの表示灯⑤び点灯して、巧 
変スピード U ミツターび操作できる 
状態になりまず。 

LiTF のとをち、クルーズコント□ール 
は解除されまず。 

• 走行速度び約 30 km / hii (下になっ 
たとさ 

• ESP ® び作動したときや、 ESP ® の 
機能を解除したとさ 

• シフトポジションをにしたとさ 
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このとをは確認音び鳴り、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに" クルーズ 
コント□ール解除" び約5秒間表示 
されます。 

また、パーキングブレーキを効かせに 
とさを、クルーズコント□—ルは自動 
的に解除されまず。 

A 警告 

走行中はシフトポジシヨンを m に 
しないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こした 
り、トランス S ッシヨンを損傷する 
おそれびあ0ます。 


[可変スピードリミッター 

巧変スピード US ッ ターを設定ずる 
ことにより、アクセルぺ夕 V レを踏んで 
を、設定速度を超えないよ5に走行で 
をまず。 

設定できる速度は 30 km/h から 
21 Okm/h までの間でず。 

《上記は、車両の機能の説 B 月でず。公道を走行 
する際は、必ずを定ま度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


A 警告 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピード us ッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては、運転者に全責任があります。 
• 運転を交代するとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード us ッ 
ターの機能と設定速度を伝えて< 
ださい。 

可変スピード US ッターの機能を 
知らずに運転ずると、アクセルぺ 
ダルを踏んでを速度が上がらず、 
事故を起こすおそれがありまず。 

• 可変スピード US ッターは設定速 
度(上に加速する必要のないとさ 
に使用してください。 


A 警告 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。プレー 
キシステムが過熱して制動距離が長 
<なったり、ブレーキが効かな<な 
るおそれがあります。 


A 警告 

路面が滑りやすいとさは、急激なエ 
ンジンプレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪がス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それがありまず。 

Q 巧変スピード U 三ッターの設定速 
度と、スピード一夕一およびマル 
チフアンクシヨンデイスプレイの速 
度表示には、若干の誤差が生じるこ 
とがありまず。 
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y 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持ずる 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことがありまずが、設定速度を維持 
でさないことがありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

〇 車の最高速度上に設定してち、 
最高速度上の速度で走行ずること 
はでさません。 

〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最高速度に応じた最高 
速度を設定できるウィンタータイヤ 
ス ピー ドリミ ッ ターが装備されてい 
ます。詳しくは（1>223ページ）を 
ご覧 < ださい。 

ウィンタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているときは、可変ス 
ピード US ッ ターの設定速度の上限 
は、ウィンタータイヤスピード U 
三ッ ターの設定速度になりまず。 

〇 設定速度を維持できないときは、 
警告音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに" 設定した制限速 
度を超えました" と表おされること 
がありまず。 


可変スピードリミツターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 


に設定ずる/設定速度を上げる 
©表示打 

@記憶されている前回の設定速度に設定 
する/現在の走行速度に設定する/ 
3日 km / h に設定する 

® 現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 
© 可変スピードリミッターとク J レーズコ 
ント□ールを切り替える 
© 可変スピードリミッターを解除する 


巧変スピードリミッターは、クルーズ 
コント□—ル （>181 ページ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示口®が点灯していることを確 
認しまず。 

表示灯が消灯しているとさは、レ 
ノ（一を感の方向に押しまず。 

表示灯が点灯しまず。 

► レバーをのまたは④の方向に操作 
します。 

• 走行速度が 30 km / hLi (上のとき 
は、そのとさの走行速度に設定 
されます。 


• 走行速度が 30 km / hiU 下のとき 
は、 30 km / h に設定されまず。 
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または 

► レバーを感の方向に操作しまず。 

• 記憶されている前回の設定速度 
に設定されまず。 

• 前回の設定速度が記憶されてい 
ない場合、走行速度が 30 km/h 
上のとさは、そのとさの走行 
速度に設定されまず。 

• 前回の設定速度が記憶されてい 
ない場合、走行速度が 30 km/h 
•UU 下のときは、3日 km/h に設定 
されます。 

A 警告 

可変スピードリ S ッターを設定すると 
さは、周囲の安全、特に後方の車など 
にミ主意しながら操作してください。 
記憶されている前回の設定速度が走 
巧速度よりおいときは、記憶されてい 
る前回の設定速度に設定ずると、ア 
クセルペダルを踏んでいてち車は減 
速しまず。 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 

可変スピード US ッターが設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 制限速度" と設定速度が約日秒 
間表示されまず。 

また、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイ下部に可変スピードリ S ッターイ 
ンジケーターと設定速度が表おされ 
ます。 


設定速度を変更ずる 
設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上が0まず。 

レノ（一をいっぱいまで操作すると、 
1 km/h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
弓 〇 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で下が0まず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り下がり、 10 km / 
h 単位で下がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

可変スピードリ S ッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを感の方向に押しまず。 
レバーの表示灯®が消灯して、ク 
ルーズコント□ールが操作でさる状 
態にな0まず。 


掛蜡 w にが 
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A 警告 

可変ス ピー ド U 云ッターはブレーキ 
ペダルを踏んでち解除できません。 

し U 下のとさを、可変スピード U ミッ 
ターは解除されまず。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音び鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
liLh ほい速度までは、キックダウン 
してを解除されません。 

• エンジンを停止しにとさ 


ダイナミック八ンド U ングパッ ケー 

リ* 

運転状況に応じて、サスペンションの 
制御を行ないまず。 

スポーツモードとコン フ オー ト モード 
を選択することびでさまず。 


選択しにサスペンションモードは、ェ 
ンジンスイッチからキーを巧いてを記 
憶されます。 



スポーツモード 


タイヤの路面追従性を向上させ、ス 
ポーテイ性を重視した硬めのサスペン 
シヨン制御になりまず。 

山道での走行など、スポーテイな走行 
をするときに適していまず。 

スポーツモードを選択ずる 

► スポーツモー ドスイッチ⑤を押し 
9 〇 

表示灯のび点灯し、サスペンシヨ 
ン モー ドび スポーツモー ドになり 
cK 9 〇 

コンフオートモード 


快適性を重視したサスペンシヨン制御 
になりまず。 

コンフォートモードを選択ずる 

► スポーツモー ドスイッチ⑤を押し 

cK 9 〇 

表示灯のび消灯し、サスペンシヨ 
ン モー ドびコンフ オー トモードにな 
りまず。 


ホールド機能 

あ道での発道や信号待ちをしていると 
さなどに、車び前進または後退ずるこ 
とを防ぐ機能でず。 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効ひせな<てを、通 
常の路面で、停車した状態を維持ずる 
ことびでさまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


冊鹏：？たが 
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A 警告 

• 積雪路面や凍結路面、極端な急勾 
配の道路などタイヤが路面をグ 
リップしない状況では、ホールド 
機能を使用しないで < ださい。停 
車した状態を維持でさません。 

• ホールド機能使用時の安全確保や 
危険回避については運転者に全責 
任がありまず。 

• エンジンを停止ずると量や駐車ず 
るとき、車から離れるときは、必ず 
ホールド機能を解除し、パーキング 
ブレーキを効かせて、シフ h ポジ 
シヨンを HE にしてください。 

Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにホールド機能に関ずる故障/ 
警告^ッセージが表おされたとさ 
は （>237 ページ）をご覧ください。 

ホールド機能の作動条件 


ホールド機能は、 iU 下のとさに作動さ 

せることがでさまず。 

• 停車しているとさ 

• エンジンがかかっているとさ、ま 
たは ECO スター ト/ストップ* 
によりエンジンが自動的に停止し 
ているとさ 

• 運転席ドアを閉じているとさ（運転 
席の乗員がシートベルトを着用し 
ているとさは、運転席ドアが開い 
ているとさち作動しまず） 

• パーキングブレーキが解除されてい 
るとさ 

• ボンネットの□ックが解除されてい 
ないとさ 


I R I のいずれかのとさ 

ホールド機能を作動させる 


► ぶールド機能の作動の条件を確認し 
まず。 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にホールド機能表示灯 |hold| が表示 
されるまで、ブレーキペダルを意識 
的 I こ素早 く深く 踏み込みまず。 

ホールド機能が作動し、ブレーキぺダ 
ルから足を放してち停車したままにな 
りまず。 

〇 ぶールド機能が作動しないとさ 
は、ブレーキペダルをかし戻して、 
再度意識的に素早<深<踏み込み 
cA 9 〇 

A 警告 

ホールド機能が作動しているときは、 
車にブレーキが効いています。洗車 
機に入れるときやけん引などで車を 
動かすときは、ホールド機能を解除 
して < ださし、。 


ホールド機能を解除ずる 


(下のとさは、ホールド機能は解除さ 
れまず。 

• シフトポジションが CE または 
EE のとさに、アクセルペダルを 
踏んだとさ 

• シフトポジションを [ E にした 
とさ 



化蜡：？にが 


•シフトポジションが LDJ. 「N し 
■* オプション作仕様により、異なる装備でず。 
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• ある一定 iiLL の強さでブレーキぺ夕 
ルを再度踏み、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイのぶールド機能表示 
口匹回が消口したとさ 
• パーキングブレーキを効かせたとさ 

A 警告 

ホールド機能が作動しているとさは、 
車から降りないでください。 

ホールド機能は、運転者似外の同乗 
者が、または車外から操作したり解 
除しないで < ださい。 

ホールド機能はパーキングブレーキ 
に代わるちのではありません。絶対 
にパーキングブレーキとして使用し 
ないで < ださい。 

し U 下のとさは、ホールド機能のブレー 
キ効果が解除され、車び動さ出し 
ます。 

• アクセルペダルまたはブレーキぺ 
ダルを踏んで、ホールド機能を解 
除したとさ 

• システムの故障やバッテリー不具 
をなどの電力供給の中断が発生し 
たとさ 

• エンジンルームの電気システムや 
バッテリー、またはヒューズなど 
が変更されたとさ 

• バッテ U —の接続が断たれたとさ 
エンジンを停止するとさや駐車ずると 
さ、車から離れるとさは、必ずホール 
ド機能を解除し、パーキングブレーキ 
を効かせて、シフポジションを [E 
にして < ださい。 


ぶールド機能が作動していて、 iU 下の 
とさはパーキングブレーキが自動的に 
作動しまず。 

• 運転席の乗員がシートベルトを着用 
していない状態で運転席ドアを開< 
か、運転席ドアを開いて運転席の乗 
員がシートベルトをがしたとさ 

• エンジンを停止したとさ （ ECO ス 
タート/ストップ*によりエンジ 
ンが自動的に停止している場合を 
除 <) 

• ボンネットの□ックを解除したとき 
• システムに異常が発生したとさ 
• 電力供給が不十分なとさ 

車両の電気システムに不具合が発生し 
たとさは、マルチフアンクションデイ 
スプレイに liTF の;><ッセージが表おさ 
れまず。 

II ずぐにブレーキを踏んで < ださい" 

►このときは、マルチフアンクション 
デイスプレイの警告 ッセージが消 
えるまで、ただちにブレーキペダル 
をしっかり踏み込みまず。ホールド 
機能が解除されまず。 

" P レンジにシフトして<ださい" 

► このときは、車が動き出ずのを防ぐ 
ため、シフトポジションを [ E に 
して<ださい。ホールド機能が解除 
されまず。マルチフアンクション 
デイスプレイの警告 ッセージが消 
スまず。 


冊鹏：？にが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ホールド機能が作動しているとさに iU 
下の操作をすると、一定間隔でホーン 
ち鳴りまず。 

• エンジンが停止しているときに、運 
転席の乗員がシートベルトを着用 
していない状態で運転席ドアを開< 
か、運転席ドアを開いて運転席の乗 
員がシートベルトを：列したとさ 

• ボンネットの□ックを解除したとき 

ホーンの音は、ぶールド機能を作動さ 
せたまま車が駐車されたことに対する 
警告でず。 

キーレス3’一装備車は、ホーンが鳴つ 
ているときにリモコン操作で施錠しよ 
ラとずると、ホーンの音量が上がり 
ます。ホールド機能を解除するまでは、 
施錠でさません。 

〇 エンジンを停止したとさは、ホー 
ルド機能を解除ずるまで、エンジン 
を再始動することはでさません。 


パークト□ニック 


重要なを全事項 


A 警告 

バークト□ニックは運転者をま援する 
システムです。運転者はパークトロ 
ニックだけに頼らず、おず周囲の状況 
を確認してください。 


A 警告 

車の周辺に人や動物びいないことを確 
語してください。 

パークト□ニックは、超音波センサー 
による電モ式駐車補助システムでず。 
車両と障害物との距離を視覚的、聴覚 
的に示しまず。 

パークト□ニックは、じ(下のとをに自 
動的に作動しまず。 

• イグニッション位置び2のとさ 

• シフトポジションび CE 、 HE 、 
rm のいずれかのとさ 

• パーキングブレーキび解除されてい 
るとさ 

パークト□ニックは、走行速度び約 
1 8 km/h (下のときに作動しまず。 
走行速度び約 18 km/hLU 上になると 
作動を停止します。 

フ□ントバンパーの6個のセンサーと 
1」アノ くンノて一の4個のセンサーび障害 
物などを感知しまず。 


冊蜡：？にが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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) V —クト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ントバンパー） 


フ□ントバンパーの6個のセンサー 
©と U アバンパーの4個のセンサー 
び障害物などを検知しまず。 

H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、ホ 
色インジケーターだけび点灯して、 
約20秒後にパークト□ニックび停 
止することびありまず。センサーに 
損傷をちえないよラま意して、定期 
的に清掃してください0280ぺ一 
ジ）。 


センサーの検知節囲 



側ちから見た検巧範囲 



A I 三 -— 


上ちか6見た検巧範囲 


フ□ントバン A ’一 のセンサー 


センター部 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 60 cm 〜1 5 cm 


リアバン A °— のセンサー 


センター部 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 80 cm 〜1日 cm 


P バンパーのセンター部で約 20 cm 
し U 巧、コーナー部で約 15 cm Li (内 
にある障害物は検知できません。 


〇センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックび正甫に作動せず、車 
を損傷しにり事故につなびるおそれ 
びありまず。 

〇針金や□ープなどの細い物や、植 
木おや建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるをのに十分ミ主意してく 
ださい。これらびを近距離巧にある 
とを、状況によっては、センサーび 
これらを検知せず、車や物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を検知しないことびあり 
ます。 


冊鹏：？にが 
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〇不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく作動 
しないことびありまず。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正苗に作動しないこ 
とびありまず。 

〇温度や湿度び高いとをや超音波や 
ほ周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

〇路面び平坦でないとさは、パーク 
卜□ニックは正常に作動しないこと 
びありまず。 


インジケーター/作動表示な 



フ□ント 

のを側インジケーター 
③ち側ィンジケーター 
⑤フ□ント作動表示な 



U ア 

0左側インジケーター 

©ち側インジケーター 

® U ア作動表示打 

〇 イグニッシヨン位置を2にずる 
と、ずべてのインジケーターと作動 
表示灯び一瞬点灯しまず。 

) 、‘ークト□ニック①作動 

イグニッシヨン位置び2のとさ、シフ 

卜位置に応じて、し U 下のよ5に作動し 

まず。 

シフト位置作動内容 

rpi フ□ントのセンサー 

び作動し、フ□ント 
の作動表示灯び点灯 
します。 

r R FNl フ□ントと u アのセ 

ンサーび作動し、フ 
□ントと U アの作動 
表示灯び点灯しまず。 

m パークト□ニックは 

作動しません。 

〇 パークト□ニックは、走行速度 
が約 18 km / haU 下のときに作動し 
ます。走行速度が約 18 km / haU 上 
になると作動を停止しまず。 


冊蜡：？にが 
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検知範囲に障害物び入ったとき 

黄色インジケーターび1個点灯し 
ます。 

障害物との距離び近<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離び近くなったとを 

黄色インジケーターに加えて1個目の 
赤色インジケーターび点灯し、警告音 
び断続的に約2秒間鳴りまず。 

最短検知お離（約20〜1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目のホ色インジケーターび点灯し、 
警告音び連続的に約2秒間鳴りまず。 

Q 障害物との距離がセンサーの最短 
距離よりち近くなると、センサーは 
障害物を検知でさなかったり、正常 
に作動しな<なることがあります。 
また、インジケーターや作動表示口 
が消灯ずることがあ0まず。 


八ークト□ニックの停止 



©表示口 

©バークト□ニックオフスイッチ 


A — クト□ニックを停止ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさに、 
パーク ト □ニック オフ スイッチ⑤ 
を押します。 

スイッチの表示灯のび点灯しまず。 

A ’ー クト□ニックを作動させる 

►パークト□ニックオフスイッチ⑤ 
を押しまず。 

スイッチの表示灯®び消灯しまず。 
〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止してを、な 
にイグニッシヨン位置を2にした 
とさ、パークト□ニックは自動的に 
作動しまず。 


パークト□ニックを停止でさまず。 


冊鹏：？にが 
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パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 


パークト□ニックの 
ホ色インジケーター 
だけび点灯している。 
約2秒間警告音び 
鳴ごた 。 

約2日秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除され、パークトロ 
ニックオフスイッチ 
の表示むび点灯した。 


パークト□ニックの 
ホ色インジケーター 
だけび点灯している。 
約2日秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除された。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

パークト□ニックの故障のため、機能び觸除されている。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で 
パークト□ニックの点検を黃けてください。 


パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください（1>28日ページ）。 
►再度、イグニッション位置を2にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除されている。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください（1>192ぺ- 
ジ）。 


化蜡：？にが 
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パーキングガイダンス機能* 

パーキングガイダンス機能は、超音波 
センサーによる電モ式駐車補助シス 
テムです。 

超音波は車両両側の道路の計測に使用 
されます。適切な駐車スペースは駐車 
マークで 示されます。 

駐車するとさは、ステアリング操作の 
指示ち表示されます。 

パークト□ニックち併せて利用でさ 
ます （>190 ぺージ）。 

A 警告 

• パーキングガイダンス機能は運転 
操作を補助ずるシステムであり、 
駐車禁止の場所や、私道、駐車に 
適さない路面や駐車スペースに誘 
導することがあります。 

• パーキングガイダンス機能は駐車 
スペースを通過してから測定し 
ます。例えば、駐車スペースの前 
後に駐車している車両の位置が変 
わった0、駐車スペースに障害物 
が入った場合など、駐車スペース 
が変わった場含は測定でさません。 

• パーキングガイダンス機能は運転 
者の注意に対ずる責任を軽減させ 
るち)のではありません。パーキング 
ガイダンス機能だけに頼ると、事故 
の原因になったり、運転者や他の人 
がけがをするおそれがおりまず。 

• 安全に対する責任は、常に運転者 
にあります。駐車するとさや車を 
移動するとさは、周囲の状況にミ主 
意してください。 


A 警告 

駐車 スペースを 計測しているとさは、 
パーキングガイダンス機能の検知範 
囲外の高さにある障害物は検知され 
ません。例えば、突き出している荷 
物や車両後部、積載用ス□ープなど 
は、システムが駐車手順を計算ずる 
と量に考慮されません。状況によつ 
ては、パーキングガイダンス機能が 
指示ずるステア U ング操作のタイ S 
ングが早ずざることがあるため、衝 
突するおそれがあります。このよラ 
な状況では、パーキングガイダンス 
機能は使用しないでください。 


A 警告 

車の周辺に人や動物がいないことを 
確認して<ださい。人や動物がけが 
をずるおそれがあります。 

パークト□こツクを停止しているとさ 
は、パーキングガイダンス機能ち使用 
でさません。 

駐車スペースが liTF のよ5なとさに、 
パーキングガイダンス機能を使用し 
て < ださい。 

• 走行ずる方向と平行なとさ 
• カーブしていない直線道路のとさ 

• 歩道がの舗装路面など、道路と駐 
車スペースが同じ高さのとさ。パー 
キングガイダンス機能は平坦な縁石 
を検知しないことがありまず。 

駐車時のま意 

• 狭い道では、でさるだけ駐車スペー 
スの近<を通過して走行して<だ 
さし、。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• 駐車スペース内にごみび落ちていに 
り、草び生い茂ってたり、トレー 
ラーけん弓 I 部び突さ出ている場合な 
どは、正しく見分けられなひったり、 
検知でさないことびありまず。 

• 雪や激しい雨によ0、正し<計測さ 
れていない駐車スペースに誘導ずる 
ことびありまず。 

• 駐車操作を行なっている間は、パー 
クト□ニックの警告にま意してくだ 
さい （0190 ページ）。 

• 車両からはみ出た荷物を運搬してし、 
るとをは、パーキングガイダンス機 
能を使用しないでください。 

• スノー チェーン や応急用スペアタイ 
ヤ*を装着しているとさは、まし 
てノ くーキングガイダンス機能を使用 
しないで < ださい。 

• タイヤの空気圧び常に適正であるこ 
とを確認してください。ステアリン 
グ操作の指示に影響しまず。 

• 駐車スペースに車両を停める方法 
は、例えば、車両の前後に停車してい 
る車両の位置やあ、場所の状態など、 
色々な要因により影響を受けまず。 
場合により、パーキングガイダンス 
機能は駐車スペースからかなり離れ 
ていたり、十分に離れていない場所 
に誘導ずることびありまず。また、 
ノてーキングガイダンス機能の指示通 
りに操作ずると、縁石をまたいだり 
縁石に柔り上げることをありまずの 
で、車両び縁石にかかる前に駐車操 
作を中止して < ださし)。 


〇縁石びある場所で使用ずるとさ 
は、ホイールやタイヤ、ボディなど 
び縁石と接触しないよ5にま意して 
<ださい。 

〇縁石などの障害物び避けられない 
とをは、駐車操作を中止してくだ 
さい。ホイールやタイヤ、ボディな 
どを損傷ずるおそれびありまず。や 
むを得ず障害物を乗り越えるとさ 
は、できるだけ垂直におい角度から 
ゆっくりと柔り越えてください。 


駐車スぺースの検知 



の 左側に駐車 スペースび 検巧されたとを 
® バーキングガイダンスマーク 
⑤ち側に駐車 スペースび 検巧されたとを 


パーキングガイダンス機能は、走行速 
度び約 35 km / hii (下で前進している 
ときに自動的に作動しまず。 

作動中は、システムび車両の両側の駐 
車スペースを検知し、測定しまず。走 
行速度び約 30 km / h け下のときは、 
メーターパネルにパーキングガイダン 
スマーク②び表示されまず。 
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駐車スペースを検知ずると、左側を 
指す矢印のまたはち側を指ず矢印® 
が表示されまず。通常では、パーキン 
グガイダンス機能は左側のみの駐車ス 
ペースを表おしまず。ち側の方向指示 
灯を作動させると、ち側の駐車スペー 
スを表示します。ち側に駐車ずるとさ 
は、シフトポジションを EE にずる 
まで、方向指示灯を作動させたままに 
して < ださい。 

パーキングガイダンス機能は、(下の 
とさにのみ駐車スペースを検知しまず。 

• 走行するち向と平行なとさ 

• かなくとち約1.日 m 上の幅がある 
とさ 

• 車両の全長よりち約1 .3 m 政上長い 
とさ 

駐車スペースの表示は、駐車スペース 
を通0週ざてから約1 5 m 離れるまで 
表示されます。 

駐車ずる 


A 警告 

• パークト□ニックとパーキングガ 
イダンス機能は運転操作を補助す 
るシステムであり、すべての障害 
物を検知するわけではありません。 
運転者のミ主意に巧ずる責任を軽 
減ずるをのではありません。 

• 駐車するとさや車を移動ずるとき 
は、周囲の状況にミ主意してくだ 
さい。運転者や他の人がけがをす 
るおそれがありまず。 


► 希望する場所の駐車スペースマーク 
がマルチフアンクションディスプレ 
イに表示されたとさは、停車しまず。 

► シフトポジションを EE にしまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
に" 車両周辺の安全を確認して< 
ださい 0 K ボタンで確認" と表示さ 
れます。 

^六ッセージを 確認したら、ステアリ 
ングの应のスイッチを押しまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
にパーキングガイダンス機能画面が 
表示されます。 

駐車スペースからの距離によって 
は、マルチフアンクションディスプ 
レイに "後退してください" と表示 
されまず。 



► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "後退してください" と表示され 
たときは、確認音が聞こえるまで後 
退しまず。 

このとさは、後方に向かラ矢印が表 
示されます。 
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ステアリンクをまわず位置に達ずる 
と、矢印がずベて白色にな0まず。 
その後、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに "八ン ドルを左にまわ 
してく ださい" または "八ン ドルを 
ちにまわして ください" と表示され 
ます。 


1 


嗓 


誠離、 


►停車した状態で、矢印びずべて白 
色になって警告音び鳴るまで、表 
示された方向にステア1」ングをま 
わします。 

適切なステア U ング角度になると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 後退してください" と表示され 
ます。 

駐車スぺースまで後退ずる 

►ステア U ング角度を保ったまま、ミ主 
意して後退します。 

►警告音び聞こえたら、ずみやかに停 
車します。 

車両の位置び、ステア U ングを反対 
方向にまわず位置にな0まず。 

このとき、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "八ン ドルをちに 
まねして<ださい" または "八ン ド 
ルを左にまわしてください" と表 
示されます。 


ステアリングを反巧方向にまわず 

►停車した状態で、矢印びずべて白 
色になって警告音び鳴るまで、表 
示された方向にステア U ングをま 
わしまず。 

適切なステア U ング角度になると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 後退してください" と表示され 
ます。 

駐車スペース内に後退ずる 

►ステア U ング角度を保ったまま、ま 
意して後退しまず。 

► 警告音び聞こえ、遅くとをパークト 
□ニック の警告音び連続的に鳴った 
らずみやかに停車しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "パーキングガイダンス終了し 
ました" と表示され、確認音び鳴り 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に位置修正の指示び表示されたら、 
反巧方向にステア1」ングをまわし、 
シフトポジシヨンを変更しまず。 

►必要に応じて、車両を移動してくだ 
さい。 

► 苗にパークト□ニックの警告にま意 
してください0190ページ）。 
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パーキングガイダンス機能の中止 

► センターコンソールのパークトロ 
こックオフスイッチを押しまず 
(>193ページ）。 

ノ くーキングガイダンス機能がただち 
に中止され、パークト□ニックが停 
止します。 

駐車スペースへの誘導がでさない場合 
や誤作動が発生した場合は、パーキン 
グガイダンス機能は自動的に停止し 
ます。このとさは、駐車スペースマー 
クの表示が消えて警告音が鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
"パーキングガイダンス中止しまし 
た" といラ警告^ッセージが表示され 
ます。 


アテンションアシスト 

アテンションアシストは、高速道路や 
幅の広い道路を走行するとさなど、長 
時間にわたり変化のかない運転を行 
なっているとさに運転者を補助ずる 
システムでず。 

アテンションアシストは、約 80 km/h 
〜約 180 km / h で走行しているとき 
に作動しまず。運転者の運転スタイ 
ルや運転時間などから、運転者の疲 
労や注意力の低下の典型的な兆候を 
検知したとさに警告を行ない、休憩 
を促します。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


A 警告 

アテンションアシストは、あ<まで 
運転者の補助のみを行なラをのであ 
り、疲労やミ主意力低下に対する警告 
び遅れたり、まったく警告が行なわ 
れないことがあります。また、十分 
な休息をして集中力のある運転者の 
代わりになるをのではありません。 
疲労により、危険な状況の認知が非 
常に遅れた0、また、状況の判断を 
誤ったり、反応が遅れることがあり 
まず。運転前や運転中は運転者自身 
で疲労の度含いを認識してください。 
運転が長時間にわたるとさは、適時 
かつ定期的に休憩を取ってください。 
盾;険を認知することがでさず、事故 
を起こしたり、運転者や他の人がけ 
がをずるおそれがありまず。 

アテンションアシストは、じ(下のよラ 
な状況を考慮して、運転者の疲労やま 
意力低下を判断しまず。 

• ステア U ング操作などの運転スタ 
ィル 

• 時刻や運転時間などの運転に関連ず 
る状況 

UTF のよラなときは、アテンションア 
シストの機能が制限され、警告が遅れ 
たり、警告がまった<行なわれないこ 
とがありまず。 

• 大さな凹凸や巧があるなど、道路状 
況が悪いとさ 

• 横風が強いとさ 

• スピードを出してカーブを曲がっ 
ているとさや急加速で運転している 
ときなど、非常にスポーティな運転 
を行なってし^るとさ 
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•約 80 km/h U * (下や約1 80 krn/h \iX 
上の速度で走行していることが多い 
とさ 

ぷ上記は、車両の機能の説巧です。公道を走行 
ずる際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

• COMAND システムを操作している 
とさや COMAND システムの電話 
機能で通話しているとさ 

• 時刻の設定が正し<ないとさ 

• 車線を変えたり走行速度を変える 
など、絶えず運転状況に変化があ 
るとさ 

アテンションアシストの設定と解除 

アテンションアシストの設定と解除は 

マルチフアンクションディスプレイで 

行ないまず（[>217ページ）。 


1が.8 


化？53 


巧扛を 


アテンションアシストが設定されてい 
るときは、マルチフアンクションディ 
スプレイにアテンションアシストマー 
ク①が表示されまず。 

アテンションアシストが設定されてい 
てち、運転を開始してから約2日分 iU 
内は警告は行なわれません。 


警告が行なわれると断続的な警告音と 
ともに、マルチフアンクションディス 
プレイに "アテンションアシスト休 
憩して<ださい" と表示されまず。 

このとさは、 

►必要であれば、イ木憩を取って< だ 
さい。 

► 应のまたは胃を押しまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
(D 乂ッ セージが消えまず。 

長時間の運転では、適切な化息をする 
ために、適時かつ定期的な化憩を設け 
てください。イ木憩ずることなく運転 
を続け、運転者の疲労やま意力の低 
下の典型的な兆候を検知したとさは、 
約15分経過 iU 降に再度警告を行ない 
9 〇 

UTF の操作を行なラと、アテンション 
アシストは U セツトされまず。 

• エンジンを停止したとさ 

• 運転を交代したりイ木憩を取るなど 
で、運転者がシートベルトをがして、 
運転席ドアを開いたとさ 
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車両装備について、まを上の注意事頂 


車両装備について 


〇 この取扱説明書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


を全上の注意事項 


ーターパネルについては、各部の名 
称をご覧ください（杉24ページ）。 

A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許すとさにのみ 
操作してください。を意がそれ、運 
乾に集中ずることがでさず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

分ーターパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、分ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示灯、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性をあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況に合わせて<だ 
さし、。 

また、ただちにレセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示します。そ 
のため、車両が安全に使用でさるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転ずることにより、事故の原 
因になりまず。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全'性 
に悪影響を与えるおそれがありまず。 
その結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさなく 
なります。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた^ルセ デス • 
ベンツ指定サービスエ場で行なラこ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず^ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 
<ださい。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因にな0まず。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイッチを 
操作ずるときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまねしな 
が5操作すると、事故を起こすおそ 
れがあ0ます。 


VN-hKvm 
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广スプレイと操作 


メー ターパネル照明 _ 

照度調整ノブはメーターノ くネルの下部 
左側にありまず024ページ）。 

► 照度調整ノブをまわしまず。 

メー ターパネル 

ライトスイッチび因司、巨固または 
画 E ] のとさ、周囲び巧るいとさはメー 
ターパネルの照日月は点灯しません。周 
囲び暗いとさはメーターパネ j レの照明 
び点灯し、照度調整ノブを回ずことで 
照度を調整でさまず。 

〇 マルチフアンクションデイスフレ 
イの点灯/消灯や照度は、メーター 
パネルに連動しまず。 

車内のディスプレイやスイッチ 

ライトスイッチび因巧のとさは、周 
囲の巧るさに連動して、点灯/消灯し 
ます。ライトスイッチび巨固または 
巨固のとをは、周囲の日月るさにかかわ 
日ず点灯しまず。 


エンジンを却水温度計 _ 

メーターノ くネ j レのち側にありまず。 

指定の;令却水を適切なミ居合比で使用し 
ているとさは、約 120° C まではオー 
バーヒートは起こしません。 

暑い曰や上りあび続くとさなどに、；ち 
却水温度の表おび120で付近をおずこ 
とびありまずび、7ルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メッセー 
ジび表示されない限り、故障ではあり 
ません。 


_タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レツドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のにめ、燃料供 
給び行なわれな< なりまず。 

9 I 黃境 

必要似上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不必 
要に消費し、大気汚染の原因になり 
まず。 


外気温度表示 

マルチフアンクシヨンディスプレイ内 

にが気温度表示がありまず。 

A 警告 

外気温度表示が日で似上でを、路面が 
凍結していることがあります。走行 
には十分ミ主意してください。 

U 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの顧射熱などの影響を受 
けまず。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 




《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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ディスプレイと操作 


燃料計 _ 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約6日 U ツトル 
または約7日リツトルでず。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 

燃料残量警告口 

燃料の残量がかな < なると点口しまず。 

警告灯が点灯したとさの残量は約8 
リツトルまたは約9リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 

スピードメーター 

車の走行速度を km / h で表示しまず。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のぉ作 _ 

イグニッシヨン位置を1にずると、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイは作 
動しまず。 


マルチファンクシヨンステアリングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンディスプレイを操作しまず。 



Y 立 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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を側キーパッド ち側キーパッド 


機能 

W スク□—ルスイッチ 

^ •メインメニューおよびメ 
ニュー1」ストの呼び出し 

口 □ スク□—ルスイッチ 

rri 軽く押す； 

• U ストのスク□—ル 

• サブメニューまたは機能の 
選択 

•オーディオメニュー：ラジ 
才•テレビの手動選局、卜 
ラックの選択、 DVD ビデ 
才のチャプター選お 

• 電話 メニュー： 電話帳の表 
示および電話帳の名前また 
は電話番号の選択 

押して保持する： 

•オーディオメニュー：ラジ 
才•テレビの自動選局、卜 
ラックの早送り/早戻し、 
DVD ビデオの早送り/早 
戻し 

• 電話 メニュー： 電話帳の ス 
ク□ール 

应の確定スイッチ 

• 選がした項目の確定やメッ 
セージの 確認 

• 電話 メニュー： 電話帳の表 
示および電話の発信 

•才ーディオメニュ ー :選局 
操作の停止 


機能 

^ 通話終了スイッチ 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳/発信履歴を閉じる 

[S 通話開始スイッチ 

• 電話の発信 
• 発信履歴の表お 

I + 音量スイッチ 

^ • 音量の調節 

[S 消音スイッチ 

オーディオやナビの音青案 
内などの消音 

音声認識スイッチ 

機能 

cs 音声認識スイッチ 

• 音声認識の開始 
〇 音声認識の詳細について 
は、 COMAND システムの 
別冊取扱説明書をご覧 < だ 
さし、。 




《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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ディスプレイと操作 


リターンスイッチ 
機能 

胃 U 夕ーンスイッチ/音声認 
識解除スイッチ 

軽 < 押ず： 

•戻る 

• 音声認識の中止 

•故障/警告メッセージの 
消去、ひとつ前の画面への 
移動 

• 電話帳/発信履歴を閉じる 
押して保持する： 

• 基本画面への移動 



①メニューリスト 

メニュー U ストのには、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイのメインメ 
ニューび表示されまず。 

メニューリストを表示させる 

► 3] または [ E を押しまず。 

〇 メニューリストを表示させてか 
ら約3秒間何を操作しないと、メ 
ニューリストの表示は消えまず。 


基本操作 

メインメニューを選択ずる 

► メニューリストび表示されていると 
さに 3 D まには CB を押して、メ 
インメニューを選択しまず。 

ヴブメニューのリストをスク□—ルさ 
せる 

► 丘！!または E を押しまず。 

ひとつ前の画面に戻る 

► 胃を押しまず。 

基本画面（トリップメニュ ー) に戻る 

► 卜 U ップメニューび表示されるまで 
を押しまず。 

または 

► 胃を押して保持しまず。 


オーディオや通話などの音量を調壁 
ずる 

► + I または I — I スイッチを押し 
ます。 

消音ずる 

► ES を押しまず。 


選択を確定ずる 

► 应のを押しまず。 


VN-hKvm 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 










メインメニコ 
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メニュ ー 

①卜 U ップメニュー （0208 ぺージ） 

③ ナビメニュー([>211ぺージ） 

⑤才ーディオメニュー（>213ページ） 

④ TEL メニュー （021 5ぺージ） 

⑤ アシストメニュー （>21 7ぺージ） 

® メンテナンスメニュー （021 7ぺージ) 
⑦設定メニュー (^21 9ページ） 



《画面表示や操作方法などは予吉な<変更されることびあります。 
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トリップメニュー _ 

卜 U ップ こューで 表示-設定でさる 
項目は下の通りでず。 

• 基本画面 

• エンジン始動時からの情報表示 

0209ぺージ） 

• U セット時からの情報表お0209 
ぺージ） 

• 走行可能お離.燃費表示（>210ペー 
ジ） 

• 走行速度表示0210ページ） 

トリップメニューを表示させる 

► aD または CB を押して、メニュー 
リストで" トリツ T " を選択しまず。 


基本画が 



①卜 U ップメーター 
⑤オドメーター 


トリップメーターのは、 U セット後 
の走行距離を表示します。 

オドメーター③は、これまでに走行 
したお離の総合計を表示しまず。 


基本画面を表示させる 

► 基本画面び表示されるまでを 
押ずか、押して保持しまず。 

または 

► 卜 U ツプメニューを表示させまず。 

► 基本画面(外の画面び表おされに 
とさは、基本画面び表おされるま 
で E または E を押しまず。 

卜 U ツプメーターを U セツトずる 

► 基本画面を表示させまず。 


► 凹りを押しまず。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 卜1」ップ メーター 1」セットし 
ますか？" と表示されまず。 

► E を押して" はい" を選択し、 
两 を押しまず。 


VN-hKvm 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 













メインメニコ 
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エンジン始動時か5の情報表示/リ 
セツト時か5の情報表示 



エンジン始動時か S の情報表示の例 

①走行距離 
⑤経過時間 
⑤平巧速度 
④平均燃費 

エンジン始動時からの情報表示（ス 
タート後）では、エンジンを始動した 
とをを起点としに情報を表示します。 

同様に、 U セット時からの情報表示（ I 」 
セット後）では、 U セットしたときを 
起点とした情報を表おします。 

エンジン始動時からの情報表示/リ 
セット時か5の情報表示を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

►丘□または E を押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示（スタート 
後）、または U セット時からの情報 
表示0」セツト後）を表示させまず。 


〇 エンジン始動時からの情報表示 
は、イグニッシヨン位置を0にし 
てから、またはエンジンスイッチか 
らキーを巧いてから約4時間経過 
ずると、自動的に1」セットされまず。 

約4時間じ(巧にイグニッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されまず。この 
とさは、999時間経過後、または 
9,999 km /マイル走行後に自動的 
に I 」セットされまず。 

〇 U セット時からの情報表示 
は、9,999時間経過後、または 
99,999 km /マイル走行後に自動 
的に U セットされまず。 

エンジン始動時か5の情報表示/リ 
セット時か5の情報表示を U セット 
ずる 

►エンジン始動時からの情報表示、ま 
たは U セット時からの情報表示を 
表示させまず。 

► 区のを押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 数値1」セットしまずか？" と 
表示されまず。 

► 因を押して" はい" を選択し、 
应。を押しまず。 




《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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走行可能距離.瞬間燃費表示 



® 走行可能距離 
©瞬間燃費 

走行可能距離のは' 現在の燃料残量で 
走行可能なおよそのお離を計算し、予 
測値として表示しまず。イグニッシヨ 
ン位置び2のとさに表示されまず。 

瞬間燃費⑤は、走行中の瞬間燃費を 
km / I で表示しまず。エンジンびかひつ 
てし''るとさに表示されまず。 

走行可能距離-燃費表示を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表示させまず。 

► 走行可能距離-燃費表示し i (外の画 
面び表示されたとさは、走行可能 
距離-燃費表示び表おされるま 
で丘！!または口 □ を押しまず。 

〇 燃料残量びかないとさは、走行可 
能お離の代わりにび表示され 
ます。最寄りのガソ U ンスタンドで 
給油して < ださい。 


走行速度表示 



〇走じ速度表お 

走行速度を表示します。 

走行速度表示を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► 走行速度表示(外の画面び表示さ 
れたとさは、走行速度表示び表示 
されるまで E または rri をキ申 
し 9 〇 


VN-hKvm 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ナビメニュ~ _ 

ナビメニューを表示させる 

► 3 D または CB を押して、メニュー 
リストで "ナピ" を選択しまず。 

ルート案内を巧なっていないとを 



© 進行ち向の方位表示 

マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
進行方向の方位のび表示されまず。 

ルート案内を行なっているとを 



©目的おまでの距離 
©交差点（分岐点）までの距離 
⑤交差点（分岐点）での進行方向 


交差点（分岐点）に接近しているとき 


車線変更を伴わないちが時の例 



の交差点（分岐点）での進行方向の案内 
©交差点（分岐点）までの距離 
⑤交差点（分岐点）での進行方向 


交差点（分岐点）に接近ずると、音 
青案内び行なわれ、マルチファンク 
シヨンディスプレイに交差点（分岐 
点）までの距離③と進行方向⑤、進 
行方向の案内のび表示されまず。 




《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 











車線変更を伴ラち巧時の例 


ルート案內中の表で 



の交差点 (分岐点）までの距離 
©適切な走行車線 
( D 車線変更表示 

複数の車線がある道路を走行してい 
るとさに交差点（分岐点）に接近ず 
ると、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに交差点（分岐点）までの距 
離のが表示されまず。また、適切な 
走行車線®と、車線変更の内容® 
が表示されまず。 


COMAND システムで目的地を設定し 
たとさやルート案内をしているとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに iU 下のよラな表示が行なわれるこ 
とがありまず。 

"" 

目的地に到着したとさに表示されまず。 

" 目的地周辺でず" 

目的地が比較的大さな施設のとさなど 
に、目的地に到着ずると表おされるこ 
とがありまず。 

■ I 新 ルー ト" 

当初の案内ルートからがれたり、渋滞 
が発生した場合などに表おされること 
がありまず。計算後はルート案内表示 
に戻りまず。 

" ルート計算中" 

ルートを計算しているとさに表示され 
ます。 

" 案内ルートタ + " 

車が地図に表示されない場所にある 
とさ、または駐車場などの道路がの 
場所にあるときに表おされることが 
ありまず。 

"ルートなし" 

目的地までのルート案内が計算でさ 
ない場合などに表おされることがあ 
りまず。 

〇 ナビの詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


VN-hKvm 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 




メインメニコ 
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オーディオメニュー _ 

〇 オーディオの詳細については、 
COMAND システムの別冊取扱説明 
書をご覧 < ださい。 

ラジオ局を選局ずる 



©" FM 1" または " FM 2" 

" AMI " または " AM 2" 

©プリセツト番号/ 

放送局名または受信周波数 

COMAND システムで、 FM ラジオま 
たは AM ラジオを受信しているときに 
表示-選局でさます。 

► 3 D または CB を押して、ニュー 
リストで" 才-テ''イオ" を選択しまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► E または ra を押しまず。 

プリセツトされたラジオ局が選おさ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► E または [ Z ] を押して保持し 
ます。 

受信周波数が動さ、次に受信でさる 
周波数で停止します。 


トラックを選択ずる 



①音楽ソース表示 

(" ディスクメモリ-力-ド "/" HDD "/ 

" usbv"media int . v'bt audio "/" 外 

部入力"） 

@トラック番号/トラック名 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、><モリーカー 
ド、 S ユージックレジスター 、 USB 
><モリ ー、 ディアインターフェー 
ス、 Bluetooth ⑩オーディオ、が部入力） 
が音楽ソース表示©に表示されまず。 

►百□またはを押して、 y — ZL — 
リストで" 才-テ''ィオ" を選択しまず。 

トラックを選択ずる 

ディスク、><モリーカード 、 S ユージッ 
クレジスター、 USB ^ モ U -、 がィ 
アインターフェース、 Bluetooth ® オー 
ディオのし^ずれかを再生してし^るとさ 
はトラックを選択ずることがでさまず。 

► E または ra を押しまず。 

次または前のトラックが選択され 
cA 9 〇 


VN-hKvm 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 










DVD ビデオのチャプターを選択ずる 



①チャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
まず。 

► W または W をキ甲して、^こユー 
リストで" 才-テ'' イオ" を選択しまず。 

チャプターを選択ずる 

► E または E を押します。 

次または前のチャプターが再生され 
ます。 


テレビ局を選局ずる 



① "テレビ 1" または "テレビ 2" 

@プリ セツト 番号 /チヤンネル 番号/ 
放送局名 

COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 

► 3 D または W をキ甲して、^こユー 
リストで" 才-テ'' イオ" を選択しまず。 

テレビ局をプリセツト選局ずる 

► E または ra を押しまず。 

プリたツトされたテレビ局が選択さ 
れます。 

テレビ局を自動選局ずる 

► E または E を押して保持し 
ます。 

受信チヤンネルが動さ、次に受信で 
きるチヤンネルで'停止しまず。 


VN-hKvm 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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TEL メニュ • 


携帯電話を COMAND システムに接続 
することにより、八ンズフリー通話が 
でさます。 

OCOMAND システムには Bluetooth ® 
により携帯電話を接続でさまず。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説日月書」をご覧< ださい。 

A 警告 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話がかかってさた 
と量は、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けてくださし、。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフ U —機能で「か 
け直す」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 


TEL メニューを表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続しまず。 

► 团またはのを押して、ニュー 
U ストで " TEL " を選択します。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 電話待ち受け" と表示され 
ます。 

着信した電話を受ける 



発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話が着信ずると上記のよラな画面が 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に [ S を押しまず。 

通話を終える（電話を切る） 

► [ Ml を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に^を押しまず。 

〇 上記の操作は TEL こユーを 表示 
していないときち行なうことができ 
ます。 


Y 立 



《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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電話帳か 5 電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されている 
電話帳から電話を発信でさます。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドできまず。詳し < は、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
を ご覧 < ださい。 

► 3 D または CB を押して、^こユー 
U ストで " TEL " を選択しまず。 

► r ^ rri または应のを押して、電 
話帳を呼び出しまず。 

► E または ra を押して、発信先 
を選択しまず。 

電話帳の1」ストびスク □ 一 J レしまず。 

E または E を約2秒し i (上押 
し続けると、電話帳データびスク 
□—ルしまず。口□まには E 
を約4秒し U 上押し続けると、あか 
さにな''.行、および各アルフアベッ 
卜の最初の登録項目ごとにスク 
□ールしまず。 

電話帳データに電話番号び1件のみ登 
録されている場合 

► [ S または区のを押しまず。 
または 

電話帳データに複数の電話ま号び登録 
されている場合 

► [ S まには区のを押しまず。 

► E または ra を押して、発信し 
たい電話ま号を選択しまず。 

► [ S まには区のを押しまず。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、 "発信中…" のメッセージと発信 
した電話番号び表示されまず。電話帳 
に名前び登録されているとさは、名前 
を表示されまず。また、発信したま号 
び履歴に登録されまず。 

まには 

電話の発信を止める場合 

► を押しまず。 

〇 ステア1」ングの [ S スイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
まず。 

発信履歴か5電話を発信ずる 

► 3] まには CB を押して、メニュー 
1」ストで " TEL " を選択しまず。 

► COMAND ディスプレイに" 電話待 
ち受け" と表示されているとさに、 
[ S を押します。 

発信履歴び表示されまず。 

► E または [ X ] を押して、発信先 
を選択しまず。 

► [ S または应のを押しまず。 

まには 

電話の発信を止める場合 

► を押しまず。 

〇 走行中は一部の機能び使用でさな 
<なりまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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メンテナンスメニューで表示/設定 
でさる項目は(下の通りでず。 

• アテンションアシスト 

アシストメニューを表示させる 

► 回または E を押して、メニュー 
I 」ストで" アシスト" を選択しまず。 

アテンションアシスト設定 

アテンションアシストの設定びでさ 
ます。 

► アシストメニューで E を押して 
"アテンションアシスト" を選択し、店のを押 
します。 

II アテンションアシスト：" び表示 
ごれます。 

► 区のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

アテンションアシストが 


設定されます。 

オフ 

アテンションアシストが 


解除されます。 


〇 アテンションアシストを設定ずる 
と、イグニッション位置び2のと 
をに、マルチフアンクションデイス 
プレイに [ S び表示されまず。 

詳しくは（>199ぺージ）をご覧くだ 
ごし、。 


メンテナンスメニュー 



メンテナンスメニューで表示/設定 
でさる項目は(下の通りでず。 

• 故障表お 

• タイヤ空気圧警告システム（杉326 
ページ） 

• ><ンテナンスインジケーター 
(>273ページ） 

メンテナンスメニューを表示させる 

► 3 D または CB を押して、こュー 
リストで" メンテナンス" を選択しまず。 


VN-hKvm 



《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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故障表示 

故障や異常が発生したとさ、故障や 
異常の内容が^ッセージで表示され 
ます。 

A 警告 

表おされる故障や異常は一部の旧ら 
れた装備についてであり、表示され 
る内容ち限られていまず。故障/警 
告メッセージは運転者を支援するち 
のです。発生した故障や異常に対処 
して車のま全性を確なずる責任は運 
転ちにあります。 

故障/警告メッセージび表おされた 
とさは、必ずメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

自動表示機能 

故障や異苗び発生したとさは、故障/ 
警告メッセージび自動的に表示され 
ます。 

複数の故障や異苗びあるとをは、故 
障/警告メッセージび約5秒間隔で 
順まに表示されまず。 

メンテナンスメニューに戻るときは、 
を押しまず。 


故障/警告メッセージを手動で確認 
ずる 

► 3 D または CB を押して、メニュー 
U ストで" メンテナンス" を選択しまず。 

"0 メッセージ" と表示されている 
とさは、故障や異常はありません。 
故障や異常びあるときは、 "2 メッ 
セージ" のよ5に故障や異甫の件数 
び表示されまず。 

► E または ra を押して、" メッ 
セージ" を選択し、区のを押しまず。 

〇 メニュ ー U ストで "メンテナンス" を選 
択して約3秒経過ずると、" メッセー 
ジ II び自動的に選択されまず。 

►故障や異常びあるとさは、店のを押 
し 9 〇 

故障や異苗の内容び表示されまず。 

複数の故障や異常びあるとさ 
は、 E または E を押して、故 
障/警告メッセージを順まに表示 
させます。 

► メンテナンスメニューに戻るとき 
は、を押しまず。 

〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については（[>227ページ〜）をご 
覧< ださい。 

〇 故障/警告メッセージは、イグニッ 
シヨン位置を0にずると消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場 
合は、次にイグニッシヨン位置を1 
か2にずるか、エンジンを始動し 
たとさ、再び故障/警告メッセー 
ジび表示されまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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設定メニューで設定でさる項目はけ下 
の通0でず。 

• メーターの設定 
• ライトの設定(>220ページ） 

. 車両の設定（>223ページ） 

• コンフオートの設定（[>225ページ） 

• 各種設定項目の初期化（>226ぺ一 
ジ） 

設定メニューを表示させる 

► H ] または HE を押して、メニュー 
U ストで" 設定" を選択しまず。 

メーター 

し U 下の設定びでさまず。 

• 速度-距離単位 

• ディスプレイ下部の表示(>219 
ぺージ） 

速度.距離単位の設定 

マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
速度と走行距離の表示単位を設定でさ 
ます。 

► 設定メニューで丘！!または S を 
押して、 "メーター" を選択しまず。 


► 凹りを押しまず。 

II 表示単位速度/お離：" び表示さ 
れます。 

►应のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

km 

キロ^ー トル表示になり 
ます。 

" km / h "、" km " などで表 
示されます。 

miles 

マイル表示になりまず。 

" mph "、" mi " などで表示 
されまず。 

A 警告 

1マイル （ mph ) は約1 .6 km ( km / h ) 


でず。マルチファンクシヨンディスフ 
レイの表示単位びマイル表示になっ 
ていると、誤って速度を超過ずるお 
それびあ0まず。必ず km 表示を選択 
してくださし、。 

ディスプレイ下部の表示の設定 

マルチファンクシヨンディスプレイ 

下部に表おされる項目の設定びでさ 

ます。 

► 設定メニューで S または S を 
押して、 "メーター" を選択しまず。 

► 区。を押しまず。 

► E を押して、 "サブメーター : II 
を表示ごせまず。 

►区^を押して、設定を変更しまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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表示 

設定内容 

夕1•気温度 

サブ メーターに外気温 

表示 

度が表示されます。 

速度表示 

サブ メーターに走行速 

[mph]: 

度 （ mph 単位）が表お 
されます。 

ライト 


LU 下の設定がでさまず。 

• へッドライト点ロモード 

• インテ U ジェントライトシステム 
(>221ページ） 

• アンビエントライト照度* (>221 
ぺージ） 

• へッドライト照射範囲0221ペー 
ジ） 

• □ケイターライティング(>222 
ぺージ） 

• ルームランプ残照機能（杉222ペー 
ジ） 

へッドライト点ロモードの設定 

へッドライトの点灯モードの設定がで 

さまず。 

イグこッシヨン位置が1のとさ、また 

はイグこッシヨン位置が2でエンジン 

が停止しているとさに設定でさまず。 

► 設定ニュー（[>219ページ）で E 
または囚を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

II デイタイムライト：" が表示され 
ます。 


►凹 S ] を押して、設定を変更します。 

表示 設定内容 

オン 常時点灯モードでず。 

ライトスイツチが | a …〇1 
の位置にあるとさは、イ 
グこツシヨン位置を1 
か2にすると、車幅口、 
テールランプ、ライセン 
スライトが常に点灯し 
まず。 

また、エンジンを始動す 
ると、へツドライトが常 
に点口しまず。 

オフ 手動点灯モードでず。 

へツドライトなどを点灯 
するとさはライトスイツ 
チを操作します。 

日本ではこのモードに設 
定して < ださい。 

〇 安全のため、エンジンがかかって 
いるときは、設定の変更はできま 
せん。 

〇 苗時点灯モードは、走行中の常時 
点灯び義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
灯モードに設定してください。 

〇 苗時点灯モードで自動的に点灯ず 
るライト外のライトを点灯ずる 
とさは、各スイッチを操作してく 
ださい。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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インテリジェントライトシステムの 
設定 

インテ U ジェントライトシステムの設 
定を変更でさまず。 

► 設定メニュー0219ページ）で E 
または E を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 

► E を押して、 "インテリジェント 
ライトシステム：" を表示させまず。 

►区のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

インテ1」ジェントライト 


システムび作動しまず。 

オフ 

インテ1」ジェントライ 


トシステムは作動しま 


せん。 


詳しくは （^121 ページ）をご覧くだ 
さし)。 

アンビエントライト照度の設定* 

アンビエントライトの照度を設定でさ 
ます。 

► 設定メニュー0219ページ）で E 
まには ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 

►丘□を押して、 " のヒ '' r ノトライト巧る 
さ："を表示ごせまず。 

► 区のを押しまず。 

► ra まには ra を押して、設定を 
変更します。 


表示 

設定内容 

レベル5 

レベル日がちっとち 

レベル4 

明るく、レベル1が 

ちっとち暗い照度にな 

レベル3 

りまず。 

レベル2 


レベル1 


オフ 

アンビエントライトは 
点灯しません。 


詳しくは（>125ページ）をご覧くだ 
さい。 


へッドライト照射節囲の設定 

へッドライトの照射範囲を、左側通行 
またはち側通行に適した設定に切り替 
スまず。 

► 設定メニュー0219ページ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選がしまず。 

► 应のを押しまず。 

► 田を押して、" ヘッドランフ° □-ヒ - ム 
設定" を表示させます。 

►区^を押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

左側通 

へッドライトの照射設定 

巧用 

び左側通行に適した設定 


になりまず。 

ち測通 

へッドライトの照射設定 

巧用 

びち側通行に適した設定 


になりまず。 


〇 曰本では、 "左側通行 用" に設定 
して使用して < ださい。 




娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇"ち側通行 用" に設定ずると、イン 
テ U ジェントライトシステム設定 
画面に" インテリシ''ェントライトシステムシステム作 
動でさませんち側通行設定では無 
効" と表示され、インテリジェント 
ライトシステムの設定び変更でさ 
なくなりまず。また、八イウェイ 
モードおよびフォグランフ強化機 
能び解除されまず。 

□ケイターライティングの設定 

□ケイターライティングの設定びでさ 
ます。 

□ケイターライティングには、周囲び 
暗くライトスイッチび因巧の位置に 
あるとさに U モコン操作で解錠ずる 
と車外ライトび点灯ずる機能（解錠時 
点灯機能）と、周囲び暗いときにエン 
ジンを停止ずると車外ライトび点灯 
する機能（車外ライト残照機能）びあ 
りまず。 

上記の機能で点灯ずる車外ライトは LU 
下の通0でず。 

• 車幅灯 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー部のライト 

► 設定メニュー（[>219ページ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 店のを押しまず。 

► E を押して、 "□ケイターライ 
ティング：" を表示させまず。 

►应のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

解錯時点灯機能と車が 
ライト残照機能び作動 
し 9 〇 

オフ 

解淀時点灯機能と車外 
ライト残照機能は作動 
しません。 

詳しくは 

(1>68、118ぺージ）をご覧 


<ださい。 

ルームランプ残照機能の設定 

ルームランプび自動点灯モードのとを 
にエンジンスイッチからキーをなくと 
ルームランプび約20秒間点灯ずる機 
能の設定びでさまず。 

► 設定メニュー（た219ぺージ）で r の 
または ra を押して、" ライト" を 
選択しまず。 

► 应のを押しまず。 

► E を押して、 "ルームランプ消 
灯遅延： II を表示させまず。 

► 应のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプ残照機能び 


作動します。 

オフ 

ルームランプ残照機能は 


作動しません。 


詳しくは（>124ページ）をご覧くだ 
さし、。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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を而 

し U 下の設定びでさまず。 

• ウィンタータイヤスピード US ッ 
夕_ 

• 車速感応ドア□ック （0224 ページ） 
• アンサーバック機能0224ぺージ） 

ウィンタータイヤスピードリミッター 
の設定 

最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 

日本仕様でを設定はでさまずび、法定 
速度を守って走行してください。 

► 設定メニュ ー(^21 9ページ）で丘 □ 
または E を押して、 "車両" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 

II 速度制限（をタイヤ）： "び表おさ 
れます。 

► 区のを押しまず。 

► ra または ra を押して、設定を 
変更します。 

► 区のを押しまず。 


表示 設定内容 

オフ ウインタータイヤス 

ピードリミッターは 
作動しません。 

240 km/h 最高速度びそれぞ 

230 km/h れのぜ度に旨受化:さ 
れます。 

220 km/h 
210 km/h 
200 km/h 
1 90 km/h 
180 km/h 
170 km/h 
160 km/h 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
を行する際は、おず法定速度や制限连度 
を遵守してください。 

〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとをは、巧変 
スピー ドリミッター（>184 ペー 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウインタータイヤスピード1」 S ッ 
ターの設定速度にな0まず。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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車速感応ドア □ ックの設定 

走行速度び約 15 km / hii (上になった 
ときにドアとトランクを自動的に施淀 
する機能の設定びでさまず。 

► 設定メニュー （^21 9ページ）で E 
または ra を押して、" 車両" を選 
択します。 

► 店を押しまず。 

► E を押して、" 車速感応ドア□ッ 
ク： II を選択しまず。 

►区のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 


動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 


動しません。 


詳しくは （^79 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


アンサーバック機能の設定 

U モコン操作で車両を解錠/施錠し 
たとさの確認音び設定でさまず。 

► 設定メニュー （^21 9ページ）で E 
まには囚を押して、 II 車両" を選 
択しまず。 

► 区のを押しまず。 

► ra を押して、" I レクト□こックキ-アン 
サーバッ ク：" を選択しまず。 

►应^を押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

U モコン操作での解 
淀/施淀時に確認音び 
鳴りまず。 

オフ 

U モコン操作での解 
錠/施錠時に確認音び 
鳴りません。 

詳しくは 

(^72 ページ）をご覧くだ 


ごし、。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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コンフオート 


し U 下の設定びでさまず。 

• イージーエント1」一* 

• シートベルトのテンション自動調整 
機能0225ページ） 

• 施淀時のドアミラー格納（[>226 
ぺージ） 

イージーエントリーの設定* 

イージーエント1」一の設定びでさまず。 

イージーエント U —を設定ずると、し U 

下のとをにステア U ングび上方に移動 

します。 

• エンジンスイッチからキーを巧いた 
とを 

• イグニッション位置び0か1で運転 
席ドアを開いたとさ 

► 設定メニュ ー(021 9ページ）で丘 □ 
まには [ Z ] を押して、" コンフオー 
卜" を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 

II イージーエント U —："び表示さ 
れます。 

►区のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

イージーエントリーが作 


動します。 

オフ 

イージーエントリーは作 


動しません。 


詳しくは （^1 08ページ）をご覧くだ 
さい。 


A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイッ 
チからキーを抜いた D 、 運転席ド 
アを開くとイージーエント U —び 
作動し、けびをするおそれびあ D 
ます。 

• イージーエント U —の作動中に身 
体や物び巧まれないよラにミ主意し 
てください。 


シートベルトのテンシヨン自動調壁機 
能の設定 

イグニッション位置び2のとき、シー 
トベルトび柔員の上半身に密着ずる 
ように、テンション（締め付け具合) 
を自動的に調整ずる機能の設定びで 
をまず。 

► 設定メニュー0219ページ）で E 

または^を押して、 "コン フオー 
卜 II を選がしまず。 

► 应のを押しまず。 

► ra を押して、 " ベルト調整：" を 
選択します。 

►区のを押して、設定を変更しまず。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 
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表示 

設定内容 

オン 

イグこッション位置が2 
のとさに、シートベルト 
のテンションが自動的に 
調整されます。 

オフ 

シートベルトのテン 
ションは調整されませ 
/v 。 

詳しくは 

さい。 

(杉44ページ）をご覧< だ 


施綻時のドア吉ラー格納の設定 

U モコン操作での施淀時にドア S ラー 
を格納する機能の設定びでさまず。 

► 設定メニュー（[>219ページ）で [ Z ] 
まには E を押して、" コンフオー 
卜" を選択しまず。 

► 应を押しまず。 

► E を押して、 "□ッ ク時の S ラー 


格納：" を選択しまず。 

►应^を押して、設定を変更しまず。 

表示 

設定内容 

オン 

施錠時のドア S ラー格納 
機能が作動しまず。 

オフ 

施錠時のドア S ラー格納 
機能は作動しません。 

詳しくは 

(>111ページ）をご覧くだ 


ごし、。 


各種設定項目の巧期化 


設定メニューの項目を工場出荷時の 
設定に初期化ずる（戻ず）ことびで 
をまず。 

各種設定項目をネリ期化ずる 

► 設定メニュー （^21 9ぺージ）で E 
を押して、" 設定巧期 化" を選択し、 
两 を押しまず。 

"全ての 設定を初期化しまず か？" と 
表示されます。 

► E を押して、 "はい" を選択し、 
两 を押しまず。 

初期化び実行され、 II 工場出荷時の 
設定に初期化しました "と表示さ 
れまず。 

"いいえ" を選択ずると、元の画面 
に戻りまず。 

〇 安全のため、走行中は初期化を行 
な5ことがでさない項目がありま 
ず。このときはマルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "エンジン 始動中 
工場出荷時の設定に初期化でさま 
せん" と表示されます。 


Y 立 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 




故障/警告メッセージ 
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故障/警告メッセージ 


故障/警告メッセージはマルチフアン 
クシヨンディスプレイに表おごれまず。 

故障/警告メッセージに従って対処 
を行ない、本取扱説日月書に追加で記載 
されているを意に従ってください。 

特定の故障/警告メッセージは、警 
告音を伴います。 

故障/警告 メッセー ジを消ず 

重要度のほいメッセージは消ずことび 
でをまず。 

► ステア1」ングの区のまたは 
スイッチを押して、メッセージを消 
します。 

重要度の高いメッセージは赤色で表示 
されます。故障や異苗の原因び解まず 
るまで、故障/警告メッセージび続 
けて表示されまず。 

故障/警告メッセージを表示させる 

特定の故障/警告メッセージはメモ U — 
I こ保をされまず。メモ1」一の故障/警告 
メッセージを呼び出ずことびでさまず。 

► ステア1」ングの 3 D または CB 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューから" メンテナス" を選択しまず。 

故障や異甫びある場合は、ディスフ 
レイに" 2 メッセージ" のように表 
示されます。 

► 丘□または E を押して、 "2 メッ 
セージ" のよ5な項目を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 


► 山または巳 J を押して、故障/警 
告メッセージを表示しまず。 

イグニッシヨン位置を0にずると、重 
要度の高い故障/警告メッセージを除 
いて、ずべての故障/警告メッセージ 
は削除されまず。重要度の高い故障/ 
警告メッセージの原因び解ミ央されると、 
故障/警告メッセージを削除されまず。 











を全装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


腐)] r 受 

現在使用でをません 
取扱説明書を参照 


A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング.システム)、 ESP ⑥（エレクト□ニック. 
スタビリテイ-プ□グラム ）、 BAS (ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®、 ホー 
ル ド機能、ヒルスタートアシストび一時的に作動しなし)状態になっている。 


アダプテイブブレーキランプち)作動しなし、 


加えて、六ーターパネルのと^、 rwi ち点! n している。 
自己診断機能び終了していなし、可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 


ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

► 適切な直線路で約 20 km / hliLL の速度でステア U ングを軽く左ちに操 
作し、ミち意して走行してください。 

六ッセージび消えると、上記の機能は再度作動でさる状態になります。 
六ッセージび表示されたままのとさ： 

► ミち意して走巧してください。 

► ^ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を黃けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一 
時的に作動しない状態になっている。 

アタ‘プティブブレーキランプち作動しない。 

加えて、六ーターパネルのと^、 rwi ち点! n している。 

電圧び低下してし、る可能性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

► ミち意して走行してください。 

乂 ッセージび消えると、上記の機能は再度作動でをる状態になります。 
六ッセージび表示されたままのとさ： 

► ミち意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 


















故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


腐 ）ろ 


故障 

取撒説明書を参照 


m 


現在使巧でさません 
取破説明書を参照 




故障 

取撒説明書を参照 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®. ホールド機能、ヒルスター 
トアシス 卜び作動しなし、状態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

加えて、メーターパネルの [ M ]、[ ffi . および rwi ち点! rr している。 
ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

アテンションアシストは解除される。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一時的 
に作動しなし)状態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

加えて、メーターパネルの m とち点灯している。 

自己診断機能び終了していなし巧能性びおる。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 適切な直線路で約 20 km / h しソ上の速度でステア I 」ングを軽く左ちに操 
作し、注意して走巧してください。 

メッセージび消えると、上記の機能は再度作動できる状態になります。 
；><ッセージび表示されたままのとを： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 目 AS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシ 
ストび作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

加えて、メーターパネルの m とち点灯している。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


VN-hKvm 














考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 EBD (エレクト□ニック•ブレーキ■ディスト1」ビューション）、 
ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト 
び作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

加えて、メーターパネルの [ S ] と ffi 、 ち点好し、警告音び鳴った。 
アテンションアシストの機能は觸除される。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

赤色の rwi び点ミ威し、警告音ち鳴っている。 

電気式パーキングブレーキの自動解除の条件び満たされていない。 
パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 

►手動で電気式パーキングブレーキを解除してください。 

赤色の rwi び点ミ施し、警告音ち鳴っている。 

電気式パーキングブレーキを使用して、緊急停車を行なっている （>174 
ぺージ)。 

黄色の \ W ] び点なしている。 

電気式パーキングブレーキび故障している。 

バー キングブレーキを効かせる 
► イグニッション位置を0にしてください。 

► シフトポジションを LPJ にして<ださい。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

黄色の \ W ] とホ色の [ M ] び点灯している。 

電気式パーキングブレーキび故障している。 

パーキングブレーキを解除ずる 

►イグ ニッシ ョン位置を 0 にしてから、 1 にしてください。 

►手動で電気式パーキングブレーキを解除してください。 

または 

► 自動で電気式パーキングブレーキを解除してください0174ページ)。 

黄色の rwi が点灯したままか、点励し続けるとさは： 

► 走行を続けないでください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(©) 


/ r ーキンク’' アレーキ 
取破説明書を参照 


赤色の rwi び点滅し、黄色の rwi び点！ n している。 

電気式ノ くーキングブレーキび故障している。 

パーキングブレーキを解除ずる 

► イグニッション位置を 0 にしてから、 1 にしてください。 

► 手動で電気式パーキングブレーキを解除してください。 

パー•キングブレーキを効かせる 

► イグニッション位置を 0 にしてから、 1 にしてください。 

► 手動で電気式パーキングブレーキを効かせてください。 

ホ色の [ W \ が点滅し続けるときは： 

► 走行を続けないでください。 

►車両び動き出さないよラにしてください（1>291ページ）。 

► シフトポジションを [ E にして<ださい。 

► 前輪を路肩方向に向けてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

黄色の [ W ] び点なしている。電気式パーキングブレーキを効かせたか、 
解除した棲に、赤色の \ M ] び約10秒間点滅した。 

電気式ノ くーキングブレーキび故障している。 

► イグニッション位置を 0 にしてから、 1 にしてください。 

► 電気式パーキングブレーキを効かせてください。 

電気式パーキングブレーキを効かせることびできないときは： 

► シフトポジションを [ E にして<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

電気式パーキングブレーキを解除することびできないときは： 

► 自動で電気式パーキングブレーキを解除してください （>174 ページ）。 
それでち電気式パーキングブレーキび解除されていないとをは： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

黄色の [ W ] び点なしている。手動で電気式パーキングブレーキを効かせ 
るか、辭除したとさに、赤色の rwi び点滅する。 

電気式パーキングブレーキび故障している。手動で電気式パーキングブ 
レーキを効かせることびでさない。 

► 電気式パーキングブレーキを自動で効かせることびできないため、イグ 
ニッション位置を0にして、シフトポジションを [ E にしてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

〇 自動式洗車機で車両を洗車したり、けん引するなどで、電気式パーキ 
ングブレーキを効かせたくないときは、イグ ニッション 位置を1のま ま 
にしてください。棲輪を上げて車両をけん引ずるときを除きまず（[>311 
ページ）。 


Y 立 






ディスプレイ表示 


圆 

/ r - キングフ"レ-キ 
故障 


\m] 

/ r - キングアレ-キ 
イグ ニッシ ヨンオンで 
解除でさまず 


皿 

すぐにブレーキを 
踏んで<ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


黄色の [ M ] び点灯している。電気式パーキングブレーキを効かせたか、 
解除した後に、赤色の rwi び約10砂間点ミ威した。その横に点滅は消灯 
ずるか、点なしたままになっている。 

電圧び高ずざるか、低ずざるために、電気式パーキングブレーキび故障し 
ている。 

►パ'ッテ1」一を充電ずるか、エンジンを始動ずるなどして、電圧超過また 
は電圧低下の原因を辭消してください。 

► 電気式パーキングブレーキを効かせるか、解除して<ださい。 

電気式パーキングブレーキを効かせる、または解除することびでをないま 
まのとをは： 

►イグ ニッシ ョン位置を 0 にしてから、 1 にしてください。 

► 電気式パーキングブレーキを効かせるか、解除して<ださい。 

それでも電気式パーキングブレーキび解除されていないとをは： 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

走行している間のみ、ディスプレイ;><ッセージび表示される。赤色の®] 
び点滅し、黄色の rwi び点！〇している。 

手動で電気式ノ f ーキングブレーキを効かせることびでをない。 

電圧び高ずざるか、低ずざるために、電気式パーキングブレーキが故障し 
ている。 

► シフトポジションをに己にして < ださい。 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

ホ色の \ W ] び点なしている。 

イグ ニッション 位置び 0 のとをに、電気式パーキングブレーキを解除し 
よラとしてしる。 

►エンジンスイッチを1の位置にしてください。 

または 

►イグ ニッシ ョン位置を1にしてください。 

ホールド機能の作動中に故障び発生した。 

ホーンち断続的に鳴っている。このとさに U モコン操作で施錠操作を行 
なラと、ホーンの音量び上びる。 

イグ ニッシ ョン位置を 0 か 1 にしたとさは、エンジンを始動することび 
でさない。 

► 交通状況に注意しなびら、ただちにブレーキペダルをいっぱいまで踏 
み、メッセージび消えるまで保持して<ださい。 

►車から離れるとさは、パーキングブレーキを効かせて、車び動かない 
ようにしてください0173ぺージ）。 

エンジンび始動できるようになりまず。 





















故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(©) 


ブレーキ液レベル 
点横して 
<ださい 


〇 


プレーキパッド摩耗 
点検して 
<ださい 

プレ セーフ 
故障 

取披説明書を参照 


か 


SRS システム 
故障 

工場で点検 


か 


フ□ント左 
SRS 故障 
工場で点検 
または 
フ□ントち 
SRS 故障 
工場で点検 


か 


ウインドウバッグ左 
SRS 故障 
工場で点検 
または 

ウインドウバッグち 
SRS 故障 
工場で点検 


A 事故のおそれびありまず 

リヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。加えて、ーターパネル 
の m び点灯し、警告音わ鳴った。 

► 道路や交通状況にミ主意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 

状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。問題は解消しません。 

ブレーキパッドの摩耗び限巧に達している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A けがのおそれびありまず 

PRE - SAFE ⑩の重要な機能に異常びある。エアバッグなど他の乗員保護シ 
ステムの機能は確保されている。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

SRS 〔棄員保護補助装置）び故障している。 

；><ーターパネルの [ S ち点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれがありまず 

運転席エアバッグ、または助手席エアバッグに異萬びある。 

メーターパネルの [ S を点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A けがのおそれがおりまず 

左側、またはち側のへッドバッグに異常びある。 

メーターパネルのち点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 



























ラ - r 卜 


ディスプレイ表示 


左 □ービーム 1) 


イン テ IJ ジェントライト 
システム故障 


故障 

取扱説明書を参照 


オートライト 
故障 


ライトを 
消して<ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

左へッドランプ（□-ビーム）び切れている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 


インテ U ジェントライトシステムび故障している。インテリジェントライト 
システムは作動しないび、ランプは通常通り点なする。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

車がランプび故障している。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


ランプセンサーに異常びある。へツドランプび下向さで点なする。 
► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


ランプスイツチび I 巧ぉ I の位置にあり、イグニツシヨン位置び0でエンジ 
ンスイツチにキーび差し込まれていないとをに運輯席ドアを開いた。警告 
音ち鳴った。 

► ランプスイツチを内巧の位置にしてください。 
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1) 他のランプび切れたとさは、この例 L 以外のメッセージび表示されまず。 
車がランプのいずれかに異萬び諸生すると、その箇所び表示されます。 
































故障/警告メッセージ 


エンジン 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


因 


冷却水を点検 
して<ださい 
取撮説明書を参照 






停車して 
エンジンを停止 


冷却水量び不足している。 

► 冷却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してください。 

► 通常よりわ頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場でェンジン;令却システムの点検を費けてください。 

ファンのモーターび故障している。 

► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで走行を続けることびでをます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 

冷却水の湿度び高すぎる。 

►道路や交通状況にミち意しなびら、ま全に停車して、ェンジンを停止して 
ください。 

► 凍ったミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認し 
て < ださい。 

► メッセージび消えてからェンジンを再始動してください。ェンジンを損 
傷ずるおそれびあります。 

► ェンジン冷却水温度計（[>203ぺージ)で冷却水温度を点検してくださし'1。 

► 冷却水温度び再び上昇ずる場合は、ただちにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を黃けてくださし、。 

バッテ U —び充電されていない。 

警告音ち鳴った。 

理由として、じ(下の可能性びある。 

• オルタ ネーターの 故障 

• V ベルトの摩耗 

• 電気システムの故障 

►道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車して、ェンジンを停止して 
ください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが摩耗していると き： 

n 走行を続けないでください。ェンジンびオーバーヒートずるおそれび 
ありまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


















ディスプレイ表示 



給油の際 

エンジンオイル量を 
点検してください 


团 

給油して<ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンオイル量び非萬に不足している。 

警告音ち鳴った。 

►遅くとをな回の燃料補給までに、エンジンオイル量を点検してください。 
► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、六ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場でオイルび漏れていないかエンジンの点検を受 
けて < ださい。 

燃料の残量び少な<なっている。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 




燃料タンクに燃料びほとんどない。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください 




















故障/警告メッセージ 


走行装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


口 


評価基準を基に、運転者び疲游しているか、または注意力び欠如している 
とアテンションアシストび判酣している。警告音ち鳴った。 

アテンションアシスト ►必要であれば、休憩を取ってくださし、。 

休憩して<ださい 長距離運転時では、定期的に休憩を取り、身体を十分に休ませてください。 




アテンションアシス h 
故障 


HOLD 

オフ 


パーキングガイダンス 
故障 


パーキングガイダンス 
中止しました 


アテンシヨンアシストび作動しない状態になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ホールド機能び解除されている。車び横ずベりしている。 

警告音ち鳴った。 

► 時間をおいてから、再度ホールド機能を作動させてください。 

ホールド機能び解除されている。作動条件を満たしていないとさにブレー 
キぺ夕'ルを強く踏み込んだ。 

警告音ち鳴った。 

► ホールド機能の作動条件を確認してください。 

パーキングガイダンス機能び故障している（1>19日ページ）。 

► エンジンを再始動してください。 

メッセージび表示され続けるとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

政下の理由により、パーキングガイダンス機能び辭除された。 

•車両び横ずベりしている 
•センサーび巧れている 
•システムび故障している 
警告音ち鳴った。 

► 時間をおいてから、再度パーキングガイダンス機能を作動させて<ださい 
([>19己ぺージ)。 

約 30 km / h _ lU 下でを、マルチファンクションディスプレイに駐車スペー 
スマークび表示されないとさ： 

►センサーを清掃して<ださい0280ページ）。 

► エンジンを再始動してください。 

それでも約3日 km / h 政下で、マルチファンクションディスプレイに駐車 
スペースマークび表示されないとを： 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

案内に従わなかったため、パーキングガイダンス機能び解除された。 
►マルチファンクションディスプレイの表示に従い、再度、駐車操作を行 
なって < ださい。 


Y 立 

















238 故障/警告メッセージ 


h 

K 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パーキングガイダンス 

終了しました 

駐車スペースに駐車された。警告音を鳴った。 

マルチファンクションディスプレイの表示び自動的に消えます。 

クズコント□—ルと 

ピードリミッター 

故障 

クルーズコント□ールまたは巧変スピードリミッターび故障している。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

制限速度 
—— km/h 

アクセルペダルをいっぱいまで踏み込んでいるとき（キックダウン）は、 
巧変スピード US ッターを作動させることびでさない。 

クルーズコント□ール 
- km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 30 km / 
hUTF の速度でクルーズコント□ールを作動させよラとした。 

►作動条件び満たされていれば、約 30 km / h し义±の速度で走行し、クルー 
ズコント□ールを設定してください。 

►クルーズコント□ールの作動条件を確認してください0181ページ)。 


1K 














故障/警告メッ叫 


タイヤ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

タイヤ空気圧 A 事故のおそれびありまず 

タイヤを点検 タイヤ空気圧警告システムび空気圧の急激な低下を検巧した。 

してください 警告音ち鳴った。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そのとをは、交通 
状況に注意して<ださい。 

►タイヤを点検し、必要であれば該当ずるタイヤを修理ずるか、交換して 
<ださい。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した横に、またはタイヤを修理ずるか交換し 
た後に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（[>326ペー 
ジ)。 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その後に再起動び行なわれ 
ていない。 

► すべてのタイヤの空気圧を適正にしてください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧 タイヤ空気圧警告システムに異萬びある。 

警告 システ厶 ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

故障 


空気圧点検後 
タイヤ空気圧 
警告 システム 
再始動 


-ジ 
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車両 


ディスプレイ表示 


エンジン始動 
P または N にシフト 


アクティブフード 
故障 

取扱説明書を参照 


t 




トランクカバーを 
閉じて<ださい 


0 ! 


パワーステア U ング 
故障 

取扱説明書を参照 


巧一^ 


減速して<ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

シフトポジションび LE または LE のときにキーレス3—操作でエンジ 
ンを始動しよラとした。 

► シフトポジションを EF ] または LNJ にしてください。 

トランクび完全に閉じていない状態で走行している。 

► トランクを確実に閉じて<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走巧している。 

警告音ち鳴った。 

► 道路和交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
►パーキングブレーキを効かせてください。 

► ボンネットを確実に閉じて<ださい。 

故障のためアクティブボンネット（歩行者保護機能）び作動しないか、ず 
でに 作動している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。警告音ち鳴った。 

► ドアを確実に閉じてください。 

ラゲッジカバーび完全に閉じていない。 

► ラゲツジカバーを完全に閉じてください。 


A 事故のおそれがありまず 

ノ（ワーステア IJ ングのアシストび低下している。ステア IJ ング操作により 
大さな力び必要になる。 

警告音ち鳴った。 

►大きな力でステア U ングび操作できるか確認してください。 

ををにステアリング操作がでさるとを： 

► 注意しなびら、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さし、。 

ををにステアリング操作がでさないとさ： 

►走行を続けないでください。最寄りのメルセデス■ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

走行しているとさにバ I 」オルーフを開こラとした。 

► 道路和交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
►バ IJ オ ルーフを 開いてください。 
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デイスブレイ表示 


巧一^ 


バ U オ ルーフの 開閉び 
完了していません 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

バ U オルーフび完全に開閉されていない。油圧び低下している。 
►パ' IJ オルーフを完全に開閉してください（た89ページ）。 


巧一^ 


バ U オルーフび □ ックされていない。 

► 道路や交通状況にミ主意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
バ I 」オ ルーフび 完全に ►バ U オ ルーフび 完全に開閉されるまで、バリオ ルーフ スイッチを押す 
開閉されていません か、引いてください089ページ）。 


巧一^ 


バ U オルーフの開閉中 
お待ち<ださい 


& 


ウオッシヤ液を 
補充してください 


バッテ U —電圧び低下している。 

►エンジンを始動してください（[>150ページ）。 

バ U オルーフを連続して開閉した。安全上の理由により、バ1」オルーフ,駆 
動部び自動的に停止した。 

► イグニッシヨン位置を0にして、再度1にしてください。 

►開閉操作を繰り返してください（1>89ページ）。 

リヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給して<ださい。 


VN-hKvm 




































キ- 


ディスプレイ表示 


キーび違います 


キーを交換 
してくださし、 


キーの 電池を 
交換してください 


キーを認識でをません 
(赤色の六ッセージ） 


キーを認識 
でをません 
(白色のメッセージ） 


キーび 

車内にあります 


スタートボタンをがし 
キ-を入れて < ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンスイッチに不適切なキーを差し込んでいる。 
►正しいキーを使巧してください。 


キー交換ずる必要びある。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


キーの電池び消耗している。 
► 電池を交換してください。 


車内にキーびない。警告音ち鳴った。 

エンジンを停止ずると、車の施錠やエンジン始動びでをなくなる。 

► 道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してください。 
► パーキングブレーキを効かせてください。 

►キーを探してください。 

強い電波の干渉により、エンジンびかかっているときに、キーび検知され 
ていない。 

► 道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してください。 
► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なって 
ください。 

キーび検知されていない。 

► 車巧でキーの位置を変えてください。 

それでちキーび検知されないとを： 

► 車内でキーの位置を変えてください。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を巧なってく 
ださい。 

施錠時に車内でキーび検知されている。 

► 車内からキーを出してください。 
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システムび一時的に故障しているか異常びある。警告音ち鳴った。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで、帝望の位置にまわしてください。 
► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


ドアを胃 

] ックし 

g めてから 

^て<ださい 

施錠時にいずれかのドアが開いている。警告音ち鳴った。 

► すべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行なってください。 


VN^hKvm 
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メーターパネルの表示灯/警告灯 


メー ターパネルの表示な/警告打 


シートベルト 


トラブル 


因 

ドアを閉じてエンジ 
ンを始動ずると、ホ 
色のシートベルト警 
告灯び点なする。 


因 

ホ色のシートベルト 
警告灯び点滅し、断 
続的な警を音右鳴る。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A けがのおそれがありまず 

いずれかの棄員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告灯び消灯しまず。 

A けびのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告灯び消なします。 

A けびのおそれがありまず 

いずれかの乗員びシートベルトを着用していない状態で走行し、速度び約 
25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、断続的な警告音ち停止します。 

A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約2日 km / h を超 
えた。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告灯び消灯し、断続的な警告音ち停止します。 
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245 


安全装備 


トラブル 


圆 

エンジンがかかって 
いるときに赤色のブ 
レーキ警告むび点なず 
る。警告音ち鳴った。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告むび点灯ずる。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告巧び点むする。 


考え5れる原因および症状/ ► 对応 

A 事故のおそれがありまず 

IJ ヴーブタンクに十分な量のブレーキ液びない。 

►道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してください。 

状況を問わず、走行を続けないください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの追加メッセージに従ってください。 
ブレーキ液を補給しないでください。問題は解消しません。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング-システム）に異常びあるため機能び 
辭除されている。そのため、目 AS (ブレーキアシスト）、 ESP ® (エレクト 
□ニック •スタビ U ティ•プ□グラム）、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒ 
ルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプも解除されている。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可旨剖ホびある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの追加メッセージに従ってください。 
► 注意して走行を続けてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS の機能び一時的に作動しない。 BAS 、 ESP ®、 EBD 〔エレクト□ニック¬ 
プレーキ •ディストリビューシヨン）、 PRE - SAFE ®. ホールド機能、ヒル 
スタートアシスト、アダプティブブレーキランプち辭除されている。 
例えば、システムの自己診断び終了していないか、またはバッテ1」一の電 
圧び不十分な可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可宫目1まびある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

►適切な直線路で約 20 km / h 政上の速度でステアリングを軽く左ちに操 
作し、ミち意して走行してください。 

警告灯び消なずれば、上記の機能は再度作動でさる状態になります。 
警告なび点灯したままのとを： 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの追加メッセージに従ってください。 
► 注意して走行を続けてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯ずる。警 
告音わ鳴った。 


r 脚 II ち irsni 倒 i 
エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告むと黄 
色の ESP ® 表示口、 
ESP ® オフ表示打、黄 
色の ABS 警告なび点 
なする。 


阻 

走行中に黄色の ESP ⑥ 
表示灯び点滅ずる。 


I 惡 F I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表お灯び点 
なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

EBD に異萬びある。そのため、 ABS 、 BAS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®、 ホール 
ド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプも作動しな 
い状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする可能性びある。 

アテンションアシストは辭除される。 

► マルチファンクションディスプレイの追加メッセージに従って<ださい。 
► ミち意して走巧を続けてください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS と ESP ⑩に異常びある。そのため、 BAS 、 EBD 、 PRE - SAFE ®、 ホール 
ド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプなども、故 
障のため作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする巧肯剖ホびある。 

アテンションアシストは辭除される。 

► マルチファンクションディスプレイの追加メッセージに従って<ださい。 
► 注意して走行を続けてください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをずる危険性びあるか、みなくとち1つの車輪び空転し始めて 
いるため、 ESP ® やトラクションコント□—ルなどび作動している。 
クルーズコント□ールの機能は解除される。 

► 発進するとをは、アクセルペダルを必要政上に踏み込まないでくださし)。 
► 走行中はよりゆるやかに加速くださし、。 

► 道路と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ⑥の機能を解除しないでください。例外は（1>日7ページ）をご覧 
<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能び辆除されている。車び横滑りし始めたとをや車輪び空転し 
始めたとさに、走行安定性を確保しよラとすることびできない。 

► ESP ® を待機状態にしてください。 

例がは057ページ）をご覧ください。 

► 道路と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にでさないとを： 

► 六ルセデス•ベンツ指定ヴービスエ場で、 ESP ® の点検を受けてください。 


VN-hKvm 
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トラブル 


面聞 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示むと ESP ⑥オフ表 
示灯び点：なする。 


間聞 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示灯と ESP ⑥オフ表 
示灯び点なする。 


面 

エンジンびかかってい 
るとさにホ色の SRS 
警告灯び点灯する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートア 
シスト、アダプティブブレーキランプの機能び觸除されている。 

車び横滑りし始めたとをや車輪び空転し始めたとさに、走行安定性を確保 
しよラとすることびでをない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

アテンションアシストは辭除される。 

► マルチファンクションディスプレイの追加メッセージに従って < ださし)。 
► 注意して走行を続けてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 


ESP ®、 


PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一時 


圆 

走斤中にホ色のパー 
キングブレーキ表を 
なび点滅するか、黄 
色のパーキングブ 
レーキ警告なび点灯 
ずる。 


的に作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない巧肯剖4びある。 

ESP ® の機能び一時的に作動しない。車び横滑りし始めたとさや車輪び空 
転し始めたとさに、走行安定性を確保しよラとすることびでをない。 
システムの自己診断び終了していない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可旨目性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

► 適切な直線路で約 20 km / h しソ上の速度でステア U ングを軽く左ちに操 
作し、注意して走行してください。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動でをる状態になりまず。 
表示灯や警告なび点なしたままのとを： 

► マルチフアンクションディスプレイの追加メッセージに従って < ださし)。 
► 注意して走行を続けてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ノ くーキングブレーキを解除しないで走行している。 

電気式パーキングブレーキび一時的に故障しているか、作動を停止して 
し'!る。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの追加;><ッセージに従って < ださし)。 


A けがのおそれがあ0まず 

乗員保護装置び故障している。エアバッグやシートベルトテンショナーび 
不意に作動したり、事故のとをに作動しない可能性びある。 

► 注意して走行を続けてください。 

►ただちに六ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくださし)。 
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メーターパネルの表示丹/警告好 


エンジン 


トラブル 


凶 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告灯び点灯 
ずる。 


面 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警告灯び点む 
する。 


面 

エンジンびかかってい 
るときに赤色の冷却水 
警告灯び点なし、エン 
ジン冷却水温度計の指 
針び下限にある。 


国 

エンジンびかかってい 
るときに赤色の冷却水 
警告灯び点なずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

政下のちのび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの制限値を超えたために、エンジンびエマージェンシーモードに 
なっている巧 S 剖ホびある。 

►ずみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてくだ 
さし)。 

燃料の残量が少なくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


ェンジン冷却水温度計の温度センサーび故障している。 

冷却水温度を確認ずることびでをない。冷却水温度び高ずざる場合は、ェ 

ンジンを損傷ずるおそれびある。 

► 道路や交通状況に注意しなびらただちに停車し、ェンジンを停止してく 
ださい。状況を問わず走行を続けないでください。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

冷却水量び非常に不足している。 

冷却水量び正常なとさは、ラジェターへの送風び遮られているか、ラジェ 

ターの;令却ファンび故障している巧 S 目1ホびある。 

冷却水量の温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されない。 

► マルチファンクションディスプレイの追加メッセージに従ってください。 

►道路や交通状況に注意しなびらただちに停車し、ェンジンを停止して 
<ださい。 

► ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

►冷却水量を点検し、補給してください（1>268ページ）。注意事項を守っ 
て < ださい。 

►通萬よりも頻繁に;令却水を補給ずる必要びある場合は、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

► 凍結したミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認し 
て < ださい。 

► 冷却水温度び120で LU 下のときは、最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行を続けることびでをます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返ず走行など、ェンジンへの大をな負 
荷びかかる走行は避けてください。 


VN-hKvm 
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トラブル 


国 

エンジンびかかってし'! 
るとさにホ色の冷却水 
警告灯び点灯する。 
警告音わ鳴った。 


U ヴーブタンクの冷却水量びが常 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

冷却水温度び約120でを超えている。 

ラジェターへの送風び遮られているか、 

に不足している可能性びある。 

ェンジンび十分に冷却されないため、ェンジンを損傷ずるおそれびある。 

► マルチファンクションディスプレイの追加;><ッセージに従って < ださし)。 

►道路や交通状況にミ主意しなびらただちに停車し、ェンジンを停止して 
<ださい。 

► ェンジンと;令却水を;令やしてください。 

►冷却水量を点検し、補給してください（1>268ページ）。注意事項を守っ 
て < ださい。 

►通常よりち頻繁に冷却水を補給する必要びある場合は、メルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

► 凍結したミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認し 
て < ださい。 

►:令却氷温度び120む L ソ下のときは、最寄りのルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行を続けることびでさます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返ず走行など、ェンジンへの大をな負 
荷びかかる走行は避けてください。 


Y 立/一 
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車両装備について . 252 

荷物の収納 . 252 

室内装備 . 256 


磐涨 E 抑、是昏 
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車両装備について、荷物の収納 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 



A 警告 

荷物が収納されているとさは、ル物 
入れを必ず閉じて<ださい。また、 
収納ネットは重い荷物を固定ずるた 
めには設計されていません。 

し U 下のとさに荷物が投げ出されて、 
柔員がけがをするおそれがあ0ます。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のとさ 

収納ネットには、鋭利な角のある物や 
こわれがすい物を入れて運搬しない 
で < ださい。 

伸縮式ポケットには、かたい物を入 
れて運搬しないでください。また伸 
縮式ポケットの上部から、物がはみ 
出ないよラにしてください。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よ5な大さな物をル物入れに入れ 
ないで< ださい。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれびありまず。 


〇ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださし、。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 

〇 U モコン操作およびキーレス3— 
操作*での施話/解顔に連動して、 
グ□ーブボックスとアームレストの 
ル物入れを施淀/解錠ごれまず。 

グ□ーブボックス 


〇 グ□ーブボックスのカバーには、 
コインやペン、カード類のホルダー 
びありまず。 



左八ンドル車 


開< 

► 八ンドル®を引いて、グ□ーブボッ 
クスカバー®を開さまず。 

閉じる 

► グ□ーブボックスカバー⑤を押し 
て□ックさせまず。 

〇 グ□ーブボックス内には照巧びあ 
りまず。イグニッシヨン位置び1 
か2のとさにグ□ーブボックスを 
開くと、照巧び点灯しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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キー シ1」ンターに エ 7 — ジェンシー 
キーを差し込んでグ□ーブボックスを 
施綻/解綻でさまず。 



ち八ンドル車 


施綻ずる 

► 鍵穴にエマージェンシーキーを差し 
込み、時計回りに90°まわして回 
の位置にしまず。 

解錠ずる 

► 鍵穴に エマージェンシーキーを 差し 
込み、反時計回りに90°まわして 
丘]の位置にしまず。 

〇 駐車場などで キーを 預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻して < ださい。その際は、エマー 
ジェン シーキーをキー 本体から取り 
外し、携帯してください。 

〇 グ□—ブボックス内には ETC 車 
載器びあ0まず。詳し < は別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


サンクラスケース 


上方の操作部にサングラスを収納ずる 
ことびでさまず。 



開< 

►カバー ①の マークを 押しまず。 


アームレスト前ちのル物入れ* 



開< 

► レバーのを後方にスライドしまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


摆涨 E 拙、是兽 
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荷物の収納 


アームレストのル物入れ 

〇 アームレストのル物入れ内には、 
USB インターフェース用端子とメ 
ディアインターフェース用端テ*ま 
には AUX 用端子*びありまず。メ 
ディアインターフェースは、 iPod ® や 
USB 機器などのポータブル音楽機器 
のための接続端テです。詳しくは別 
冊 「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 



開< 

►レバーのを押し上げ、アームレス 
卜@を上げまず。 


ドアのル物入れ 



ドアト U ムに伸縮式ポケット①およ 
び②びあ0まず。 


コンパートメントネット（後部中央) 


シー ト間の U アウ オールに 伸縮式ポ 
ケットびありまず。 



® 伸縮式ポケット 


収納ネット 


A 警告 

収納ネットには、軽い物のみを収納 
してください。重い物や鋭利な角の 
ある物、こわれやすい物、かたし、物 
や、ビンや宙を運搬ずるために使用 
しないでください。事故のとさに収 
納ネットび収納物を十分に固定でさ 
ないおそれびありまず。 

収納ネットは、助手席足元と左側シー 
卜後方の U アウ オールに ありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐紙 E 抑、是兽 












荷物の収納 


255 


リバーシブルトランクフ□ア 


ルー フラック 


リバーシブルトランクフ□アの平坦な 
面を使用することにより、平らなトラ 
ンク面にずることがでさまず。 U パー 
シブルトランクフ□アを反転させる 
と、飲料収納箱などの物を運搬ずるこ 
とがで'さまず。 


安を上のま意事項 



反転させる 

►ストラップ©を持って、 U バー 
シブルトランクフ□アを引さ上げ 
ます。 

► リバーシブルトランクフ□アを反転 
させて、再度差し込みまず。 



リバーシブルトランクフ□ア©を反 
転させているときは、2本のストラッ 
プ©を使用してドラフトストップ® 
などの物をリバーシブルトランクフロ 
アに固定ずることがでさまず。 


H この車両は、ルーフに物を載せて 
運搬するようには設計されていま 
せん。この車両のために Daimler 
AG が承認したちの Li (がのルーフ 
ラックや他の装備は、車両やパ U 才 
ルーフを損傷ずるおそれがあるた 
め、使用しないで<ださい。 

H この車両は、トランク U ッドに物 
を載せて運搬したり、トランクリッ 
ドに荷物用キヤ U アや他の装備を 
装着するようには設計されていま 
せん。車両やパ U オルーフを損傷ず 
るおそれがありまず。 


擊涨区拙、是昏 
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室内装備 


^ップホルダー 

A 警告 

走行中はカップホルダーを閉じ、使 
用しないでください。下のとをに 
物が投げ出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故に卷さ込まれたとさ 
カップホルダーのサイズに合ったフ 
夕付きの容器を使用してください。 
飲み物がこぼれるおそれがあ0まず。 
熱い飲み物のためにカップホルダー 
を使用しないでください。火傷をす 
るおそれがあります 

〇カップホルダーに飲み物を置くと 
きは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼした0、結露した水滴び垂 
れないよ5にミ主意して < ださい。 


スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂ずるおそれび 
ありまず。 



カツプす W レダーの間仕切りを取り外し 
て清掃することびでをまず。清潔な温 
かい水のみで清掃してください。 


開< 

► カバー⑤を後方にスライドさせ 
ます。 

間仕切りを取りがず 

►左ちの間仕切りのを内側にスライ 
ドさせまず。 

►間仕切りのを持ち上げて、取りが 
しま弓。 

間仕切りを取り付ける 

► 間仕切りを収納部に差し込みまず。 

►固定されるまで、間仕切り©をが 
側にスライドさせます。 


ボトルホルダー 


A 警告 

ボトルホルダーには、鋭利な角びあっ 
た0、こわれやすいボトルを入れて 
運搬しないでください。事故のとさ 
にボトルホルダーびボトルを十分に 
固定でさないおそれびあります。 

U ボトルホルダーに約 0.5 kg LiLh の 
ボトルをリ又納するとさは、ボトルび 
フ□アの上に置かれていることを確 
認してください。ボトルホルダーを 
損傷するおそれびありまず。 

〇ボ トルのあ状によっては、ボトル 
ホルダーに 収納でさない場合びあり 
まず。 

ボトルホルダーは、ボトルを完全に固 

定することはでさません。 


磐骗 E 抑、是昏 
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左八ンドル車 


ボトルホルダーを使用ずる 

►ボトルぶルダー固定部のを押しな 
がら、後方にスライドさせまず。 

►ボトルぶルダーにボトルを収納し 
ます。 

►ボトルぶルダー固定部のを前方に 
スライドさせて、ボトルを固定し 
ます。 


サンバイザー 


A 警告 

走行中はバニテイ吉ラーカバーを閉 
じてください。眩惑により交通状況 
の視認び損なわれ。事故の原因にな 
0ます。 



①照明 
⑤フック 

⑤駐車チケットなどのためのク U ッフ 

④ バニテイ云 ラー 

⑤ バニテイ5 ラーカバー 

〇 ドアウインドウやルーフを開いて 
速度を上げて走行ずるとさは、ク 
U ップに差し込んだ駐車チケットな 
どび飛ばないよ5にま意してくだ 
さい。 

前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げまず。 

バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げまず。 

►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さまず。 

照巧のび点灯しまず。 

使用後はノ（ニテイミラーカノ（一を閉 
じまず。 

〇 照巧®はサンバイヴーびフック 
にかかっているとさに点灯しまず。 


醒骗区抑、是兽 
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横方向からの眩しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げまず。 

► サンバイヴーをフック⑤から外し 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわしまず。 

►必要に応じて、サンバイザーを前後 
にスライドさせまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニティ云 ラー カバーを閉じて 
<ださい。バニティ S ラー カバーや 
ルーフ内張りを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


灰皿 

〇吸いびらやマッチの乂は確実に消 
して、使用後はカバーを閉じて<だ 
ごい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 



開< 

► カバーのの下部を押しまず。 
カバーび開さまず。 


灰皿を取りがず 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 


► シフトポジションを LPj にしまず 

► 灰皿®を矢印®の方向に上げて、 
取り出します。 

灰皿を取り巧ける 

► 固定されるまで、灰皿®をぶルタ'一 
に押し込みまず。 


ライター 


A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
<ださい。金属部を持つと火傷をす 
るおそれがあります。 

モ供を乗車させるとさは、高温になっ 
たライターで火傷をしたり、火災の 
原因にならないよラに注意してくだ 
さし、。 

[|ライターを使用ずるときは 、 iu 
下の点にま意してください。ライ 
夕一を損傷したり、火災が発生ず 
るおそれがありまず。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないで < ださい。 

• 赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないで < ださい。 

• ライターを改造したり、純正品 
(外のライターを使用しないで 
<ださい。 

〇ライターび戻らなくなったとを 
は、イグニッション位置を0にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
巧いて、メ j レセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 


磐骗 E 抑、是兽 
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► イグニッシヨン位置を2にしまず。 


開< 

►カバーのの下部を押しまず。 

カバーび開さまず。 

► ライター⑤を押しまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に自動的に戻りまず。 

► ライター③を引き巧きまず。 

使用後はの皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 


12V 電源ソケット 


使用ずる際の注意点 

〇規格外の電気製品を使用ずると、 
ヒューズび切れたり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。 

Ol 2 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないで < ださい。 

。ソケット内に指などを入れないで< 
ださい。感電ずるおそれびありまず。 

Ol 2 V 電源ソケットを使用しないと 
をはカバーを閉じてください。異物 
び入ったり、水びかかると故障や 
ショートの原因になりまず。 


12 V 電源ソケットは最大消費電力 
180 W (15 V ) のアクセサ U - に使用 
でをまず。アクセサリーには、ライト 
や携帯電話の充電器のよ5な機器び含 
まれます。 

規格がの電気製品を使用ずると、 
ヒューズび切れた0、火災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 

エンジンびかかっていないとさは長時 
間使用しないでください。バッテリー 
びあびるおそれびありまず。 

►イグニッシヨン位置を 1か2にし 
まず。 

〇 緊急遮断により、バッテ U —電圧 
の過度のほ下を防ざまず。バッテ 
U —電圧び過度にほ下したときは、 
12 V 電源ソケットへの電力び自動 
的に遮断されまず。これにより、ェ 
ンジン始動用の十分な電力び確保さ 
れまず。 


アームレストのル物入れの 12V 電源 
ソケット 



► アームレストのル物入れを開さまず 
([>254ページ）。 


► ソケットのカバーのを開をまず。 


喔骗 E 抑、是昏 
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フ□アマット 


A 警告 

運転席のフ□アマットを使用ずると 
さは、ペダルとの間に十分な空間び 
あ0、確実に固定されていることを 
確認してください。 

運転席のフ□アマットは、フ□アの 
凸部③とフ□アマットの凹部①で確 
実に固定してください。 

走行前にフ□アマットび確実に固定 
されていることを確認してくださし、。 
確実に固定されていないと、フ□ア 
マットび滑ったり、ペダル操作を巧 
げるおそれびあ0まず。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでください。 



運転席のフ□アマットを取り付ける 


► 運転席シートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷さまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

運転席のフ□アマットを取りがず 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 

► フ□アの凸部③からフ□アマット 
を取り外しまず。 


磐骗 E 抑、是昏 
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車両装備について、エンジンル ー J 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着可能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


[ンジン ルーム 


ボンネット 

アクティブボンネット（ホ巧ち保護） 
作動内容 

アクティブボンネットは、特定の状況 
下で歩行ちびけびをずるを険性をほ減 
します。アクティブボンネットび持ち 
上びることにより、エンジンなどの 
硬い部品との間隔び広びりまず。 

アクティブボンネットび作動ずると、 
ボンネット後部のボンネットヒンジ周 
辺び約 85 mm 持ち上びりまず。アク 
ティブボンネットは乂薬により作動し 
ます。 

〇作動したアクティブボンネット 
は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で修理を行なわなけ 
ればなりません。アクティブボン 
ネットの機能は、その後に再度使用 
可能になりまず。アクティブボン 
ネットによる追加の歩行者保護性能 
を、その後に回復しまず。 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
まで走行するためには、お客様自身で 
作動したアクティブボンネットを1」 
セットして<ださい。アクティブボン 
ネットび作動ずると、歩行を保護性能 
び制約されることびありまず。 

U セット 
A 警告 

エンジンび停止していてを、エンジン 
ルーム巧には高温になっている部分び 
ありまず。エンジンルーム内に軸れる 
とさは、各部の温度び下びっているこ 
とを確認してください。 



► □ックされるまで、手のひらでボン 
ネットヒンジ周辺部（矢印の部分） 
を押しまず。 


ボンネットヒンジ脇のアクティブボン 
ネット後部をかしでを持ち上げること 
びでさるとさは、確実に□ックされ 
ていません。手順を繰り返してくだ 
さい。 

A 警告 

ボンネットを閉じるときは、身体が挟 
まれないよラにミ主意してください。 


UY 化：？磐翻 
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ボンネットを開< 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
りまず。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をずるおそれがあります。 


A 警告 

エンジンが停止していてを、エンジン 
ルーム巧には高温になっている部分が 
ありまず。エンジンルーム内に触れる 
ときは、各部の温度が下がっているこ 
とを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、エンジンルーム 
内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険です。 


A 警告 

エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさや、イグニッション位置 
が0のとさでを、冷却水の温度が高い 
と量はエンジンフアンなどが自動的 
に回転ずることがありまず。エンジ 
ンフアンなどの回転部分には身体や 
物を近付けないで<ださい。 



A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、イグニッ 
ション位置を0にして、ワイパーの 
スイッチが停止の位置になっている 
ことを確認して<ださい0128ペー 
ジ）。ボンネッ h を開いているとさに 
ワイパーが作動ずると、けがをした 
り、車やワイパーを損傷ずるおそれ 
びあ0まず。 

Q 強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分に注意して<ださい。 

また、ボンネットに雪が積ちってい 
るときも同様にミ主意してください。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレス3’一操作*でイグこッ 
ション位置を0にして、ワイパー 
のスイッチが停止の位置になってい 
ることを確認しまず （>128 ぺ一 
ジ）。 



ち八ンドル車 


► ボンネット□ック解除レバーのを 
引さまず。 


UY 化：？醒測 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷するおそれがありまず。 



►ずさ間に手を入れ、□ック解除ノ 
ブ®を引いて、ボンネットを上げ 
ます。 


約 40 cm までボンネットを上げると、 
ボンネットはガスダンパーにより自動 
的に上がり、開いたままになりまず。 

〇 ボンネットを開いたあとに、さら 
に押し上げると、ボンネットを垂直 
の位置まで開<ことがでさまず。 

ボンネットを閉じる 


A 警告 

走行前に、ボンネットが確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットが開いて視界び 
遮られ、事故を起こすおそれがあり 
ます。 

A 警告 


。エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム内の機器類など 
を損傷ずるおそれがありまず。 

►ボンネットを引き下げ、約 20 cm 
の高さから手を放して閉じまず。 

► ボンネットが確実に閉じていること 
を確認しまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちう一 
度ボンネットを開き、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 


エンジン ルーム 


A 警告 

• イグ ニッシ ョンシステムおよびバ 
イキセノンへッドライトのバルブ 
ソケットや配線に手を触れないで 
ください。高電圧が発生している 
ため、感電するおそれがあります。 

• エンジンスイッチか5キーを抜い 
ているとさやイグニッション位置 
が0のとさち、冷却水の温度が高い 
とさはエンジンフアンなどが自動 
的に回転することがあります。エ 
ンジンフアンなどの回転部には身 
体や物を近付けないで<ださい。 

9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 

の油脂類やフルード類の交換および 

廃棄は、^ルセデス-ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で行なつてください。 


UY 化：？磐翻 


ボンネットを閉じるときは、身体や 
物を挟まないよラに十分ミ主意してく 
ださい。 







SLK 200 



① 

エンジンオイルレベルゲージ 

③ 

エンジンオイルフイラー 
キャップ 

⑤ 

を却水 U ヴーブタンク 

④ 

ブレーキ液1」ヴーブタンク 

⑤ 

ウォッシャー液 U ヴーブタンク 


ぷ上記の内容は取扱説明書作成時点のちの 
で、エンジン上部のカバーや各部の配置 
などは、予告なく変更されることがあ0 
ます。 


エンジンル ー J 


SLK 350 



ち八ンドル車 


© エンジンオイルレベルゲージ 

のエンジンオイルフイ ラー 
U キャップ 

⑤を却水 U ヴーブタンク 

④ ブレーキ液 U ヴーブタンク 

⑤ ウオッシヤー液 U ヴーブタンク 

エンジンルーム内の手入れ 


手作業で巧いてください。乂傷や感電 
にを意して < ださい。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ミ争をしないで<だ 
さし、。 


CY 化：？醒測 
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エンジンオイル 

〇エンジンオイルは使用している間 
にちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表示された 
ときは（[>236ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

エンジンオイル量に関ずるミち意 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 U ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

エンジンオイル量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
し U 下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから5分じ(上経 
週している 

• エンジンを短時間のみかけたとさな 
ど、通常の作動温度でないとさとさ 
は、測定を行なラ前に約30分間待 
ちます。 



エンジンオイルレベルゲージ （SLK 20 0) 


〇 車種や仕様により、エンジンオ 
イルレべル ゲージの 形状が異なり 
9 〇 

► エンジンオイルレベルゲージ®を 
オイルレベルゲージチューブから巧 
さ取りまず。 

► オイルレベルゲージのを巧さ取り 
まず。 

► オイルレベルゲージのをオイルレ 
ベルゲージチューブに停止ずるまで 
ゆつ<り差し込み、再度巧さ取り 

cK 9 〇 

レベルび MIN マーク®と MAX 
マーク⑤の間にあれば、エンジン 
オイル量は正甫でず。 

► エンジンオイルレベルび MIN マー 
ク®かそれじ(下のとさは、約 0.5 
〜11」ットルのエンジンオイルを 
補給します。 
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エンジンオイルを補給ずる 


A 警告 

エンジンオイルが熱くなったエンジン 
部品に触れると、発乂して火傷をずる 
おそれがおりまず。エンジンオイルを 
熱くなったエンジン部品にこぼさない 
で < ださい。 


平環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで<だ 
さい。 

D 車両の点検整備用として承認され 
た、エンジンオイルとオイルフィル 
ターのみを使用して<ださい。^ル 
セデス-ベンツによりテストされ、 
承認されたエンジンオイルやオイル 
フィルターについては、；>< ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場にお問い合 
わせ < ださい。 

じ(下のことび、エンジンや排気シス 
テムの損傷の原因になりまず。 

• 点検整備用として承認されてし、 
ないエンジンオイルとオイル 
フィルターを使用すること 

• 点検整備により要巧されている 
交換時期を過ざてからエンジン 
オイルとオイルフィルターを交 
換すること 

• エンジンオイルに添加剤を入れ 
ること 


。エンジンオイルを補給しずざない 
でください。エンジンオイルの週度 
の補給は、エンジンや触媒コンバー 
ターの損傷につなびるおそれびあり 
まず。エンジンオイルを巧いてくだ 
ごし、。 



エンジンオイルフイラーキャップの例 


► エンジンオイルフィラーキャップ 
® を反時計回りにまわして取り外 
しまず。 

► エンジンオイルを補給しまず。 

オイルレベルびエンジンオイルレべ 
ル ゲージの MIN マーク かそれ LU 下 
のとさは、エンジンオイルを約 0.5 
〜1リットル補給しまず。 

►キャップのを補給□に合わせ、時 
計回りにいっぱいにまわしまず。 

キャップび確実に □ ックされてい 
ることを確認しまず。 

► エンジンオイルレベルゲージで、才 
イルレべルを再度点検しまず。 

エンジンオイルについては(>338 
ページ）をご覧<ださい。 
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エンジンオイ j レの交換時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターは定期的に交換ずることを 
お勧めしまず。交換時期はメンテナン 
スインジケーターを目まとしてくだ 
さい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

〇必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

[I 種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

P エンジンオイルの減りかたび著 
しいとさは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 

オートマチックトランス S ッションオ 
イルのオイル量を点検ずる必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッションの作動に異甫を感じたとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランス S ツシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 


を却水 

〇を却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

〇不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずぐに水 
で洗い流してください。 

〇マルチファンクションデイスフ 
レイにを却水に関ずる故障/警告 
メッセージ （0235 ぺージ）び表 
示されたとさは、オーバーヒート 
してエンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。ただちに巧全な場所に 
停車し、メルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 
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冷却水の量を点検ずる 


A 警告 

冷却システムには圧力びかかってい 
ます。エンジンび;令えてからのみ、 
キャップをゆるめて<ださい。を却 
水温度計でを却水び;令えていること 
を確認してください。高温の蒸気や 
熱湯び吹さ出して、义傷をするおそ 
れびあ D まず。 



► 水平な場所に車を停めまず。 

を却水量の点検は、水平な場所に停 
車していて、エンジンび;ちえている 
とさに行ないまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► メーターパネルのエンジンを却水温 
度計でエンジンび十分に;ちえている 
ことを確認しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

► U ヴーブタンクののキャップ⑤を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧をます。 

►圧力び巧けたら、キャップ⑤をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外しまず。 


► を却水の液面び U ヴーブタンクの 
内のマーカー⑤に達していれば適 
量です。 

;令却水び温かいとさは、液面びマー 
カー⑤より約1 .5 cm 上にあれば適 
量です。 

►必要であれば、冷却水を補給し 
まず。 

►キャップ⑤を合わせ、いっぱいま 
で時計回りにまわしまず。 

冷却水を補給ずる 


A 警告 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないよラにしてください。熱くなった 
エンジンに不凍液び付着ずると、発 
乂して火傷をずるおそれびあります。 

冷却水び不足している場合は、 U ザー 

ブタンクに補給しまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► メーターパネルのエンジンを却水温 
度計でエンジンび十分に;ちえている 
ことを確認しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
ひ、イグニッシヨン位置を0にし 
まず。 

► U ヴーブタンクののキャップ⑤を 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を巧きまず。 

►圧力び巧けにら、キャップ⑤をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外しまず。 
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► 液面の高ごにま意してを却水を補給 
します。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液をミ屋ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最ほ気温）によっ 
て濃度を変えます （0340 ページ）。 

►キャップ③を合わせ、時計回り 
にいっぱいまでまわしまず。 

を却水については0340ぺージ） 
をご覧ください。 

を却水の交換時期 

を却水は時間の経過ととちに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換して < ださい。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

〇を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定し i (外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

オーバーヒートしたとを 

才ーバーヒートしたとさの症状 

• 冷却水温度が約 i 2 crc _ uu 上をおし 
ている。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
に冷却水に関ずる故障/警告^ッ 
セージが表おされる。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 


A 警告 

エンジン ルームから 蒸気が出ている 
とさや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れて<ださい。漏 
れた液体が発火して火災が発生する 
おそれがお0まず。 


A 警告 

水温が下がるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないでください。高温の蒸気が熱 
湯が吹さ出して火傷をずるおそれが 
おります。 

〇オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状 
態でェンジンをかけたままにずる 
と、ェンジンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

Q オーバーヒートしたとさは必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

才ーパ’ーヒートしたとさの巧処方法 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイド U ング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却フアンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているときは、ェンジンを停止し 
て冷却して < ださい。 

►ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
フアンなどを点検しまず。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます0269ページ）。 
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I 

ブレーキミ夜 ブレーキ液の量を点検ずる_ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり0233ペー 
ジ）、ブレーキ警告な(>245, 246 
ページ）び点口したとさは、むや 
みにブレーキミ夜を補給しないで < だ 
さい。補給によって故障び解消ずる 
ことはあ0ません。 

ま全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 


A 警告 

必ず指定のブレーキあを使用して< 
ださい。指定(外のブレーキ液を使用 
した0、他の銘柄を混せ'ると、ブレー 
キの効さ具合やブレーキシステムに 
悪影響を与え、ま全なブレーキ操作 
びでさな < なるおそれびあ0ます。 


A 警告 

ブレーキ液の捕給は、エンジンびを 
えてから行なってください。また、 
レベルインジケーターの上限を超え 
ないよラに浦給してください。あみ 
れたブレーキおびエンジンや排気系 
部品などに付着すると、発火して义 
傷をしたり、火災び発生ずるおそれ 
びあ0ます。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されにとさは 
(0233 ぺージ）をご覧ください。 



►ブレーキ液の液面び、ブレーキ液 
U ヴーブタンク©のレベルイン 
ジケーター上限 （ MAX ) ⑤と下限 
( MIN ) ⑤の間にあれば正甫でず。 

ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場で点検を受けて< ださい。詳 

しくはメルセデス-ベンツ指定サービ 

スエ場におたずね < ださい。 

〇ブレーキ液の減りかたび著しいと 
をは、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、。 

H 補給のとさは、3’ミや水び U ザ ー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて補給ずると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷ずるおそれびありまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 
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H ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ（一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ巧に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
な < なる現象のことでず。 


ウォッシャー液 

ウインドウウォッシャー液とへッドラ 

イトウォッシャー液の U ヴーブタンク 

は共用でず。 

A 警告 

ウォッシャー液は可燃性でず。火気を 
お付けたり、近<で喫煙をしないで 
ください。また、エンジンが熱くなつ 
ているときは補給しないでください。 

。へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さし、純正(外のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

〇ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水をミ居ぜないで<ださい。液 
量のセンサーを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウオツシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 


〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(>241ページ）をご覧ください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効まびありまず。 


ウオッシャー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給ずる前に、別 
の容器でウオッシャー液と水を適正 
な湿合比にミ居ぜまず。 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップのを開さまず。 

► ウォッシャー液を補給しまず。 

► キャップのを取り付けまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ居ぜ 
て使用しまず。 
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メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転ずるためには、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要びありまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では LiTF のよ 
ラな点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるをのでず。 

次の点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

壁備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただく点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異苗び発見され 
に場合は、ずみやかにメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


メンテナンスインジケ~夕~ 

走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
/ J 、し9 〇 

メンテナンスインジケーター画面び表 
术されたとさは、メーカー指定点検整 
倫を行なってください。 

[I メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇メーカー指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、な 
証などの適用外になることびあり 
まず。 

自動表示機能 


なのメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッション位置を2 
にしたとさやエンジンびかかっている 
とをに、メンテナンスインジケーター 
画面び自動的に表示されまず。 

メンテナンスインジケーター画面を消 
しにいとさは、ステアリングの!^ 
または应のスイッチを押しまず。 

〇 新車時の走行距離び 30 km を超え 
てから、メンテナンスインジケー 
ターの点灯時期び適切であることを 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で必ず確認して < ださい。 
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メンテナンス 


手動表示 

ンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさまず。 

► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ステアリングの 3] か [ E スイツ 
チを押して、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの;>< イン;メニューから 
II メンテナンス" を選択しまず。 

► E を押して、 "少ンテナンス" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

木 ンテナンスインジケーター画面が 
表示されます。 

表示メッセージ 

表示><ッセージは、曰頃の運転スタイ 
ルなどに応じて下のよラに表示され 
ます。 

点検整備実施前の表示例 

"次回の><ンテナンス A (または B ) 
まであと XX km でず" 

"次回の><ンテナンス A (または B ) 
まであと XX 曰でず" 

点検整備実施時期になったとさの表 
お例 

"メンテナンス A (または B ) 期限が 
切れます" 


点検整備実施時期を過ぎたとさの表 
お例 

"メンテナンス A (または B ) 超過し 
ました 一 XX km でず" 

II ><ンテナンス A (または B ) 超過し 
ました 一 XX 曰で ず" 

点検整備実施時期を週ざたとさは、警 
告音ち鳴0まず。 

〇" ><ンテナンス A " または " 木ン子 
ナンス B "、 およびそれらに続<文 
字や数字は、次回の一力一指定 
点検整備の範囲が、点検項目のか 
ない点検整備または総合的な点検 
整備のどちらに該当ずるかをおず 
ちのです。 

ただし、日本では法定点検があるた 
め、これらの範囲と法定点検の範囲 
は異な0ます。 

〇 ブレーキパッドは次回の;><一力一 
指定点検整備1;^前に摩耗の限界に 
達ずることがありまず。ブレーキ 
パッドの交換については、^ルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で相 
談の上、 Li (下のよ5に对処して< だ 
さい。 

• 今回の 一力一指定点検整備で 
交換ずる 

• 後曰に別途交換ずる 

〇 バッテリーの接続をがしている間の 
経過日数は、加算されません。 
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メンテナンスインジケーターの IJ 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場で 
メンテナンスインジケーターを1」セッ 
卜して < ださい。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期をな回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

Q メンテナンスインジケーターの表 
示などに異甫びあるとさは、ずみや 
かにメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG がす旨 
定する用品のみを使用して < ださし、 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

• 一部の含成ク U —ナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質が含まれ 
ていることがおりまず。カーケア 
用品を使用するとさは、必ず添付 
の取り扱い上の注意を読み、指示 
に従って < ださい。 

• 車内でカーケア用品を使用すると 
さはドアやドアウインドウを開さ、 
十分に換気してください。有機溶 
剤による中毒を起こしたり、静電 
気が可燃性ガスに引火して火災を 
起こすおそれがあります。 

. 車の手入れをするときに、ガソリ 
ンやシンナーなどを使用しないで 
ください。中毒を起こしたり、気 
化ガスに引火して火災を起こずお 
それがあ0ます。 

• カーケア用品は、子供の手が届く 
ところや火気の近くに置いたり保 
管しないでください。 

B 車の手入れをずるとさは、 LU 下の 

をのを使用しないでください。 

• 乾いた巧や目の粗い巧、かたい 
巧など 


• 研磨剤を含むクリーナー 
. 有機溶剤 

• 有機溶剤を含むクリーナー 
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また、強くこずったり、 スクレーパー 
などのかたい物び塗装面や保護フィ 
ルムなどに触れないよ5にしてくだ 
ごい。塗装面や保護フィルムなどを 
損傷したり、こずり傷び付くおそれ 
びありまず。 

9環境 

オイル-液類やオイル液類の容器、 
清掃した巧は、環境に配慮して廃棄 
してくださし、。 

〇洗車してそのままの状態で、特に 
ホイールク U —ナーでホイールを 
清掃したときは、長期間車を駐車し 
にままにしないで<ださい。ホイー 
ルク1」ーナーはブレーキディスクや 
ブレーキパッドの腐をの原因にな0 
ます。このため、洗車した後にしば 
らく走行してください。ブレーキ操 
作でブレーキディスクやプレーキ 
パッドを温め、乾燥させることびで 
さまず。その後に駐車してください。 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• 少なくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めに補 
修を行なって < ださしん 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 凍結防止剤が散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー内を洗い流 
して < ださい。 


• 直射日光が強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットが熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をずると、塗装面を損傷するおそれ 
がありまず。 


夕懐 


自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車したあとは、ブレー 
キの効きが悪くなることがありまず。 
ブレーキディスクやブレーキパッドび 
乾くまでは、十分ミ主意して走行してく 
ださい。 


A 警告 

ホールド機能が作動しているときは車 
両にブレーキが効いています。自動洗 
車機で洗車するときは、ホールド機能 
を解除してください。 

Q 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使 
用しないで<ださい。車内に水が浸 
入するおそれがありまず。 

車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして<だ 
ごし、。 
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H 下の点にミ主意して < ださい 

• 自動洗車機が車のサイズに合っ 
ていることを確認してください。 

• ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウが完全に閉じ 
ていることを確認して<ださい。 

• 余熱ヒーター/ベンチレーショ 
ン*を停止してください（>141 
ぺージ)。 

• ワイパーを停止して<ださい 
(>128 ぺージ)。 

• 洗車前にドアミラーを格納して 
<ださい。 

• 回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷が付さ、塗装面の光ミ尺 
が失われたり、劣化を早めるお 
それがあ0まず。 

自動洗車機で洗車した後は、フ□ント 
ウインドウやワイパーブレードに付着 
した洗浄液をおさ取って<ださい。フ 
□ントウインドウに残った残留物によ 
るミちれを防ざ、つイパーノイズを低減 
させます。 

手洗いによる洗車 


• 熱湯を使用しないで < ださい。また、 
直射日光が当たっているとさは洗車 
をしないで < ださい。 

• 柔らかいスポンジで洗車して<だ 
さい。 

• 水に カーシヤンプーな どを混ぜた洗 
浄液を使用して < ださい。 

• ボディ全体に低圧で水をかけまず。 

• 外気取り入れ口付近には直接水をか 
けないで < ださい。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


• 十分な量の水を使用して、スポンジ 
で洗い流します。 

• されいな水で洗い流し、セーム皮な 
どで水滴をおさ取りまず。 

• 塗装面に洗浄液がある状態で乾か 
ないで < ださい。 

冬季に車両を使用したとさは、ずみや 
かに凍結防止剤を T 寧に取り除いて< 
ださい。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高い 
ため、タイヤを損傷するおそれびあ 
0ます。 

〇車両と高圧式スプレーガンのノズ 
ル間には、常に最ほでを 30 cm の 
間隔を確保してください。 

高圧式スプレーガンのノズルは円を 
描くよ5に動かしてください。 

高圧式スプレーガンのノズルを直 
接、し U 下の物に向けないでください。 

• タイヤ 

• ドア接合面、ルーフ接合面、ジヨ 
イントなど 

• 電気装備 
• バッテリー 
• コネクター 
• ライト 
• シール 部 
• 卜 U ム部品 
• 暇気口 
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• ウインドウガラス接合面 
• ボディ y くネルの継ぎ目部分 
• サスペンション 

シール部や電気装備や塗装面び損 
傷することにより、車巧への水の浸 
入や故障につなび0まず。 

〇燃料給油□び開いているときは、 
高圧式スプレーガンを向けないで< 
ださい。シール部や構成部品を損 
傷するおそれびありまず。 

ホイールの清掃 

〇ホイールには酸性のホイールク 
U —ナーを使用しないでください。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キ構成部品を損傷ずるおそれびあり 
ます。 

Q ホイールク U —ナーなどでホイー 
ルを清掃した後にそのまま放置ず 
ると、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよ5なとさは、しばら<走 t 子し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 

塗装面の清掃 


不適切な手入れによる傷や腐食、損傷 
は完全に修復ずることはでさません。 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で補修することをお勧めしまず。 

►不純物は、強くこずることなく、た 
だちに取り除いてください。 

► 虫の死がいはインセクトリムーバー 
で取0除さ、周囲をよ<洗い流して 
<ださい。 


►鳥のふんは水で落とし、周囲をよ< 
洗い流して < ださい。 

►油脂類、樹液、オイル、燃料、グ 
U —スなどは、ベンジンまたはライ 
ター用オイルを染み込ませた巧で軽 
<ふいて < ださい。 

► タールはタール U ムーバーで取り 
除いて < ださい。 

► つックスはシ U コン U ムーバーで取 
り除いて < ださい。 

Q 塗装面に下のちのを貼付しない 
で < ださい。 

• ステッカー 
• フイルム 
• マグネットなど 

塗装面を損傷するおそれがあり 
ます。 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されています。 

非常にデ U ケートな塗装のため、曰常 
の手入れなどで独特の質感を損な5お 
それがありまず。詳しくはルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

マットペイント塗装されたホイールに 
ついてち、同様の手入れを行なって< 
ださい。 

〇塗装面を磨かないで < ださい。 
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y 下のことは塗装面に光ミ尺を持た 
せたり、マット塗装の質感を損なわ 
せるおそれがありまず。 

• 不適切な素材で力強<こずること 
• 頻繁に洗車を行なラこと 
• 直射日光下で洗車を行なラこと 

P 塗装面の手入れには、ワックスや 
研磨剤、光ミ尺剤のよラなペイント保 
護剤は使用しないで<ださい。質感 
を損なったり、塗装面を損傷ずるお 
それがありまず。 

P 塗装面にミちれび付着したとさ 
は、ずみやかに取0除いて < ださい。 

〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

P ワックスなどの巧れび付着したと 
をは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くにたさなびらミちれを巧さ取って 
<ださい。 

P タールなどのミちれび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
ににさなびらミちれを巧さ取ってくだ 
さい。 

Q 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーは使用しないでください。 
塗装面を損傷するおそれびあり 
ます。 

P 塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定 サービス エ場で行なって 
<ださい。 

〇 洗車は、柔らかいスポンジと力一 
シャンプー、 十分な水で、手洗し) 
で行な5ことをおずずめしまず。 


ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッション位置を 0 
にしてください。ワイバーび作動し 
てけびをするおそれびありまず。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 

た柔らかい巧で清掃してください。 

。ウィンドウの内側を清掃ずるとさ 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤 
を含むク U —ナーなどを使用しない 
で< ださい。また、かたい物でこず 
らないで<ださい。ウインドウを損 
傷するおそれびあ0まず。 

Q フ□ントウインドウおよび1」アウ 
インドウの排水□にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃してくだ 
さい。排水□び目詰まりを起こし、 
腐をの原因になりまず。 

ワイ パー ブ レー ドの清掃 


A 警告 

ワイバーブレードを清掃ずるとさは、 
必ずエンジンスイツチからキーを巧 
くか、イグニツシヨン位置を 0 にし 
て<ださい。ワイパーび作動してけ 
びをするおそれびあ0まず。 

[I ワイ パー ブレードを引っ張らない 
で<ださい。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 
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P ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこずったりしないでください。表 
面のコーテイングが損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► つイ パーアームを 起こしまず。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽くおさまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷ずるおそれびありまず。 

ライト類の清掃 


へッドライトを含むライト類は樹脂製 
レンズでず。流水まには水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗を液で洗い流して< 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強く 
こずらないでくだごい。また、へッ 
ドライトウォッシャーは必ず専用の 
純正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

ドアミラーち向指示なの清掃 

〇ドア S ラー方向指示灯の清掃には、 
樹脂製レンズに適したクリーナーと 
巧を使用し、有機溶剤や強アルカ U 
洗剤などを使用したり、乾いた巧な 
どで強 < こずらないで < ださい。 


► 湿らせにスポンジとカーシヤンプー 
をミ畳ぜた洗を液で、ドア S ラー方 
向指示灯の樹脂製レンズを清掃し 
まず。または、清潔な柔らかし巧 J で 
ドア S ラー方向指示灯の樹脂製レン 
ズを清掃します。 


センサー*の着掃 



パークト□ニックセンサーのを清 
掃ずるとをは、流水または水とカー 
シャンプーを混ぜた洗浄液で洗い流 
して < ださい。 

U パーク ト □ニック センサーを清 
掃するとをは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正 LU 外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾巧をし 
ないでください。センサーを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでください。 
センサーや塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 
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マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ぶイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


A 警告 

清掃するとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにあるリン 
ケージやヒンジなどの金属部分が露 
出した箇所にミ主意してください。触 
れるとけがをずるおそれがあります。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないようにま意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むクリーナーなどを 
使用しないでくださし、。 


• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳しくはルセデス- 
べンツ指定 サービス エ場におたず 
ね< ださい。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► ディスプレイの手入れを行なラ前 
に、必ず COMAND システムを才 
フにして、ディスプレイの表面が熱 
<なっていないことを確認して<だ 
さし、。 

► 市販の不織巧とディスプレイクリー 
ナーを使用して、ディスプレイの表 
面を拭さ取0まず。 

► 乾いた不織布でディスプレイをホ式さ 
ます。 

Q ディスプレイが熱<なっていると 
きは、冷えるまで待ってください。 

□ COMAND ディスプレイを清掃ず 
るとさに liTF のちのを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
ありまず。 
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プラスチックト U ムの清}最 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、スプレー 
式の車内ク1」 ー ナーや有機を剤を含 
むク U —ナーなどを使用しないでく 
ださい。ち機溶剤を含むクリーナー 
などで清掃ずると、収納部分の表面 
び劣化し、エアバッグび作動したと 
さにフラスチック部品び損傷して車 
内に飛散し、重大なけびをするおそ 
れびあ0ます。 

〇プラスチックト U ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックト U ムを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどび付着し 
ないよ5にしてください。表面の劣 
化の原因にな0まず。 

► 水で湿らせた不織巧で巧を取りまず。 

► 頑固な巧れには専用のク1」ーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しまずび、 
乾くと元に戻りまず。 

ステアリングおよび セレクターレバー 
の清掃 

►水で湿らせた巧で全体を田:くか、指 
定のレヴーケア用品を使用してくだ 
さい。 

ウツドト U ムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧で巧さ取りまず。 

► 頑固な巧れには専用のクリーナーを 
使用します。 


〇有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
きり、ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドト U ムを損傷ずるお 
それびありまず。 

シート表皮の清掃 

"本革、人工皮革またはアルカン 
ターラ®の表皮の清掃には、不織 
巧を使用しないで<ださい。頻繁 
に使用ずると、表皮を損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇清掃ずるとさは、下のことにま 
意してください。 

• 本革の表皮は、湿らせた巧でま 
意して清掃し、その後に乾いた 
巧で表皮を巧さ取りまず。革 
び請れないよ5にミ主意してくだ 
さい。硬化やひび割れにつなび 
りまず。承認されたレヴーケア 
用品のみを使用してください。 
詳細は、メルセデス-ベンツ指 
定 サービス エ場におたずねくだ 
さい。 

• 人工巧革の表巧は、1%の洗剤（洗 
濯液など）を含む溶液で湿らせ 
た巧で清掃します。 

• 巧の表皮は、1%の洗剤（洗濯 
液など）を含む溶液で湿らせた 
不織布で清掃しまず。巧さ残し 
びないよ5に、ま意深くこずり、 
シート全体をまんべんな<拭さ 
まず。その後、シートを乾燥さ 
せます。清掃の効まは、ミちれの 
種類およびどの程度の期間ミちれ 
ていにかによりまず。 


UY 化：？磐翻 
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• アルカンターラ®の表皮は、湿 
らせた巧で清掃しまず。拭さ残 
しがなし^ように、シート全体を 
まんべんな<おさます。 

〇 定期的な手入れを行な5ことによ 
り、表皮の見栄えと快適さを長期 
間維持ずることびでさまず。 

シートベルトの 清掃 


► めるま湯か薄めに石厳水を使用して 
垃:さ取りまず。 

[I 化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないで<ださい。また、直射日光 
に当てたり、80で1；■(上の温度で乾 
燥させないで < ださい。 

ルーフ ライニングおよび カー ぺットの 

清掃 

►ルーフライニングは、柔らかいブラ 
シを使用して清掃しまず。ひどいミち 
れには、指定のク U —ナーを使用し 
ます。 

► カー ぺッ トは、指定のクリーナーを 
使用して清掃します。 


UY 化：？醒潮 
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車両装備について、車載品の収納場所 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 


A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにを 
意してください。火巧び発生した0、 
爆発ずるおそれびあります。 

事故び起定たと走 

すみやかに、下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 


• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どをお認して < ださい。 

• 自動車保険会社に連絡してくださしん 

路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非常点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちに安全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

シフトポジションを HE にして、パー 
キングブレーキを解除し、同乗をや 
付近の人に救援を巧めて、ま全な場 
所まで車を押して移動してください。 
このとさは、車速感応ドア□ックに 
よるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さい。 

シフトポジションを EK にでさない 
とさは、柔員をま全な場所に避難さ 
せ、続発事故を防いで < ださい。 

B 踏切内で動けな < なったとをは、 
ただちに踏切の非甫ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとさは非常 
信号用具ち使用してください。 

〇 セレクターレバーを [ PJ から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさまず。詳しくは 
(>167ページ）をご覧ください。 


ち©—り 
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非常信号用具 _ 

懐中電灯を助手席の足元に装備してい 
ます。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な巧るさで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。 


停止表示板 


停止表示板を取り外ず 


停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
納されています。 

► トランクを開をまず。 



► ノブのを矢印の方向にまわしまず。 
► 停止表示板⑤を取り外しまず。 


停止表示板の組み立て 



►スタンド⑤を引さ出して、停止表 
お板を化面に立てまず。 


►反射板®を開いて、先端のフック 
© をかみ合わせまず。 

※車種や仕様により、停止表示板のあ状び異な 
ります。 


救急セット 


► トランクを開さまず。 



► U バーシブルトランクフ□アを開き 
ます。 


► 救急セットのを取り出しまず。 

〇 救急セットの中身び揃っていて、 
使用期限び過ざていないことを確認 
して < ださい。 

0 車種や仕様により、救急セットの 
車載位置び異なりまず。 


SSI り 
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車載工具 _ 

車載工具はリバーシブルトランクフ □ 
アの下に収納されていまず。 

Q トランク巧には金属が露出して 
いる部分や鋭利な部分がありまず。 
車載工具や応急用スペアタイヤを 
取り出ずとさは、必ず保護のため 
手袋を着用し、けがをしないよ5 
にミ主意して < ださい。 

ランフラットタイヤ/タイヤフィット 
装備車 

► リバーシブルトランクフ□アを開き 
ます。 



①タイヤフィット 


©ヒューズラベル（英文） 

@電動エアポンプ* 

® けん引フック 

〇 ランフラットタイヤ装備車の 
ヒューズラベル⑤は、けん引フッ 
ク④の下にありまず。 

応急用スペアタイヤ装備車 

► U バーシブルトランクフ□アを開き 
ます。 

► 応急用スペアタイヤを取り出しまず 
0288ぺージ）。 



①輪止め 

©ヒューズラベル（英文） 

@ジャッキ 
® タイヤ収納 カバー 
© ガイドボルト 
® ホイールレンチ 
©けん引フック 
©バルブ U ムーバー* 

@電動エアポンプ 

応急用スペアタイヤ* 

応急用スペアタイヤを取り出ず 


応急用スペアタイヤはリバーシブル 
トランクフ□アの下に収納されてし、 
9 〇 



► スク U ユー®を反時計回りにまわ 
して取りがしまず。 


► 応急用スペアタイヤ©を取り出し 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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タイヤ交換と応急用スペアタイヤの 
取り付けについては、0289ページ） 
をご覧ください。 

使用した応急用スペアタイヤを収納 
ずる 

使用した応急用スペアタイヤを元の収 
納位置に戻ずとさは、 iU 下の手順に 
従って<ださい。元の位置に収納でさ 
ないことがありまず。 

この作業は、^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に依頼ずることをお勧め 
します。 

〇応急用スペアタイヤは十分乾燥さ 
せてからトランク巧に収納してく 
ださい。車内に水び入るおそれび 
ありまず。 

►バルブからノりレブキャップを取り外 
します。 

► ノ（ルブリ し一 )(一を使用してノりレブ 
を取り外し、完全に空気を巧さまず。 

〇 完全に空気び巧けるまでには数分 
間かかりまず。 

► ノ（ルブリ し一 )(一を使用してノりレブ 
を取り付けまず。 

►バルブキャップを取り付けまず。 

► タイヤ収納カバーに応急用スペアタ 
イヤを収納します。 

► リバーシブルトランクフ□ア下の 
スペースに応急用スペアタイヤを 
収納します。 

►スクリユー 0288ページ）でタイ 
ヤ収納カパーを突さ刺し、応急用ス 
ペアタイヤを固定しまず。 


ンクしたとを 


A 警告 

• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないで<ださ 
し、。ステアリングをしっかり握っ 
て徐々に速度を落とし、安全な場 
所に停車してください。 

• 停車したとさは、非常点滅灯を点 
滅させてください。また、十分を 
意しながら車の後方に停止表示板 
を置いて < ださい。 

• ランフラットタイヤ装備車を除き、 
パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□—ルを失 
し、、事故を起こずおそれがありま 
ず。また、タイヤが異常に過熱して、 
火災が発生ずるおそれがありまず。 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 

パンクしたとさは、車両に合わせて 
下のぺージをご覧 < ださい。 

• 応急用スペアタイヤ装備車(>290 
ぺージ） 

• タイヤフィット装備車（1>299ペー 
ジ） 

• ランフラットタイヤ装備車(>304 
ぺージ） 

〇 ランフラットタイヤ装備車では、 
タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 
をする必要はありません。 


SSI り 








290 


パンクしたとき 


〇 ランフラットタイヤ装備車には 
タイヤフィットは装備されません。 
ウィンタータイヤなど、ランフラッ 
トタイヤし U がのタイヤを装着ずると 
きは、タイヤフィットを用意ずるこ 
とをお勧めしまず。タイヤフィット 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧めください。 

►安全を確保でさる、かたくてずべり 
にくい、水平な場所に停車しまず。 

► 非苗点滅灯を点滅させまず。 

►パーキングブレーキを 効かせまず。 

► ステア1」ングを直進の位置にしまず。 

► シフトポジションを [ PJ にしまず。 

► エンジンを停止しまず。 

►キーレス3’一非装備車は、エンジン 
スイッチからキーを巧きまず。 

►キーレス3—装備車で、キーレス 
3—スイッチでエンジンを停止した 
とさは、運転席ドアを開さまず。 

イグニッション位置び0になりまず。 

►キーレス3—装備車は、エンジンス 
イッチからキーレス zl ' —スイッチを 
取り外しまず0149ぺージ）。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら柔員を車 
から降ろして、ただちにま全な場所 
に避難させまず。 

► 周囲の状況にま意しなびら車から降 
りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くことび 
法律で義務付けられていまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


応急用スペアタイヤへの交換* 

応急用スペアタイヤに交換したとさは、 
標準タイヤとサイズが異なるため、必 
ず SOkm / h じ(下で走行してください。 

A 警告 

応急用スペアタイヤと標準タイヤで 

はタイヤのサイズと種類が異なるた 

め、走行特性が大さ<変化します。 

ミ主意して走行してください。事故を 

起こずおそれがお0ます。 

危険な状況を回避してください。 

• 状況に合わせて慎重に運転して< 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本 L 处上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤの使用は短い 
時間にとどめて < ださい。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さし、。 

• 応急用スペアタイヤを交換すると 
さは、最寄りのルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で行なつて< 
ださい。交換するタイヤのサイズ 
と種類が正しいことを確認してく 
ださい。 

► タイヤ交換に必要な準備を行ないま 
す（[>289ページ）。 

► リバーシブルトランクフ□アの下 
から、 LiTF のちのを取り出しまず。 

• 応急用スペアタイヤ 
• ぶイールレンチ 
• 輪止め 
• ジャッキ 
• ガイドボルト 
• 電動エアポンプ 
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輪止めをずる 


ジャッキを使用ずるときなどには、輪 
止めを使用し、車が動さ出さないよラ 
にして < ださい。 

輪止めは1個車載されていまず。ち 
う1個必要なとさは、適切な大ささ 
の木片か石を輪止めとして使用して 
<ださい。 

み。 與 

► プレートを引き起こしまずの。 

► 裏面のプレートを引さ出しまず®。 

► 裏面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開口部に差し込みま 
す感。 

〇輪止めを使用ずるときは、プレー 
卜の④の部分にタイヤがあたるよラ 
にしまず。方向にミ主意してください。 



► 水平な場所でタイヤ交換をずると 
さは、交換ずるタイヤの对角線の 
位置にあるタイヤの前後に輪止め 
をしまず。 



傾斜地で輪止めをする場合 


► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るとさは、交換しない側の前輪と後 
輪の下り側に輪止めをしまず。 

ジヤツキアップずる 


A 警告 

ジャッキが交換するタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートに正し<取 
り付けられていないと、ジャッキアッ 
プした車が落下して、けがをするお 
それがあ0まず。 

ジャッキは、交換ずるタイヤに適し 
た位置のジャッキサポートにのみ取 
り付けてください。ジャッキは側面 
から見て垂直になるように取り付け、 
ジャッキの底面がジャッキサポート 
の真下にくるよう にして くださし、。 


占 


水平な場所で輪止めをする場合 
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パンクしたとき 


ジャッキアップずるとさは、下の点 

にミ主意して < ださい。 

• ジャッキアップずるときは、必ず 
ルセデス-ベンツによりテストされ 
承認された、車載のジャッキのみを 
使用して<ださい。不適切なジャッ 
キを使用すると、ジャッキアップし 
たとさに車が落下ずるおそれがあり 
ます。 

• 車載のジャッキは、この車のタイヤ 
交換で一時的にジャッキアップずる 
ためだけに設計されていまず。車の 
下に入って作業ずるには適していま 
せん。 

• 上り坂や下り坂でのタイヤ交換は避 
けて < ださい。 

• ジャッキアップずる前に、パーキン 
グブレーキを効かせるととちに輪止 
めをして、車が動き出さないよラに 
して<ださい。ジャッキアップして 
いるとさは、決してパーキンブレー 
キを解除しないで < ださい。 

• ジャッキは、かた < て滑りに < し、 
水平な場所で使用して < ださい。 
不整地などでは、荷重を支えるち 
のをジャッキの下に敷<必要があ 
りまず。滑りやずい場所では、ラ 
バーマットなどの滑り止めを使用 
して < ださい。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木材な 
どを置いてジャッキアップしないで 
<ださい。ジャッキアップした際の 
高さが制限されるため、本来の耐荷 
重を支えることがでさません。 

• タイヤと地面との間隔が 3 cm LU 上 
離れないよラにして < ださい。 


• ジャッキアップした車の下には決し 
て手や足を入れないで < ださい。 

• ジャッキアップした車の下には決し 
て横たわらないで < ださい。 

• ジャッキアップしているときは、 
決してエンジンを始動しないで< 
ださい。 

• ジャッキアップしているとさは、決 
してドアやトランクを開閉しないで 
<ださい。 

• ジャッキアップしているときは、車 
の下に人がいないことを確認して< 
ださい。 

• ジャッキに不具合や損傷があるとさ 
は使用しないでください。 

• ジャッキを使用ずる前にジャッキヴ 
ポートを点検し、ミちれが付着してい 
る場をは取り除いて < ださい。 

• ジャッキサポートに亀裂や損傷があ 
る場をは、作業を行なわないで< だ 
さい。 



►ぶイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 


この時点では、ホイールボルトを取 
りがしません。 


か：？©—り 
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Q ホイールレンチを使用ずるとき 
に、ぶイールレンチがホイールボ 
ルトからがれるとけがをしたり、 
ホイールボルトを損傷するおそれ 
がありまず。 iU 下の点にミ主意して 
<ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし、。 


•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 



ジャッキヴポートは、前輪の後方、後 
輪の前ちのボディ下部4力所（矢印の 
位置）に設けられていまず。 


AMG スポーツパッケージ装備車のフ□ントの力 
JK- 


AMG スポーツパッケージ装備車は、 
ジャッキヴ ポー ト部にカバーが装着さ 
れていまず。 


► AMG スポーツパッケージ装備車は、 
カバー®を上方に引さ上げてがし 
まず。 



で- ぶ L 


► ジャッキの底部びジャッキポイン 
卜の真下にあることを確認しまず。 

► ジャッキ④びジャッキポイント® 
に完全にはまり、ジャッキの底部び 
巧一に化面上に横になるまで、八ン 
ドル⑤を時計回りにまわしまず。 

► タイヤび地面から最大で約 3 cm 離 
れるまで、ジャッキ八ンドル⑤を 
まわします。 




se — り 
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タイヤの取りがし 



► 上側のホイールボルトを1本がし 
ます。 


► ホイールボルトをがしたネジ巧に、 
ガイドボルトのをねじ込みまず。 

► 残りのぶイールボルトをがしまず。 

Q ホイールボルトを砂の上やちれた 
場所に置かないで<ださい。ホイー 
ルボルトを締めたとさに、ぶイール 
ボルトのネジ山やホイール八ブを損 
傷するおそれがありまず。 

► タイヤを取りがしまず。 

B タイヤを地面に置くときは、ぶ 
イールの外側を下にしないで<ださ 
し、。ホイールに傷が付<おそれがあ 
りまず。 

〇ホイールをがしたときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや曲がりは 
空気圧減少の原因になり、タイヤを 
損傷するおそれがありまず。 


応急用スペアタイヤの取り巧け 
A 警告 

オイルやグ U —スが付着しているホ 
イールボルト皆、損傷しているホイー 
ルボルトおよびネジ山はホイールボ 
ルトのゆるみの原因になることがあ 
りまず。その結果、走行中にホイー 
ルがゆるむことがありまず。事故の 
危険性があ0ます。 

ホイールボルトにはオイルやグ U — 
スを塗巧しないでください。ネジ山 
が損傷しているとさは 、ただちに乂 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してくださし、。損傷したホイー 
ルボルトやネジ山を交換ずるか、修 
理してください。走行を続けないで 
<ださい。 


A 警告 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを締めると、ジャッキび外れ 
るおそれびありまず。けびのを険性 
びあ0まず。 

車びお面にあるとさのみ、ホイール 
ボルトを締めてください。 

► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ \ブの接合面を清掃します。 

II ホイールの清掃"に記載されてい 
る指示、およびま全に関ずる事項 
にをま意を仏ってください（杉278 
ぺージ）。 


S ©— り 
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お客様のぶイールおよび車両ために 
設計されたぶイールボルトのみを使 
用して<ださい。安全のため、語 
セデス-ベンツはルセデス-ベン 
ツが承認し、ホイールに対応したホ 
イールボルトのみを使用することを 
お勧めしまず。 


タイヤを修理した後に元のタイヤを 
装着するとさは、元の長さのぶイー 
ルボルトを使用して < ださい。 



► ガイドボルトに合わせて応急用スぺ 
アタイヤを取り付けまず。 


► 4本のぶイールボルトを取り付け、 
対角線の順番に軽<締め付けまず。 

► ガイドボルトを取りがしまず。 

► 已本目のホイールボルトを取り付 
け、軽< 締め付けまず。 


応急用スペアタイヤに空気を入れる 
A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれが 
あ0まず。必ず規定の空気圧を守つ 
てください。 

• タイヤに空気を入れすぎないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやす<な 
ります。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 


A 警告 

電動エアポンプを作動させるとさは、 
電動エアポンプに記載されている取 
扱ち法を参考にしてください。 

P 応急用スペアタイヤには、ジャッキ 
ダウンする前に電動エアポンプを使用 
して空気を入れて<ださい。ホイール 
IJ ムを損傷ずるおそれがあります。 

車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプが異な0まず。 


タイプ1 





► 電動エアポンプの背面から電源プラ 
グ④とエア ホースを 取り出しまず。 
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► 応急用スペアタイヤのバルブからバ 
ルブキャップをがしまず。 

► エアホースのナット①を応急用スぺ 
了タイヤの) (ルブに取り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

►電源プラグ④をライターソケット 
(>258ぺージ）または1 2 V 電源ソ 
ケット瓜259ページ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。空気圧は空気 
圧ゲージ⑤に示されまず。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動ごせないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプびをえた状態になって 
いることを確認してください。 

► 規定の空気圧になるまで空気を入れ 
ます。 

応急用スペアタイヤの空気圧は、応 
急用スペアタイヤのホイールに貼付 
ごれているラベルまたはタイヤに記 
載されています。 


► 規定の空気圧になったら、電動エア 
ポンプの電源スイッチ⑤を0 (停 
止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► イグニッシヨン位置を0にしまず。 

►規定の空気圧を超えたとさは、規定 
の空気圧になるまで、空気圧調整ボ 
タン⑤を押して空気を巧さまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブから 
エアホースのナット①を取り外し 
まず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブにバル 
ブキャップを取0付けまず。 

► 電源プラグ④とエアホースを電動エ 
アポンプの背面に収納しまず。 

► 電動エアポンプを元の位置に収納し 
まず。 

〇電動エアポンプやエアホースは作 
動中 I こ金属部分などび熱くなりまず。 
必ず手袋をして作業して < ださい。 


タイプ2 



► ケースの背面から電源プラグ④を取 
り出しまず。 


► ケースからエアホースを 取り出し 
ます。 
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► エアホースの黄色のホースコネク 
ターをケースの接続部に差し込み、 
ホースコネクターび固定されるまで 
押しこみまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブからバ 
ルブキャップを外します。 

►エアホースのナッ ト 田を バルブに 
取り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
び OFF の位置になっていることを 
確認します。 

►電源プラグ④をライターソケット 
(0258 ページ）または1 2 V 電源ソ 
ケット （0259 ページ）に差し込み 
ます。 

►イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を ON の位置にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。空気圧は空気 
圧ゲージ⑤におされまず。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たじ、 乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
し、ることを確認して < ださい。 


► 規定の空気圧になるまで空気を入れ 
まず。 

応急用スペアタイヤの空気圧は、応 
急用スペアタイヤのホイールに貼付 
されているラベルまたはタイヤに記 
載されていまず。 

►規定の空気圧になったら、電動エア 
ポンプの電源スイッチ⑤を OFF の 
位置にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► イグニッシヨン位置を0にしまず。 

►規定の空気圧を超えたとさは、規定 
の空気圧になるまで、空気圧調整ボ 
タン⑤を押して空気を巧きまず。 

►バルブからエアホースのナットの 
を取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブにバル 
ブキヤツプを取0付けまず。 



► 電動エアポンプからエアホースを取 
り外ずには、ホース接続部の レバー 
を押して、ホースを引さ出しまず。 


► 電源プラグ④とエアホースをケース 
下部に収納しまず。 

► 電動エアポンプを元の位置に収納し 
ます。 


SSI り 
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ジャッキダウンずる 


A 警告 

タイヤ空気圧が非常に高いか、また 
は非常に低い場含は、負荷の高い走 
行や高速での走行で応急用スペアタ 
イヤの破裂につながることがありま 
ず。また、事故の危険性がありまず。 
応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧 
を点検し、調整してください。その 
とさは、規定のタイヤ空気圧を参照 
してください。 

P 応急用スペアタイヤには、ジャッキ 
ダウンする前に電動エアポンプを使用し 
て空気を入れて<ださい。ホイールリム 
を損傷するおそれがありまず。 

► ジャッキ八ンドルを反時計回りにま 
わし、ゆっくり車を下げてタイヤを 
接地させます。 


► ジャッキをがしまず。 



A 警告 

ホイールボルトの締め付けトルクが 
規定値で締め付けられていないと、 
ホイールが緩み、事故を起こすおそ 
れがあ0ます。 

ホイールを交換した後は、ただちに 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でホイールボルトの締め付けトル 
クを確認してください。 

►図の順番（の〜®)でホイールボ 
ルトを均一に締め付けまず。ホイー 
ルボルトの締め付けトルクの規定値 
は13 kg-m (130 Nm ) でず。 

P ホイールレンチを使用ずるとさ、 
ぶイールレンチがぶイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷ずるおそれがありま 
す。 iU 下の点にま意して<ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい 

また、ぶイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要 iU 上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 
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►ジャッキを元の状態に戻し、ぶイー 
J レレンチや輪止めなどととちに 、 U 
パ'—シブルトランクフ□ア下の元の 
位置に収納しまず。 

► がしたタイヤをタイヤ収納カバー 
0288ぺージ）に入れ、トランク 
ルーム巧に収納しまず。 

このときは、バ U オルーフを閉じて 
<ださい。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。再度 
標準タイヤを装着したとさに、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して 
<ださい。 


タイヤフイットでの修理* 

タイヤの傷が約 4 mmliTF で、タイヤ 
トレッドにあるとさは、タイヤフイッ 
卜でパンクしたタイヤを修理すること 
がで'さまず。 

タイヤフイットはが気温度が一20む 
上のとさに使用でさまず。 


A 警告 

し U 下の状況のときは、タイヤフィッ 
卜でタイヤを修理することがでさま 
せん。他の方法で車両を移動させて 
ください。 

• タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場を 
や、凹み、亀裂、ひびなどがある 
場合、タイヤトレッド似外に傷が 
ある場台 

• ホイールが損傷している場合 
• タイヤの空気圧が非常に低かった 
り、空気が完全に抜けた状態の夕 
イヤで走行した場を 
事故の危険性があります。 

それじ Lb 走行しないで、方ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

H タイヤを修理ずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
まず。 

B タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

Q 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
で<ださい。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出ずおそれがあり 
ます。 

Q タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場をは、ただちに湿らせた巧で拭 
さ取って < ださい。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


SS 占 
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H タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換して<ださい。そのまま 
使用することはできません。 

Q タイヤフィットには使用期限があ 
0まず。期限が週ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限が過ざている場 
合は使用しないでください。 

►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださし、。 

► リバーシブルトランクフ□アの下か 
らタイヤフィット、電動エアポンプ 
を準備します。 



►タイヤフイットに付属してし''る最 
高速度表示のステッカー①をはび 
し、運転をの見やすい場所に貼付 
します。 

► 修理ずるタイヤのバルブ付近にタイ 
ヤフイット使用表示のステッカー③ 
を貼付します。 


A 警告 

タイヤフィットは有害で、炎症の原因 
になりまず。皮膚や眼、衣服に付着し 
ないよラに、また飲み込まないよラに 
してください。また、タイヤフィット 
の臭気を暇い込まないでください。夕 
イヤフィットは、子供の手が届かない 
場所に保管してください。 

タイヤフィットに触れたときは、じ （ 
下のよラに対処してください。 

• 皮膚に付着した場をは、ただちに 
洗い流してください。 

• 眼に付着した場をは、ただちに清潔 
な水で十分に洗い流してください。 

• タイヤフィットを飲み込んだ場合 
は、ただちに口全体をすずざ、大 
量の水を飲んでください。吐こラ 
とせず、ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• アレルギー症状が出た場含は、ただ 
ちに医師の診断を受けて<ださい。 

©タイヤ フィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて<ださい。 
乾燥すればフィルム状になり、剥が 
ずことがでさまず。 

ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 

A 警告 

使用上の注意を記載したステッカー 
が、電動エアポンプに貼付してありま 
す。使用する前に内容を確認してくだ 
さし、。 
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《電動エアポンプの巧巧や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびありまず。使用ちをびわか 
6ないときは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプケースの背面から 
エアホース⑥と電源プラグ③を取 
り出しまず。 

► エアホース ® の黄色のコネクター 
をタイヤフィット©の黄色の 
キャップ⑤の接続部に差し込み、 
プラグを固定しまず。 

► シー1」ング1」ングび前方を向 < よ5 
にして、タイヤフィットのの黄色 
のキャップ⑤を電動エアポンプ⑤ 
の接続部に差し込み、確実に固定し 
ます。 



►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしたタイヤのバルブ⑦に確実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④び 
OFF の位置になっていることを確 
認しまず。 

►電源プラグ③をライターソケット 
(>258ページ）まには1 2 V 電源ソ 
ケット（[>259ページ）に差し込み 

9 〇 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
ON の位置にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

©パンクした タイヤには最初にタイ 
ヤフィットび送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約 500 kPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの作動を停 
止しないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約10分間作動 
させます。空気圧びかなくとを 
200 kPa (2.0 bar / 29 psi ) に達し 
ていることを確認して < ださし、。 


SS 占 


► ノ くンクしたタイヤのノりレブ③からバ 
ルブキャップを取りがしまず。 
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H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たじ、 乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認して < ださい。 

[I 電動エアポンプやエアホースは作 
動中に金属部分などび熱くなりまず。 
必ず手袋をして作業してください。 

約10分後に空気圧び 200 kPa 
(2.0 bar / 29 psi ) に達しているとき 
は、 （0302 ページ）をご覧くださし、。 

約10分後に空気圧び 200 kPa 
口 . Obar / 29 psi ) に達していないと 
きは、（[>302ページ）をご覧ください。 

空気圧び 200 kPa 口 O.bar / 29 psi ) 
に達しない場合 

電動エアポンプを約10分間作動ご 
せてを空気圧び 200 kPa (2.0 bar / 
29 psi ) に達しない場合は、 liTF のよ 
うにしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を OFF の位置にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 


〇タイヤのバルブひらタイヤフイツ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフイツトび入ってい 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフイツトび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► タイヤフイツトびタイヤ内に行きミ度 
るように、ごくほ速で車を約 10 m 
前進まには後退ごせまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

約10分後には、空気圧はかなくとち 
200 kPa (2.0 bar / 29 psi ) に達して 
し、なければな0ません。 

A 警告 

電動エアポンプを約10分間作動さ 
せても空気圧び200 kPa (2.0 bar 
/ 29 psi ) に達しない場合は、タイ 
ヤびかなり損傷していまず。タイヤ 
フイツトでタイヤを修理することは 
でさまはん。損傷したタイヤと非常 
にあ下したタイヤ空気圧で、車両の 
制動能力や走行特性び善しく損なわ 
れるおそれびあ0まず。事故の危険 
性びあ0まず。 

それな上走行しないで<ださい。メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 

空気圧び200 kPa (20 .bar / 29 psi ) 
に達している場合 

► 電動エアポンプの電源スイツチ④ 
を OFF の位置にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► ライターソケツトまたは 12 V 電源 
ソケツトから電源プラグ③を巧き 
ます。 


ち el り 
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► タイヤのバルブからエアホースを取 
り外しまず。 

〇タイヤのパルブひらタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってし、 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびありまず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのぶースからタイヤ 
フィットが漏れることがあります。 
タイヤフィットはシ三やサビの原因 
になりまずので、タイ中フィットが 
入っていた袋にタイヤフィットを入 
れて < ださい。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットがタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所が固まりやず<な 
りまず。 

A 警告 

タイヤフィットで一時的に修理した 
タイヤは、走行特性を損ない、高速 
走巧に適していません。事故の危険 
性があります。 

運転スタイルをその状況に合わせ、慎 
重に運転してください。タイヤフイッ 
卜でタイヤを修理した場合の最高速 
度を超えないよラにしてください。 


タイヤフイツトでタイヤを修理した場 
合の最高速度は 80 km / h でず。必ず 
タイヤフイツトに付属の最高速度のス 
テツ カーを運転者の見やすい場所に貼 
付して < ださい。 

►約1日分間走行した後、電動 エア ポ 
ンプの エアホースを 修理したタイヤ 
のバルブに取0付けて、電動 エア ポ 
ンプの空気圧ゲージでタイヤ空気圧 
を点検します。 

この時点で、空気圧はかな< とち 
ISOkPa ( I.Sbar / 20 psi ) に達し 
ていなければな0ません。 

A 警告 

空気圧が1 30 kPa (1.3 ba 「 / 20 psi ) 
こなっている場合は、タイヤがか 
なり損傷しています。それし U 上走行せ 
ず、^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

► 空気圧を1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
Li (上に調整しまず。規定の空気圧は 
燃料給油フラツプ裏側に貼付されて 
いるタイヤ空気圧ラベルを参照して 
<ださい。 

空気圧を上げる 

► 電動エアポンプを作動させまず。 


SS 占 
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9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定 サービス エ場 
で交換してください。 


空気圧を下げる 

► 空気圧ゲージ③の横にある空気圧調 
整ボタン①を押して調整しまず。 


ランフラツトタイヤ 



► 黄色いキャップの □ ックノブをつ 
まみながら、電動エアポンプから 
タイヤフィットを引さ出しまず。 

タイヤフィットにはエアポンプが 
接続されたままになっていまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► 最寄りの^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で、新しいタイヤフィットをず 
みやかにお買い求め<ださい。 


ランフラットタイヤ装備車は、1本ま 
たは複数のタイヤの空気がな < なった 
状態でち走行を続けることができまず。 

ランフラットタイヤは、タイヤ空気圧 
警告システムが正常に作動していると 
きに使用ずることができまず。 

荷物の重量や乗員の人数がかない場合 
は約 80 km まで、荷物を最大に積載し 
た場合は約 30 km まで走行でさまず。 

車両の荷物に加え、走行距離は iU 下の 
ちのにより変化しまず。 

• 走行速度 
• 道路状況 
• 外気温度 

パンクした状態で走行できる距離は、 
厳しい走行環境や走行ち法によ0減か 
し、ゆるやかな運転スタイルでは増加 
ずることがありまず。 

走行でさる距離は、タイヤ空気圧警告 
システムの警告ッセージがマルチ 
フアンクシヨンディスプレイに表示さ 
れたとさが起点になりまず。 

パンクしたときは、必ず約 80 km/h 
liTF の速度で走行して < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


か：？ el り 
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A 警告 

パンクした状態で走行する場含は、 
カーブの 走行や急激な加速、 ブレーキ 
を効かせたときなどに走行特性が悪化 
します。事故の危険性があります。 
規定された最高速度を越えないで< 
ださい。急なステアリング操作や運 
転ち法、緑石传< ぼ地などを乗り越 
える走行が不整地での走行などは避 
け、慎重に走行してください。特に、 
重い荷物を積んでいるとをは注意し 
て < ださい。 

し U 下のとさは、パンクした状態での 
走行を続けないでください。 

. 大さな異音が聞こえるとさ 
• 車に振動が発生するとさ 
• 煙やタイヤの焦げる臭いが発生す 
るとさ 

• ESP® が頻繁に作動するとさ 
• タイヤのサイドウオールに傷が付 
いているとさ 

パンクした状態で走行したとさは、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でホイールの点検を受けて<ださい。 
また、パンクしたタイヤは必ず交換 
して < ださい。 

安全に関わる整備については、必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場で巧なつてください。 


〇1 本またはずベてのタイヤを交換 
ずるとさは、必ず指定されたサイズ 
で、 "MOExtended" のマークが付い 
たタイヤであることを確認してくだ 
さい。 

〇 ランフラットタイヤ装備車には 
タイヤフィットは装備されません。 
ウィンタータイヤなど、ランフラッ 
トタイヤ iU がのタイヤを装着ずると 
さは、タイヤフィットを用意ずるこ 
とをお勧めしまず。タイヤフィット 
は^ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い求め < ださい。 


SSI り 




306 


パツテリー 



バッテリー取り扱いの一般的なミま意 

バッテ U —の性能を長期にわたって最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —が常に十分充電されていることが 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にパッテリ ー 液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用して < だ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

バッテ U —を取り扱ラとさは、安 
全にミ主意し、保護巧策を取って< 
ださい。 

爆発の危険があ0まず。 


バッテリーを取り扱ってし、 
るときは、火気や裸乂、乂 
花、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 

火花が出ないよラに注意し 
て < ださい。 


A 



® 

0 


バッテ U —液には腐食性び 
ありまず。皮膚や眼、衣服 
に付着しないよラに注意し 
て < ださい。 

手袋やエプ□ン、マスク 
を着用して < ださい。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けて < ださい。 

バッテリーを取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して<だ 
さい。 

モ供を近付けないで<だ 
さい。 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 


9環境 

バッテリーは家庭用ごみとして廃棄 
しないでください。バッテリーは環 
境に配慮した適切な方法で処理して 
<ださい。 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
I 」一を廃棄ずるとさは、新しいバッ 
テ U —をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して < ださい。 


ち el り 
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A 警告 

安全のため、バッテリーは必ず指定 
品を使用して < ださい。指定された 
バッテリーは衝撃保護性能に優れて 
おり、事故などでバッテリーが損傷 
した隙に乗員がバッテ U —液により 
火傷をする危険性を低減します。 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリー 
を取り扱ラとさはし U 下の項目を守つ 
て < ださい。 

• バッテリーをのぞさこまないで< 
ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
U —がショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテリーが爆発する 
おそれがありまず。 

• 静電気を防ぐた故、含成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カー ぺッ トの上な どでバッテ リー 
を弓 I をずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 布などでバッテ U —を拭かないでく 
ださい。青を^や火花が発生して、ノ（ッ 
テリーが爆発ずるおそれがありまず。 

P 安全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたりがすときは、エンジンス 
イッチからキーを抜くか、イグニッ 
ション位置を0にしてくださし、。 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
するおそれがあ0まず。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジン 
スイッチからキーを抜いてくださし、。 
エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れているとさはわずかに電力が消費 
され、バッテ U —を消耗しまず。 


〇 バッテ U —端テの取りがし、バッ 
テリーの取りがし、充電、交換は、 
ルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場で作業することをお勧めします。 


バッテリーの位置 

バッテリーはエンジンルーム内助手 
席側のエアダクト下部に装備されて 
いまず。 

►パーキングブレーキを効かせ、シフ 
トポジシヨンを [ E にしまず。 

► 電気装備をすべて停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグこッシヨン位置を0にし 
cA 9 〇 


► ボンネットを開さまず。 



► 3 力所のク U ップ©をがしまず。 


► エアダクトのを取りがしまず。 

〇 バッテ U —の接続が一時的に断た 
れたとさは、政下のよ5な作業が必 
要になることがあります。 

• COMAND システムの再設定 

• 施錠時のドア S ラー格納機能の 
I 」セット 


SSI り 
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インジケーター付をバッテリー 



ケースが黒色で、上面にインジケー 
ターのがあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 


インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態が適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換が必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターが白色になったとさ 
は、^ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場に交換を依頼して<ださい。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
わないで <ださい。 


VRLA バッテリー 

バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルがある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
きません。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 


—びあびったとを 


バッテ U —の電圧が低下し、エンジ 
ンの始動が困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
リーを電源として始動ずることがで 
さまず。 

ブースター ケーブルは、エンジン ルー 
ム内の向かって左側にある [+] 端テと 
[-] 端モに接続しまず。 

A 警告 

他車のバッテリーを電源として始動 
しているとさは、バッテリーから発 
生したガスにより火傷をするおそれ 
があ0まず。他車のバッテリーを電 
源として始動しているとさは、バッ 
テ U —をのぞき込まないでください。 


A 警告 

他車のバッテ U —を電源として エン 
ジンを始動しているとさは、ガスが 
発生し、爆発の原因になります。乂 
気や裸火、火花を近付けたり、近< 
で喫煙しないで<ださい。バッテリー 
を取り扱ラとをは、安全にま意し、 
保護対策を取って < ださい。 


A 警告 

未燃焼の燃料が排気システムに入る 
と、発火して火災が発生するおそれが 
あります。エンジン始動操作を長時間 
繰り返して行なわないでください。 


か：？ el り 


点検についてはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 
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〇エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないで<ださい。未燃焼 
の燃料により、触媒コンバーターを 
損傷するおそれびありまず。 

急速充電器によりエンジン始動を行な 

わなし)でくださし''。バッ了 U —の電圧 

びほ下してエンジンの始動び困難なと 

さは、ブースターケーブルを使用して、 

他車のバッテ U — または補助バッテ 

1」一の電源によ0始動ずることびでさ 

ます。(下の指示に従ってください。 

• すべての車でバッテ U — に ブース 
ターケーブルを接続でさるとは限り 
ません。バッテ 1」一に ブースター 
ケーブルを接続でさないとさは、補 
助バッテ U —やエンジン始動用装置 
の電源を使用して、エンジンを始動 
して < ださい。 

• エンジン始動は、エンジンと触媒 
びをえているとをに行なってくだ 
さい。 

• バッテ U —び凍結しているときは、 
エンジン始動を行なわないで< ださ 
しんバッテ U —液を解凍してから行 
なって < ださい。 

•救援車のバッテ U —び、 12 V バッ 
テ1」一であることを確認して< だ 
ごい。 

• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つ ブースターケーブ 
ルを使用してください。 

• バッテ U —び完全に放電していると 
をは、ケーブルを接続してずぐに始 
動操作を行な5のではな <、数分間 
経過してから行なってください。売 
全に放電したバッテ U —に充電び行 
なわれまず。 


• 自車と救援車び接触していないこと 
をお認して < ださい。 


• ブースターケーブルび損傷していな 
いこと 

• ブースター ケーブルをバッテ1」 一に 
接続しているときは、 [+] 端子や [-] 
端子び他の金属部分に触れていない 
こと 

• ブースターケーブルび ラジェ ターを 
却フアンや回転べルトにきき込まれ 
ていないこと。 

エンジンを始動してエンジンびかか 
ると、それらび動 < ことびありまず。 
►パーキングブレーキを効かせまず。 

►セレクターレバーをに入れ ホ J 
ます。 4 J 

► 両車の電気装備をずべて停止しまず。 了 

►ボンネットを開きまず（[>263 ぺ一り 
ジ）。 ■ 


し U 下を確認して < ださい。 
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ち八ンドル車 

イラストのバッテ U —® は、充電さ 
れた救援車のノ（ッテ U —またはエンジ 
ン始動用装置を示していまず。 

► 自車の [+] 端テのカバーのを開き 
まず。 

►ホ色 ブースター ケーブルで、自車の 
[+] 端モ⑤と救援車のバッテ U — 
©の [+] 端テ®を接続しまず。 

先に自車の [+] 端モ⑤から接続し 
ます。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 黒色ブースターケーブルで救援車の 
卜]端テ®と、自車の卜]端モ⑤ 
を接続します。 

先に救援車のバッテ U — ® の卜] 
端モ④から接続しまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► ブースターケーブルの接続を外ずま 
で、数分間エンジンを始動させたま 
まにしまず。 


► 黒色ブースターケーブルを両車の 
卜]端テから外しまず。先に自車の 
[-] 端子⑤から外しまず。 

► 赤色ブースターケーブルを両車の 
[+] 端子から外しまず。先に自車の 
[+] 端子③から外しまず。 

► ブースターケーブルを外してから、 
自車の [+] 端テのカバーのを閉じ 

cJn ^ 〇 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
ごい。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたェ 
ンジン始動は緊急の対応でず。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたェ 
ンジン始動について、不明な点びあ 
るときは、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


S ©— り 
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A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に 
非常に大さな力が必要になります。 
必要であれば、ブレーキペダルを 
力いっぱい踏んでください。 

• けん引されるとさは、ステアリング 
をまわすことがでさ、□ックされて 
いないことを確認してください。 


A 警告 

ホールド機能が作動しているとさは、 
車にブレーキが効いています。けん 
引で車を動かずときは、ホールド機 
能を解除してください。 

けん引はできるだけ避けて<ださい。 

自走でさないとさは、専門業者に依頼 

して車両運搬車で移送して < ださい。 

Q 一般道では 30 km/h 下の速度 
で、距離は 50 km 政内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距 
離が日 0 km を超えるときは、必ず 
車両運搬車を利用して < ださい。 
トランスミツシヨンを損傷ずるお 
それがあ0まず。 

H パーキングブレーキが解除されて 
いることを確認してください。パー 
キングブレーキが故障していると 
さは、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 


H めかるみからの脱出などの目的 
に、けん引フックを使用しないでく 
ださい。車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇けん引されるとさは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

けん引されるときは、必ずシフトポジ 
ションを CE にしてください。 

し i (下の理由により、けん引される前に 
バッテ U — び接続されていて、電圧び 
低下していないことを確認してくだ 
ごい。 

• イグニッション位置を2にずるこ 
とびでさません 

• シフトポジションを EK にずるこ 
とびでさません 

セレクターレバーを [ E から動かず 
ことびでさないとさは、手動でパー 
キング□ックを解除してくださし) 
(>167 ページ)。 

Q エンジンを始動でさないとさは、 
他車のバッテ U —を電源とした始動 
を試みてください。やむを得ず、他 
車にけん引してをらラときはじ(降に 
記載ずる説巧に従い、最寄りのメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
移送してください。 


se — り 
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けん引 


y けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• □ープは両車とをでさるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□ープの中央に白巧 (30 cm X 
30 cm 1；■(上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に巧おして<ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃びかから 
ないよ5にして < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださし、。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よ5に前車のブレーキランプに 
ま意しなびら車間距離を調整し 
て < ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷ずる 
おそれびありまず。 

〇 けん引されるときは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください （079 
ページ）。車輪び回転ずると車び自 
動的に施湿され、車外に閉め出され 
ることびありまず。 

盗難防止警報システム装備車は、け 
ん引防止警報を解除してください 
060ぺージ）。 


けん引フックの取り付け 


けん引フックを取り付ける 


► 車載工具 （0288 ぺージ）からけん 
引フックを取り出しまず。 

A 警告 

U アのカバーを取り外すとさは、マ 
フラーにを 意してください。 マフラー 
は高温になるため、 マフラーに 触れ 
ると火傷をするおそれびありまず。 

けん引フックの取り付け部はフ□ント 
と U アのバンパーにありまず。けん引 
フックを取り付けるとさはカバーを外 
し cJ ^ 9 〇 



► カバー©のマーク部を矢印のち向 
に押しまず。 


► カバーのを外しまず。 

► 内部のネジ巧に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、停止ず 
るまで手で締め込みます。 

※車種や仕様により、カバーのの形状は異 
な0ます。 


ち©—り 
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けん引フックを取りがず 


► けん引フックを取りがしまず。 

► カバーのをバンパーに押し込んで 
取り付けまず。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


後輪を上げてけん引ずる _ 

後輪を上げてけん引ずるときは、 

([>311ページ）のミ主意事項を守って 

<ださい。 

〇後輪を上げてけん引ずるときは、 
必ずイグニッシヨン位置を0にし 
て<ださい。 ESP ® び作動して、ブ 
レーキシステムを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

► 非甫点滅灯を点滅ごせまず（1>120 
ページ)。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

►車から離れるとさは、キーを携帯し 
ます。 


前後輪を接地させてけん弓 I ずる 


前後輪を接化させてけん引ずるとさ 
は、 （^311 ページ）のま意事項を守っ 
て < ださい。 

A 警告 

エンジンがかかっていないとさはブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。注意 
して操作を行なってくださし、。 


►非常点滅口を点滅させます（[>120 
ページ)。 

〇 非甫点滅灯を点滅ごせてけん引ご 
れているとをでを、コンビネーショ 
ンスイッチを操作して方向指示灯を 
点滅させることびでさまず。このと 
さは、方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

►停止しているときは、 ブレーキ ぺダ 
ルを踏んだままにしまず。 

► シフトポジションを CE にしまず。 

► ブレーキペダルから足を放しまず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

車両を運搬ずる 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載ずるときにを使用できまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► ブレーキ ペダルを踏みなびらシフト 
ポジションを m にしまず。 

車を積載したらずみやかに(下のこと 

を行ないまず。 

► パーキングブレーキを効かせて、車 
び動かないよ5にしまず。 

► シフトポジションをにしまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧くか、 
イグニッション位置を0にしまず。 

► 車を固定しまず。 

Q 車両運搬車に積載して車両を固定 
ずるとさは、固定□ープをヴスぺ 
ンションなどの;><ンバー部分にか 
けないで<ださい。車体を損傷ず 
るおそれがありまず。 


se 占 
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ヒューズ交換についての注意 

電気装備に異常び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負巧びかか 
り、火災の原因になりまず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を巧頼してください。 

ヒューズを交換するとさは、必ず同じ 
電流値（色）のヒューズと交換してく 
ださい。ヒューズの電流値は「ヒュー 
ズー覧」（>316ページ）に記載され 
ています。詳しくはメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね < だ 
さい。 

ヒューズを交換してをすぐに切れると 
さや、ヒューズには異常びなく電気装 
倫び作動しないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で原因を調 
ベ、修理してください。 

〇必ず車両に適合した、正しい電流 
値のヒューズだけを使用してくださ 
し、。構成部品やシステムを損傷ずる 
おそれびありまず。 


ヒューズを 交換ずる _ 

►停車して、パーキングブレーキを効 
かせまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しなし、 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
しまず。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換しまず。 


ヒューズの 位置 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
まず。 

• エンジンルーム巧運転席側 
• トランクルーム巧 

ヒューズ配置表（英文）は、車載工具 
ととをに収納されていまず。ヒューズ 
配置表にはヒューズ容量を記載されて 
し、まず。 


り 
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エンジンルーム内①ヒューズボックス 

► ワイパーび停止位置になっているこ 
とを確認します。 

A 警告 

エンジンルーム巧のヒューズボック 
スを点検するとさは、必ずワイバー 
を停止し、エンジンスイッチからキー 
を巧くか、イグニッシヨン位置を0 
にしてください。ワイパーび作動ず 
るとけびをずるおそれびあ0ます。 


► ボンネットを開さまず。 



左八ンドル車 


► カバーに水分やミちれび付着している 
とさは、巧などで巧さ取りまず。 

ヒュ ーズボ ックスのた )(—を取りがず 

►ク U ップのを外しまず。 

► 前方に向けてカバー⑤を取り外し 
ます。 

Q ヒューズボックスのカバーを取り 
外したとさに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよ5にして 
<ださい。 


ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 

ける 

► カバー③のシール部び正しい位置 
にあることを確認しまず。 

►後部から先に、カバー③をヒュー 
ズボックスに取り付けまず。 

►カバー⑤を閉じ、ク U ップので力 
ノ（一を固定しまず。 

〇カバーは正し<取0付けて<ださ 
し、。水や巧れにより、ヒューズの 
機能に悪影響を及ぼずおそれびあ 
りまず。 

► ボンネットを閉じまず。 


トランクルーム内のヒューズボックス 

トランクルーム内のヒューズボックス 
は、パーテイシヨンカバーの後方にあ 
りまず。 


► トランクを開さまず。 



ヒューズボ ックスのた )(—を開く 

► カバー①の上側にある3力所の凹 
部にドライパーなどを差し込み、力 
ノ（一の □ ックを外しまず。 

►カバーのを矢印の方向に開さまず。 
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ヒューズー覧 


エンジンルーム内のヒューズボックス 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 25 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ® 

2 

30 A 

セントラル□ック、乗降用 
ランプ、表示な/警吉な、 
ドア S ラー、パワーウイン 
ドウ、シート調整、ステア 
U ング調整、スイッチ照日月、 
方向指おな 

3 30 A 

セントラルロック、乗降用ラ 
ンプ、表おな/警告灯、ドア 
ミう一、 パワーウインドウ、 
シート調整、スイッチ照明 

4 

20 A 

エンジンエレクト□ニクス 

5 

7.日 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ®、 ラ 
イトスイッチ、スイッチ照日月 

6 

10 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ、スターター 

7 

20 A 

スターター 

8 

7.日 A 

エァバッグ 

9 

15 A 

ライター 

10 

30 A 

ヮィパー 

11 7-日 A 

COMAND ディスプレイ、ラ 
ジオ、スイッチ照明 

12 

7.日 A 

エアコンディシヨナー、 IJ ア 
デフォッガー 

13 

7.日 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑩、 

ホーン、 へ、ソ ドランプ、マルチ 
ファンクシヨンステア IJ ング、 
方向指示丹、ウインドウウオッ 
シャー、ワイパー、スイッチ 
照明 

14 

7.日 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ®、 
ブレーキランプ 

15 

7.日 A 

エァバッグ 

16 

5 A 

才ートマチックトランス S ッ 
シヨン、ナビゲーシヨンシス 
テム、スイッチ照明 

17 

30 A 

自動防に機能 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

18 

7.5 A 

自動防眩機能、オート7チッ 
クトランスミッション、診断 
ソケット、非常点滅灯、ライ 
卜/レインセンサー、バニ 
ティ S ラー照明、読書な、ス 
イッチ照明 

19 

20 A 

燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
1」ングロック 

20 

斗 0 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

21 

7.5 A 

グローブボックスランプ 

22 

15 A 

エンジンエレクト n ニクス、 
エンジンフアン 

23 

20 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ 

2斗 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

25 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

26 

20 A 

COMAND ディスプレイ、 
COMAND システム、スイッ 
チ照明 

27 

7.5 A 

エンジンエレクトロニクス、 
イグニッション n ック、スター 
夕一、 ステア IJ ングロック 

28 

7.己 A 

ーターパネル、スイッチ 
照明 

29 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

30 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

31 

15 A 

ホーン 

32 

斗 0 A 

エンジンエレクト□ニクス 

33 

10 A 

才ートマチックトランスミッ 
ション 

3斗 

7.5 A 

燃料ポンプ 

35 

日 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

36 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

トランクルーム内のヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

37 

7.5 A 

エアバッグ 

38 

— 

未使用 
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ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

69 

- 

未使用 

70 

- 

ま使用 

71 

1己 A 

へッドランプ照射角度調整 

72 

1己 A 

12 V 電源ソケット 

73 

- 

未使用 

74 

1己 A 

キーレスづ一 

75 

20 A 

スイッチ照明、バ1」オルーフ 

76 

1 A 

または 

7.日 A 

V に S / ETC 、 パノラミックガ 
ラスルーフ 

77 

5 A 

電話 

78 

7.己 A 

ラジオ 

79 

5 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ®、 
パーキングガイダンス 

80 

7.日 A 

パーキングガイダンス、パー 
クトロニック 

81 

5 A 

電話 

82 

- 

未使用 

83 

- 

ま使用 

84 

- 

未使用 

85 

7.己 A 

テレビ 

86 

- 

未使用 

87 

- 

ま使用 

88 

- 

未使用 

89 

30 A 

パーキングブレーキ 

90 

30 A 

パーキングブレーキ 

91 

- 

未使用 

92 

- 

ま使用 


(2010-05-19 • A 172 已 84 00 73) 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
があります。 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

39 

30 A 

柔降用ランプ、 U アクオーター 
ウインドウ、スイッチ照明、 
バ1」オルーフ 

40 

1己 A 

オプション 

41 

30 A 

乗降用ランプ、 U アクオー 
ターウインドウ、スイッチ照 
明、バ IJ オルーフ 

42 

25 A 

燃料ポンプ 

43 

- 

未使用 

44 

- 

^未使用 

45 

- 

未使用 

46 

7.5 A 

アンテナモジュール、セント 
ラル□ック、盗難防止警報シ 
ステム、ラジオ 

47 

- 

ま使用 

48 

- 

ま使用 

49 

30 A 

1」アデフオッ ガー 

50 

50 A 

ェァバッグ 

51 

50 A 

ェァバッグ 

52 

- 

未使用 

53 

- 

未使用 

已4 

- 

ま使用 

55 

- 

未使用 

56 

- 

未使用 

57 

- 

未使用 

58 

- 

ま使用 

59 

5 A 

パーキングブレーキ 

60 

- 

ま使用 

61 

2己 A 

エアスカーフ 

62 

30 A 

シート調整、ステアリング 
調整 

63 

2己 A 

エアスカーフ 

64 

30 A 

シート調整 

65 

1己 A 

オートマチックトランス S ッ 
ション 

66 

- 

ま使用 

67 

4日 A 

サウンドシステム 

68 

- 

未使用 
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車両装備について、まを上の注意事頂、タイヤ/ホイールの使用 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


を全上の注意事項 


A 警告 

サイズの異なるホイールやタイヤを 
使用ずると、ブレーキやサスペンシヨ 
ンの部品を損傷ずるおそれがあり 
ます。事故の危険性があります。 

純正品および承認されているホイー 
ルおよびタイヤに交換してください。 


A 警告 

パンクしたタイヤにより、車両の走 

巧、ステアリング、制動特性が善し 

<損なわれまず。事故のを険性があ 

0まず。 

• パンクしたタイヤでは走行しない 
で < ださい。 

• ただちに応急用スペアタイヤに交 
撰するか、メルセデス■ベンツ 
指定サービスエ場に連絡して<だ 
さし'!。 

• ランフラットタイヤ装備車では、 
ランフラットタイヤに関する情報 
や警告にま意してください。 


ルセデス-ベンツにより承認され 
ていない、または正しく装着されてい 
ないアクセヴ U —により、操作安全性 
が損なわれまず。 



• 走行しているとさは、振動や騒音、 
ステアリングが片方向にとられるな 
どの不自然なステア U ングの動さに 
注意して<ださい。ホイールや夕 
イヤが損傷しているおそれがあり 
ます。タイヤやホイールの損傷が疑 
われるとさは、ただちに安全な場所 
に停車して、タイヤとホイールを点 
検してください。目に見えないタイ 
ヤやホイールの損傷ち、不自然な 
ステア U ングの動さの原因になり 

cJ'N y 〇 

異常が見つからないとさち、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて<ださい。 

• 駐車時は、タイヤやぶイールが縁石 
や障害物に接触しないようにして< 
ださい。 

縁石などを乗り越える必要があると 
さは、走行速度を落とし、縁石に対 
してタイヤをできるだけ直角にして 
<ださい。タイヤを損傷するおそれ 
がありまず。 


4-Y み：？与 IY ち 
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A 警告 

損傷しているタイヤは空気圧低下の 
原因にな0ます。その結果、車のコ 
ント□ールを失ラことびあ0まず。 
事故のを険性びあります。損傷してい 
る箇所びないかタイヤを定期的に点 
検し、損傷しているタイヤはただち 
に交換してください。 

タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大さな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検し 
ます。ス U ッフサイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているとさは、新 
しいタイヤに交換しまず。 

• タイヤの溝の深さや接化面の状態は 
定期的に点検してください。必要 
であれば、タイヤを左側またはち側 
にいっぱいまで切った状態で、タイ 
ヤの内側を点検してください。 

•ほこ0や水分の浸入を防ざノ（ルブを 
保護するため、ホイールバルブの 
キャップを必ず装着してください。 
また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールパルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたバルブ 
キャップし i (外のちのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 


•応急用スペアタイヤ*を含め、夕 
イヤの空気圧は定期的に点検してく 
ださい。 

• タイヤに空気を入れてを、ずぐに空 
気圧びほ下ずるとさは、パンクやホ 
イールの損傷、タイヤバルブからの 
空気漏れなどのおそれびありまず。 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごし、。 


タイヤトレッド 


A 警告 

溝の深さが十分でないタイヤトレッ 
ドはタイヤの駆動力を低下させます。 
また、タイヤが水を排水でさなくな 
りまず。これにより、特に速度が走 
行状況にあっていないとさは、謡れ 
た路面で八イド□プレーニング現象 
を起こず危険性が増加しまず。事故 
の危険性があります。 

タイヤ空気圧が非常に高い、または 
低いときは、タイヤはタイヤトレッ 
ドの異なる部位で様々な度含いで摩 
耗します。すべてのタイヤのタイヤ 
トレッドで、溝の深さを定期的に点 
検してください。 

タイヤの摩耗には十分にミ主意し、ス 
リップサイン（別冊 r 整備手帳」参照） 
が現われたら、すみやかにに交換し 
て<ださい。タイヤの溝の深さが約 
3 mm こなると著しく滑りやずく 
なり、事故につながるおそれがあり 
まず。 

ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm し U 下になったとさは、必ず新品 
と交換してください。 


4-Y み：？与 —Y ち 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤ/ホイールの使用 


タイヤの選択、装着と交換 _ 

• 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のち 
のにして < ださい。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離が約 100 km を超えるまでは 
速度を控えて運転することをお勧め 
します。 

• トレッドがひどく摩耗したタイヤで 
は、蕭れた路面を走行しないで<だ 
さい。タイヤのグリップが著し<低 
下し、八イド□プレーニング現象を 
起こずおそれがありまず。 

• 摩耗具合にかかわらず、6年 iU 上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
して < ださい。 

応急用スペアタイヤ*ち同様に交 
換してください。 

• 純正品または承認されている製品 LU 
がのタイヤやぶイールを装着する 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費などに悪影響をおよぼずおそ 
れがありまず。また、乗車人数や荷 
物が増えた場合などには、タイヤや 
ぶイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷するおそれがあり 
ます。 

• 再生タイヤを装着した場合、安全性 
の保証はでさません。 

• 純正品または承認されている製品 iU 
外のタイヤやホイールを装着する 
と、道路運送車両法違反になること 
がありまず。 

• 前後同サイズのタイヤ/ホイール 
が指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着ずるとさは、前 
輪に装着してください。 

■* オプション作仕様により、異なる装備でず。 


タイヤの摩耗具合は、下の条件によ 
り左ちされまず。 

• 運転方法 
• タイヤ空気圧 
• 走行距離 


MoExtended (ランフラットタイ 
ヤ） * 

ランフラットタイヤ装備車は、1本 
または複数のタイヤの空気が抜けた 
状態でち、走行を続けることがでさ 
9 〇 

ランフラットタイヤには 、 Daimler 
AG の純正品および承認されている 
ぶイールを装着して<ださい。また、 
ランフラットタイヤの使用は、タイ 
ヤ空気圧警告システム（>326ぺージ） 
が正常に作動していることが条件に 
な0まず。 

〇 ランフラットタイヤ装備車は、 
応急用スペアタイヤおよびタイヤ 
フィットは装備されていません。 

ウィンタータイヤなど、ランフラッ 
トタイヤ外のタイヤを装着ずると 
きは、タイヤフィットをお買い巧め 
になることをお勧めしまず。 

〇 タイヤフィットについて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 


4- V み：？与 IY ち 
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雪道や凍結路を走行するとさやが気温 
度が約 rciu 下のとさは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このような状況では、ウインタータイ 
ヤを装着することで、 ABS や ESP ® な 
どの効果が発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで 4 輪とち同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

A 警告 

ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 1；^下になったとさは、必ず新品 
と交換して<ださい。十分なグリッ 
プを発揮でさず、雪道や凍結路の走 
行に適さなくなります。これにより、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因になります。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

応急用スペアタイヤを装着したとさ 
は、約 80 km / h _ UU 上の速度で走行し 
ないで < ださい。 


A 警告 

ウィンタータイヤの装着時に、応急 

用スペアタイヤ*を装着すると、夕 

イヤのサイズと種類が異なるため、 

事故を起こすおそれがあります。 

し U 下の事項を守って < ださい。 

• 状況にをわせて慎重に運転してく 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤ*を2本し U 上 
装着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤ*はウィン 
タータイヤとはサイズが異なるた 
め、短時間のみ使用してください。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さし、。 

• 応急用スペアタイヤ*を交換ずる 
とさは、最寄りの^ルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で行なって 
ください。交換ずるタイヤのサイ 
ズと種類が正しいことを確認して 
<ださい。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでくだ 
さい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね<ださい 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


4- Y み：？与 — Y ち 
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タイヤ空気圧 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでち走行が困難なと 

きは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノーチェーンは 、 Daimler AG の指 

定品を使用して<ださい。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

スノーチェーンを装着ずるときは、 

下のことに注意して < ださい。 

• 車種や仕様により、標準タイヤ、ぶ 
イールにスノーチェーンを装着で 
さない場合がありまず。詳し< は 
([>330.331ページ）をご覽くだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤ*にはスノー 
チェーンを装着しないで<ださい。 

• スノー チェー ンは必ず後輪に装着し 
て<ださい。前輪に装着ずると、ボ 
ディや フェ ンダーの内側またはヴス 
ペンションなどに接触して、タイ 
ヤや車体を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

• スノー チェー ン装着時は約日 0 km / 
h 政下の速度で走行して<ださい。 

• 指定品政がの スノーチてー ンを装 
着すると、タイヤからがれたり、車 
体に接触ずるおそれがあ0まず。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲の交 
通を妨げない、安全で平坦な場所で 
行なって < ださし、 

• 路面に雪や凍結がな<なったとさ 
は、スノーチェーンをがしてくだ 
さい。 


〇 スノーチてーン 装着中は、 ESP 愈の 
機能を解除したほ5が走行しやずい 
場合がありまず。 

〇 スノー チェーンに ついて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


タイヤ空気圧 


A 警告 

タイヤ空気圧が低すぎたり高すぎる 
とさは、下のよラな危険があり 
ます。 

. 車に重い荷物を積んだとさや高速 
走行したときに破裂するおそれが 
あります。 

• タイヤが極度に摩耗した0、偏摩 
耗して、タイヤのグリップが善し 
く低下ずるおそれがありまず。 

. 車両の走行、ステアリング、制動 
特性が善し<損なわれるおそれが 
ありまず。 

事故の危険性がありまず。 

タイヤ空気圧はし U 下のよラに調整ず 
ることをお勧めしまず。その際は、 
応急用スペアタイヤ*を含め、すべ 
てのタイヤの空気圧を点検して < だ 
さし、。 

• かなくとも2週間ごと 
• 荷物の積載量が変わったとを 
• 長距離走行前 

. 不整地の走行など、使用条件が変 
わったとさ 

必要であれば、指定のタイヤ空気圧 
に調整して < ださし、。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


4- V み：？与 IY ち 
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タイヤ空気圧ラベル 


aiwH " 


ロロを口 1 
田口。口圓 
IFTLlKT 田 口 圧 

IPf^KJCIIDIECI 


■«»； 


タイヤ空気圧ラベルの例 


タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず(>169 
ぺージ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は fkPa (1 00 kPa 二1 bar )」 と 「 psi 」 
で表示されています。 

応急用スペアタイヤ*の空気圧は、応 
急用スペアタイヤのホイールまたは夕 
イヤに記載されていまず。詳しくは 
(>331ページ）をご覧ください。 

A 警告 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着するなど、純正品 
または承認されたノりレブキャップ 
外のちのをホイールバルブに装着し 
ないで<ださい。それらを装着ずる 
と、バルブが常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になります。 


A 警告 

タイヤ空気圧が繰り返し低下すると 
をは、ホイールやホイールバルブ、 
またはタイヤが損傷しているおそれ 
があります。タイヤ空気圧が低すざ 
ると、タイヤが破裂ずるおそれがあ 
ります。事故を起こずおそれがあり 
まず。 

• タイヤにくぎなどがささってい 
ないか確認してください 
• ホイールやホイールバルブから空 
気が漏れていないか確認して<だ 
さし''。 

問題を解消でさない場昔は、^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

Q 必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

タイヤ空気圧は、でさるだけタイヤが 
冷えているとさに測定して<ださい。 
UTF のときはタイヤは;令えていまず。 

• 直射日光をミ谷びていない場所で、か 
な< とち約3時間 iU 上駐車したま 
まのとさ 

• 約1 .6 km liLL 走行してし^なし''とき 

周囲の気温が約1日で変化ずると、夕 
イヤ空気圧は約 lOkPa (0.1 bar / 
1.5 psi ) 変化しまず。タイヤ空気圧を 
点検ずるとさは周囲の気温にミ主意して 
<ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


4- Y み：？与 — Y ち 
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タイヤ空気圧 


タイヤ空気圧び高ずざたりほずざる状 
態で走行すると、じ(下のよラなことび 
起こりまず。 

• タイヤの寿命び短くなりまず。 

• タイヤの損傷につなびりまず。 

• 車両操縦性や走行ま全性に悪影響を 
ちえまず（八イド□プレーニング現 
象び発生しやず< な0まず）。 

〇 かない荷物に対応した空気圧値 
は、良い乗りむ i せををたらずための 
最ほ空気圧でず。 

荷物びかないときを、をい荷物に巧 
応した空気圧を使用ずることをでさ 
ます。この空気圧値は許容されてい 
る値であり、走行性能に悪影響を与 
えることはありません。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料をを計に消費しまず。 

空気圧ラベルに21日 km / h までの速度 
の値が記載されているとさは、安全性 
を損なうことなく、その値から 30 kPa 
(0.3 ba 「、4 psi ) まで空気圧を下げる 
ことがでさまず。 

これにより乗りむ地が改善されまず 
が、消費燃料が若干増加ずることがあ 
りまず。 


タイヤ空気圧警告システム 


安全に関ずる重要事項 


車両が走行しているとさ、タイヤ空 
気圧警告システムは車輪の回転速度 
を使用して、設定したタイヤ空気圧 
をモニターしまず。これにより、夕 
イヤの空気圧低下を検知ずることが 
でさまず。空気圧低下の結果、車輪 
の回転速度が変化ずると、对応ずる 
故障/警告 ><ッ セージがマルチファ 
ンクシヨンディスプレイに表示され 
まず。 

タイヤ空気圧警告システムは、誤っ 
たタイヤ空気圧の設定に对しては警 
告は行ないません。推奨タイヤ空気 
圧に関しての注意事項は0324ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

複数のタイヤからの同時で均一な夕 
イヤ空気圧低下はタイヤ空気圧警告 
システムで検知でさないため、タイ 
ヤ空気圧警告システムは定期的な夕 
イヤ空気圧点検の代わりになるちの 
ではありません。 

タイヤに異物が貢通した場合など、突 
然の空気圧低下に対しては警告を行な 
5ことがでさません。急激な空気圧低 
下のとさは、慎重にブレーキ操作を行 
なって停車して<ださい。急な ステア 
U ング操作は避けてください。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• スノーチェーンを装着しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• 砂地や砂利道などを走行している 
とさ 
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• スポーティな走行をしてし^るとさ 
(高い速度でカーブを曲がっている 
とさや急加速をしているとき） 

• 重い荷物を積載しているとさ 

タイヤ空気圧警告システムの再起動 

m 下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて<ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• タイヤやぶイールを交換したとさ 

• 新しいタイヤやぶイールを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（1>32日ページ）を参照 
して、すべてのタイヤが適正な空 
気圧に調整されていることを確認 
して <ださい。 

► タイヤ空気圧に関ずるま意事項を確 
認します（1>324ページ）。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

►ステア U ングの 3D または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのイン;>< 
ニューから" メンテナンス" を選択します。 

► E または E を押して、 "タイ 
ヤ空気圧" を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 

II タイヤ空気圧警告システムオ 
ン II と表示されまず。 


〇イ グこツシヨン位置が2 がのと 
さは、 "タイヤ空気圧警告システ 
ムイグこツシヨンオンで作動でき 
ます" と表示されまず。 

再起動を確定ずる 

► 应のを押しまず。 

"タイヤ空気圧正常でずか？キャ 
ンセルはい" と表示されまず。 

► ra を押して" はい" を選択し、 
应のを押しまず。 

II タイヤ空気圧警告システム再始 
動しました" と表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 

再起動を中断ずる 

► ステア U ングのスイツチを押 
します。 

または 

►"タイヤ 空気圧正常でずか？キャ 
ンセルはい" と表示されているとき 
に、 "キャンセル" を選択して、 两 
を押しまず。 
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タイヤの交換 


タイヤの交換 


パンクしたとを 

r 万一のとさ」には、パンクしたとさ 
の対処ち法に関ずる情報や注意事項が 
記載されていまず。また、タイヤ交換 
やタイヤの装着、応急用スペアタイヤ* 
に関する指示ち記載されていまず。 


タイヤ□ーテーシヨン 
A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズが前 
後で異なる車両でタイヤ □ー テ ー 
シヨンを行なラと、車両操縦性や走 
行ま定性が確保でさません。ブレー 
キやヴスペンシヨンを損傷するおそ 
れがありまず。事故を起こずおそれ 
がお0まず。 

タイヤ □ーテーシ ヨンは、 タイヤお 
よびホイールのサイズが前後同一の 
車両でのみ行なってください。 

タイヤの摩辞具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,日日日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 

タイヤ□ーテーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤを入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることがでさまず。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 


〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して<ださい。タイヤ 
空気圧は、燃料給油フラップの裏側 
に貼付してあるタイヤ空気圧ラベル 
で確認してください。 


タイヤの回ま占み向 

回転方向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転ずるように装着す 
ることで、八イド□プレーニング現 
象などを発生しに<<し、タイヤの 
性能を発揮ずることがでさまず。 

タイヤの側面に記載された回転方向 
の矢印などの指示に従って装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイヤ*は、どちらの 
回転方法でち装着でさます。 

応急用スペアタイヤを使用ずるとさ 
は、速度制限および使用期限に従っ 
て < ださい。 

タイヤの保管 

装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


タイヤの清掃 
A 警告 

高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃しないでください。タイヤ 
を損傷するおそれがあります。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


4- Y み：？与 IY ち 
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ホイールとタイヤの組み合わせ 


〇タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね < だ 
さい。 

ABS や ESP ® などの装備は、純正 
品および承認された製品を使用ずる 
ことで効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品(外の 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでをません。 

〇純正品および承認された製品し i (外 
のタイヤやホイールを装着した場合 
は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響を与えるおそれびあり 
ます。また、指定されたサイズし i (が 
のタイヤやホイールを装着すると、 
フェンダーの内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇再生したタイヤを装着した場合、 
ま全性の保記はでをません。 

〇大□径のホイールを装着したとさ 
は、路面状況び悪いときに乗りむ地 
び悪くなることびありまず。また、 
障害物を乗り越えたとさの快適性を 
ほ下し、ホイールやタイヤを損傷ず 
る危険性ち高まりまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルび 
貼付してありまず0325ぺージ）。 


〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ 
ホイールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤな 
ど、異なる種類のタイヤを同時に装 
着しないで < ださい。 

〇 ランフラットタイヤ装備車は、 
応急用スペアタイヤおよびタイヤ 
フィットは装備されていません。 

ウィンタータイヤなど、ランフラッ 
トタイヤ LU 外のタイヤを装着ずると 
きは、タイヤフィットをお買い巧め 
になることをお勧めしまず。 

〇 タイヤフィットについて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 
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ホイールとタイヤの組みをわせ 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセツト 

SLK 200スポーツ 

前輪 225/45 R 17 
後輪 245/40 R 17 
(ランフラットタイヤ） 

7. 引 X 17 

8. 引 X 17 

42 mm 

36 mm 

SLK 200スポーツ 

AMG スポーツパッケージ 

前輪 225/40 R 18 
後輪 245/35 R 18 

7 . 引 X 18 

8 . 引 X 18 

42 mm 

36 mm 

SLK 200 

前輪 225/45 R 17 
後輪 245/40 R 17 
(ランフラットタイヤ） 

7. 引 X 17 

8. 引 X 17 

42 mm 

36 mm 

SLK 200 

AMG スポーツパッケージ 

前輪 225/40 R 18 
後輪 245/35 R 18 

7 . 引 X 18 

8 . 引 X 18 

42 mm 

36 mm 

SLK 350 

前輪 225/45 R 17 
後輪 245/40 R 17 
(ランフラットタイヤ） 

7. 引 X 17 

8. 引 X 17 

42 mm 

36 mm 

SLK 350 

AMG スポーツパッケージ 

前輪 225/40 R 18 
後輪 245/35 R 18 

7 . 引 X 18 

8 . 引 X 18 

42 mm 

36 mm 


※標準タイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装着しないでください。 


オプションまたは仕様により、下のタイヤ/ぶイールが装着される場合があ 
りまず。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセツ 

前輪 

22已/斗已 R1 7 

7.引 X 17 

42mm 

後輪 

24己/ 40R1 7 

8.引 X 17 

36mm 

前輪 

22已/斗 0R18 

7.引 X 18 

42mm 

後輪 

24己/ 35R18 

8.引 X 18 

36mm 
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《 225/40 R 17、245/35 R 18 のタイヤを装着したときは、スノーチェーンを装着しないでください。 






















ホイールとタイヤの組み舍わせ 


331 


ウインタータイヤ 


車種 


タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

SLK 200 

前後輪 

205/55 R 16 

7 J X 16 

37.5 mm 

前後輪 

205/55 R 16 

7 J X 16 

38 mm 

全車 

前後輪 

225/45 R 17 

7.引 X 17 

斗 2 mm 


〇 ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに巧応していないこと 
びありまず。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス.ベンツ指定 
サービスエ場におたずねくださし、。 


応急用スペアタイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

空気圧 

全車 

T 145/70 R 1 7 

4.50 B X 17 

1 2mm 

3.5 bar /51 psi / 
350 kPa 


※応急用スペアタイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車両装備について、純正部品/純正ァクセサリー 


車両装備について 


〇 この取扱説日月書では、本書の発行 
時点でお客様の車両に装着巧能なず 
ベての標準装備およびオプ シヨ ン装 
備について記載していまず。本書に 
記載されているずべての機能がお客 
様の車両に当てはまらない場合があ 
ることに留意して<ださい。このこ 
とは、安全に関ずる装備や機能にち 
当てはまりまず。 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理の 
とさは、必ず純正部品を使用して<だ 
さし、。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 


A 警告 

承認されていない部品、タイヤやホ 
イール、または安全に関するアクセ 
ヴ U —を使用すると、走行安全性が 
損なわれるおそれがあ0ます。 
これらはブレーキシステムなどの安 
全性に関連したシステムの故障につ 
ながる可能性があります。さらに車 
両操縦性を失ラ原因にな0、事故の 
原因になりまず。 

どのよラな場台でち、純正部品のみ 
を使用してください。また、タイヤ 
やホイール、アクセヴ U —はお客様 
の車両のために承認されたをののみ 
を使用してください 


9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するため、 U サイクル部品を積 
極的に導入しています。 


み— m ご—わ 
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pLU 下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取0付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

. ドア 

-ピラー付近 
-サイドシル付近 
•シ—卜 
•シートベルト 
-インストル><ントパネル 
. センタ—コンソール 

これらの部位にオーディオなどを追 
加装備した0、修理や銀金作業など 
を行なラと、乗員保護装置の作動に 
悪影響をちえるおそれがあ0まず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 純正部品(がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな<関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 


車両の電子制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、^ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なって < ださし、。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なって<ださい。車両の安全性に影 
響を与えるおそれがあります。 

Q 電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ールユニットやセンサー、 
配線類などの ><ンテナンス作業は、 
必ずルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早 < 摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
9 〇 

[I 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にを悪影響をちえるおそ 
れびありまず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着ずるとをは、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談してく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響を与 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、火災や故障の原 
因になりまず。 
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ビークルプレート 


ークルプレート 


純正部品を;主文ずるとさに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
ありまず。車台ま号やエンジンま号な 
どは図の箇所に記されていまず。 


ニューカープレート 



いずれかのドア開□部の車体側に、車 
台ま号およびカラーコードなどを記載 
したニューカープレートのび貼付さ 
れていまず。 



ニューカープレートに加え、車台ま号 
は車両の車体にち巧刻されていまず。 

巧刻位置は、センタートンネ j レち側 
でず。 


車台ま号を確認ずる 

► ち側シートをもっとを前方および上 
方の位置にしまず。 

► ち側シートのノ（ックレストを前方に 
倒しまず。 

► トリム ® をめくり上げまず。 

車台ま号⑤び確認でさまず。 



ボンネット裏側にオプションコードを 
記載したオプションコードプレー h 
①び貼付されていまず。 

エンジンま号 

エンジンブ□ックのクランクケースに 
エンジンま号び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


み— m ご—わ 











オイル•液類/バツ: 



オイル•液類に関ずるミま意 


A 警告 

オイル-液類を保管するとさは、関連 
する法律に従ってください。また、乂 
気のおくには保管しないでください。 
オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。 

オイル•液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入っ 
たり皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けて < ださい。 

9 環境 

オイル•液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 

オイル-液類には Li (下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッシヨンオイル、 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

• 冷却水 
• ブレーキ液 
•ウオ ッシ ャー液 
• エアコン デ イシヨナーの 冷媒 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 


〇 指定品 iU がのオイル-液類を使用 
したときは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 


燃料 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取0扱ラとをは、义気を近付けた 
り、おくで喫煙をしないでくださし、。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料び皮膚やを類に触れないよラに 
を意して < ださい。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約 6 日 e または 
約 7 日 G 

警告打点な時の 

約 8 e または 

残量 

約 9 G 


〇軽油を給油しないでください。か 
量でをガソ U ンと軽油びミ居じると燃 
料系部品やエンジンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 


も—. 


詳しくは、^ルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 
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Q 指定 LU がの燃料（高濃度アルコ… 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、火災が発生す 
るおそれがありまず。指定(がの燃 
料を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の適用がになりまず。 

U 燃料の添加剤は、純正品または承 
認されている製品のみを使用して< 
ださい。エンジン内部の摩耗が進ん 
だり、エンジンを損傷ずるおそれが 
ありまず。故障が発生したときは、 
保証の適用がになりまず。 

燃料消費について 


9環境 

C 02 (こ酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大きな原因とな0ます。 

緩やかな運転をむがけ、定期的に点 
検■整備を行なうことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることがでを 
まず。 

m 下のよ5な状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温が非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行するとさ 


エンジンオイル 

〇エンジンオイルは、使用している 
間にちれた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

SLK 200 

約 5.5 G 

SLK 350 

約 6.5 G 

〇 容量は、 

オイルフィルター分を含 


む交換時の数値でず。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
おしてください。 
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オートマチックトランスミッション 
オイル 

オートマチックトランス三ッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」を参照して<ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないで< 
ださい。トランス三ッション内部の 
摩耗が進んだり、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の適用がになりまず。 

〇オートマチックトランスミッション 
オイルの漏れを見つけたり、トラン 
ス三ッションの作動に異常を感じた 
ときは、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 


ブレーキ液 


定期的にレセデス-ベンツ指定 ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

ブレーキ液を補給するとさは、 

が水分がリヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなでち)、ブレーキが効かな< 
なるおそれがお0ます。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用すると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックが発生ずる 
おそれがあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでち圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かな<なる現象のことです。 


も—. 
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A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
でず。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近<で喫 
煙しないでください。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(がのウォッシャー液を使 
用ずると、レンズを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

〇ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ屋ぜてください。 

H ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を;昆ぜないで<ださい。液量 
のセンサーを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効ま 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ライトウオッシヤー液のリヴーブタ 
ンクは兼用でず。 


車載バッ テリーの 電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

70 Ah / 80 Ah 


ぷバッテ IJ 一の容量は、予普な<変更されるこ 
とびありまず。 


A 警告 

冷却水は可燃性の高い液体でず。冷却 
水を取り扱ラとをは、火気をお付けた 
り、近くで喫煙しないでください。 
冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで< ださい。発火ずるおそれがあ 
0まず。 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して< だ 
さい。 

不凍液の濃度 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約55% 

- 45で 


H 不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にしてください。濃度を 
約上にずると、冷却性能が 
低下します。 


バッテリー 


冷却水 


ウォッシャー液 












ビークルデータ、トランクを開いたときの高さ 


341 



積載荷物の制限重量 


トランク 100 kg 


トランクを開いたときの高さ 


トランクをいっぱいまで開いたとさの 
高さは、 iiTF のよ5になりまず。 

《車種や仕様により、数値び異なりまず。 


1 

<j 

が • — 

V^BSl 


巧 巧芒.：，. 


①トランクを開いたとさの高さ（列■側) 


の 1 795〜 1 796 mm 

0 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やヴスペンションの状態などに 
より、数値び異なりまず。 


も—. 

















巧象モデル 


SLK 200 B 山 eEFFIC 圧 NCY 
SLK 350 BlueEFFICIENCY 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

•《この取扱説明書の内容は、2011年12月現在のものです。 





メルセデス-ベンツ日本株式会な 

干 106-8506 東京都港区巧本木一 T 目9雷9号六本木ファーストビル 

MBJCSD 32770-121101000 B 

環境保護のたゆ、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 6引已3315 20 NA2011-03d， 12/11 


